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序 文

熊本県教育委員会では、 九州新幹線新八代・西鹿児島間建設工事に伴

う埋蔵文化財調査として、 八代市西片町及び中片町に所在する西片稲村

遺跡と中片小路遺跡の発掘調査を実施しました。

調査の結果、 弥生時代から中世にかけての遺構を数多く確認しまし

。た

中でも、 土師器の底部に掘り込まれた文字等、 古代から中世にかけて

この地域の様相を明らかに出来る遺物が大量に出土しました。

このたび、 西片稲村遺跡・中片小路遺跡の報告書を刊行することにな

りましたが、 本報告書が広く県民の文化財に対する認識と理解を深める

ことになることを願います。

なお、 発掘調査を実施するにあたり、 ご協力とご指導頂きました、 鉄

道建設・運輸施設整備支援機構鉄道建設本部九州新幹線建設局、 熊本県

土木部新幹線都市整備総室、 同新幹線八代事務所、 八代市教育委員会及

び地元の関係者の皆様方に深く感謝申し上げます。

平成17年3月31日

熊本県教育長 柿塚 純男



例 言
l 本 書 は 、 九 州 新 幹 線 新 八 代 ・ 西 鹿児 島 問 建 設 工 事 に 伴 っ て 実施 し た 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査報告 書 で あ る 。

2 発掘 調 査 は 、 熊 本 県 八 代 市 西 片 町 及 び 中 片 町 に 所在す る 西片稲村遺跡 と 中 片小路遺跡 が対象 で鉄 道建 設 ・

運輸施 設 整備支援機 構鉄 道 建 設 本 部 九州新幹線建設局 の 委託 を受け た 熊 本 県 教 育 委 員 会 が実施 し た 。

3 遺 物 の 整理 は 、 熊 本 県 教 育庁 文化課 文 化財整理室新幹線整理 棟 で 熊 本 県 教 育 委 員 会 が実施 し た 。

な お 、 遺 物等 の 一 切 の 資 料 は 平 成 1 6年3月 3 1 日 現 在 文 化 財 資 料室 で 一括保管 し て い る 。

4 遺 跡 の 発 掘 調 査 は 、 平 成 1 4年度 に 実施 し 、 整理 は 平成 1 5年度 に 実 施 し た 。

5 本書 の 地形 図 は 、鉄 道 建 設 ・運輸施設整備 支援機 構鉄 道建設本部九州新幹線建設局 か ら提供 を受け た も の

を 基 に し て 作成 し た 。

6 現 地 調 査 で の 実 測 及 び写 真撮影 は 、坂 口圭太郎 ・ 出田久斎 ・ 西山由美 子 ・森貴志 ・米 村 大 が実施 し た 。

7 遺 物 の 実測 は 、 横山 明 代 ・坂 本千 恵 ・ 井上裕美 ・ 古 関満 代 ・佐藤淳 子 ・園田智 子 ・田 中智 恵美 ・ 平 川早苗 ・森崎潔

子 が実施 し た 。 遺物 の 製 図 は 横山 ・坂 本 ・ 井上 ・ 古 閑 ・佐藤 ・園田 ・問 中 が実施 し 、 遺構 の 製 図 は 横山 ・坂 本 ・ 井

上 ・ 古 閑 ・佐藤 ・森崎 が実施 し た 。 遺物 の写 真撮影 は 村田百 合子 ・ 古 闘 が実施 し た 。 遺物 の観察 は坂 田和弘 (熊

本 県 教 育庁 文 化課 ) の 助言 を受け て坂 口 が実施 し た 。

8 本 書 の執筆 は坂 口 が実施 し た 。 遺物 の 色 調 は『 新版標準 土 色帖2 0 0 0年版.H 日 本 色彩研究 所 ) を 基準 に 使 用

し た 。 ま た 、 陶 磁 器 の 紬 調 は 『 中 国 の伝統 色 第 2 版J (大 日 本 イ ン キ 化学 ) を 基準 に 使 用 し た 。

9 現場 の写 真選別 は坂 口 が実 施 し た 。 本 文 の 文章チ ェ ッ ク は坂 本 が実施 し た 。

1 0 本 書 の 編集 は坂 口 が実 施 し 、校正 を坂 本 が行 っ た 。

l 現 地 で の 実 測 図 は 、 以 下 の縮尺 で 作 成 し た 。

全 体 遺 構 図 1 0 0 分 の l

凡 例

掘 立 柱建 物 1 0 分 の 1 . 2 0 分 の l

溝 状 遺 構 1 0 分 の 1 . 2 0 分 の l

井 戸 ・ 土 繍 ・ 竪 穴 住 居 ・ 土層 図 1 0 分 の l

2 本 書 収 録 の 際 に は 以 下 の縮尺 で 作 成 し た 。

全 体 遺 構 図 5 0 0 分 の 1 (商 片稲村遺 跡) 、 3 0 0 分 の 1 . 2 0 0 分 の 1 ( 中 片 小 路 遺跡 )

掘 立 柱 建 物

溝 状 遺 構 ・ 道 路 状 遺 構

井 戸 ・ 土 繍 ・ 竪 穴 住 居

不 明遺 構

土 層 図

3 遺 構 の方位 は 真 北 で あ る 。

6 0 分 の l

1 0 分 の 1 . 40 分 の l

3 0 分 の l

3 0 分 の 1 . 40 分 の 1

5 0 分 の l

4 遺構 は 、 竪穴住居= SI 、 掘 立柱建物= SB 、 柵列= SA 、 井戸= SE 、 不 明遺構=sx 、潜 状遺構= SD 、土繍= SK 、

道 路 状 遺 構= SR と記 号 化 し た 。

5 出 土遺 物 の 番 号 は 、各 図 版毎 に 通 し て附 し た 。 な お 、縮尺 は 古 銭 は l 分 の l 、 陶磁器 ・ 土器等 は 3 分 の l で あ る 。

6 出 土遺 物 の 解説 は 本 文 中 に記 し た 。



本 文 目 次

序 文

例言 ・凡例

第 l章 調査 の 概要

第 l節 調査 に 至 る経緯 …・ ……………………………………… . 3 

l 調 査 の契機 ……・…・… ....・H・ ..…H・H・-……………ー…… 3

2 事 業照 会 と 予備 調査の経過 ………… ...・H・ ...………・・… .. 3 

3 調 査 の組織 ...・H・ ....…………H・H・ ..… .....・H・ ..……・…… . 4 

第 2節 調査 の 方法 と経過 ……………… ...・H・ ..……………・… .. 6 

l 調 査 の 方法 ・………… ...・H・-…・…………・・… ………・…… 6

2 調 査 の経過 ...・H・・… ...・H・-……・… ........・H・…・・………… .. 6 

第 2章 遺跡 の 概要 ………… ...・H・ ..………………… ...・H・ ..……… 9

第 l節 遺跡 の 環境 … …・・… ……… … …・・・・・・・ ・・… ・・ ・・・・…・ 1 1

l 地理的 環境 …-… ....・H・-……・ …………………… ....・H・ .1 1  

2 歴史的 環境 …………………………ー…………………… 1 1

第 2節 遺跡 の 概要 ……・ ………・・…・…・……ー……・・… ...・H・ .， 1 7  

l 西片稲村遺跡 一・ '"・H・- ・… … … ・・ ー ・・ 一一一…・ ....1 7  

2 中 片小路遺跡 ………… ...・H・ ......・H・-……………… ...・H・ .1 7  

第 3章 西片稲村遺跡での調査 と そ の 成果 ・・…・・………・………… .1 9  
第 l節 遺構 の 概要 ……一… -……………………………… ……・2 1

l 竪穴住居 (S] ) ・ …… ……… ………… ...・H・-…H・H・H・H・ .2 3

2 掘 立 柱建物 (SB ) ……… …・…………… …………・・ …… .38

3 溝状遺構 (SD ) …・・・・…・・H・H・-・・ … …・・・・・…… ……… .......48 

4 土墳 (SK) …・ ....・H・ .......・H・-…………………………H・H・ ..5 1

5 井戸 (SE ) ………… ...・H・…………・…・・・・H・H・- 一一…・・ ー ・5 5

6 そ の 他 の 遺物 ………・ ...・H・ ..…………・・・……………・H・H・ .55

第 4章 中 片小路遺跡で、 の調査 と そ の成果 ………………………… 57 
第 l節 I 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物 ・・ ……・・……・・…・・……… 6 1
第 2節 H 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物 ・… ......・H・ ・・・・・・・…一… ..65
第 3節 皿 .N . V 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物 ………………… 69 
第 4節 W 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物 …・ ………・・・・ ー …一一一96
第 5節 VII 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物 ・…一… …一・・…… … 1 02
第 6節 咽 区 の 遺構 と そ れ に 伴 う 遺物 ……………… ...・H・-… 1 2 6
第 7節 以 区 の 遺構 … ...・H・ ..…………………………………… 1 49



第 8節 X区の遺構とそれに伴う遺 物 ……...・H・.....・H・..……15 0
第 9節 沼区の 遺構とそれに伴う遺 物 ….....・H・-…...・H・ ...・H・ 1 61

第 5章 まと め …・...........................................................189 

写真図版 ...・H・................................................................. 215 

あとがき …...・H・.....・H・.....・H・H・H・ ..…...・H・..…...・H・ ..…...・H・ .. 2 63 

報告書抄録 . . . . . . • . • . • . . . . . . . . • . . . . • . . . . . • . • . . . . • . . . . . . . . . . • . • . . • . • . • . . . . • . . • • . . 265 

奥書



図 版 目 次

第 l 図 新幹線路線 図 ………. . . ・H・H・H・-……. . . ・H・- … …・ …… …… 一…………… 一……. . . ・H・. . . . . ・H・. 5

第2 図 周辺遺跡分布 図 ………………………………. . . . ・H・. . …・H・H・- ……………………………………. . 1 2  

第3圏 西片稲村 遺跡 基 本土層 図 ……・・…. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 7  

第4 図 中 片小路遺跡 基 本土層 図 …・… . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 8  

第 5 図 西片稲村遺跡 全 体遺構配置 図 ………・……………. . . ・H・. . . ・H・. . . ・H・. . . . . ・H・- …………………. 2 2  

第6 図 SIOO l 実測 図 …………・ …………………. . . ・H・. . …………. . . ・H・. . …………………………………・ 2 4

第 7 図 SI002 実測 図 ……… ・・…- ・・ … … … ……・ ……・ ー・ …………… ……… 一一一・・ ……・・ . 2 5  

第8図 SI003 実測 図 ・. . . ・H・- …・・…-…. . … … -…・… 一…・・…・…・・ 一…. . . . . . ・H・-…一………………. 2 6  

第 9 図 SI004実測 図 …………………………………. . . ・H・. . . . . ・H・. . …. . . ・H・. . ……. . . ・H・. . ………・………ー 2 7

第 1 0 図 SI005実測 図 …- 一…・………- … ・…・…・・……… ・・・…・・…………………………………………. . 2 8  

第 1 1 図 SI006実測 図 …ー…ー……・・・…・…… '"・H・-…・・ー………・・………・…………………ー……………ー 30 

第 1 2 図 SI005 ・ 006 出 土遺物実測 図 …・ …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・…・ 3 1  

第 1 3 図 SI008実測 図 …………. . . ・H・. . ………. . . ・H・. . ………………………………………………………… 33

第 1 4 図 SI008 出 土遺物実測 図 ・・・・・・・…………. . . ・H・ …・…・…ー……. . . . . . ・H・-一……. . . ・H・. . ……・・・・……. . 34 

第 1 5 図 SI009実測 図 …- ・・…・ …・…… … ・…. . . . ・H・-… 一 一・・・ ・……・一一一… . . . . . . ・・… 一一・・………. . 3 5  

第 1 6 図 SI009 出 土遺物実測 図 ……- …… … ・… …・ ・……・ ・……… …………………………… ……… 36

第 1 7 図 SIO 1 1 実測 図 ……ー…・・…………………………・…………・・………………・………………………. 3 7  

第 1 8 図 SIO 1 1 出 土遺物 実測 図 . . . . ・H・. . ・ ……・………・・ …・ ………・…・ 一一一… …・・… 一一一……… … 38

第 1 9 図 SB 00 1' 003 実 現l 図
… …. . . ・H・. . ……・・ …………・ …. . . ・H・-・……… 一…………………………… 39 

第2 0 図 SB 002 ・ 005実測 図 . . . ・H・. . . . . ・H・-…. . . ・H・. . ……………. . . ・H・. . …………………………一一一・. . 40

第2 1 図 SB 004 ・ 006実測 図 . . . ・H・… ・・ … ……… ・……・ …・・・. . . ・H・. . . . . …- ………・・・…ー …………ー 4 1  

第2 2 図 SB 007 ・ 008実測 図 …. . . ・H・-・ …………………- ………・……・ 一一…・- ……・ … ・ …・・ 一…. . 42 

第2 3 図 SB 009' 0 1 0実測 図 …・ …………… ……… …………………………………………. . . ・H・. . . . . ・H・. 44

第24図 SB O l l 実測 図 ……. . . . . . . ・H・"…・ 一 ……・・ … … ー・…… 一… 一… 一・・……………・ …………. 45 

第 2 5 図 SB 0 1 2 ・ 0 1 3 実測 図 …ー・・・…・・・…・・ー ……・…・・……………・・・………・・ ・・・・・……………………… 4 6  

第 2 6 図 SD 005 ・ 006 . 007実測 図 ………………・……………………………………………………………ー 47

第2 7 図 SD OO l 実測 図 ……. . . ・H・-一……・ …- …………………. . . ・H・-…………………………. . . ・H・. . . 48

第28図 SD 005 ・ 006 ・ 007 出 土遺物実測 図 ・・…・・…. . . ・H・. . … …・・… 一・・…. . . . . . . ……… 一……………・・ . 49 
第2 9 図 SK00 1' 002 ・ 003 ・ 00 5実測 図 …………. . . ・H・-・……. . . ・H・. . . . . ・H・. . . ……………………………ー 50

第3 0 図 SK004実測 図 ……………………………… - … …・・ … … …………………………………. . . ・H・.5 1  

第3 1 図 SB 002 ・ 003、 SK002 ・ 003 ・ 004 . 005 出 土遺物 実測 図 … ……・・・ 一…・・ 一一… 一一一・・ 一一・・ 52

第3 2 図 SEOO l 実測 図 ・………・……・・……………… …. . . . . ・H・. . . 一一…………………・ ……・・ ………. 5 3  

第3 3 図 SEOO l 出 土遺物実測 図 ………. . . ・H・. . . . …. . . ・H・. . …………



第38 図 SKOO l及 び 出 土遺 物実測 図 ・・……... ・H・.. ……... ・H・-…...... ・H ・…..... ・H・... 一…... ・H・..... ・H・…. 63 

第39 図 一括 出 土遺 物実測 図 ………... ・H・ …・ …・ ………… … ………・ ー ・- …... ・H・.. 一…………… 63

第4 0 図 H 区全 体遺構 配置 図 ・・... ・H・..... ・H・-一…・ ………….... ・H・........ ・....... ………………………….. 65 

第4 1 図 S0004 ・ 一括 出 土遺物実測 図 …….... ・H・... … ・……... ・H・-… …… ………... ・H ・..... ・H・..... ・H・. 66 

第4 2園 田 . N . V 区 全 体遺構 配 置 図 ……・ ……... ・H・..... ・H・.. ……... ・H・.. ……... ・H・.. ……... ・H・.. …. 67-68 

第43 図 SI OOl 実測 図 ………................................................................................................ 70 

第44 図 SI OO l 出 土遺 物実測 図 …・……... ・H・・…………….... ・H・..... ・H・.. ………... ・H・..... ・H・..... ・H・.. …・・ 7 1

第45 図 S8 00 1 実測 図 …………・…………H・H・- …………H・H・..... ………………………………... ・H・.... 7 1  

第4 6 図 S8 002 ・ 003 実測 図 ... ・H・... …・・ …・ …..... ・H・.. …... ・H・- ………………………... ・H・…... ・H・.. …・ 7 2

第4 7 図 S8 004 ・ 005 実測 図 ……... ・H・.. ……... ・H・.. …... ・H・.. ……・……... ・H・...... … '" ・H・-・… ・-…….. 73 

第48 図 S8 006 ・ 007実測 図 …………… …... ・H・.. …... ・H・..... ・H・.. …... ・H・.. ……………………... ・H・.... 74 

第49 図 S8 008' 009 実 測 図 ………………………ー …... ・H・.. …... ・H・... …………………………………・ 76

第5 0 図 S8 0 1 0 ・ 0 1 1 実測 図 ………………………... ・H・.. ………... ・H・H ・H・.. ……………………………. 77

第5 1 図 S8 0 1 2' 0 13 実測 図 ... ・H・……………….... ・H・.. ……・….... ・H・-………… 一- ……・…・- …・…… 78

第5 2 図 S8 0 14' 0 15 実測 図 ……・…………・……………... ・H・..... ・H・.. …... ・H・-… ー ………... ・H・... …・・ 79

第53 図 S8 0 1 6実測 図 ……・………… ………………... ・H・.. ……………………... ・H・.. ………………・・・.8 0 

第54 図 S0008 実測 図 ……... ・H・.. ……………… ……… … ... ・H・.. ……... ・H・-……... ・H・.. …………..8 1  

第55 図 S0009 ・ 0 1 0 . 0 1 1 . 0 1 2 ・ 0 13 . 0 14 実測 図 ... ・H・..... ・H・.. ……... ・H・.. ……………... ・H・..... ・H・..8 2  

第5 6 図 S8 005 .  SO O 1 6 ・ 0 1 7 出 土遺 物実測 図 ………... ・H・.. …………………... ・H・.. ………・・ …………83

第5 7 図 S00 15 ・ 0 1 6 ・ 0 1 7 ・ 0 18 ・ 0 19 実測 図 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・84 

第58 図 SK00 2 ・ 003 ・ 004 ・ 005 ・ 006実測 図 ... ・H・.. …... ・H・.. ……………….... ・H・-・……... ・H・.. …... ・H・.8 6  

第59 図 SK005 出 土遺 物実測 図 …………... ・H・..... ・H・...... ・H・・・………- ……・……………... ・H・... …・・・.8 7 

第 60 図 SK007 ・ 008 ・ 009 ・ 0 1 0 ・ 0 1 1 . 0 1 2 実測 図 ……・….... ・H・.... ……..... ・H・..... ・H・.... ・H・..... ・H・..8 7 

第 6 1 図 SK0 13' 0 14 ・ 0 15 実測 図 ... ・... …..... ・H・.. …... ・H・.. ……・・………………... ・H・..... ・H・..... ・H・....88 

第 6 2 図 SEOO l 実測 図 ……... ・H・..... ・H・.. ………… ……………... ・H・...... ・H・.. ……………………... ・H・89

第 63 図 SEOO l 出 土遺 物実測 図 …………... ・H・.. …... ・H・..... ・H・.. ……... ・H・-………………... ・H・.. ……9 0

第 64 図 SE002 実測 図 ………………………………... ・H・.. ………... ・H・.. ……………………... ・H・.. ……9 1

第 65 図 SE002 出 土遺 物実測 図 …・・………... ・H・.. ………………..... ・H ・.. ……... ・H・.. …... ・H・.. …... ・H・.9 2  

第 6 6 図 SX OOl及 び 出 土遺 物 実測 図 ……・………H・H・-…... ・H・-…......... ….... ・H・.. …... ・H・... ……….93 

第 6 7 図 m' N'Y 区 出 土遺 物実測 図 ... ・



第 7 7 図

第 78 図

第 79閲

第8 0 図

第8 1 図

第8 2 図

第8 3 図

第8 4 図

第8 5岡

第8 6 図

第8 7 図

第881立i

第89 図

第9 0 図

第9 1悶

第9 21立l

第9 3国

第9 4 図

第9 51まl

第9 61き|

第9 71きl

第98岡

第99 図

第 1 00�

第 1 0 1 図

第 1 02 図

第 1 03 図

第 1 04 図

第 1 0 5 図

第 1 061立|

第 1 07 図

第 1 08 図

第 1 09 図

第 1 1 0 図

第 1 1 1 図

第 1 1 2r�

第 1 1 3 図

第 1 1 4 図

第 1 1 5 図

SB 0 18 実測 図 …………………… ー …・ …・ …・ ……- …………. . . ・H・-・………………………・ 1 05 

SD02 5 ・ 026 ・ 027 ・ 028 ・ 029 ・ 030、 SR 00 1 実測 図 ・・… ー…… ー………………………・・・…・ 1 06 

SD025 ・ 026 ・ 02 7 ・ 028 ・ 029 ・ 030 、 SR 00 1 断面 図 ・…・ 一 一一一・・ ………………………・・ 1 0 7 

SD02 5 ・ 026 ・ 027 ・ 028 ・ 029 ・ 030 出 土遺物 実測 図 …………………………………. . . ・ . . . . . . . . 1 09 

SK0 19 ・ 022 実測区|・…. . . . . ・H・-…・ ・… ……… ・…… -……… ・……H・H・ . .…. . . ・H・. . . . . ・H・. . . . 1 1 0 

SK020 ・ 02 1 . 030 ・ 034実測I�J .…一…・…- … … ・・…- 一一一一・………・・…一……・・ ・・・・・・・ 1 1 2  

SK0 19 ・ 02 0 出 土遺 物実測 図 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .…………・ 一一. 1 1 3 

SK02 1 出 土 遺物実測 図 …………………………… ー……………………H・H・-…… ……… 1 1 4 

SK02 2 出 土遺物 実測 図 (] ) …… ……・ ・… …・ … 一 ……一一…… ・・…… 一一………・・・・・ 1 1 5 

SK02 2 出 土遺物実測凶(2) ・……………・・………… ……… ……… ……-・ 一一一一・・… 一. 1 1 6 

SK02 2 出 土遺物実測凶(3) … ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・……・・ 1 1 7 

SK02 3 ・ 024 ・ 0 2 5 ・ 026 ・ 028 ・ 029 ・ 03 1 . 032 実測 図 一…・・・… ・・……………… ・・…………・・ 1 19 

SK02 7 . 033 ・ 035 実測凶………. . . . ・H・ . . . ・H・-………・ ・・・・・・…・・・・・・・… -・・・・・・・…・…… ー ・・・・・・…・ 1 2 0 

SE003 実測 図 …・・ ……・… …………… 一…… ……・ … 一一…一…一一………………一. 1 2 1  

SE003、 SR00 1 出 土遺 物実測 図 ……. . .・H・-………. . . ・H・ -…・………・・……………………… ー 1 2 3 

SK02 1 ・ 022 ・ 一括出 土遺 物実測 図 ……. . . ・H・ . .…・・…・・・・…・・・・……・・………・・・………- ・…・…・・ 1 2 3 

VII 区一括遺物実測 図 ・…・・・…・・・……. . . . ・H・. . .…・・……. . . . . ・ . . . . . . . .…………………………・・・・・・・・ 1 24 

VIII 区全体遺 構配置 図 ( 古 代 の 面 ) ………………………………・………………………………… ー 1 2 6 

VIII 区全体遺構配置 図 (拡張区 ・ 中 世 の 蘭) ……・…一一・・… ー・・……… ー…………………………・ 1 2 7 

SB 0 19 ・ 0 2 0実測 図 ・ ー ・・・・・・・… ……・ ……… …. . .・H・-…・… ・・ ・・…… …・…- 一・…・・ ー・・・・… 1 29 

SB 02 1 実測 図 … ……… … ………… - …・… ………・ ……… -……・……………………. 1 3 0 

SB 022 実測 図 一…… … …… … ・… ・… … … …… 一…- 一一一…・・ ………一……・・・… 1 3 1  

SB 023及 び 出 土遺物実測 図 ・・……・・……・…………………・・…… ー………………………… ー 1 32 

SB 024及 び 出 土遺物 実測|理l …. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1 3 3 

SB 0 2 5実測 図 …・……・…・…………. . . ・H・-…… ー…. . .・H・-一………………………………・・ 1 34 

SD03 1 . 032 ・ 033 実測 図 ・・・……… ー………. . . . . . ・H・. .…・・…・・…. . . . ・H・ . . ……・・…-…. . . . . . . . . . . . . . 1 3 5 

SD032 出 土遺物 実測凶 …・…………・・…………. . . ・H・. . . . . . . . .……・・…. . . ・H・ . . …………・……・ 1 3 5 

SK03 7 ・ 038 ・ 039 ・ 04卜 042 実測 図 ・ …・ …・ ………… ……・一一…・・ 一…・・ ………一一一一 1 3 7 

SK040 ・ 043 . 044 ・ 045 ・ 046実測 図 ……………… . . . . . ・H・ -……・………H・H・ -………………・ 1 38 

SK047 ・ 048 ・ 049 ・ 050 ・ 05 1 . 073 ・ 074、 SX005実測 図 ・…・……………・・・・・・ ー…・・ ・・・・・…・・ 1 40 

SK04 0 ・ 04 1 . 043 . 045 ・ 05 1 . 072 出 土遺物実測 図 …………………………・………………・・ 1 42 

SK04 1 ・ 04 3 . 044 ・ 045 . 046 ・ 073 出 土遺物 実測 図 … …… 一一…・・ ー …・・ 一一…一……・ 1 43 

SK04 1 ・ 042 . 043 ・ 05 1 出土 遺物実測 図 ……・・・・・……… ー……・・……………. . . ・H・ . . ………・ ー 1 45 

SA00 1 ・ 002 実測I'XJ . ・・・・ ・一……・ … …- … ……・・・一……・ ー・・・…・・・ 一…・・ ・・……………・・ 1 46 

Pit

. 一括 出 土遺物実測 図 ・……. . . . ・H・ -……一…



第 1 1 6 図

第 1 1 7 図

第 1 18 図

第 1 19 図

第 1 2 0 図

第 1 2 1 図

第 1 2 2 図

SB 038 実測 図 ………. . .・H・ . . …- ……… ………… . . . ・H・ . . ………………. . .・H・. . …………… 15 4 

SK05 2 . 053 . SK054実測 図 …………・・ ……・・ …………・ ………・・ …………. . . ・H・ . . ……・ ……・ 155 

SK055 ・ 05 6 ・ 05 7 ・ 058 、 ST OO l 実測 図 . . . ・H・ . . . . . . ・H・ - ………・ … 一…………………・H・H・. 15 6 

SE004実測 図 ……… ・ ……・ … …. . . . . . ・H・. . . . . . ・H・ - …………. . .・H・. . . . . . ・H・ -………. . . . . . . …・ 15 7 

SD . SK ・ SE . Pit 出 土遺物実測 図 ……. . . ・H・. . ……. . . ・H・. . …. . . ・H・ . . ……………………………… 159 

氾 区 全 体遺 構配 置 図 -…. . . . . ・H・ . . …・ ……・・ …・ ……・ …・ …………・ …・ …・ …・・・・・・ ……………・… 1 60 

SB 029 実測 図 ………………………. . .・H・ . . . . . ・H・ . . . . . ・H・ . . . . . ・H・ . . …. . . ・H・ . . …………………… 1 6 2 

第 1 23 図 SB 030実測 図 ……. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .  1 63 

第 1 2 4[三 SB 03 1 実測 図 ……. . . ・H・ . . …・・ … …・・ …・ ……… … -…・・ …… ……………・ ……… ・・ …・・・ 1 64 

第 1 25 図 SB 032 実測 図 ・・ … . . . . ・H・ . . . . . …… …. . . ・H・ -…・・・・ …・・・ …. . . . . . ・H・ . . . ………・・ ………………・・ 1 65 

第 1 2 6 図 SB 033 実測 図 ………………………. . . . ・H・ . . . . . . ・H・ . . . ・H・ . . ……………・ ………. . . ・H・ . . . . . . ・H・. . . 1 66 

第 1 2 7 図

第 1 28 図

第 1 29�1

第 130 図

第 13 1 図

第 132 図

第 133 図

第 134図

第 135r�1

第 13 6 図

第 13 71まl

第 138�

第 139 図

第 1 401�1

第 1 4 1 図

第 1 42 図

第 1 43 図

第 1 44 図

SB 034実測 図 ……ー・・ …………………. . . ・H・ . . . . . ・H・ . . . . . ・H・ . . ………・ …・・ …・・ ………………… 1 6 7 

SD039 . 040実測 図 ……. . . ・H・ . . . . ……一…H・H・ - ……・. . . . . ・H・. . . …………ー・・ ………………. . 1 68 

SD036 ・ 03 7 ・ 038 ・ 04 1 ・ 042 ・ 043 . 044 ・ SX0 1 2 実測 図 …………………………………… 1 69 

SD044断面 図 ………… ………… … … … … …-…………… …………………ー … ・・ 1 70 

SD039 ・ 040 ・ 044 出 土遺物実測 図 … ……… ……一 …… … …・ ……… 一・・ ……・ …・ー …・・ 1 7 1 

SD044 出 土遺物 実測 図 ( 1 ) …一 … … ・ …・ … … … ー・ ……………・ …. . . ・H・- …………… 1 7 2 

SD044 出 土遺物実測 図 ( 2 ) 一……一. . . . ・H・. . . . . . ・H・. . . . . . ・H・- ……・ … ……………… ー …… 1 73 

SD044 出 土遺物実測 図 (3) …・ …………………………………・・ ……. . . . ・H・ . . . ……………・・ …・・ 1 74 

SK06 1 . 06 2 ・ 063 ・ 064 ・ 065 . 066実測隊| ・・ …・・……・・・・ 一一……ー・・・・ …………. . . . ・H・. . . ・H・ . 1 76 

SK067 ・ 068 ・ 0 7 1 実測 図 …. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 1 78 

SK058 ・ 06 1 ・ 065 ・ 067 ・ 0 7 1 出 土遺物実測 図 ………・・ ………………………………………… 1 79 

SK058 ・ 059 ・ 060 ・ SX007 ・ 0 1 0実測 図 … …・ …・ …. . . ・H・. . . . … ー ・ ………・・- ……・ ……・・・ 18 0 

SX006 . 0 1 1 実測 図 …. . . ・H・ - ……一. . .・H・ . . . … … …- ………. . . . . ・H・ . . . …. . . ・H・ . . ……・・ …・・・ 18 1 

SX 008 ・ 009 実測 図 …………………………………………. . .・H・ ……………. . . ・H・ -・ …………ー 18 2 

SX006 出 土遺物実測 図 ……… … …・ … …・ … ……- …… … 一… ……………………ー 183 

SX007 ・ 009 ・ 0 1 1 出 土遺物実測 図 ………・ ………・ …一…………・ ………………………………・ 18 4 

Pit .撹乱一括遺物 実測 図 . . . ・H・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18 7 

VIII ・ 氾 区 出 土銅銭 ……………………・・ …. . . ・H・ . . …. . . ・H・. . . . . ・H・ . . …………. . . ・H・. . . . . ・H・ ……・ 18 7 



写 真 図 版

PL. l 空撮(周 辺地域) PL. 38 VII 区完掘状況

PL. 2 空撮(西片稲村遺跡周辺) PL. 39 vm 区 完掘状況

PL. 3 西片稲村遺跡全景 PL. 40 X 区 完掘状況

PL. 4 SIOO l 完掘状況 PL. 4 1  氾 区完掘状況

PL. 5 SI 002 -4完掘状況 PL. 42 皿 区SB OO l 完掘 状 況

PL. 6 SI002 -4 完掘 状 況 PL. 43 皿 区SI OO l 完掘 状 況

PL. 7 SI004完掘状況 PL. 44 SXOO l 遺物 出 土状 況

PL. 8 SI006完掘状況 PL. 45 N'Y 区 SB 002 ・ 3完掘状況

PL. 9 SI 009完掘状況 PL. 46 N .YIR SB 0 04 完掘 状 況

PL.I 0 SB OO l 完掘状況 PL. 47 N'Y 区SB 005完掘状況

PL. l l  SB 002完掘状況 PL. 48 N'Y 区SB O l l 完掘 状 況

PL. 1 2  SB 003完掘状況 PL. 49 N'Y 区SB 0 1 3完掘状況

PL. 1 3  SB 004完掘状況 PL. 50 N .  YIR SB 0 1 2 ・ 1 5完掘状況

PL. 1 4  SB 005完掘状況 PL. 5 1  N'Y 区SD009 ・ 1 7完掘状況

PL. 1 5  SB 0 1 3完掘状況 Pし 52 N'Y 区SD009 ・ 1 7完掘状況

PL. 1 6  SDOO l 完掘状況 PL. 53 N .  YIR SD0 1 9完掘状況

PL. 1 7  SDOO l 完掘状況 PL. 54 N .YIR SB 002 ・ 3完掘状況

PL. 1 8  SD005完掘状況 PL. 55 W 区 SK0 1 6完掘状況

PL. 1 9  SD006 ・ 7完掘状況 Pし 56 VI 区K0 1 7完掘状況

PL. 2 0  SK002完掘状況 PL. 57 VI 区SK0 1 8半裁 状況

PL. 2 1  SK003完掘状況 Pし 58 VI 区SX002完掘状況

PL. 2 2  SEOO l 石材検 出 状 況 PL. 59 VII 区SB 0 1 8完掘状況

PL. 2 3  SEOO l 石組 完鍋 状況 PL. 60 VII 区SD030完掘状況

PL. 24 SEOO l 井戸枠検 出 状 況 PL. 6 1  VIIIR SR OOI 断 面状況

PL. 2 5  SEOO l 井戸 枠 PL. 62 VII 区SR OO 1 . SD030完掘状況

PL. 2 6  SI005 出 土遺物 Pし 63 VII[玄 SK0 1 9検 出 状 況

PL. 2 7  SI006 ・ 8 出 土遺物 PL. 64 VII 区SK02 2 遺物 出 土半裁 状 況

PL. 2 8  SI 009 出 土遺物 PL. 65 VII 区SK0 1 9完掘状況

PL. 2 9  SI 009 . 1 1 出 土遺物 PL. 66 VII 区SK02 5 ・ 26完掘状況

PL. 30 SD005 ・ 6 ・ 7 出 土遺 物 PL. 67 VII 区SK02 7完掘状況

PL. 3 1  SEOO l 出 土遺物 PL. 68 VII 区SK03 1 . 3 2 完掘 状 況

PL. 32 SB 002 ・ 3 、 SK002 - 5 出 土遺物 PL. 69 VII 区SK035完掘状況

PL. 33 調査 区一括遺物 Pし 70 VII 区S K 035完掘状況

PL. 34 I 区潜 状遺構完掘状況 Pし 7 1 VII 区SD0 2 5 ・ 2 6 完掘 状 況

PL. 35 H 区完掘状況 PL. 72 VII 区SR O O l 完掘 状 況

PL. 36 皿'N'Y 区完掘状況 PL. 73 W 区 SD028 ・ 029完掘状況

PL. 37 W 区完掘状況 PL. 74 vm 区SB 02 1 完掘状況



PL . 75 VII 区S8 02 1 . 23完掘状況

PL . 76 VII 区S8 024 完掘 状 況

PL . 7 7 VII 区SK039 完掘状況

PL . 78 VII 区SK039 完掘状況

PL . 79 VII 区 Pit 1 2 5完掘状況

PL .8 0 W 区SK04 2 完掘状況

PL .8 1  VII 区SK043完掘状況

PL .8 2  vm 区SK04 5完掘状況

PL .83 vm 区拡張 区 完掘状況

PL .84 vm 区拡張 区完掘状況

PL .8 5  X 区SE004 完掘状況

PL .8 6  X 区完掘状況

PL .8 7  氾 区S8 030 Pit 18 6完掘状況

PL .88 氾 区S8 029 完掘状況

PL .89 氾 区S8 029 完掘状況

PL .9 0  氾 区S8 030完掘状況

PL .9 1  氾 区S8 03 1 完掘状況

PL .9 2  E 区S8 034 完掘状況

PL .93 氾 区S0036 ・3 7 ・38 完掘状況

PL .94 氾 区S8 03 1 完掘状況

PL .9 5  氾 区S0043完掘状況

PL .9 6  氾 区S0044 完掘状況

PL .9 7  氾 区S0044 完掘状況

PL .98 氾 区S00447.1< 没状況

PL .99 氾 区S0044 検 出 状 況

PL . 1 00 氾 区SK065完掘状況

PL .I 0 1 氾 区SX 009播鉢 出 土状況

表

第 l 表 周 辺遺跡一覧 表 ……………. . . . . ・H・. . . 13 

第 2表 西片稲村遺跡 出 土遺物観察 表 - …・・ 193

第3 表 西片稲村遺跡 土錘観察 表 ・…・H・H・. 19 7 

第4 表 中 片小路遺跡 出 土遺物観察 表 …… 198

第 5 表 中 片小路遺跡 陶磁器観察 表 ……… 2 08

目

PL .I 0 2 沼 区SX 009 土坑 半裁 状況

PL .I 03 氾 区Pit l l l 柱穴半裁 状 況

PL .I 04 XI 区SX 006遺物 出 土状 況

PL .I 05 氾 区SX 006遺物 出 土状況

Pし 1 06 氾 区SX 006 ・ S0039 完掘状況

P .LI 07 氾 区SX 00 7半裁 状 況

PL .I 08 XI 区SX 007半裁 状況

PL .I 09 氾 区SX O l l 完掘状況

Pし 1 1 0 X 区SE004 井戸枠検 出 状 況

PL . l l l  X 区SE004 井戸 枠

PL . 1 1 2  ト 1 1 . 皿 区 出土 遺物

PL . 1 13 皿 . N .Y 区 出土 遺物 ( 1 )

PL . 1 14 皿 . N .Y 区 出 土遺物 ( 2 )

PL . 1 1 5 VI ・ I - VI 区 出 土遺物

PL . 1 1 6 VII 区 出 土遺物 ( 1 )

PL . 1 1 7 VII 区 出 土遺物 ( 2 )

PL . 1 18 VII 区 出 土遺物 (3)

PL . 1 19 VII 区 出土 遺物 (4 )

PL . 1 2 0 VII 区 出 土遺物 (5)

PL . 1 2 1 vm 区 出 土遺物 ( 1 )

PL . 1 2 2 vm 区 出 土遺物 ( 2 )

PL . 1 23 四 区 出 土遺物 (3)

PL . 1 24 X 区 出 土遺物

PL . 1 2 5 XI 区 出土 遺物 ( 1 )

PL . 1 2 6 XI 区 出 土遺物 ( 2 )

PL . 1 2 7 沼 区 出 土遺物 (3)

PL . 1 28 XI 区 出 土遺物 (4 )

次

第 6 表 中 片小路遺跡 土錘観察 表 ………… 2 1 1

第 7表 中 片小路遺跡石 製品観察 表 . . . ・H・. . 2 1 2 

第8 表 中 片小路遺跡 紡錘 車 ・ 繍観察 表 … 2 13 

第9 表 中 片小路遺跡 銅銭観察 表 …. . . ・H・. . 2 13 

第 1 0 表 中 片小路遺 跡 特殊 遺物観察 表 …… 2 13



第1章 調査の概要

第1節 調査に至る経緯

1 調査の契機

2 事業照会と予備調査の経過

3 調査の組織

第2節 調査の方法と経過

1 調査の方法

2 調査の経過



第 l 章 調査 の概要

第1章 調査の概要

第l節 調査に至る経緯

l 調査 の契機

九州 新幹 線新 八 代 ・ 西鹿児 島 聞 は 、 政府 に よ っ て昭和 47 年 6月 2 7 日 に 基 本 計 画 が 決 定 さ れ、昭和 48 年

1 1月 1 3 日 に 整備計 画 が決 定 さ れた 。 こ こ に博 多一 西鹿児 島 聞 の 2 5 7k m の九州 新幹 線 新 八 代 ・ 西 鹿児 島 間

建 設 計 画 が 具体 的 に 定 ま り 、 昭和 6 1 年8 月 2 9 日 に 工 事 実施計 画 が申請 さ れた 。

し か し 、緊急景気対策 や緊急履用 対策 等 の社 会 施策 の 変 化 に 伴 い 、 全 体 計 画 の う ち 新 八代一 西鹿児 島 聞 の

1 2 6 . 0 7k m を 平 成 3 年8 月 9 日 に 工 事 実施計画 が申請 さ れ、 同 年8 月 2 2 日 に 認 可 さ れた 。

こ れ を 受 け て 平 成 3 年 9月 71=1 に 建 設 工 事 が起 工 し 、 平成 1 5 年度 に 八 代 西 鹿児 島 聞 の 開 通 を 目 指 す九

州 新幹 線新 八 代 ・ 西 鹿児 島 聞 の 具 体 的 な 建 設 が 開 始 さ れた 。

2 事業照会 と 予備調 査 の経過

平 成 9 年 5月 6 日 の旧 日 本 鉄 道 建 設公団九州 新幹 線建設局 か ら の津 奈 木 町 域 で の 文 化 財 の照 会 並 び に試 掘

調 査 の依頼 を皮切 り に 、 熊 本 県 内 で も 新幹 線建設 に 伴 う 埋 蔵 文 化 財 調 査 が本 格 化 し た 。

八 代 市 域 で も旧 日 本 鉄 道 建 設公団九州 新幹 線 建設局 の依頼 を 受 け て 、 県 文 化課 が平 成 1 0 年 度 に 遺 跡 台 l阪

の照 合 と 現地踏査 を 実 施 し た 。 そ の 結果 、 建 設 工 事 予 定地 内 に 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵地 が 多 数合 ま れ る こ と

が判 明 し た 。 県 文 化課 は 、 こ の 結果 を 受 け て旧 日 本鉄道建設公団九州 新幹 線建 設局 に 建 設 予 定地 で の試 掘 調

査並 び に 確認 調 査 が必要 な旨 を 通 知 し た 。

県文化課 は 平 成 1 1 年 7月 の 西 片 町 で の試 掘 調 査 を皮切 り に 予備 調 査 を 開 始 し 、 平 成 1 2 年 1 1月 に は 本 線

建 設 予 定 地 の 八 代 市 西 片 町及 び 中 片 町 で の試 掘 調 査 を 実施 し た 。

そ の 結果 、 柱 穴 や 土旗 等 の 遺 構 と 土 師 器や須恵器 等 の 遺 物 を 確 認 し た た め 県 文 化課 は 、 平成 1 2 年 1 2月 1 3

日 に旧 日 本 鉄道建設公団九州 新幹 線建設局長及 ひ* 八代市 教 育 委 員 会へ試 掘 結果 を 通知 す る と 共 に 当該 地 で の

本 調 査 が必要 な旨 と未 調 査 の 部 分 で の 今 後 の 予備 調 査 が必要 な旨 を 通 知 し た 。

こ の 後 、 八 代 市 教 育 委 員 会 と旧 日 本 鉄 道建設公団九州 新幹 線建設局 と 熊 本 県 教 育庁 文 化課 で協議 を行 い 埋

蔵文化財包蔵地 内 で の 工 事 前 の 記 録保 存 実施 を決 定 し た 。

協議 の結果 を 受 け て 、 平 成 1 3 年 度 か ら 西片稲 村遺跡及 び 中 片 小路遺跡 の 調 査 を 開 始 し 、 両 遺 跡 の 本 調 査

は翌 年 の 平 成 1 4 年 度 ま で 実 施 さ れた 。

つU



第 l 節 調査 に至る経緯

3 調 査 の組織

[ 2 000  ( 平 成 1 2 ) 年 度 試 掘 調 査]

調 査責任者 阪 井 大 文 ( 文 化課長 ) 、 島津義昭 (課長補佐 )

調 査 総括 高木正文 (主幹兼 調 査 第 l係長 )

調 査担 当 長谷部善 一 (主任学芸 員 )

調 査 事務局 川上康治 (課長補佐 ) 、 中 村幸宏 (主幹兼 総務係長 ) 、上 村修治 (参 事) 、広瀬泰之 (参 事 )

杉 村輝彦 (主 事 )

[ 2 00 1 ( 平 成 13 ) 年度 本 調 査]

調 査責任者 阪 井 大 文 (首席 教 育審議 員兼 文 化課長 ) 、 島津義昭 (課長補佐 )

調 査 総括 高木正文 (主幹兼 調 査 第 l係長 )

調 査担 当 [ 西 片 稲 村遺跡]

坂 口 圭太郎 ( 県 文 化課 文 化 財保護主 事)

田 口 剛 ( 熊 本 県 新幹 線都 市 整備 総室 技 師 )

西山由美 子 ・森貴志 ( 県 文 化課 嘱託: 西片稲村遺跡)

[ 中 片 小 路 遺 跡]

出回久斎 ( 県 文 化課 文 化 財保護主 事 )

米 村 大 ( 県 文 化課 嘱託 )

調 査 事務局 小田信也 (課長補佐 ) 、 中 村幸宏 (主幹兼 総務係長 ) 、広瀬泰之 (参 事 ) 、杉 村輝彦 (主 事)

助言及 び協力者 山 本信夫 (山 本 考 古 研究 所) 、 八代市教育委 員 会 (吉 永 明 、津田宗11原 、 演回健 資 、山 内淳司 ) 、 八

代 市 立博物館未 来の森ミュー ジアム (阿蘇品保夫 、福 原透 、早瀬輝美 、 石原浩 、山崎摂 、林千寿 ) 、 日 本 鉄 道公団九

州 新幹 線建 設局 八 代 鉄 道 建 設 所 、 新幹 線 八代事務 所 、 八代市新幹 線推進室

[ 2 0 03 (平 成 1 5 ) 年度 整理]

調 査責任者 成瀬烈 大 (文 化課長 ) 、 島津義昭 (課長補佐 )

調 査 総括 高木正文 (主幹兼 調 査 第 l係長 )

調 査担 当 坂 口 圭太郎 ( 文 化課 参 事)

横山 明 代 ・坂 本千 恵 ・ 中尾健照 (文化課 嘱託 )

調 査 事務局 吉田恵 (課長補佐 ) 、欄杭 正義 (主幹兼 総務係長 ) 、 天野寿久 (主任主 事 ) 、杉 村輝彦 (主 事 )
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第 2 節 調査の方法 と 経過

第2節 調査の方法と経過

1 調 査 の 方法

調 査 区 は 水田 で あ っ たの で 、 ま ず 重機 に よ る耕 作土除去 を行 い 、 作 業 員 に よ る 遺 構 検 出 を行 っ た 。 続 い

て 、 遺 構の 配 置 図 作 成の た め に 国土座標 軸 に 合 わせ た グ リ ッ ド を 調 査 区 内 に 設 定 し た 。 設 定 し た 方眼の 一辺

の長 さ は 5 m と し た 。

調査地 は耕 作土 ( I 層 ) が厚 さ が約30cm ほ ど堆 積 し 、 その直 下 に 硬 く し ま っ た旧 耕 作土の床 土 ( II 層 ) が5cm

ほ どの厚 み を 持 っ て い た 。 1 . I I 層 を除去 す る と貧褐色の堆 積土 ( 皿 層 ) が あ り 、 この 層 に 掘 り 込 ま れた 遺構

が検 出 さ れた 。

2 調 査 の経過

西 片 稲 村 遺 跡 は 平 成 13 (2 00 1 ) 年4月 1 5 日 に 本 調査 を 開 始 し 、 平 成 13 ( 2 00 1 ) 年9月 28 日 に 終了 し た 。 同

じ く 、 中 片小路遺跡 は 平 成 1 2 (2 00 1 ) 年8月 2 日 に 本調査 を 開 始 し 、 平 成 14 (2 002 ) 年3月3 1 日 に 終了 し た 。

以 下 、 その経過 を 遺跡毎 に 整理 し て経過 を 記す 。

西片稲村遺跡

平 成 13 年 (2 0 0 1 ) 年

[4月]

西 片 稲 村 遺 跡の 調 査 は 、 平 成 13 年4月 1 5 日 か ら 重機 に よ る 表土剥 ぎ を 着手 し た 。

[ 5月]

5月の 連休 明 け か ら 作 業 員 を雇用 し 本 格 的 な 調 査 に 入 っ た 。 調 査 区 全 域の 基 本 層序の 確 認 と併せ て 全 面の

遺 構 検 出 を行 っ た 。 この 結果 、 E 層の 商 を 掘 り 込 ん で 全 ての 遺構が存在す る こ と が わ か り 、 古 墳 時 代 か ら 中

世 に か け て 同 じレベル で 遺 構の 掘 削 作 業 を 実施す る こ と に し た 。

[ 6 月]

雨 天 が続 き 、 調 査 区 が水 没 し 、 調 査 が 断続 的 に 中 断 させ ら れた 。

[ 7月]

梅雨が過 ぎ 、 よ う や く 調査 区の 遺構掘 削 作 業 が再 開 出来 た 。 ま ず 、 古 代~ 中 世の 遺 物 を 含 む 、 溝状遺構 と

掘 立 柱 建物 跡及 び竪 穴 住 居 跡の 掘 削 作 業 、 遺構 実測及 び遺構写 真撮影 を 実施 し た 。

古 代 か ら 中 世 に か け ての 遺構の 掘 削 を引 き 続 き 実施 し た 。 調査 区の 東 側 で集 石遺構 を 検 出 し た 。 凝灰岩の

切 石 は五輪塔の 地輸 と 考 え ら れ る た め 、 中 世の塚の 可能性 も視 野 に 入 れ実 測 作 業 を進 め た 。

[8月]

古 代~ 中 世 に か け ての すべての 遺構の 掘 削 作 業 を 終了 し た 。 遺構実測 作業 と 平行 し て 、 集 石 遺 構の 掘 削 を

進 め た 。 さ ら に 、 水 路 付 け替 え に伴 う 調 査 区 西 側 の 表 土 を 新 た に除去 し 拡 張 し て 調 査 を 開 始 し た 。

[ 9月]

集 石遺 構 が井戸 を 埋 め た 跡 と判 明 し た た め 、 全 ての 石 を 遺 構 か ら除去 し た 。 井 戸 底 よ り 、 木 製の制 り賞 き

木枠が検 出 さ れた 。 全 ての 調 査 区の 遺構掘 削 、 遺構 実測及 び遺構写 真撮影 が終了 し た 。 調 査 員 と 作業 員の 全

て が 1 0月 か ら 中 片 小路遺跡 ( 1 区 か ら VI 区 )の 調 査へ移行 す る 。

中片 小路遺跡 ( 1 区 - VI 区 )
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第 l章 調査 の概要

[ 1 0月1

1 0月 l 日 か ら I 区~羽 区 の 表 土除去 に 着手 す る 。基 本 的 な層序 は 、 西 片 稲 村 遺 跡 と 変 わ ら な い た め 、 I 層

(耕 作土) を除去 後 、 全 体 の 遺 構 検 出 を 行 っ た 結果 、 西片稲村遺跡 同 様 、 皿 層 の 面 を 掘 り 込 ん で 全 て の 遺 構 が

存在す る こ と がわ か り 、 古 墳 時 代 か ら 近 世 に か け て 同 じレベル で の 遺 構 の 掘 削 作 業 を 実施す る こ と に し た 。

[ 1 1月]

古 代~ 近 世 の 遺物 を 含 む 溝 状 遺 構及 び土坑 と 掘 立 柱建物跡 の 掘 削 作 業 、 遺 構実 測及 び遺 構写真撮影 を実 施

し た 。 特 に VI 区 で は 、 中 世 か ら 近 世 に か け て の滞状遺 構 と 柱 穴群 の よ り 時 代 の 古 い 遺 構 は 検 出 さ れな か っ た

た め 、 先 行 し て 調 査 を 終 了 し た 。 1 1月 1 9 日 終了 。 1 区 に つ い て は 、 近 世 の 異 物 を 含 む 区 画 さ れた 溝 を 検 出

し た 。 H 区及 び 皿 区 で は 、 数 度 に 渡 っ て 掘 り返 さ れた潜 状遺 構 を 検 出 し た 。 こ の 溝 は 、 遺 跡 を 南 北 に 分 断 し

て い た 。

[ 1 2月]

l 区~ 皿 区 の 調 査 を 終 了 し た 。 V 区 に つ い て は 、 調査 蘭積 が 区 の 中 で 一 番広 く 、 か つ 遺 構 が密集 し て い る

た め 、 調査 に 時 間 が懸 か っ た 。 こ の ころ か ら 、 現湯 で の霜対策 が必要 に な っ て き て お り 、 朝 は霜柱 の掃除追

わ れ て い た 。

[ 1月l

W 区 の 調 査 を 終 了 し た 。 V 区 で は 、 古 墳 時 代 の住居 跡 を確認 し た た め 、 更 に 掘 削 作 業 を進 め た 。

[ 2月]

全 て の 調 査 区 を 終 了 し た 。 VI 区 を除 け ば、 遺跡 の 性 格 は西片稲 村遺 跡 と ほ ぼ 同 様 で あ っ た 。 言 い換 え れ

ば、 VI 区~ 氾 区 が遺跡 と し て は 、 ひ と つ の ま と ま っ た 形 を呈 し て い た 。

中片小路遺跡 (VII区~氾区)

平成 1 2 年 ( 2 0 0 0 ) 年

[ 8 月]

中片 小路遺 跡 の 調 査 は 、 氾 区 か ら 調査 に 着 手 し 、 平 成 1 2年 8月 4 日 か ら 重機 に よ る 表 土剥 ぎ を実 施 し た 。

表土除去 後 、 遺 構 検 出 を 行 い 、 溝 状遺 構 、 土坑及 びピ ッ ト 1洋 を 検出 し た 。

[ 9月]

調査 区 全 域 の基 本層序 の 確 認 と併せ て 検 出 し たピッ ト 群 の発 掘 を 行 っ た 。 ま た 、 土 坑 の 遺 物 が 近 代 か ら 近

世 初 頭 の も の と判 明 し た 。 ま た 中 世 の遺 物 を含 む扱ñ 立 柱 建 物 の発 掘 を 行 っ た 。 ま た 、 完掘 し た遺構 か ら 、 実

測作業及 び遺 構写真撮影 に 入 っ た 。 ま た 、 複 数 の時期 に渡 る滞 状遺 構 に つ い て は 、 近 世 の遺 物 を含 む 比 較的

新 し い 遺 構 か ら 、 発 掘 を 行 っ た 。

[ 1 0)1 1 

掘立 柱建物 が ほ ぼ、 完掘 し た 。 溝状遺 構 に つ い て は 、 数!立 の わ た る利用 状 況 が判 明 し 、 時 期ご と に 、 慎重

な掘 削 の必要性 を 認識 し た 。

[ IIJ Jl 
溝状遺 構 以 外 の 遺 構 は 、 ほ ぽ 掘 削 が終 了 し た 。 溝 状遺構 に つ い て は 、 古境 時 代 の遺 物 を含 む層 ま で 発掘作

業 が進 ん だ 。 遺 構 実 測 作 業 と 遺 構写真撮影 を進 め、 すべて の 作業 を 1 1月 3 0 日 に 終了 し た 。

[ 1 2月}

事務所 の 整理 と 図 画 整理 を 行 っ た 。
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第2章 遺跡の概要

第1節 遺跡の環境

l 地理的環境

第 2章 遺跡の概要

西片稲村遺跡 ・ 中 片 小路遺跡 は 、 八代平野 の 北 西 の沖 積平野 に 存 在 す る 。 西 に 八 代 海 が広 が り 、 東 に九州

山 地 を望 ん で い る 。 八代平野 は 近 世 か ら 現代 に至 る干拓 に よ り 形成 さ れて お り 、 全 平 野 面 積 の ほ ぼ8 0% が旧

干潟 か ら な る 。 本 来 の 地形 は 、 九州山 地 か ら 流れ る氷川 を は じ め と す る 、 い く つ か の 河 川 が 流 れ込 ん で 形 成

さ れて い た 、 沖 積平野 で あ っ た 。 現 在 の 鹿児島 本線が往 事 の 海岸 線 で あ る と す る 研究史 も あ り 、 現 在 の 環境

と は 大 き く こ と な る 点 で あ る 。

本 遺 跡 は 、 旧 沖 積 平 野 の 微 高 地 に位 置 し て い る 。 八 代市史 に よ る と ころ で は 、 こ の 地 に開 田 が及 ん だ の

は 、 中 世 で あ り 、 そ の 後 、 干拓 に よ る 海岸 線 の移動 で 今 の景観 に な っ た と 考 え ら れ る 。 従 来 は 、 四方 に 水 田

が広 が る 田園 地帝 で あ っ た が、 近 年 の 開 発 に よ り 、 宅地化が進 み 、 ま た九州 新幹 線建 設 工 事 や 大型 の商 業施

設 が進 出 す る に及 ん で 、 急速 な 変貌 を遂げて い る 。

2 歴史的環境

本 遺 跡 の 周 辺 に は 、 数 多 く の 遺 跡が存在す る 。 古 く は弥生時代か ら 、 近 世 に か け て 生活 の拠 点 と し て利用

さ れて い る 。 前節 で も触 れて い る が、 八代平 野 は干拓 に よ り 作 り 出 さ れた 人 工 的 な 平野 で あ り 、 従 来 は干潟

で あ っ た 。 本遺跡 は干拓以前 の干潟 を望 ん だ微高地 に位 置 し て お り 、 西 側 へ の 遺跡 の広 が り は あ ま り 認 め ら

れな L 、 。 む しろ 東 側 の九州山 地へ向 か い広 が り を 見せ て い る 。

周 辺 の 遺跡 で は 、 西 片百 田 遺跡 を は じ め と す る い く つ か の 遺 跡 が挙げ ら れ る 。 そ の 中 で九州 新幹 線建 設 工

事 に 伴 っ て 新 た に 発 見 さ れた 遺 跡 に つ い て紹介 し て お く 。

西片百 田 遺跡 は 、 弥生 か ら 古 墳 に か け て の集 落枇 で あ り 、 現在整理報告書 作成 中 で あ る 。 キ リ シ タ ン寺院

跡 は 小西行長 の 時代 に 造 ら れた キ リ シ タ ン遺 跡 で あ り 、 瓦が表採 さ れて い る 。 従 来 の 寺院 を 綾 し た 後 に 建 て

ら れた と 資 料 に 記 さ れて い る が、 今 回 の調査 で は明 確 な答 え は 検 証 出 来 な か っ た 。 上 日 置女夫木 遺 跡 は 、 西

片百 田 遺跡 よ り やや 、 新 し い 時 期 に 営 ま れた 、 集 落 と 墓域 を併せ 持 っ た 遺跡 で あ る 。 西 片園 田 遺 跡 は 、 木 器

が 多 量 に 出 土 し た貴 重 な 遺 跡 で あ る 。 島 田 遺跡 は 、 弥生時代前 期 の集 落祉 で 、 八 代 平 野 で 確 認 さ れた最 も 古

L 、集 落 で あ る 。
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第 2章 遺跡の概要

第l表 周辺主要遺跡一覧表
遺構番号 遺 跡 宇; 所 在 地 時 代 種 別 指定 備 考

産島古漬群 古関浜町 産島 �î墳 古境

第l号墳 古閑浜町 産島 古墳 古境 箱式石棺・人骨・ 一社権現が建つ

202-001 
第2号墳 古閑浜町 産島 i'i墳 市墳

箱式千i棺・冠・剣・鏡・二社権現が建
てコ

第3号績 古関浜町 産島 J1・墳 古墳 箱式石m・人骨・二社権現が建つ

202-002 産島貝燦 古閑浜町 産烏 縄文�II，!員 員塚 押型文・曾畑・黒川・黒髪・免田・須恵

202-003 群 築十一喬町 群 築十一番IIIT 純文 包蔵地 黒川・附平・御領・鹿角出土

202-004 車塚古!.ì'! 川庇|町東 IrU家 古墳 古墳
前方後円境、周囲は水田、墳丘の一

首Ilj�リ'11.
川上古墳群 川田町東 川上 ，'i墳 古墳

202-005 
第l号境 川田町東 川上 ーi境 古蹟 鬼の!f.;'展式石室、蜜柑園に石室露出

第2号境 川田町東 川上 1'，墳 古墳 鬼の岩屋式石室、蜜柑園に石室露出

第3号噴 川田町東 川t ilI境 古境 雑木林にそi材が散在する

202-006 東川田 川111町東 西 弥生 包蔵地
磨製石斧・弥生土器・土師器・五輪・
板碑

岡塚古m群 川間町東 |判塚 I'î‘墳 古墳

202-007 
第l-f)'墳 川間町東 問嫁 I'i墳 古境 通称rilíîl家」、円墳・現在知l地

通称「問の幼古墳J 、削方後円墳・域
第2号噴 川11:1町東 岡原 1'，墳 古墳 圧は知|

202-008 川田京Þli 川間町西 京坪 弥生~近世 包j畿地 弥生・1-.削I・須恵・瓦・近世陶磁器
202-009 川田小築 川田町西 小築 近世 包蔵地 木製品・近世陶磁器

西川Illi，墳群 川間町西 久木原 1'1�賞 古墳

202-010 
第l号墳 川田町西 久木原 古墳 古墳
第2号境 川 間町西 久木原 占境 古墳
第3号境 川間町西 久木原 占墳 古墳

202-011 沖片 西片町 辻111他 弥生 包蔵地
須恵掠・1--師器・軽石製人面・黒髪・
野辺川

202-012 橋ノ上民塚 西片町 橋ノ上 I'i墳 貝塚 弥生卜:H骨・I�.師様、墓地

202.034 浄沢寺民塚 古閑中町 l淀 I'iijt 員塚
須恵日時・ IJI市器・浄沢寺境内内及び
周辺

202-035 船蔵民塚 上野町 船蔵 古墳 貝塚 須底部- j-.níU器
202-036 椛塚貝塚 上野町 椛塚 I'i墳 貝塚 須底部・1:削i器
202-037 芝口貝塚 田中町 芝原 古墳 員塚 獣骨
202-038 夫婦石貝塚 古関上町 型例I 古境 員塚 須恵lm-I'.師器・夫婦石周辺
202-039 古閑上町貝塚 古閑上町 型担1I 古t員 貝塚 須恵器・L師器

202-040 用七古I貨 長田町 周七 古墳 古墳 箱式石棺・剣、線路西側に移設、子1
材をfi硝1に転用

202-041 竹原 竹原町 空正 弥生~古墳 包j畿地
須恵.JJltlî.イミ鍋・士錘・野辺国・西新、
病院敷地内

202-042 竹原町 ih-墳群 竹原町・上日世間Iほか 古墳 古墳 10基
202-043 日置田I古塔群 上日置町 I�I石 1[11仕 石造物 五輪培・ 10基・第一中校庭出土

202-044 日置町貝嫁 日i琶町 東知| 1'，境 貝塚
須恵器.J-_師器・土錘出一l二、太田郷
小校庭内

202-045 い ら 塚市境 井t町 正旦l I11境 古境 円墳、31'UJf.器、周囲は水田

202-046 鐘楼?;i:員塚 井上町 鐙楼堂 弥生~占境 貝塚
黒髪・免111.野辺旧・土師器・須恵・
土錘

202-047 鐙楼堂 井上町 鐘楼堂 縄文~古墳 包蔵地
土師・須忠・夜臼・磨製石斧、宅地・
畑地

202-048 鐘楼堂 古墳 井上町 鐙機汗: l':i!�t 古墳 石主は埋没し上に堂が建つ
202-050 長田町 長田町 一本橋 純文�8墳 包蔵地 弥生・須J心器・土自ip器・黒髪・野辺rH
202-051 西片岡I 西片町I 稲村・岡111 弥生 包蔵地 弥生・須必潟・土師器・黒髪・里子辺111
202-052 虚空蔵古境 長田町 大間 古境 古墳 鬼のお尿式石室、石室露出

202-053 白石貝塚 上日置InT 自主l 弥生~市墳 員塚
須恵総・1--師器・布目瓦・黒髪・人骨・
土錦、鐙村tI羽

202-054 東片町内境群 東片町 岡村1'(上) ，'1噴 古境

202-055 天神古墳 東片町 |判事1'(上) ，'1 !i'! 古境 円t氏、天担1Iを祭る 、境頂に石灰岩下{
f:iが錫:11

202・056 岡ノ上古墳 東片町 同相II(上) 古漬 古墳
202-057 むかいやぽ古墳 東片町 同事II(上) 古蹟 古墳 蜜柑図に石材が残る
202-058 御経塚 市境 東片町 岡担1'(上) 古墳 古I貴 円境、I員丘が残る

202-059 長塚古t員 上片町 下野森 古墳 古境
前方後円境、土師・須恵・円筒・摘輪、
蜜村tI剥

qd
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遺構番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 種 別 指定 備 考
202-060 大塚古境 上片町 下野森 古墳 古墳 市 最大の前方後円墳、須恵・人物埴輪

(女性)、用水路横断
202-061 茶臼山古墳 上片町 下野森 古墳 古墳 市 一段築円境、茶臼の形

202-062 方見堂 東片町 方見堂 近世 包蔵地 弥生・須恵・土師・瓦・近世陶磁器他

202-063 高取上ノ山古墳 上片町 高取 古墳 古墳 前方後円償、横穴式石室、側壁のー
部が残る

上片町鬼の岩屋古墳群 上片町 高取 古墳 古墳

第l号墳 上片町 高取 古境 古績 市 鬼の岩屋式石室、国道3号線脇に石
室露出

第2号墳 上片町 高取 古墳 古墳 墓地
202-064 第3号墳 上片町 高取 古境 古墳 周辺は水田、境丘の一部が残る

第4号墳 上片町 高取 古墳 古墳 鬼の岩屋式石室、安山岩 巨石3個、
須恵器

第5号噴 上片町 高取 古墳 古墳 通称天神岩、・円墳、境頂に安山岩
巨石が露出

乙 丸古墳群 宮地町 古墳 古墳
第l号墳 宮地町 五反田 古墳 古境 畑
第2号墳 宮地町 乙丸 古墳 古墳 畑
第3号績 宮地町 乙丸 古墳 古漬 土師・須恵・ 白磁・青磁・天目
第4号境 宮地町 乙丸 古墳 古墳

202-065 
第5号境 宮地町 乙丸 古墳 古境 蜜柑園に石室残欠

第6号墳 宮地町 乙丸 古墳 古境
前方後円墳、蜜柑園 に墳丘の一部
残る

第7号墳 宮地町 乙丸 古墳 古境 墓地、畑
第8号墳 宮地町 乙丸 古墳 古境 畑、宅地
第9号噴 宮地町 一反田 古墳 古墳 畑
第 10号墳 宮地町 一反田 古墳 古墳 畑、墓地

202-066 源六遺跡 西宮町
202-067 宝泉院勝延行者の墓 西宮町 小寺 近世 墓地 板碑(正保一年銘)
202・068 荒神塚 宮地町 石原 弥生~古墳 包蔵地 黒髪・須恵、用水路一帯
202-069 村上河内屋敷跡 宮地町 池尻 近世 包蔵地 五輪塔残欠
202・070 神宮寺跡 宮地町 池民 中世~近世 寺社 宮地小敷地
202-071 院主跡 宮地町 小畑 中世~近世 寺社 宅地
202-072 一乗坊跡 宮地町 小畑 中世~近世 寺社 須恵器・土師器、宮地公民館敷地
202・073 観行寺跡 宮地町 小畑 中世~近世 寺社 須恵器・土師器・布目瓦
202-074 宮前 宮地町 小畑 近世 包蔵地 宅地、道路
202-075 池尻 宮地町 池尻 中世~近世 包蔵地 土師器・須恵器・円面硯、五輪塔
202-076 符山焼窯跡 宮地町 池尻 近世 生産 符山焼
202-077 御小袖塚 妙見町 悉知院 中世 績墓 市 五輪塔・無縫繕、懐良親王ご建立のご両親の陵墓
202・078 護国山顕孝寺跡 妙見町 悉知院 中世 寺社 五輪第、蜜柑圏、懐良親王ご創建のご両親菩提所
202-079 木村喜二次屋敷跡 妙見町 山下 近世 包蔵地 市
202-080 階下古墳群 西宮町 西階下ほか 古墳 古境 12基、小型円墳、須恵・土師出土
202-083 松浜軒の茶庭 北の丸町 近世 庭園 県

202・084
泰勝院跡・細川二斉公毘 北の丸町 近世 寺社 市 五輪塔、一中校庭内所の甘草園・泰巌院跡

202-085 松井神社の茶庭 北の丸町 近世 庭園 市 臥飽梅、鱒宿梅
202-086 八王神社の庚申碑 北の丸町 北ノ丸 近世 石造物 市 代陽小校庭内

202-087 八代城跡 松江城町 他 近世 城 県 中心に八代宮をまつる。内堀、外堀、
本 丸

202・088 医王寺の庚申碑 袋町 近世 石造物 市 木造 薬師知来立像国指定、木造塑
観世音菩薩立像県指定

202-089 御客屋敷跡 本町一丁目 近世 包蔵地 市
202-090 鏡の池跡 迎町一丁目 近世 庭園 市 道路、宅地
202-091 麦島城跡 古城町 中世 城 市 瓦、道路・宅地
202・092 栽柳園 植柳上町 近世~明治 庭園 植柳小校庭内
202-093 洗切貝塚 清水町 洗切 古墳 包蔵地 須恵器、土師器、獣骨
202-095 加藤忠正墓 妙見町 谷 近世 墓 市 五輪塔、泉福山本成寺
202-096 中宮山護神寺跡(塔心礎) 妙見町 中宮 中世 寺社 市 布目瓦・礎石群・塔心礎石・スラッグ、広場
202-097 護神寺製鉄跡 妙見町 中宮 平安~中世 生産 鉄浮
202-098 懐良親王御墓・宝鑑印塔 妙見町 中宮 中世 石造物 市 宝飯印塔、御墓内に移設
202-099 妙見中宮跡 妙見町 中宮 中世 寺社 市 布目耳、畑地、手洗い舎市指定
202-100 櫨場 妙見町 櫨場 古墳 包蔵地 須恵器・土師器・石斧・瓦塔、道路

A守
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遺構番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 種 別 指定 備 考
202-101 山下古墳 古麓町 新城 古墳 古墳 円境、須恵1m出土、新械山下にあり、蜜柑園

202-102 
江東山春光寺・実相院 古箆町 地領 近世 石造物 市 五輪塔・板碑、古廟・新廟の庚申碑

202-103 春光寺製鉄跡 古麓町 地領 平安~中世 生産 鉄浮
202-104 御内古墳 古麓町 御内 古墳 古境 宅地内に あり、須恵器・土師器・金環l
202-105 御内 古麓町 上り山 古蹟~中世 包蔵地 須恵器・土師務多数・瑞花双鳳八稜鏡、蜜柑園

202-106 相良義陽墓 古麓町 上り山 中世 墓 市 通称、首塚、大正11年移設
202-107 勝尾城跡 古麓町 上り山 中世 城 中世城跡、蜜柑園
202-108 新械跡 古麓町 上り山 中世 城 中世械跡、細切、古箆歴史自然公園展望所

202-109 丸山城跡 古鑓町 上り山 中世 城
202-110 鞍掛城跡 古麓町 上り山 中世 械 中世城跡、鉄培、雑木林
202-111 古箆城跡 古麓町 上り山 中世 城 市
202-112 腐峯城跡 古麓町 上り山 中世 城 中世械跡、石銅、鉄塔、雑木林、一部蜜柑園

202-113 飯盛城跡 古麓町 上り山 中世 城 中世械跡、堀切、蜜柑画
202-114 遥拝根 古麓町 上り山 近世 建造物 市 通称「枕瀬J
202-115 懐良親王御所跡 奈良木町 宮園 中世 包蔵地 市 中院義定卿館跡、八代征西府跡

奈良木古墳群 奈良木町 古噴 古績
第l号墳 奈良木町 一森 古蹟 古墳 通称短冊爆、石材l個露出
第2号墳 奈良木町 二森 古境 古境 蜜柑園

第3号墳 奈良木町 三森 古墳 古噴 通称ニ森塚円墳、土師・土錘、周囲
は水田、墳丘の一部残る

202-116 
第4号墳 奈良木町 二森 古境 古境
第5号境 豊原上町 遥拝 古墳 古墳
第6号境 奈良木町 中野口 古墳 古境
第7号境 奈良木町 中野口 古墳 古墳
第8号墳 奈良木町 中野口 古境 古境
第9号墳 奈良木町 二森 古墳 古墳
第10号墳 奈良木町 二森 古墳 古墳 円境、下の口古境群中の最大円墳

202-117 妙見上宮跡 妙見町 上宮 平安 寺社 県 海抜400m、石囲みあり、布目瓦・土器
202-118 八丁獄城跡 古麓町 上り山 中世 城 中世城跡
202・119 大島古墳 大島町 前鼻 古境 古墳 箱式石棺、直万
202-120 十二重塔 植柳元町 中世 建造物 国 湯前町明導寺より移設、現在十一重

小鼠蔵山古墳群 鼠蔵町 小島辺 古墳 古墳 市
第l号噴 鼠蔵町 小島辺 古墳 古填 市 竪穴式石室(装飾)、切石組み箱式

石棺露出、小山頂点、石室開口
202-121 第2号噴 鼠蔵町 小島辺 古境 古境 市 箱式石棺、石棺露出

第3号境 鼠蔵町 小島辺 古墳 古墳 市 箱式石棺(装飾)、石棺露出
第4号墳 鼠蔵町 小島辺 古墳 古墳 市 箱式石棺(装飾)、石材残る
第5号墳 鼠蔵町 小島辺 古境 古境 市 箱式石棺、土師

202-122 木下し窯跡 奈良木町 釜尾 近世 生産 登窯、高岡焼、窯道具、蜜柑園
202-123 十一里木跡 平山新町 平山 近世 交通 市
202司124 平山古墳 平山新町 下山 古蹟 古墳 小円墳、横穴石室、剣・鎧・玉類、副

葬品多数、蜜柑国に石材残る
202-125 平山城跡 平山新町 下山 中世 伊I 市 土塁、蜜柑園
202-126 高田焼平山窯跡 平山新町 下山 近世 生産 県 登窯、高田焼、窯道具、蜜柑園
202-127 羽火原火葬墓 奈良木町 羽火原 中世 墓地 蔵骨器

丸山古境群 敷川内町 丸山 古境 古墳

202-129 
第l号墳 敷川内町 丸山 古墳 古墳 地下式飯石被石室、高さ70mの丸山頂上、封土を失なう

第2号境 敷川内町 丸山 古境 古墳 地下式板石積石室、高き71mの丸山頂上、封土を失なう

第3号境 敷川内町 丸山 古噴 古績 地下式板石積石室、高�72mの丸山頂上、封土を失なう

202-130 丸山製鉄跡 敷川内町 丸山 平安~中世 生産 鉄浮多量、輔、蜜柑園
202-I3I 丸山窯跡 敷川内町 丸山 古墳 生産 登窯、須恵器・土師器、蜜柑園
202-132 吉平瓦窯跡 敷川内町 丸山 近世 生産 吉平瓦、蜜柑園
202-133 二宮火葬慕 敷川内町 二宮 中世 墓地 蔵骨器出土、蜜柑圏
202-165 小島 郡築十一番町 古墳~中世 包蔵地 人骨
202・168 高島新地旧堤防 井揚町 近代 建造物 石積み縫防
202-173 阿弥陀堂 問 中町 阿弥陀堂 中世 包蔵地 土師器、人骨16体、獣骨
202-175 球磨川はね 宮地町 萩原町 近世 建造物 石ばね・石段・敷石
202-176 札の辻跡 本町2丁目 近世 高札場 薩摩街道十一里跡
202-177 正法寺跡 西宮町 階下 中世 寺社 礎石・井戸
202-178 大平城跡 妙見町 大平 中世 城 堀切ーヶ所
202-179 加厳正方父母菩提所安養寺 古麓町 能寺 中世 寺社 妙慶禅尼墓、加藤正方の母
202-180 能寺廃寺跡 古麓町 能寺 中世 寺社 布目瓦
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第1 節 遺跡の環境

遺構番号 遺 跡 名 所 在 地 時 代 種 別 指定 備 考
202-181 片岡五正墓 古麓町 新城 中世 墓 五輪塔
202-182 高田手永会所跡 豊原上町 小路 近世 包蔵地
202-183 うその谷製鉄 奈良木町 うその谷 近世 生産 近世瓦窯・古代炭窯
202-184 薬師堂 奈良木町 寺ノ迫 近世 寺社 堂跡
202-185 木下し 奈良木町 西山ノ回 生産 製鉄炉・鍛治炉・鉄浮
202-186 万年寺跡 平山新町 平山 近世 寺社
202-187 松問屋敷跡 平山新町 平山 中世・近世 館 中世館跡、県教委調査
202-188 平山 平山新町 船河内 中世・近世 生産 県 耳窯県指定、八代城の瓦
202-189 北新地旧堤防 高植木町 近世 建造物 石積み
202-192 長田町古墳群 長田町 白石 古境 古境 巨石横穴石室円境
202-193 浪川良塚 十条町 浪川 貝塚 十条製紙工場内
202-198 田平山遺跡 上片町 田平 古代 骨器
202-200 伝習堂と教街場跡 松江城町 近世 建造物 市
202-201 永御蔵跡 西松江城町 近世 包蔵地 市 建物のみ現在地に移築
202-202 永御蔵御門と番所跡 古麓町 近世 建造物 市
202-203 宝泉院屋敷跡 北の丸町 北小路 近世 包蔵地
202-204 泉福山本成寺跡 妙見町 谷 近世 寺社 市
202-205 松浜軒 北の丸町 近世 建造物 県
202-206 泉福山高麗門跡 北の丸町 中世 包蔵地 市
202-207 悟真寺宝箆印塔 宮地・妙見町 谷 中世 石造物 市 懐良親王御自筆
202-208 中宮山悟真寺 宮地・妙見町 谷 中世 建造物 市
202-211 新城 古麓町 新城 中世 城
202-212 ニ宮屋敷跡 敷川内町 二宮・迫山 包蔵地
202-213 古麓城下遺跡 古麗町 砥崎 中世 集落
202-215 織田信長墓五輪塔 北の丸町 中世 石造物 市
202-218 条里跡 古代・中世 生産
202-219 条皇跡 西片町 古代・中世 生産
202-220 条里跡 島田町 古代・中世 生産
202-221 条里跡 古代・中世 生産
202-222 条里跡 西片町 古代・中世 生産
202-223 条里跡 東片町
202-224 島田遺跡 島田町 弥生 集洛
202-225 西片稲村遺跡 西片町 稲村 古代~中世 集落

202-226 西片百回遺跡 西片町 百回 弥生 包蔵地 黒髪式土器、野部悶式土器、須恵器、
土師器

202-227 上日置・女夫木遺跡 上日置町 女夫木他 弥生・古境 集落・墓地

202-228 古麓能寺遺跡 古麓町 能寺 古代・中世 集落
須恵器、土師器、瓦質土器、陶磁器、
建物跡多数

202-229 宮地観行寺遺跡 宮地町 観行寺 古墳~古代 集落
202-230 宮地小畑遺跡 宮地町 小畑 古墳~近世 集落
202-231 宮地池尻遺跡 宮地町 池尻 古代~中世 集落
202-232 宮地年神遺跡 宮地町 年上 弥生~古代 集務
202-233 キリシタン寺院跡 宮地町
202-234 中片小路遺跡 中片l町 小路他 古境~近世 集落
461-001 相良氏墓地 西部ろ 谷向 中世 墓地 14代相良長毎
461-002 亀の尾窯跡 第l ・2炉跡 西部ろ 山際 中世 生産
461-003 今泉製鉄跡 西部ろ 鉄山 中世 生産 県
461-004 原女木経塚 西部ろ 下原木 中世 経塚 板碑・経石埋納
462-001 島貝塚 新牟田(通称島) 古代 貝塚 土師器・須恵、器・瓦器
462-002 上土城跡 大牟閏城 中世 城 町
462-003 北吉王丸 吉王丸 中の丸 古代・中世 包蔵地 城跡、環濠衆落
463・013 大鞘樋門 両出(通称大鞘) 近世 建造物 町

※周辺主要遺跡分布図及び周辺遺跡地名表については、平成10年発行の「熊本県遺跡地図J (熊本県教育委員会)と同様
の番号を付した。市町村コードにあたる 3桁の数字に対応する 市町村は以下の通りである 。
202・・・八代市、461...坂本村、462...千丁町、463・・・鏡町I
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第2節 遺跡の概要

l 西 片 稲 村 遺 跡

本遺跡で は 、 現 地 表 下 か ら 2 0cm余 り の耕 作 層 ( I 層 ) が あ り 、 こ の 層 を除去 す る と 、 褐色 の層 ( 1 1 層 ) が現

れ る 。 こ の H 層 中 に は 、 古境 時 代 の 遺 物 が含 ま れ る 。 暗黄褐色 の 層 ( 皿 層 ) に は遺 物 を 全 く含 ま な い 。

今 回 の 調 査 で は 、 褐色土 ( I 層 ) に 掘 り 込 ま れた 掘立 柱建物跡 1 3 棟 、 溝 状 遺 構 5 条 、 竪 穴 住居 5 軒 、 土旗 4

基 、 井 戸 l基 と暗黄褐色土 ( 1 1 層 ) に 掘 り 込 ま れた 滞状遺構 l 条 、 竪 穴 住 居 5 軒 、 土 糠 l基 を 確 認 し た 。 褐 色 の

層 (lll 層 ) 及 び灰色 の 層 (N層 ) に は 遺 構 、 遺物 と も 全 く含 ま れな か っ た 。

-20cm 表 土

一寸

-35cm I層(褐色粘質土)

-50cm H層(暗黄褐色粘質

-60cm 皿層(褐色砂質土)

-70cm W層(灰色砂質土)

層位 内 ，合プー，

I層
マンガンを若干含む(包含層中に

古墳時代の遺物を若干含む)

H層
マンガンを含む(包含層中に遺物

を含まなし、)

皿層
砂レキを若干含む(包含層中に遺

物を含まなL 、)

W層
砂レキを多量に含む(包含層中に

遺物を含まない)

第 3 図 西片稲村遺 跡 基本 土 層 図

2 中 片 小路遺跡

本 遺 跡 で は 、 現 地 表 下 か ら 2 0cm余 り の耕 作屑 ( I層 ) があ り 、 こ の 層 を除去 す る と 、 褐色 の層 ( 1 1 層 ) が現

れ る 。 こ の H 層 中 に は 、 古 墳 時 代 の 遺 物 が含 ま れ る 。暗黄褐色の 層 ( 皿 層 ) に は遺 物 を 全 く含 ま な い 。 土 層 は

西 片 稲 村遺 跡 と非常 に 似通 っ て い る 。

本 遺 跡 の 調 査 はII 区 に分 け て 実 施 し た 。

I 区 か ら は 近 世 の 遺 物 を含 む潜 状遺 構 が l 条 と士 績 が l基 確 認 さ れた 。

H 区 か ら は 溝 状 遺 構 が 4 条1確 認 さ れた 。 出土遺 物 か ら 同 時 期 に 掘 削 さ れた も の で は な い と 確 認 で き た 。

皿 区 か ら V 区 に か け て は 、 西 片 稲 村 遺 跡 で 検 出 さ れた 、 ほぽ 同 じ 時 期 の 遺 物 を含 む 掘立 柱 建 物 が 1 6 棟 、 溝

状 遺 構 が 1 1 条 、 土 績 が 1 4議 、 竪 穴 住居 が 1 ijíf 、 井 戸 が 2基 、 性 格 が不 明 な遺 構 が l基 確 認 さ れた 。

VI 区 か ら は 溝 状 遺 構 が 8 条 、 土 績 が 4基礎 認で き た 。柱 穴群 も 多 数 確 認 で き た が、 建物 と し て 並 び立 つ も

の は 確 認 で き な か っ た 。 併せ て 滞状 遺 構 と の 関 連 を 指 す痕跡 も 確 認 で き な か っ た 。

VII 区 か ら は 南 北 に 走 る 溝状遺 構 l 条 と 掘立 柱建 物 2 棟 、 土繍 8基 、 焼 成 遺 構 l基 、 井 戸 l基 が確 認 で き た 。

こ の 大 溝 の 性 格 は 不 明 で あ る 。 生 活 排 水 路 と し て は 、幅 深 さ と も 他 の 遺 跡 の事例 と 比べ る と 、 大 き す ぎ る 。

生 活道 路 と し て 使 用 さ れて い る な ら ば、 本 来 出 来 る べ き 硬 化 面 が な い 。 北 の 水 無川 か ら の距離 も離 れて お り 、

用 水 路 と し て の 役 目 に も疑問符 が付 く 。 こ の 遺 跡 で の 今 後 の 検討課題 で あ る 。

咽 区 と 拡張 区 か ら は 溝 状 遺 構 1 1 条 と 掘立 柱建物 8 棟 、 柵 列 状 遺 構 l基 、 土 繍 1 7基 、 井 戸 l基 が確 認 さ れ

た 。
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掘 立 柱 建 物 は 建 て 方 が、 か な り 歪 で あ る 。 出 土遺 物 か ら 古 代 の 時 期 に 作 ら れたと 考 え ら れ る 。

ま た 、 こ の 建 物 を 囲 む 柵列 状 遺 構 も 検 出 さ れて い る 。

政 区 は 近 世 か ら 近 現 代 に か け て の 墓 地 で あ り 、 地表面か ら 3 m ほ ど の 深 さ ま で 、 墓 穴 が 及 ん で お り 、 かつ

て 遺 構 が 存 在 し た 可 能性 は あ る が、 墓 造 営 に 際 し徹 底 的 に 破嬢 さ れて い る こと が 確 認 で き た た め 、 本 調 査 は

実施 し な か っ た 。

X 区 か ら は 掘 立 柱 建 物5 棟 、 土 繍5 基 、 井戸L 基が確認で き た 。

こ の 調 査 区 の 掘 立 柱 建 物 は 咽 ・ 政 区 の 掘 立 柱建物と 比較 し で ほ ぼ歪 み が な い 。

氾 区 か ら は 溝状 遺 構8 条と 掘 立 柱建物 6 棟 、 土糠 1 2 基 、 不 明 遺 構 6 基 が確 認 で き た 。

土壌 の う ち S K06 7 は 焼土 を 含 む 事 か ら 焼成遺構と も 考 え ら れた が、 底 に 焼跡 が 認 め ら れな か っ た 。

-20cm 表 土 層位 内 ，苛*' 

-35cm I層(褐色粘質土) I 層 マンガンを若干含む(包含層中に

古墳時代の遺物を若干含む)

-50cm II層(暗黄褐色粘質土) H層 マンガンを含む(包含層中に遺物

を含まない)

-60cm 皿層(褐色砂質土) 皿層
砂レキを若干含む(包含層中に遺

物を含まなし、)

-70cm W層(灰色砂質土) W層
砂レキを多量に含む(包含層中に

遺物を含まなp)

-80cm V層(灰色粘質土) W層
砂レキを若干含む(包含層中に遺

物を含まなp)

第4 図 中 片小路遺跡 基 本 土 層 図
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第3章 西片稲村遺跡での調査とその成果

第 1 節 遺構の概要

1 竪穴住居(SI)

2 掘立柱建物(SB)

3 溝状遺構(SD)

4 土墳(SK)

5 井戸(SE)

6 その他の遺物



第3章 西片稲村遺跡での調査とその成果

第l節 遺構とそれに伴う遺物

西 片 稲 村遺 跡 に つ い て

第 3 章 西片稲村遺跡で の 調査 と そ の成果

本遺跡で は 、 古 代 か ら 中 世 の 遺物 を 含 む掘 立 柱建物跡 1 3 棟、 そ の 掘 立 柱 建物 の 外 側 に沿 っ て 、 掘 ら れて い

る 4条 の 溝状 遺 構 が確 認 さ れて い る 。 溝 に 固 ま れた 掘 立 柱 建物 1 1 棟 は 、 大 き さ 、 向 き及 び配 置 か ら 、 2 時 期

に 分 け ら れ る 。 当 初 は 、 比 較 的 大 き な l 問 X 3 聞 の 掘立 柱 建 物 が 並 ん で、 確 認 さ れ た 。 S8 0 0 1 、 S8 0 0 2 、

S8 0 0 6 、 S8 0 0 7 、 S8 0 1 2 が そ れ に 相 当 す る 。 次 に や や 小型 の 掘 立 柱 建 物 が建 て ら れ て い る 。 S8 0 0 3 、

S8 004、 S8 0 0 5 、 S8 0 0 8 、 S8 0 0 9 、 S8 0 1 0 、 S8 0 1 1 で あ る 。 こ の う ち 、 S8 0 0 8 と S8 0 1 1 は 建 て直 さ れ

た も の と 考 え ら れ る 。

竪 穴 住 居 跡 は 5 軒 確 認 さ れて い る が、 古 代 の 遺物 を 含 む 、 S I O O 1 、 S I 0 0 2 、 S I 0 0 3 、 S I 0 0 4 、 S I 0 0 5 、

SI006 は 出土 遺物 か ら 同 時 期 に 営 ま れて い た と 考 え ら れ る 。 SI 0 0 8 、 SI 0 0 9 、 SI O 1 1  は 、 古式土 師 器 が住居

跡 内 か ら 見つ か っ て お り 、 古 墳 時 代 前 期 の 住居跡で あ る 。

土 糠 5基 の 内 、 SKO O l 、 S K0 0 2 、 SK00 3 、 SK0 05 は遺物 か ら 、 出 代 末 か ら 中 世 に か け て の 遺 構 と 考 え ら

れ る 。 残 り の土 糠、 SK004 は 、 古式土 師器 を 含 む の で 古 墳 時 代 前 期 に 掘 ら れた と 考 え ら れ る 。

調査 区 の 南 側 で 検 出 さ れた 、 溝状遺構S0002 は 他 の溝状遺構 と は 理土 が大 き く 異 な る 事 か ら 、 古 代 以前 に

掘 ら れた 可 能 性 が あ る 。 時 期 を 決 定 で き る 遺物 が検 出 さ れな か っ た 為 、 残念 な が ら 造 ら れた 時期 は 不 明 で、 あ

る 。

井 戸 l 基、 S EO O l は 中 世 末 に 造 ら れた と 考 え ら れ る 。 掘 りぬ い た クヌギ の 木 を組 み 合 わせ て 作 つ で あ る 。

- 2 1 -
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l 竪 穴 住居(SD

SIO O 1 ( 第 6 図 )

第 3 車 両片稲村遺跡 で の 調査と そ の 成果

一辺が約2 . 5 m の 隅丸 方 形 で4 本 柱 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は L 、 ず れ も 、 約 2 0cm を 測 る 。 竃 又 は 炉 跡 の よ う な

火 を 焚 い た 痕跡 は 認 め ら れ な か っ た 。 出 土遺物が1!!� い が、 同 様 の 形 態 の SI 0 0 5 か ら出 土 し た遺 物 が 奈 良 時 代

の も の で あ る こ と か ら 、 こ の 時期 の遺構 と 考 え ら れ る 。 柱 に岡 ま れた床 面 は顕著 な硬 化 は確 認 で き な か っ

た 。

SI0 0 2  ( 第 7 図 )

一辺が約2 . 4m の 隅丸 方 形 で4 本 柱 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は� \ ず れ も 、 約 2 0cm を測 る 。 竃又 は 炉跡 の よ う な

火 を 焚 い た 痕跡 は 認 め ら れ な か っ た 。 I Jj 土遺物が1!!� い が、 同様 の 形 態 の SI 0 0 5 か ら出土 し た遺 物 が 奈 良 時代

の も の で あ る こ と か ら 、 こ の 時期 の遺構 と 考 え ら れ る 。 柱 に阿 ま れた床 面 は顕著 な硬 化 は確 認 で き な か っ

た 。

SI0 0 3  ( 第 8 図 )

一辺 が約 2 . 4m の 隅丸方形 で4 本 柱 で あ る 。 柱穴 の 深 さ は L 、 ず れ も 、 約 2 0cm を 測 る 。 竃X は 炉 跡 の よ う な

火 を 焚 い た 痕 跡 は 認 め ら れ な か っ た 。 出土遺 物 が1!眠 い が、 同 様 の 形 態 の S I 00 5 か ら 11\土 し た 遺 物 が 奈 良 時 代

の も の で あ る こ と か ら 、 こ の 時期 の遺構 と 考 え ら れ る 。 柱 に|剖 ま れた床面 は顕著 な 硬 化 は確認 で き な か っ

た 。

S10 04 ( 第 9 図 )

一 辺 が約 2 . 4 m の 隅丸方形 で4 本 柱 で あ る 。 柱穴 の深 さ は L 、ず れ も 、 約 3 0cm を測 る 。 竃又 は 炉 跡 の よ う な

火 を 焚 い た 痕 跡 は 認 め ら れ な か っ た 。tll 土遺 物 が無 い が、 同様 の 形 態 の S I 00 5 か ら山i二 し た遺 物 が 奈 良 時 代

の も の で あ る こ と か ら 、 こ の 時期 の遺構 と 考 え ら れ る 。 柱 に1)11 ま れた床 面 は顕著 な 硬 化 は確認 で き な か っ

た 。 S1 002 � S1 004 は 建替 え で あ り 、 切 り合 い か ら 、 SI 00 2 が最 も 古 く 、 次 い で SI 00 3 、 最 後 に 作 ら れた住

居 がSI 004 で あ る 。

S10 05 ( 第 1 0図 )

長 辺 が約2 . 5 m 、 短 辺 約 2 . 1 m の ややI�丸長方形 てー 4本 柱 てe あ る 。 柱穴 は深 さ が約3 0cm のも の と 約 1 0cm に

分 か れ る 。 構造上 の 違 い が考 え ら れ る が、 詳細 は不明で あ る 。 他 の住居跡 と 同 様 、 竃又 は 炉 跡 の よ う な 火 を

焚 い た 痕 跡 は認 め ら れな か っ た 。 出 土 し た 遺物 が奈 良 時代の も の で あ る 。 柱 に聞 ま れた床 面 は顕著 な硬 化 は

確認 で き な か っ た 。

こ の 遺 構 か ら は 1 0点 の遺 物 が 出 土 し て い る 。 (第 1 3岡 )

l は 小型蜜 の口縁 で あ る 。 2 も l とhil じ聾 の口緑 で あ る 。 3 は口縁 に l 条 の沈綿 を も っ 聾 の口緑 で あ る 。 4 は

やや 小ぶ り の畿 の 口 縁 と 胴部 の 一部 で あ る 。 5 は怖 の口縁 で あ る 。 6 は や や 外反 す る郎 の口緑 で あ る 。 7 は宋

珠つ ま み を も っ 須 恵 器 の 杯 蓋 で あ る 。 奈 良 時代の遺 物 で あ る 。 8 ・ 9 . 1 0 は 7 と同 様 の宝珠摘 み を も っ須恵総

の係蓋 で あ る 。

SI006 ( 第 1 1 阿)
一辺が約2 . 3 m の 隅丸方形 で 6 本 柱 で あ る 。 柱，/( の深 さ は内側がやや深 く 、 約 2 0 � 3 0cm を 測 る 。 外 側 の杵.

穴 は や や 浅 く 、 約 1 0cm を測 る 。 竃X は 炉 跡 の よ う な 火 を 焚 い た 痕 跡 は認 め ら れな か っ た 。 出1: し た遺 物が

奈良時 代 の も の で あ る 。 柱 に 囲 ま れた床 面 は顕著 な 硬 化 は確認 で き な か っ た 。

こ の 遺 構 か ら は 9 点 の遺 物 が 出上 し て い る 。 (第 1 3図 )

1 1 は 杯 身 で あ る 。 や や浅 い 。 1 2 と 1 3 も 杯身 の底部 で あ る が、 1 1 と比 較 し て や や深 い 。 1 4 と 1 5 は須恵器

の却 で あ る 。 奈 良 時 代 の遺 物 で あ る 。 1 5 は須 恵協 の 小型壷 で あ る 。 1 7 は 須恵器 の大聾 の 胴 部 で あ る 。 1 8 は

甑 の 胴 部 で あ る 。 支 え が残 っ て い る 。 1 9 は台 付 き 杯 の底 部 で あ る 。
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第 3 J'ji: 西jj-稲村遺跡で の調査 と そ の成果

S I O 0 8  ( 第 1 3岡 )

一辺が約2 . 5 m の 隅丸方形で、4 本 柱 で、 あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 約 70cm を 測 る 。 竃 又 は 炉跡 の よ う な 火 を 焚 い た

痕跡 は 認 め ら れな か っ た 。 出 土 し た 遺物が奈良時代の も の で あ る 。 柱 に 閉 ま れた床 面 は 顕 著 な 硬 化 は 確 認 で

き な か っ た 。

こ の 遺構 か ら は 3 6 J�( の 遺 物 が 111 土 し て い る o ( 第 1 4 1>;(1 )

2 0 は 小 型 裂 の 口 縁 で あ る 。 2 1 は SI005 の 3 と 同 じ 艶 の口縁 で あ る 。 2 2 は須 恵 問 の 折、葦 で あ る 。 2 3 と 2 4 は

や や 浅 め の 坪 身 で あ る 。 奈 良 時 代 後 期 の 造 物 で あ る o 2 5 か ら 3 1 ま で は 、 や や 深 め の 杯 身 で あ る 。 3 2 は 浅 め

の 杯で あ る が、 残 り が惑 い た め 、 全体 の 形 は 不 明 で あ る 。 33 ・ 3 5 ・ 3 7 ・ 3 8 は 高 台 付 き の 杯 身 で あ る 。 すべ

て 奈 良 時 代 後 期 の 遺 物 で あ る 。 34 は須 恵 問 の 大 型 の胴部 で あ る 。 3 6 は 阪 の 摘 み で あ る 。 奈 良 時 代 の 遺 物 で

あ る 。

S I O 0 0 9  ( 第 1 5 図 )

一 辺 が 約 2 . 3 m を 測 る 。 西 側 は 調 査 |玄 外 に な る た め 、 全 体 の 形 は 推 測 す る ほ か 1!\� い が 、 他 の 遺構 の 形 態 か

ら 、 隅丸方形で4 本 柱 と 考 え ら れ る 。 穴 の 深 さ は が� 2 0cm を測 る 。 Ï:fií 又 は 炉跡 の よ う な 火 を 焚 い た 痕跡 は 認 め

ら れ な か っ た 。 出 土 し た 遺 物 が奈 良 時 代 の も の で あ る 。 柱 に 囲 ま れた ば 而 は 顕 衿: な 硬 化 は 確 認 で き な か っ

。た

こ の 遺構 か ら は 1 0 点 の 遺 物 が 11:1 士ー し て い る o (第 1 5 1立I l

3 9 は 宝珠摘 み を も っ 須 恵 器 の 杯蓋 で あ る 。 奈 良 H寺 代 の 遺 物 で あ る 。 40 ・ 4 1 は 尚 介 付 き の 杯 身 で あ る 。 42

は 甑 で あ る 。 奈 良 時 代 後 期1 の 遺 物 で あ る 。 43 は 降 身 で あ る 。 底部 に 線 刻 が i認 め ら れ る 。 『孟íP .l と 刻 ま れて い

る が、 名 称 が指す も の は 不 明 で あ る 。 44 は 須 忠 出 の 大 聾 の 胴 部 で あ る 。 4 5 は な:1 忠 開 の 大 聾 の 肩部 で あ る 。

46 は 須 恵、 器 査 の 底 部 で あ る o 47 ・ 48 は 須恵 撚 の 大 聾 の 胴部 で あ る 。

SIO  1 1  ( 第 1 7凶)

西 側 は 調 査 区 外 に な る た め 、 1I1 土 し た 遺 物 は ，'i 式 上 自ilî 慌が主 体 で あ り 、 こ の こ と か ら 古 墳 時 代 初 頭 作 ら れ

た と 考 え ら れ る 。
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第 l 節 遺構の概要

SI008 

一一- 0，0 -一一一一
出O L '17=l「ヲ 「可 w 〈工〈工

O ヨ
Q 

d [Q��o 

，0- 11 
σ ο モヨ口 J J U〈Y

令 ② O
電ラ
C 

酔 φ
� ()Q， 

Q総οDみ 。 。。 。。 。

戸〆'、 r、

。

� 

。
。 給 自

F一一一 \ \ A 
。

c> &> 

b 
〈る も

% 

O 
。ô'

も 円Q � \ \一一一F'
佳子Dロ Q 

� ， 0 
b 

色町 ー

、くxi
e Q ej o 

も 1 1 一一一B'

o 
o 

も 。
。

。
/f 

O E 

「可
B L=4， 1 Om 

「万 w 〈工 〈

B' 

F L=4， 1 0m 一一一一 F'

一一一一一 E'

O 
ヒェコ

第 1 3 1玄1 SlO08実測図円ノ臼円J
m
l

 



同)�稲村治則、での調査 と その成*

22 
ーも亡、

�"1 3 -ì;'; 

ζ二〆γ 
てこ二二ι三� 24て | --'1ーーグ23

ギメ7\一d---ζグ26てユヱ

ェグi。\ L---J 
'Ò，"1， 則 子 、し;' ，' ， �' ! 'I.，': �';.J' :>" t  f “ .， j'庁、合 d イィ 29

�二え

二:ζ二三ク32

，
 
，φ，

 
、会‘，ペ‘JリいVd

 
ん
/yhλρ・j

J:1:・j
'ea一-vE，z，、， I
4F ifl，le4

 

\ 1''〉白feJ J'-
・
0 巴匂 ιFf

eに1・1二-u
乙ιe'-fbι:巴‘
-pe 、‘ ，l'r
vn .2 ‘』》J a-Fり
d---、ir---ee-Jλ/人々FVヲ-r- d' a・1，，.I 
P，ι!

 

Ie.， ，，，〆， ι
守、jI
令i，i， 4i，-
一 λι一，〆 ，}，，九 .d川，\ I4， m
，-
a
E

!
"

・

ι

4

一

一

，

.

'

e
-

t

'
l
iJ

F

E
t
-



?'
ベ

J
μ

・

\

J

J
'

ヘ

:，pi---ir-\ T，
，PJ' パド，

\ー」亡こえ1

\-�:d!，3 

叫J子 守���〈・，�_ �.:::'''::7''':'<.1!.\ 

nv
 

P 
34 

36 
1 0cm O 

S I 0 0 8 H \ 二十辿物 実 測 図円〈U門ぺU第 1 4 図
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第 1 節 遺構の概要

2 掘 立柱 建 物 (SB)

SBOO 1 ( 第 1 9 図 )

長 軸 約5 . 4 m 、 短 軸 約3 mの 、 l 間 X3 聞の8 本 柱の 掘立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴の 深 さ は 、 深 い もの で 約

5 0cm、 浅 い もの で、 約 2 0cmで、 あ る 。 柱 に 囲 ま れた 中 は 特 に 硬化 し て い な い 。 遺物 を 共伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時期 は 不 明 で‘ あ る が、 この 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 滞状遺構の 出 土 遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れた 可 能 性 が あ

る 。

S B 0 0 2 (第2 0 図 )

東 側 が調 査 区 外 で あ る た め 、 全体の 形 は 推 測 す る し か な い が、 長 軸 約5 m 、 短軸 約3 .5 mの 、 l 間 X3 聞の 7

本 柱の 掘立 柱建物遺構 で あ る 。 柱穴の 深 さ は 、 深 い もの で 約40cm、 浅 い もの で約2 0cmで、 あ る 。 遺 物 を 共伴

し な い た め 、 作 ら れた 時 期 は 不 明 で あ る が、 この 遺構 を 囲 む 様 に 掘 ら れ た 溝 状 遺 構の 出 土 遺 物 か ら 古 代末 に

作 ら れた 可 能性 が あ る 。

S B 0 0 3 (第 1 9 図 )

長 軸 約3 .3 m 、 短 i紬 約 2 .8 mの 、 l 問 x 2 聞の 6 本 柱の 掘立 柱建 物遺 構 で あ る 。 柱 穴の 深 さ は 、 い ず れ も 約

2 0cm で あ る 。 柱 に 固 ま れた 中 は 特 に 硬化 し て い な い 。 遺物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れた 時 期 は 不 明 で あ る

が 、 この 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 溝状 遺 構の 出 土遺物か ら 古 代 末 に 作 ら れた 可 能性 が あ る 。

S B 0 0 4 ( 第 2 1 図 )

西 側 が調 査 区 外 で あ る た め 、 全 体の 形 は 不 明 で あ る 。 柱穴の 深 さ は 、 い ず れ も 約30cm で あ る 。 遺 物 を 共

伴 し な い た め 、 作 ら れた 時期 は 不 明 で、 あ る が、 この 辿 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れ た 滅 状 遺 構の I1J 土 遺物 か ら 古 代 未

に 作 ら れ た 可 能 性 が あ る 。

S B 0 0 5 ( 第2 0 1�j )

長 軸 約4 . 7 m 、 短 軸 約 2 . 4 mの 、 l 間 x3 聞の8 本 柱の 掘立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴の 深 さ は 、 い ず れ も 約

3 0 cm で あ る 。 柱 に 固 ま れた 中 は 特 に 硬化 し て い な い 。 遺物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れた 時期 は 不 明 で、 あ る

が、 この 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れ た 溝 状 遺 構の 出 土 遺物か ら 古 代末 に 作 ら れ た 可 能 性 が あ る 。

S B 0 0 6 ( 第 2 1 図 )

長 軸 約4 .5 m 、 短軸 約3 . 4mの 、 2 間 x3 聞の8 本 柱の 掘立 柱建物遺 構 で あ る 。 柱 穴の 深 さ は 、 深 い もの で 約

40cm、 浅 い もの で約 1 0cmで、 あ る 。 柱 に 囲 ま れた "1:' は 特 に 硬化 し て い な い 。 遺物 を 共伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時期 は 不 明 で あ る が、 この 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 滞状遺構の 出 土 遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れた 可能性 が あ

る O

S B 0 0 7 ( 第 2 2 図 )

長 軸 約5 m 、 短 朝11 約 2 .8 mの 、 l 間 X 2 聞の5 本 柱の fui立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴の 深 さ は 、 深 い もの で 約

60cm、 浅 い もの で、 約3 0cmで あ る 。 柱 に 固 ま れた 中 は 特 に 硬化 し て い な い 。 遺物 を 共伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時 期 は 不 明 で あ る が、 この 遺構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 滞状遺構の 出 土 遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れ た 可 能 性 が あ

る 。

S B 0 0 8 ( 第2 2 医I l

長 軸 約4 .5 m、 短 期I1 約3 . 4 mの 、 l 間 X 2 聞の 6 本柱の 掘立 柱建物遺構で あ る 。 柱 穴の 深 さ は 、 深 い もの で がJ

60cm、 浅 い もの で事 約40cm で あ る 。 柱 に 固 ま れた 中 は 特 に 硬化 し て い な い 。 遺物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時期 は 不 明 で5 あ る が、 この 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 溝状遺構の 出 土 遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れた 可能性があ

る 。
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第 l 節 治機の概要
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第 3 '1t 西片稲村遺跡で の 調査 と そ の成果

S B 0 0 9 ( 第 2 3 図 )

長 軸 約 3 . 2 m 、 短 軸 約 2 . 2 m の 、 l 間 x l 聞 の4 本 柱 の 掘 立柱建物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約

60cm、 浅 い も の で 約40cm で あ る 。 柱 に 固 ま れた 中 は 特 に 硬化 し て い な L 、 。 遺物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時期 は 不 明 で あ る が、 こ の 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 溝状遺 構 の 出 土遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れ た 可 能 性 が あ

る 。

S B 0 1 0 ( 第 2 3 図 )

長 軸 約 4 m 、 短 軸 約 2 . 8 m の 、 l 間 x 2 聞 の 5 本 柱 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約

50cm、 浅 い も の で 約 2 0cmで あ る 。 柱 に 固 ま れた 中 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 遺 物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時期 は 不 明 で あ る が、 こ の 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 溝状 遺 構 の 出 土 遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れ た 可 能 性 が あ

る 。

S B O  1 1  ( 第 2 4 図 )

長 軸 約4 . 4m 、 短 軸 約 3 . 7 m の 、 l 間 x 2 聞 の 6 本 柱 の 掘 立 住 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約

60cm、 浅 い も の で 約40cm で あ る 。 柱 に 閥 ま れた 1 1 1 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 造 物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時期 は 不 明 で あ る が、 こ の 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 溝状 遺 構 の 出 土遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れ た 可 能性 が あ

る 。

S B 0 1 2 ( 第 2 5 図 )

長 軸 約 5 . 6 m 、 短 軸 約 3 m の 、 l 間 x 3 間 8 5 本 柱 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約

50cm、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 に 閤 ま れた 中 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 遺 物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時 期 は 不 明 で あ る が、 こ の 遺 構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 溝状遺 構 の 出 土遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れ た 可 能 性 が あ

る 。

S B 0 1 3 ( 第 2 5 図 )

長 軸 約 3 . 5m 、 短 軸 約 2 . 8 m の 、 l 問 x 2 聞 の 6 本 柱 の 掘 立 柱 建物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約

50cm、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 に 閉 ま れた 11 1 は 特 に 硬化 し て い な い 。 遺物 を 共伴 し な い た め 、 作 ら れ

た 時期 は 不 明 で あ る が、 こ の 遺構 を 囲 む 様 に 掘 ら れた 溝状 遺 構 の 出 上 遺 物 か ら 古 代 末 に 作 ら れた 可 能 性 が あ

る 。
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第 1 í新 逃桝の概要

3 満状遺構 (SD)
S D O O  1 ( 第2 7 図 )

第 2 7 1豆1 S DOO J 実ìl!1J 1災|

E L=4 00m E t 

S DO O l  

o 1 m  

師約40cI1l で、 深 さ 約50cI1l の Ì1'，'f�犬lli梢で、 あ る 。 造物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れた 11寺WJ は 不 明 で あ る 。 五11 土 の

状 況 か ら 、 古 代以前 に 払11 ら れた と 考 え ら れ る 。

S D 0 0 5  ( 提� 2 6 図 )

|隔が�40cl1l で、 深 さ が� 2 0 c l1l の 滞 状 地 柄 で あ る 。 奈 良 時 代 の 辿 物 が こ の 辿 桃 よ り 検 山 さ れて い る 。

指i 立位建物 を 囲 む 様 に tJII: ら れて い る 。 消 の 1)、l 側 がやや 高 く な っ て お り 、 こ の h

よ う に 掘 ら れた 可能仙性4 カが1 あ る 。

S D 0 0 6  ( 第 2 6 1玄1 )

幅約40cI1l で、 深 さ 約2 0cI1l の 滞状 追 桝 で あ る 。 SD005 と 対 を 成す 辿 梢 で あ る 。 奈 良 H寺 代 の 造物 が こ の 辿 椛

よ り 検 H \ さ れて い る 。

加i 立 柱 建物 を 囲 む様 に 侃 ら れて い る 。 淋 の |人l 側 がやや商 く な っ て お り 、 こ の げ削立 、 建物併 に 71< が 入 ら な い

よ う に 掘 ら れた 可能性 が あ る 。

S D 0 0 7  ( 第 2 6 図 )

11而約80cI1l で、深 さ 約 2 0cI1l の n't'i�犬山桃で あ る 。 奈良時代の辿物が こ の 辿 梢 よ り 検 : 1 \ さ れて い る 。 治 の 切 合 い

か ら S D0 0 6 ・ 0 0 5 以前 に 作 ら れた 淋状 辿 桝 で あ る 。

S D 0 0 5 と S D 0 0 6 か ら は J 5 山、 の 辿 !被l が : 1 \ 土 し て い る 。 ( 第 2 6 1文1 )

5 6 は 小型ïl� の 口 縁で あ る 。 S I 0 0 5 か ら 同 織 の 辿物が 出 土 し て い る 。 5 7 ・ 5 8 は 小 裂 の坪身で、 あ る 。 5 9 は 須

忠、器 の 直 の 口 縁 で あ る 。 I)� 聞 に 11 1 ] き が認め ら れ る 。 6 0 は 請 の 口 線で あ る 。 6 J ・ 62 ・ 63 は 坪身で あ る 。 64

6 5 ・ 6 6 は 荷 台 付 き の 杯 身 で あ る 。 し 寸 え れ も ï1 í 代 の 造 物 で あ る 。 6 7 は 到 の !JIliJ ffl) で あ る 。 68 は 置 の 同 部 で あ

る 。 69 は 須忠 鵠 の 短 lli!lt:!: で あ る 。 奈 良 時 代 後 191 の 並立 物 で あ る 。 70 は 輔 の 羽 し| で あ る 。 こ の 追 跡 内 で は 、 鍛

冶辿 桝 は fíïli 認 さ れて い な い が 、 周 辺 で 製 鉄 が 行 わ れて い た こ と を 示 す 資 料 で あ る 。
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第 3 1;ユ IJlj ) '， 稲 村逃湖、で の 調査 と そ の成栄
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第301災1 SK004実ìl!lJIヌ|

4 土蹟 ( S K)
S Iく 0 0 1 ( 第 2 9 1きJ )

同 fl!lJ が調 査 |天 外 の た め 、 全 体 の 形状 は 不 明 で あ る 。 tH�íjご!f;で あ る が、 長辺約 1 m 、 短 辺 約 O . 7 m で1氏 面がや

や フ ラ ッ ト な 長 方 形 の 十!}p! で あ る 。 ぇd 物 を 共 fW し な い た め 、 作 ら れた II;ï WI は 不 lり l で あ る 。

S Iく 0 0 1 2 ( N'i 2 9 1玄1 )

束 側 が制 査 |丞 外 の た め 、 全 体 の 形状 は 不 明 で あ る 。 +fI' ÆJ I�で あ る が、 一辺約 1 m で' }i主 而 がやや フ ラ ッ ト な IqJl

丸 方 形 の 一! 坊 で あ る 。 j主 I J. I に 段 、終 ち し て い る 。 ボI込 Hキ 代 の 辿 物 が J HW し て い る 。

S K 0 0 3  ( 算'i 2 9 1ぎ1 )

長 ff約 0 . 7 m 、 短 j21 約 0 . 6 m でJ氏而がややす り 鉢状 の ィ、 終 形 を I F !， す る 卜 .. J1M で、 あ る 。 奈良 II;ï 代 の i立 物 が共 伴 し

て い る 。

S K0 0 5 ( 第 2 9 図 )

長 径 約0 . 7 m 、 短 辺 約 O . 5 1ll で 民 団 がやや フ ラ ッ ト な 民 /j J惨 を V す る I�JJl;i で、 あ る 。 奈良 |時 代 の 出 物 が 共 伴 し

て い る 。
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第 3 章 西片稲村遺跡で の 調 査 と そ の 成果

SK004 ( 第 3 0 図 )

一辺約2mで、 途 中 で段 落 ち し て い る 。 底面がやや フ ラ ッ ト で 隅 丸方形 を 呈す る 土績 で あ る 。 古 墳 時 代 前 期 の

遺物が共 伴 し て い る 。

S 8002 ・ 0 0 3 ・ S K002 - 0 0 5 ・ SX054 の遺物 ( 第 3 1 図 )

7 1 は 高 台 を 持つ杯身の底部で あ る 。 72 は す り 鉢の 口 縁 で あ る 。 注 ぎ 口 が付 い て い る 。 83 も す り 鉢 で あ る 。

84 は 坪身 で あ る 。 や や 大 き い 部 類 に 入 り 、 奈 良 時 代後期 の 遺 物 で あ る 。 8 5 は 須 恵 器 の 杯 蓋 で あ る 。 8 6 は 高

台 付 き の 杯 身 の 底部 で あ る 。 8 7 は 宝珠摘 み を も っ 須 恵 器 の 杯蓋 で あ る 。 奈 良 時 代 の 遺 物 で あ る 。 8 8 ・ 8 9 も

8 6 同 様 、 高 台 付 き の 坪 身 の 底 部 で あ る 。 90 は 杯 身 の 口 縁 で あ る 。 9 1 は 高 台 付 き の 坪 身 の 底 部 で あ る 。 や や

外 反 し 、 平 安 時 代 の 遺 物 で あ る 。 92 ・ 93 は 須 恵 器 の 聾 の 胴部で あ る 。 94 は 聾 で あ る 。 9 5 は 高 杯 の 脚 部 で あ

る 。 9 6 は 羽 釜 で あ る 。 古 代 末 の 遺 物 と 考 え ら れ る 。 9 7 は 聾 の 口 縁 で あ る 。

5 井 戸 (SE)

S E O O l ( 第 3 2 図 )

S EOO l は 素掘 り の 穴 の 底 に く り 貫 き の 丸木 を 置 き 、 そ の 上 に も う ひ と っ く り 貫 き の 丸木 を 重 ねて 底 を 造 っ

た 後 に 人頭 大 の 石 を 穴 の 周 辺 に 積 み 上 げて 造 ら れて い る 。 こ の 遺跡 自 体 が海抜が低 く 、 2 m ll ど 掘 り 下 げ る だ

け で 容 易 に 湧 水 を 得 ら れ る 。 調 査 区 の 他 の 遺 構 よ り 造 ら れた 時 代 が新 し い が、 中 世 に な っ て 本 遺 跡 付 近 を 新

田 と し て 開 拓 し た 記録 が あ り 、 こ の こ と を 裏 付 け る 遺 構 で あ る 。

こ の 遺 構 か ら は 1 0 点 の 遺 物 が 出 土 し て い る 。 ( 第 3 3 図 )

8 8 は 滑 石 製 の 石 鍋 の 耳 で あ る 。 鎌 倉 時 代 の 遺 物 で あ る 。 89 は 杯 身 で あ る 。 9 0 は 火 舎 で あ る 。 88 と 同 じ く

鎌 倉 時 代 の 遺 物 で あ る 。 9 1 も 9 0 同 様 の 火 舎 の 口 縁 で あ る 。 9 2 ・ 9 3 ・ 94 ・ 9 5 ・ 9 6 ・ 9 7 は す り 鉢 で あ る 。

6 そ の 他 の 遺物

9 8 - 1 0 7 ま で は 、 土 錘 で あ る 。 JIlIJ し 網 の も の で 、 こ の 遺跡の 近 辺 で 漁 を 行 っ て い た 事 を 示 す 貴 重 な 資 料 で

あ る 。

1 0 8 は 杯 身 で あ る 。 底部 に 線 刻 が認 め ら れ る 。 W i. ィア 』 と 見 て 取 れ る 。 S1 0 0 9 に も 同 様 な 文 字 が あ る が 、

示 す 意 味 は 不 明 で あ る 。 1 1 0 は 滑 石 製 の 石 鍋 の 耳 で あ る 。 1 0 9 は 杯 身 で あ る 。 1 08 と 奥 な り 。 墨 書 で 文 字 が

記 さ れて い る 。 W 1\ p . j と 見 て 取 れ る 。 1 1 1  は 羽 釜 で あ る 。 1 1 2 も 1 1 1 同 様 の 羽 釜 で あ る 。 い ず れ も 中 世 の 遺

物 で あ る 。
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第4章 中 片小路遺跡での調査とその成果

第 1 節 I 区の遺構 と そ れに伴 う 遺物

第2節 H 区の遺構 と そ れに伴 う 遺物

第3節 皿 . N . V 区の遺構 と そ れに伴 う 遺物

第4節 VI 区の遺構 と そ れに伴 う 遺物

第5節 vn 区の遺構 と そ れ に 伴 う 遺物

第6節 VllI 区の遺構 と そ れに伴 う 遺物

第7節 IX 区の遺構

第8節 X 区の遺構 と そ れに伴 う 遺物

第9節 XI 区の遺構 と そ れに伴 う 遺物



第 4 章 中 片小路遺跡で の 調 査 と そ の成果

第4章 中片小路遺跡での調査とその成果

第 1 節 遺構とそれに伴う遺物

中 片小路遺跡 に つ い て

本 遺 跡 は 、 沼 区 に 分 け て 調 査 を 実施 し た 。 こ こ で 各 区 の 概要 を 述べて お く 。

I 区 は 近 世 の 遺 物 を 含 む 溝 状 遺 構 の み が確 認 さ れた 。 区 画 さ れた 檎 で あ り 、 固 ま れた 中 は 削 平 さ れて い

。た

H 区 で は 、 数 度 の 掘 削 の 痕 跡 を 持つ滞状遺構が確認 さ れた 。 SD004 の 溝 状 遺 構 と SD 0 0 5 か ら SD 0 0 7 の 滞

状 遺 構 は 、 埋 土 の 状 況 か ら 別 時 期 に 作 ら れた 可 能性があ る 。

田 区 か ら V 区 に か け て は 、 用 地取 得 時 期 に 併せて 調査 区 を 分 け 、 調 査 を 実施 し た が、 最 終 的 に は ひ と つ の

調 査 区 と し て 終 了 し た 。 こ れ ら の H か ら V 区 で は 、 古 境 時 代 の 遺 物 を 含 む 竪 穴 住 居 跡 も 2 軒 と 西 片 稲 村 遺 跡

で 検 出 さ れた 同 じ 時期 の 遺 物 を 含 む 掘 立 柱建物 を 1 4棟 検 出 し た 。

VI 区 は 溝状遺構 と 多 数 の 柱 穴 が検 出 さ れた 。 溝状遺構 は ほ ぼ、 南 北 に 走 る も の と 、 東 西 に 走 る も の と に 区

別 で き る 。 柱 穴 群 と 溝 状 遺 構 と の 関 連 を 指 す痕跡 は 確 認 で き な か っ た 。

vn 区 は い く つ の も 南 北 に 走 る 溝状遺構 と 掘 立柱建物 と 近 世 の 遺物 を 含 む 土 坑 が検 出 さ れた 。 溝 状 遺 構 は 、

下層 で は 古 墳 時 代 の 遺 物 が包含 さ れ、 上 層 で は 近 世 の 遺 物 を 多 量 に 含 む 。

vm 区 と 拡 張 区 で は 溝状 遺 構 1 1 条 と 掘 立 柱建物8 棟 、 柵 列 状 遺 構 l 基 、 土 糠 1 7 基 、 井 戸 l 基 が検 出 さ れた 。

滞 状 遺 構 は 全 て 北 東 か ら 南 西 に か け て 規則 的 に 走 っ て い る が 、 用 途 は 全 く 持 っ て 不 明 で あ る 。

掘 立 柱 建物 は 建 て 方 が 、 か な り 歪 で あ る 。 出 土 遺 物 か ら 古 代 の 時 期 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

ま た 、 土 績 は 1 7 基 を 確 認 し た 。

井 戸 は 、 曲 物 を 転 用 し た 井 戸 で あ る 。 出 土遺物 か ら 中 世 末 か ら 近 世 に か け て 、 こ の 井 戸 は 使 用 さ れた と 考

え ら れ る 。

政 区 の 全 て が近 世 か ら 近 代 に か け て の墓域で あ り 、 地 表 面 か ら 3m ほ ど の 深 さ ま で 、 墓 穴 が及 ん で お り 、 墓

造 営 に 際 し 、 破壊 さ れて い る こ と が確 認 で き た た め 、 本調査 は 実施 し な か っ た 。

X 区 で は 掘 立 柱 建物 5 棟 、 士 墳6 基 、 井戸 l 基 が こ の 調 査 区 で 検 出 さ れて い る 。

vm . vn 区 の 掘 立 柱 建 物 と 比較 し で ほ ぼ歪 み が な い 。 出 土 遺 物 か ら 古 代 の 時 期 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

土績 は L 、 ず れ も 不 整 形 で あ る 。 用 途 も 不 明 で あ る 。 掘 立 柱 建 物 と 同 時 期 の 遺 構 と 考 え ら れ る 。

井戸 は 方 形 の 平 商 プ ラ ン を も つ が 、 時期 は 特 定 で き な か っ た 。

氾 区 で は 溝 状 遺 構9 条 と 掘 立 柱建物 6 棟 、 土績 1 2 基 を 検 出 し た 。

vm . vn 区 の 掘 立 柱 建 物 と 比較 し で ほ ぼ歪 み が な い 。 近 世 の 遺物 を 含 む 事 か ら 、 こ の 時 期 に 作 ら れた と 考 え

ら れ る 。

土 墳 の う ち S K0 6 7 は 焼 土 を 含 む 事 か ら 焼 成遺 構 と も 考 え ら れた が 、 底 部 に 焼 成 痕 が 認 め ら れ な か っ た た

め 、 焼 土 が 遺 構 に 混 入 し た と 考 え ら れ る た め 区 別 し て い る 。

以 上 が 、 こ の 中 片 小 路 遺 跡 の 概要 で あ る 。 I 区 と 皿 区 か ら V 区 、 VI 区 か ら 氾 区 で 遺 跡 の 様 相 が若 干 異 な

る 。 詳 細 は 、 各 区 の 説 明 で 述 べ る 事 と す る 。
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第 1 節 I 区 の遺構 と そ れに 伴 う 遺物
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第 4 章 中 片小路遺跡で の 調 査 と そ の 成果

第 1 節 遺構とそれに伴う遺物

I 区に つ い て

近 世 の 遺物 を 含 む 溝状遺構 3 条 と 土綴 l 基 が確認 さ れた 。 SD 0 0 3 は 一 辺 約 1 0m に 区 画 さ れて お り 、 用 排水

路 と し て の 性 格 は 考 え が た い 。 溝 の 内 側 が削 平 さ れて い る た め 、 用 途 は 断定 で き な い が 、 畑 と し て の 区 画 溝

と し て 作 ら れた 可 能 性 が考 え ら れ る 。

SKOO l は 出 土 遺 物 か ら 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。 上部 が大 き く 削 平 さ れて 、 現 存 の 深 さ が 1 0c m 余 り

で あ る 。 遺 物 は 土 墳 墓 に 供 献 さ れ る 事 の 多 い 陶 磁器で あ る こ と か ら 、 土 城 墓 で あ る 可 能性 も あ る 。

Y= - 33820 

⑩ 

Y= - 33830 

Y= - 3 3840 

Y= - 33820 

OF∞
寸旧lHX

ON∞
寸旧l
HX

O円∞
寸山l
HX

O寸∞
寸旧l
nx

⑩ 

Y= - 33830 

Y= - 33840 
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第 1 îITi I 区の遺構と それに伴う逃物

L=4.20m A一一一 C L=4 20m -A' B L=4 20m B' 一 一
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| 己主 20m
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③ Hue l 0YR5/2 灰黄掲色(やや粘質)
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⑤ Hue 1 OYR51 1 灰黄褐色(やや粘貨)
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D 一 一 一
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第 4 i';1 1 \ 1 ) '1-小路ìll跡での調査と その成!t�

A一一
調査区外 アリパ
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∞
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回 2 

A 主三4.70m A' 
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ヒコニ=

1 0cm 

O 1 m  

知38 1災1 S Iく00 1 放ひ: 1 1 \  I -. ill物実il!lJ Iヌ|

てl] ，l
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\;-----lyグ
ト�守' O 1 0cm 
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2.f13 9  1ヌ| ー折 1 1 \ 1 -_辿物実il!lJIヌ|

l 滞状 遺 構 ( S D )
S D O O  1 ( 茸1 3 5 1ヌJ )

I�I品:�J60cm 、 深 さ が� 3 0 c lll 、 北 IJlj か ら IYi 点へ走 る iÞW�j立 flVi で、 あ る 。 S D 0 0 3 を 切 っ て iJul ら れて い る 引 か ら 、

S D 0 03 よ り 新 し い 。 出 上i立 物 がJ!\� � 、 た め 、 性 1ñ 等 は イ� lij J で あ る 。

S D 0 0 2 ( 江13 5 1叉J )

|削�I品川川i月陥川川I1川“11品1
じ j泣i立与M中品相柿jV品V昨} と す る 4牝似l民H拠処 カがi 検 出 でで、 き な か っ た 。

S D 0 0 3  ( 2H 3 5 1さ1 )

I�hi約 4 0cIll 、 深 さ が� 2 0c lll 、 1 0 111 を 一辺 と し た 方 形 の ，JUK を 持 つ 。 1 1 \ 土逃物 がJ!刷 、 た め 、 許制11 は ヂ |り l で あ

る o 71'J'i の 足J! こ | ー 状 況 か ら 、 区 Illîj の 1 1 1 * "-111 が 大 き く ì'í1J 、f さ れて い る I IJ íìË 'I'1 が あ り 、 村ヅ( tij，ー も J!\� � 、 た め 、 近 世 の 対11

と も 与 え ら れ る 。

つd円。



第 2 節 目 区の遺構 と そ れに 伴 う 遺物

2 土 壌 ( S K)

SKOO l ( 第 3 6 図 )

一 部 が調 査 区 外 に あ る が、 現 状 か ら やや楕 円 形 を 呈す る 。 長辺約 1 . 6m 、 短辺約 1 . 4m で 底 面 がやや フ ラ ッ

ト な 形 状 を も っ 。 出 土遺 物 か ら 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

こ の 遺 構 か ら は 3 点 の 遺 物 が 出 土 し て い る 。 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 表 面 が摩滅 し て お り 、 内 外面 の 調 整 は 不

明 で あ る 。 形 態 か ら 弥生土 器 で あ る こ と がわ か る 。 2 は 同 じ く 聾 の 脚 部 で 弥生 時 代 中 期 の 土器 で あ る 。 l と 2

は 、 本 来 こ の 遺 構 に 伴 う も の で は な く 、 土壌 が掘 ら れた 際 の 流 れ込 み と 考 え ら れ る 。 3 は 内 面重ね焼 き の 砂

粒跡 (焼台痕) を 残す 陶 器 で あ る 。 4 は 外 面 に 蓮状文 を 施す青磁で あ る 5 は 底部 の みで あ る が、 削 り だ し の 高台

を も っ青 磁 で あ る 。
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第 4 章 中 片小路遺跡 で の 調 査 と そ の 成果

第2 節 II 区の遺構とそれに伴う遺物

11 区に つ い て

溝状遺構が4条 確認 さ れた 。 SD004 は 溝状遺構 で 出 土遺物 か ら 中 世 に 掘 ら れた と 考 え ら れ る 。 SD 0 0 5 か ら

SD007 は 出 土遺物がな い た め 時 代 の 特 定 は 出 来 な い が、 SD005か ら SD007 が完全 に 、 そ の溝状遺構 と し て の

役 目 を 終 え て 埋没 し て 後 、 SD004が掘 ら れて い る た め、 中 世 よ り 古 い 時期 に 掘 削 が行 わ れた と 考 え ら れ る 。

l 溝状遺構 (SO)

S D 0 0 4 ( 第4 0 図 )

幅約3m、 深 さ 約50cm、 北西か ら 南 東へ走 る 溝状遺構で あ る 。 出 土遺物 か ら 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

こ の 遺 構 か ら は 1 1 点 の 遺物 が 出 土 し て い る 。
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第40 図 H 区 全体遺構配 置 図 ( 1 /2 00 )
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第 3 節 III 0 IV 0 V区の逃構 と それに伴う逃物
ヒl:j /f

守 一一?
 

B 入ニキニグ ノ 、マベコノ

� /7 一
ノ吃 1 3 

44
 

、、 c=ニフノ

孟二戸 \てとヲグク O 1 0cm 

第4 1 �I SD004 ・ 一括 出 土地 物 実 測 図

7 は 口 縁 を 花状 に 整 え 、 内 面 に 飛雲 文 を 施す 11-1 01止 の青磁碗 で あ る 。 8 は 高 台 付機で あ る 。 胸! と lJ llの一部のみ を

践 す た め 、 全 体 の 形状 は 不 明 で、 あ る 。 9 は 内 面 に 鳥文 を 施す鎌倉H寺代の青磁製腕であ る 。 1 0 は ì�IJ り 高台 を も ち

内 面 に 鳥 文 を 施す 白 1滋碗で あ る 。 1 1 は 内 面 に j詩 文 を 施す鎌倉H寺 代 の青磁血で あ る 。 1 2 は底部が欠損 し て い る

が、 内 面蓮 華 文 を 施す鎌倉時代の青磁碗で、 あ る 。 1 3 は 須恵器の小型査で、 あ る 。 仁l 縁 の み の た め、 全体の形状 は

不 明 で あ る 。 1 4は 内 面 に 鳥文 を 施す鎌倉時代の青磁台付lì先で、 あ る 。 1 5 は 内 蘭 に 鳥文 を 施す鎌倉11寺代の青磁小lJ l l

で あ る 。 1 6 は fll!i り 付 け 高 台 を も っ須恵器の琵の底部で あ る o 1 7 は r l:1 1止の青磁腕の底部で あ る 。 ( 第4 1 1�J )

SD005 (第40 1�1 )

111南約2 m 、 深 さ 約 3 0c m 、 北 西 か ら 南 東 方 向 に が H m 走 る 滅状迫杭で、 あ る 。 : u 土 造 物 カ;1日o� � 、 た め 、 遺 構 の 性

格 と 時期 は 不 明 で あ る 。

S D 0 0 6 ( 第 3 81�1 )

I�i'iî 約 5 m 、 深 さ 約 3 0 c m 、 北 西 か ら 南西 方 向 に 弧 を tlfi � 、 て 約 2 0 m 走 る 構 状 追 梢 で、 あ る 。 出 土ii;i 物 が無 い た

め 、 遺 構 の 性 格 と 附j羽 は 不 明 で あ る 。

S D 0 0 7  ( 第 3 8 1�J )

幅 約 4 m 、 深 さ 約 3 0 c m 、 北 四 か ら 南 東 方 向 に 弧 を 附 い て がj 2 0 m 走 る 総状主主純 で あ る 。 !:L\ 土 辿 物 が1!\い 、 た

め 、 地 椛 の 性 格 と 時 期 は 不 明 で、 あ る 。
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第 4 章 中 片小路遺跡 で の 調 査 と そ の成果

第 3 節 皿 . N . Y区の遺構とそれに伴う遺物

園 ・ N . Y区に つ い て

古 代 の 遺物 を 含 む 竪 穴 住 居 跡 を 1 llîf 確認 し た 。

ま た 、 西 片 稲 村 遺跡 で 検 出 さ れた も の と 同 じ 時期 の 遺 物 を 含 む 掘 立 柱 建 物 が 1 6 棟 検 出 さ れた 。 そ の 他 に
は 溝 状 遺 構 が 7 条 、 士 績 が 1 9 基 、 :JI:戸 が 2 基、 不 明 遺 構 が l 基 検 出 さ れた 。

こ の 調 査 区 が 中 片 小 路 遺 跡 で、 の 中 心 で あ る 。 八代平野 の 微 高 地 に 営 ま れ た 本 遺 跡 で は 、 弥 生 時 代 か ら 中 世
に か け て の 遺 物 が 出 土 し た 。

し か し 、 近 世 の 開 墾 や 近 年 の 宅地 開 発 等 に 伴 い 、 削 平 さ れ多 く の 遺 構 が 消 失 し て い る 。

今 回 の 調 査 で は 残 さ れた 僅 か な 遺 構 か ら 、 古 代 末 か ら 中 |世 に か け て 、 tlil! 立 柱 建物 を 中 心 に 溝 状 遺 構 に よ っ

て 区 画 さ れ、 計 画 的 に 建 て ら れた 本 遺 跡 の 様 相 が窺 い 知 れ る 。

ま た 、 井 戸 等 が検 出 さ れ る こ と か ら 、 今 回 の 調 査 区 外 に 生 活 迫 構 が包蔵 さ れて い る こ と は 予 測 さ れ る 。

更 に 、 い く つ か の 遺 構 は 士 繍 墓 の 可 能性 も 考 え ら れた が、 明 確 に 証 明 で き 得 る 資 料 は 得 ら れな か っ た 。 今

後 の 調査 成 果 に よ っ て 更 に 本 遺 跡 が 解 明 さ れ る 事 が 待 ち 望 ま れ る 。

l 竪 穴 住 居 (SI )

SIOO  1 ( 第 4 3 図 )

長 辺 が約 9 m 、 短 辺 約 6 m の や や 隅 丸 長 方 形 で 4 本柱で あ る 。 柱 穴 は い ず れ も 深 さ が約 40cm を 測 る 。 内

部 に 硬 化 し て い る 痕跡 が認 め ら れ な か っ た 。 こ の 遺 構 か ら は 竃 又 は 炉 跡 の よ う な 火 を 焚 い た 痕 跡 は 認 め ら れ

な か っ た 。 こ の 遺 構 か ら は 、 7 点 の 遺 物 が 出 土 し て い る 。

1 8 は 古 代 の 土 師 器 で あ る 。 l!占 り 付 け の 高 台 を も っ 。 1 9 は 古 代 の 土 日Ili 端 で あ る 。 貼 り 付 け の 高 台 を も っ 。

2 0 は 古 代 の 土 師 器 で あ る 。 つ ま み 出 し の 高 台 を も っ 。 2 1 は 古 代 の 土 師 器 で、 あ る 。 つ ま み 出 し の 高 台 を も っ 。

2 2 は 占 代 の 土 師 器 で あ る 。 貼 り 付 け の 底部 を も っ 。 2 3 は 古 代 の 1: 師 器 でー あ る 。 2 4 は 古 代 の 土 師 器 で あ る 。

2 掘 立 柱建物 ( S B )

S B O O  1 ( 第 4 5 図 )

長 軸 約 4m 、 短 軸 約 3 . 4m で 2 間 X 2 聞 の 8 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 2 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 外 側 に 浅 く 楓 り 閉 ま れて い た o 中 は 特 に 硬 化 し て い な

い 。 遺物 を 共 伴 し な い た め 、 作 ら れた 時 期 は 不 明 で あ る 。 浅 く 制 り 窪 め ら れて い る 事 か ら 、 作 業 場 と し て の

用 途 も 考 え ら れ る が、 類 例 が 1!\� � 、 こ と 、 証 明 に 値 す る tIJ 土 品 が1!l� い こ と か ら 、 推 測 の 域 を 11\ な い 。

S B 0 0 2  ( 第 46 図 )

長 制l 約 3 . 5 m 、 短 軸 約 2 . 5 m の 、 2 問 x 2 聞 の 6 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 2 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 遺 物 を 共 伴 し な い た め 、

作 ら れた 時 期 は 不 明 で あ る 。

S B 0 0 3  ( 第 46 図 )

長 戦11 約 2 . 4m 、 短 軸 約 1 . 8 m の 、 1 11\1 x 1 問 の 4 本 柱 の 側 柱構造 の 銅 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 2 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 遺 物 を 共 伴 し な い た め 、

作 ら れた 時 期 は 不 明 で、 あ る 。

S B 0 0 4  ( 第 4 7 図 )

長 制l 約 3 m 、 短 軸 約 2 . 8 m の 、 l 間 x 1 聞 の 4 本 柱 の 側 柱 構造 の 抗i 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 2 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 遺 物 を 共 伴 し な い た め 、

作 ら れた 時 期 は 不 明 で あ る 。
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第 4 章 中 片小路遺跡 で の 調 査 と そ の成果

S B 0 0 5  ( 第 4 7 図 )

長 軸 約 4 m 、 短 軸 約 2 . 3 m の 、 l 間 x 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深
い も の で 約 3 0 c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 出 土 遺 物 か ら 中 世 の 掘 立
柱建 物 と 考 え ら れ る 。

こ の 遺 構 か ら は 、 3 点 の 遺 物 が 出 土 し て い る 。 ( 第 56 図 )

3 3 は 滑 石 製 の 石 鍋 の 一 部 で あ る 。 34 は 土 師 器 の 碗 で あ る 。 3 5 は 須 恵 器 の 壷 で あ る 。 貼 り 付 け 高 台 を も

っ o い ず れ も 中 世 の 遺 物 で あ る 。

S B 0 0 6  ( 第 48 図 )

長 軸 約 3 . 9 m 、 短軸 約 2 m の 、 l 間 X 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 2 0cm 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 持 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 0 7  ( 第 48 図 )

長 軸 約 3 . 4 m 、 短軸 約 2 m の 、 l 間 X 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 2 0cm 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 0 8  ( 第 4 9 図 )

長 軸 約 3 m 、 短 軸 約 2 . 5 m の 、 l 間 x 1 聞 の 4 本 柱 の 側 柱 構造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 2 0cm 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 0 9  ( 第 49 図 )

長 軸 約 4m 、 短 軸 約 2 m の 、 l 間 X 2 聞 の 6 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い

も の で 約 3 0c m 、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B O I 0  ( 第 50 図 )

長 軸 約 3 . 5 m、 短 軸 約 2 . 9 m の 、 l 間 x 2 聞 の 6 本 柱 の 側 柱 構造 の 鍋 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 2 0cm 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

SBO 1 1  ( 第 5 0 図 )

長 軸 約 4 . 3 m 、 短 軸 約 2 m の 、 l 間 x 2 聞 の 6 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 3 0 m 、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 1 2  ( 第 5 1 図 )

長 軸 約 3 m 、 短 軸 約 2 . 3 m の 、 l 間 x 1 聞 の 4 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 2 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 1 3  ( 第 5 1 図 )

長 軸 約 3 m 、 短 軸 約 1 . 8 m の 、 l 間 x 2 聞 の 6 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 2 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

SB0 1 4  ( 第 5 2 図 )

長 軸 約 3 . 5 m 、 短 軸 約 2 . 1 m の 、 l 間 x 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 2 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

SB 0 1 5  ( 第 5 2 図 )

長 軸 約 4 m 、 短 軸 約 2 m の 、 l 間 x 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 枚 穴 の 深 さ は 、 深 い

も の で 約 3 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 1 6  ( 第 5 3 図 )

長 軸 約 4 m 、 短 軸 約 1 . 7 m の 、 2 間 x 6 聞 の 1 3 本 柱 の 側 柱 構造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 3 0 c m 、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。
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第 3 節 m .  IV '  V 区 の遺稿 と そ れに w う 泌物
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D L=4 50m 一一一 D・一
第 5 3 1�1 SBO J 6 実ìllU 図

0' 

O 
b:r:工E

2m 

2 溝 状 遺 構 (SO)
3 0 0 0 8  ( 第 5 4 1玄j )

*hi約 6 m 、 深 さ 約 2 0 c m 、 北 西 か ら 南 東 方 向 に 約 2 0 m 定 る 総状逃構で、 あ る 。 1 1 \ 土 辿 物 が 1!l� し 、 た め 、 五i 桝 の

性 梢 と H寺 j羽 は 不 IV � で あ る 。

3 0 0 0 9  ( 第 5 5 図 )

幅約 4 0 c m 、 深 さ 約 2 0c m で 底 而 の 形 状 は やや 丸 み を 併 びて い る o 北 東 か ら 南 西 方 向 に 約 8 m 走 る 滞状 遺

構 で あ る 。 U \ 土 造 物 が 1n� � 、 た め 、 五i 梢 の 'I�t 格 と 11寺 WI は 不 明 で あ る 。

S O O  1 0 ( 第 5 5 1きj )

|隔約 4 0 c m 、 深 さ 約 2 0 c m 、 底 面 の 形 状 は やや 丸 み を 市 びて い る 。 北 東 か ら 南 西 方 向 に 約 2 m 走 る 病状辿一

橋 で あ る 。 i J '， 土 辿 物 が1!1� � 、 た め 、 造 中jVi の 'It 格 と 時 )gJ は 不 明 で あ る 。

3 0 0 1 1 (第 55 I�j ) 

|師 約 5 m 、 深 さ 約 2 0 c m 、 底 面 の 形状 は や や メし み を 帯びて い る 。 広 い と こ ろ で 111日約 4 m 、 狭 い と こ ろ で 幅約

1 m 、 深 さ 約 2 0 c m 、 束 西 方 向 に 約 1 0 m 走 る 滞状 辿 梢 で、 あ る 。 出 1-.J1d物 カ11!1.� � 、 た め 、 j立 桝 の 性 精 と 時期 は 不

明 で あ る 。 nU
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?f， 4 �;Í. 1 / '片小路逃跡てーの調育と その成栄

A L=4 50m - 一一- A' 

一一「\一一

O 
E二二工=ニヱ コ

1 0m 。
』

1 m  

知 54 1ヌ1 SD008:よì!!lJ Iヌ1 ( 平 而î lヌI S = 1 / 1 0 0 )  

SDO 1 3  ( 釦 5 5 1立1 )

中1111 約 4 m 、 深 さ 約 2 0 c m 、 l氏 前l の H�;伏 は や や メし み を ，l i i びて い る 。 北 刊 か ら IN 7'J lí'J に t加 を 1!'，'j く 総 に 約 2 0 m ，.ι

る ì，'J'i状 ill Wi で あ る 。 1 1 '， 1 ・ Jli 物 が 1!日 い た め 、 泣 桃 の 'l'l . m と |時WI は ヂ |り l で あ る 。

S D 0 1 4  ( ?，H 5 5  1ヌ1 )

rph\ 約 1 . 5 m 、 派 さ 約 2 0 c m 、 底 1m の 形 状 は やや 丸 み を 川びて い る 。 京 liLj )'J Jí'J に 約 2 0 m 走 る 滞 状 追 桝 で、 あ る 。

1 1 \  I '. ill 物が1!\� い た め 、 ill fi'lf の '1'1・ m と 1I，'i WI は イ、 |リ l で あ る 。

S D0 1 5  ( t!1 5 7  1災j )

rpM 約 1 m 、 i朱 さ 約 2 0 c m 、 !氏 |市 の m状 は や や 、|え ら で あ る 。 バ� liLj /j lí'J に 約 J O m � る 別状 jj計的 で あ る 。 1 1 \ h.i1 
物 か ら ， ' i i � 末 か ら ' 1 ' 世 に か け て 作 ら れた と 巧 え ら れ る 。

こ の ill 構 か ら は 、 4 )，'，( の 造 物 カ ' 1 1 '， 1 ーー し て い る 。 ( 却 5 6 凶 )

2 8 は ' 1 ' 1止 の l J'irli 加 の 椀 で あ る 。 2 9 は ' 1 ' 1 1 1: の Wi り 付 け I"J 台 十l き の I � rw 加 の 杯で あ る 。 3 0 は ， ， ; 代 の | 川i 械 の

裂 で あ る 。 仁| 縁 がや や 緩 や か に 外 )x す る 。 |人J I(rÎ の 訓 幣 は H 総 の 11 1 1 が り の 付 近 ま で 、 ì'ílJ り が 人 っ て い る 。 外 国

は 刷 8 1 1 W肘 誌 を 施 し て い る 。 3 1 は |λJ I伺 に !;; 文 を 外 l(íj に hIlll 毛 状 の ，U，\j �� を 胞 す 鍬 tì 川 代 IL I M1 1i宛 てザ あ る 。口O



�1 3 百li lll . \V . V 区 の泡祁i と そ れに {:I' う 逃物
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平面図スケール
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第 4 �:t I:j I J '， 小路j立跡での剥 1"f. と そ の成栄

どì/ 鍾酌
2 5  \�イ

2 7  

\ L:二戸プグ マ雪 二マf
、、

弓三三=三吉一一
、、

3 1  

， ， ‘ ー‘ a  O 1 0cm 

30 

第56 1火1 SB00 5 ' SDO 1 6 . 0  1 7 1 1 '， 土辿物実ìl!lj l火|

S D O  1 6  ( 第 5 7 1き1 )

JjJi，ì約 1 m 、 派 さ 約 2 0cm 、 l氏 而 の 形状 は やや 平 ら で あ る o よね IJy 方 [í'J に が.J 2 0 m 走 る 泌状 記i 梢 で あ る 。

1 1 \  -1 :造物 が 無 い た め 、 出 納 の 'J'1H科 と 11寺 WI は 不 |り j で あ る 。

S D 0 1 7  ( 第 5 7 1立J )

Illh\ 約 1 m 、 深 さ 約 2 0cm 、 !氏 而 の 形状 は や や 平 ら で あ る 。 I*;j 北 方 [í'J に 約 4 0 m 走 る 出状 追 梢 で あ る 。 11\ 二UJ1

物 がM い た め 、 並立 構 の '11 �千? と H寺 WI は 不 明 で あ る 。

S D O  1 8  ( 第 5 7 図 )

IPh\ 約 7 0 c m 、 深 さ が:J 2 0 c m 、 l氏 而 の }惨 状 は やや 平 ら で あ る 。 |判 北 方 向 に 約 4 0 m .Jよ る 滞 状 ill 梢 でh あ る 。 11\ -1 :  

j品 物 カ ;1!l� い た め 、 ìi1Hlj の 帆 桁 と n:'i' JD I は 不 I U 1 で あ る 。

S D O  1 9  ( 茸1 5 7 図 )

IPi，\ 約 3 m 、 泌 さ 約 2 0 c m 、 j氏 面 の 形 状 は や や 丸 み を ，i i ;，びて い る 。 以 西 方 [ílj に 約 1 0 m 走 る 別状 出 納 で あ る o

1 1 \ 卜- ii;i 物 が 1!\� � 、 た め 、 五;i 桝 の n 村? と 11寺 191 は 不 明 で あ る 。

qu
 
QU

 



第3 節 m . IV ' Y区の遺構と それに伴う 泣物

K L=4 50m 一 一
Huel 0YR4/2 灰黄褐色砂質土

O 

| 己主 50m _ I 
Huel 0YR4/2 灰寅褐色粘質土011物書)

L=4.50m H 一一一

J 
L=4 50m -

Huel 0YR4/ 1 灰賀褐色粘質土

一一 H '

Huel 0YR4/2 灰黄渇色(やや粘貿}

L L=4 50fT1 -

1 0m 0 1 m  
ゴ l

平面図スケール 断面図スケール

一一一 L'

第 5 7 阿 S D0 1 5 ・ 0 1 6 ・ 0 1 7 . 0 1 8 ・ 0 1 9実測 |きI (平面図 S = l / l OO)
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第 4 掌 中 片小路遺跡で の調査 と そ の成巣

3 土墳 (SK)

SK002 ( 第 5 8 図 )

平 面 がや や 精 円 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 3 m 、 短 辺 約 2 m で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出 土 遺 物 が共
伴 し な い た め 、 遺 構 の 性 格 や 時 期 は 不 明 で あ る 。

SK003 ( 第 5 8 図 )

平 面 は 不 整 形 を 呈 す る 。 2 段 に 段 落 ち し て い る 。 長辺約 3 . 5 m 、 短 辺 約 3 m で 底 面 がす り 鉢 上 に 呈 す る 。

出 土 遺 物 が 共 伴 し な い た め 、 遺 構 の 性 格 や 時 期 は 不 明 で あ る 。

SK004 ( 第 5 8 図 )

平 面 は 不 整 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 2 m 、 短 辺 約 1 . 6 m で 底 面 が フ ラ ッ ト を 呈 す る 。 出 土 遺 物 が 共 伴 し な い た

め 、 遺 構 の 性 格 や 時期 は 不 明 で あ る 。

S K0 0 5  ( 第 5 8 図 )

平 面 は 不 整 形 を 呈 す る 。 3 つ の 遺 構 が 重 な っ て い る 。 北側 の 遺 構 と 南 側 の 遺 構 で 中 央 の 遺 構 が壊 さ れて い

る 。 北 は 平 面 がや や 楕 円 形 で 長 辺 約 3 . 5 m 、 短 辺 約 3m で 底面がす り 鉢 上 に 呈 す る 。 南 は 平 面 がや や 楠 円 形

で 長 辺 約 3 . 8 m 、 短 辺 約 3 m で 底 面 が フ ラ ッ ト を 呈す る 。 中 央 の 遺 構 は 切 り あ い に よ り 、 平 面 形 は 不 明 で あ

る 。 底 面 は 現状 か ら フ ラ ッ ト を 呈 す る と 考 え ら れ る 。

こ の 遺 構 か ら は 、 2 点 の 遺 物 が 出 土 し て い る 。 ( 第 59 図 )

3 2 は 中 世 の 白 磁 の 碗 で あ る 。 削 り だ し の 高 台 を も ち 内 外 商 に 、 薄 く 透 明 色 の 紬 が か か っ て い る 。 3 3 は 中

世 の 白 磁 の 碗 で あ る 。 削 り だ し の 高 台 を も ち 内 外 面 に 、 薄 く 透 明 の 柚 が か か っ て い る 。

SK006 ( 第 5 8 図 )

平 面 形 か ら や や 隅 丸 長 方 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 l . 4m 、 短 辺 約 0 . 4m で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出

土 遺 物 が無 い こ と か ら 時 期 と 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S K0 0 7  ( 第 6 0 図 )

平 面 形 か ら やや 楠 円 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 1 . 6 m 、 短 辺 約 1 . 4m で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出 土

遺物が無 い こ と か ら 時 期 と 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S K0 0 8  ( 第 6 0 図 )

平 面 形 か ら や や 楕 円 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 1 . 2 m 、 短辺約 70cm で 底 面 が や や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出 土

遺物が無 い こ と か ら 時 期 と 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

SK0 0 9  ( 第 6 0 図 )

平 面 形 か ら や や 楕 円 形 を 呈す る 。 長辺約 1 . 4 m、 短辺約 1 . 1 m で 底 面 が や や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出 土

遺 物 が無 い こ と か ら 時 期 と 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

SKO I 0  ( 第 6 0 図 )

平 面 形 か ら や や 楕 円 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 1 . 3 m 、 短 辺 約 1 . 2 m で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出 土

遺 物 が無 い こ と か ら 時 期 と 遺構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

Fhu
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]fi 3 節 目1 . lV .  V区の逃伊i と それにwう遺物
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第 4 市 1 / / )  '/' 小lI/1j立跡で の 訓 作 と そ の成 果

ー 、 -.� ノ )
て二r

O 

�n 59 1火1 S Iく005 1 1 \ 1三迫物実iWJ Iヌ|

1 0cm 

7f
 
ハ〉ハUV円S

 A4iT1
 

SK008 

ー+止と』
SK009 

A一一 A' 
A一一 一-A' A- Ô -A 

~十よミk

A L=4 70m - A L=4 30m - 一一一 A'一一- A・

A L=4 30m 一一一A
① Hue 1 OYR411 掲灰色粘質土
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Hue/ OYR5/2 灰質褐色粘質土

一一-A・

① Hue l 0YR4/1 褐灰色粘質土

SK0 1 1 ・ 0 1 2 ② Hue 1 OYR511 掲灰色土 (やや粘質)
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SIく0 1 0

L=4 .30m 会A一一一 一一- A' 

① Huel 0YR4/2 褐灰色粘質土
'� Huel 0YR511 褐灰色粘蹟土
，3 Hue 1 OYR511 褐民色土 (やや粘質、 週初吉)

O 1 m  

�i"i 6 0 1ヌ1 S Iく007 . 008 . 009 ・ 0 1 0 . 0 1 1 . 0 1 2 実初日米|

S Iく0 1 1 ( 第 6 0 1ヌ1 )

、1-: ，同形 か ら やや 桁 川 Jf� を I ， J. す る 。 k 辺 約 1 . 3 m 、 知 辺 約 1 . l m で 底 而 がやや フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ。 I I U 二

j立物 がJ!日 い こ と か ら lI:j JUI と 泊 椛 の 'l'I:. .m は イミ |り l で あ る 。

S K O  1 2  ( 却 6 0 1立1 )

、ji. ，fIï 形 か ら やや 焔 ド j J診 を 以 す る 。 l�ill 約 l .4 m 、 );\1ill 約 1 . 2 m で j氏 ，(Ij がや や フ ラ ッ ト な Jf�状 を も っ 。 1 1 \ 上

造 物 カ l1!!� い こ と か ら 'k'i WI と 辿 仙 の 竹 村? は 不 |り | で あ る 。

ウtQU
 



第 3 節 m . w . v 区 の逃桝 と そ れ に 伴 う 並立物

S KO 1 3  ( 第 6 1 図 )

平 面形 か ら 南 北 方 向 に 長 い 小 判 状 を 呈す る 。 長 辺 約 2 . 6 m 、 短 辺 約 0 . 8 m で 底 面 が フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。

出 土造 物 が1!\� い こ と か ら 時 WI と 辺 約 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S Iく0 1 4 ( 第 6 1 図 )

平 面形 か ら やや 楕 円 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 2 . 2 m 、 短 辺 約 1 . 6 m で 、 2 段 に 段 落 ち す る 。 底而がやや フ ラ ッ ト

な 形状 を も っ。 I:t\ 士 五i 物 が1!l� い こ と か ら H寺 山 と 地 柄 の 'It�.告 は 不 明 で あ る 。

S KO 1 5  ( 第 6 1 1:Z1 ) 

平 面 形 か ら やや 楕 円 形 を 呈す る 。 長 辺 約 1 . 5 m 、 短 辺 約 1 . 3 m で 底 面 が フ ラ ッ ト な 形状 を も っ 。 1:1:'， 土 辿 物

が無 い こ と か ら H寺妨! と 迎 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

SIく0 1 3

O 1 m  

SK0 1 4  

一∞ lll
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A一一

-
Cー

lー\~ー「一一fぺ

SK0 1 5 

A L=4 50m 一一一 一一- A' 

第6 1 1豆1 S IくO J 3 ・ 0 1 4 . 0 1 5笑 測 図
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江; 4 è;1 q ' } '，-小路辺倒i で の 剥 1"t と そ の 成 民

4 井戸 (SE)
S E O O  1 (tfi 62 図 )

ぷ j)lI: り の ;1 1・ 戸 で あ る 。 ムl王 国 Jr ; の J て ì'il\ は ヂ 千円 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 3 .4 m 、 応1 辺 約 2 . 3 m で 、 2 段 に 段 落 ち し 、

底 而 がや や す り 鉢状 で あ る 。

こ の j立 桝 か ら は 、 6 )�""( の ill 物 が i 1 : 1- し て い る 。 ( 第 6 3 図 )

34 は 裂 の 口 縁 で あ る o Iλl 外 而 と も }，JIlj も |三| 調 整 がhíIî さ れて い る 。 古 代 の |二 nm 慌 で、 あ る 。 3 5 は 宝妹摘 み を も

っ 杯 説 で あ る 。 古 代 の �I:! 恐 端 で あ る 。 3 7 は iJ、l 聞 に 花 文 を 施 す鰍 ;(\ 1時 代 の l 'f jiiJ. 腕 で、 あ る 。 3 6 は 慌 の 底 ífI\ で あ

る 。 1 / 1 1止 の jjd 物 で あ る 。 3 8 は 内 而 に 化 j;; 文 を 施 し 、 外 商 に 刷 毛 1 1 �J\ の 文 織 を fj1fi す 鎌 倉 H喜 代 の 青 磁 腕で あ る 。

SE0 0 1  

\ 

A一一

L=4.50m A 一一 ∞ 

一-A'

第一6 2 区1 SEOO I 実ìWJ I刈GU
 
OO

 

∞ 

EO的寸H」
∞ 一一- A' 

O 1 m  



第 3 fií'i m .  IV . V 区 の池桃 と そ れ に 伴 う 造物

34 

\ ー:こプム

35 

O 1 0cm 

第 6 3 図 SE00 1 出 土造物実淑IJ 図

S E 0 0 2  ( 第 6 4 匡I l

， ， 

索 掘 り の :;1 1: 戸 で あ る 。 平 而 形 の 上 部 は 不 整 形 を 呈す る 。 底 部 は Iqlj 丸 方 形 に 掘 り 抜 か れて い る 。 長 辺 約

4 . 2 m、 短 辺 約 2 . 8 m で 、 2 段 に 段 *午 ち し 、 底 而 は フ ラ ッ ト で あ る 。

こ の 辿 椛 か ら は 、 1 6 点 の 造 物 が 出 土 し て い る 。 ( 第 6 5 1�1 l 

39 は 土 削 機 の 杯で、 あ る 。 4 0 は 土 師 訴 の 杯で あ る 。 底部 に 糸 き り 痕 が 認 め ら れ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 を

施 し て い る 。 中 |立 の 地 物 で あ る 。 4 1 は 陶 協 の 読 の 底 部 で あ る 。 内 外 国 と も 厚 く 約II が か け ら れて い る 。 42 は

杯 で あ る 。 底部 に 糸 き り 娘 が認 め ら れ る 。 内 外 而 と も な で 制 整 を 施 し て い る 。 土 øm 然 で、 1:1二1 1!t の 造物 で あ る 。

4 3 は 内 面 に 花 文 を 施す 中 |止 ( 鎌 倉 時 代 ) の 青 磁 小 川 で あ る 。 44 は 削 り 出 し 高 台 を 持 つ 杯で あ る 。 古 代 の 迫

物 で あ る 。 4 5 は 蔀 の 底 部 で あ る 。 底 は 張 り 付 け に な っ て い る 。 削 り 出 し の 高 台 を も ち 11 1 1 止 の 辿 物 で あ る 。 46

は 内 聞 に 花 j斗 文 を 施 し 、 外 聞 に 刷 毛 目 状 の 文 様 を 施 す 1: 1-l l l t ( 鎌 倉 H寺 代 ) の 背磁 腕 で あ る 。 4 7 は 底 部 の み で あ

る が、 内 面 に 花 鳥文 を Jj包 し 、 外 商 に Iñlil 毛 白 状 の 文 様 を 施す 鎌 倉 時 代 の 青 li11 碗 で、 あ る 。 48 は 底 部 の み で あ る が、

内 而 に 花 文 を 施 す 鎌 倉 時 代 の 青 1滋 腕 で あ る 。 49 は 碗 で 1: 1 ] 1止 の 白 磁で あ る 。 50 は 口 縁 の み で あ る が、 [1] - 1 止 の

青 磁1純で あ る 。 5 J は 碗 で 巾 |止 の 白 磁 で あ る 。 5 2 は 碗 で 1 \ 1 1止 の 白 磁 で あ る 。 5 3 は 碗 で 1:1:1 -1止 の 白 磁 で あ る 。 54

は 腕 で 中 |止 の 白 磁で あ る 。
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第64 1災1 SE002 実 測 図
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5 不 明 遺 構 ( SX)
SXOO 1 ( 第 6 6 IjgJ ) 

主 IZ 而 は 間J1 丸 長 方 形 を 呈 す る 。 長辺 約 3 . 7 m 、 知 辺 約 l m で 途 I j l か ら 段 落 ち に な っ て お り 、 深 さ は 浅 い と こ

ろ で が'1 5 c m 、 深 い と こ ろ で も 約 l Oc m し か な い 。 底 は フ ラ ッ ト で あ る が、 南 側 がや や 深 く な っ て い る 。 こ の

やや 深 く な っ た 箇 所 か ら 土 保 が 山 土 し て い る こ と か ら 、 1 '， 器 rffi め だ っ た と も 考 え ら れ る が。

こ の 遺 構か ら は 、 2 点 の 逃 物 が け\ 1 守 し て い る 。 ( 穿'j 66 1ヌ1 )

5 5 は 内 閣 に 花 文 を 施 す 鍬 灯 時 代 の '1'1 1滋腕 で、 あ る 。 56 は |村 田 に 花 !詩 文 を 施 す 鎌 倉 時 代 の 古í' f滋 JII l で あ る 。
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第 6 5 図 SE002 出 土遺 物 実測 図
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ヨ'i66 1ヌ1 SXOO I 及 び 1 1 \ -t造物実ìWJ 1支l

皿 . N . V 区 の 遺 物 に つ い て ゆ 6 7 1支1 )

5 7 は 杯 で あ る 。 内 外 国 と も に な で に よ る 調 ?を が必 め ら れ る 。 j氏 聞 は 11 'I *i; 糸 切 り が認 め ら れ る 。 I J 1 Ui の 辿 物

で あ る 。 5 8 は 杯で あ る 。 内 外 Ttfi と も な で に よ る 調 ?を が認 め ら れ る 。 底部 に は へ ラ 削 り の 仮跡 がi認 め ら れ る 。

古 代 の j立 物 で あ る 。 5 9 は 杯で あ る 。 内 外 而 と も に へ ラ 削 り が認 め ら れ る o U 腎 日1\ に は 強 し 、 な で に よ る 調 絡 が

認 め ら れ る 。 古 墳 H寺代 の j品物 で あ る 。 60 は 杯で あ る 。 |入l 外 川 と も に T lifi な な で に よ る 調整 が認 め ら れ る 。 外

底許1\ 1:1:1 �た に へ ラ 状 工 �! に よ る 削 り 痕 が放射状 に 成 る 。 I J I I I I のj出物 で あ る 。 6 1 は !

に |凶旦dド!I伝i広iへ ラ lド行削'í引判iド川lリl り 制 干格登 が 認 め ら れ る 。 |人l 而 に は ク シ に よ る 胞 文 あ り 。 I J I I止 の lli 物 で あ る 。 6 2 は T';- l必 に illl で あ

る 。 内 外 而 と も に な で に よ る 調整 が 認 め ら れ る 。 |人.Jï爾 が 陽 刻 で、 � ï\'( 文 を 胞す 。 ki 花 日 制 で あ る 。 6 3 は 碗 で あ

る 。 内 外 而 と も に f iが な な で に よ る 制 整 が認め ら れ る 。 1 1 1 U I: の 造 物 で あ る 。 64 は 青 li法 の 腕で、 あ る 。 外 商 は |旦l

JI�へ ラ 削 り 後へ ラ 状 工 具 に よ る 縦方 向 の 削 り が認 め ら れ る 。 鏑珪 介 で あ る 。 1)、l 而 に は 2 条 の 沈綿 が は し 、 る 0

:fli l は 外 而 体 tiil\上部 ま で かか る 。 I J I I吐 の 造 物で あ る 。 65 は I 'J 1' 1 1滋 の 腕 で あ る 。 外 而 は H !J!iiへ ラ 削 り 後 へ ラ 状 工

貝ー に よ る 縦 方 向 の 削 り が認 め ら れ る 。 制;l主 弁 で あ る 。 1)、I lliî に は 2 条 の 沈線 が は い る 。 111 1 は 外 而 体 首1\ 上部 ま で

か か る 。 l二I I W の 辿物 で あ る 。

つUQd
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第 6 7 図 田 . N . V 区 出 土遺 物実測 図

- 94 -



、、

第 4 章 中 片小路遺跡での調査 と そ の 成果

75 
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76 

O 1 0cm 

第68 図 rv . v 区 輔 (羽 口 ) 実 測 図

6 6 は 青磁 の 碗 で あ る 。 外 面 は 回 転 へ ラ 削 り 後へ ラ 状工 具 に よ る 縦 方 向 の 削 り 、 鏑蓮 弁 を 作 る 。 紬 は 外 面体

部上部 ま で かか る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 6 7 は 青磁 の 皿 で あ る 。 外 面 は 回 転 へ ラ 削 り 。 内 面 は 三 又 工 具 と ク シ

に よ る 施文 。 紬 は 全面 に 施紬 後 、 底 部 の 触 を 掻 き 取 る 。 中 世 の遺物で あ る 。 6 8 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 外 面 は 回

転へ ラ 削 り 。 内 商 は へ ラ に よ る 施文 。 高 台 は 削 り 出 し で あ る 。 焼台 痕 の 付 着 あ り 。 6 9 は 白 磁 の 碗 で あ る 。 内

外 面 と も に 回 転へ ラ 削 り 。 内 面 に は 焼 台 痕 あ り 。 高 台 は 削 り 出 し で あ る 。 紬 は 体 部下部 ま で 施 紬 。 中 世 の 遺

物 で あ る 。 7 0 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 外 商 は 回 転へ ラ 削 り 。 高 台 は 削 り 出 し で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 7 1 は

白 磁 の 碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転へ ラ 削 り 調整が認め ら れ る 。 内 面 見込 み の 紬 を 環状 に 掻 き 取 る 。 高 台 は

削 り 出 し で あ る 。 7 2 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転へ ラ 削 り 調整 で あ る 。 高 台 は 削 り 出 し で あ る 。 焼

台痕跡が認め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 7 3 は 滑 石 製 の 石 鍋 で あ る 。 表 面 を 削 っ て 加 工 し て い る 。 中 世 の 遺

物 で あ る 。 74 は 滑 石 製 の 石 鍋 の 胴 の 一 部 で あ る 。 表 面 を 削 っ て 加 工 し て い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 7 5 は 繍

の羽 口 で あ る 。 外 面 は な で に よ る 調 整が認め ら れ る 。 中 世 の遺物 で あ る 。 7 6 は 輔 の 羽 口 で あ る 。 外 面 は な で

に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。

FD
 

nu
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第4節 VI 区の遺構とそれに 伴 う遺物

近 世 の 遺物 を 含 む 溝 状 遺 構 5 条 と 土墳 4 基 、 不 明 遺構 3 基 を 確認 し た 。 SD 0 2 0 か ら SD 0 2 4 は 全 て 南 北方

向 に 走 っ て い る 。 SXO O l 及 び SX002 は SD 0 2 0 ・ S D0 2 2 ・ SD 0 2 3 を 切 っ て い る 事 か ら SD 2 0 か ら SD 2 4

よ り も 新 し い 。 ま た I I 区 で 検 出 し た 区 画 さ れた 遺 構 と 類似 し て い る 点 か ら 畑 の 溝 と も 考 え ら れ る が、 確 証 は

得 ら れな か っ た 。 SX0 3 0 は 底部 に 一部 落 ち 込 み が あ る こ と か ら 、 柱 穴 の 掘 り 方 と も 考 え ら れた が対 に な る

べ き 遺 構 が 存 在 し な い た め 、 不 明 遺構 と し た 。 SX004 に つ い て は 、 南 側 に 緩や か に 傾斜 し て お り 、 自 然 の

落 ち 込 み の 可 能性 も あ る が 、 調 査 時 の 検 出 状況か ら 不 明 遺 構 と す る 。 こ の 調 査 区 を 挟 ん で 、 南 側 に は 県 道 が

走 り 、 北 か ら 南 に 向 か つ て やや 地形 的 に 下 が っ て い る 。 こ の 調 査 区 で は 、 遺 構 密 度 も 低 い こ と か ら 本 遺 跡 に

お い て こ の 県 道 を 境 に 遺 跡 が分 断 さ れて い る 可能性が高 い 。

l 溝 状 遺 構 (SO)

S D 0 2 0  ( 第 7 0 図 )

幅 約 1 5cm 、 深 さ 約 2 0cm、 北 か ら 南 へ走 る 滞状遺構 で あ る 。 SX002 に 切 ら れて い る 。 出 土遺 物 が無 い た

め 、 作 ら れた 時代 は 特 定 で き な い 。 断 面 は や や 丸 み を 帯 びた 半 円 状 で あ る 。 SD 02 1 と 平 行 に 走 っ て い る 。
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第 6 9 図 VI 区 全体遺構配置 図
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S D 0 2 1 ( 第 7 0 1豆J )

腕 約 1 0c m 、 深 さ 約 1 5c m 、 �Iじ か ら 南へ走 る 滞状逃*，'，';で あ る 。 S D 0 2 0 と 同 様 に SX002 に 切 ら れて い る 。

iJ:\ 土 造 物 が無 い た め 、 作 ら れた 時 代 は 特 定 で き な い 。 的i TIîí は やや 丸 み を 硝 びた 半 円 状 で あ る 。 S D 0 2 0 と 平

行 に 走 っ て い る 。

S D 0 2 2  ( 第 7 0 図 )

11幅 約 1 5c m 、 深 さ 約 1 0c m 、 �Iじ か ら 南へ走 る 治 状 追 桝 で あ る 。 S D 0 2 0 と 同 様 に SX002 に 切 ら れて い る 。

出 土逃 物 が無 い た め 、 作 ら れた 時 代 は 特 定 で き な い 。 断 面 は S D 0 2 0 と 異 な り 、 や や 四 角 く 底部 が フ ラ ッ ト

を 呈す 。 S D 0 2 3 と 平 行 に 走 っ て い る 。

S D 0 2 3  ( 第 7 0 1主J )

|隔約 1 5c m 、 深 さ が� 1 0c m 、 �Iじか ら 南へ走 る ìj'l; 状追 桝 で あ る 。 S D 0 2 0 と 同 様 に SX002 に 切 ら れて い る 。

山 土造 物 が 1!'.� い た め 、 作 ら れた IW!， 代 は 特 定 で き な い 。 Wi i薗 は S D 0 2 0 と 異 な り 、 や や 四 角 く 底部 が フ ラ ッ ト

を 呈す 。 S D 0 2 2 と 平 行 に 走 っ て い る 。
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j)f'i 72 IヌI SD024 ・ SX002 . P i t 一 折 LI \ -1 '.Ji'l物 実 社llJ l火|

幅 約 1 0c m 、 i米 さ 約 1 0c m 、 �I七 か ら mへ走 る 'ti'l'i 状 逃 桝で あ る 。 1 1 \ 1 '. 造 物 が 1!1.\ い た め 、 作 ら れ た Hキ 代 は 特 定

で き な い 。 断 而 は S D 0 2 0 と 同 級 、 や や P4 fi(j く l底 部 が フ ラ ッ ト を 民 す。

2 土横 ( S K)
S KO 1 6  ( 卸 7 1 凶 )

平 而 JrJ は やや 不 整 形 の 附 丸 長 方 形 }ち を 量 す る 。 長0. 約 50 c m 、 短 辺 約 4 5c m で ほ 而 に ピ ッ ト 状 の 刷 り 込 み

カ \ 2 ヶ j リ? に 認 め ら れ る 。 中j: 穴 の 掘 り 方 と も 考 え ら れ る が、 こ の 巡 航 に 対応す る 村: 火 が検 山 さ れ な か っ た た め 、

J '. !J1:1 と す る 。 I L : - I -.)出物 が な い た め 1'1 ; ら れ た |時 代 は 判 定 で き な い 。

S Iく0 1 7 ( 第 7 1 I送1 )

、!と 而 形 は や や 不 整形 の IqJj 丸 長 万 形 j彰 を 呈 す る 。 i三辺 約 50 c m 、 短 辺 約 4 5 c m で !氏 而 に ピ ッ ト 状 の 払li り 込 み

が l ヶ 所 に 認 め ら れ る 。 れ 穴 の 掘 り /j と も 考 え ら れ る が、 こ の jtl ，j'l'll に 刈 応す る 村 氏 が 検 山 さ れな か っ た た め 、

l二 1}{.1 と す る 。 i 1 \ J:. ill物 が な い た め 作 ら れ た H古 代 は 判 定 で き な い 。

S Iく0 1 8 ( 第 7 J 阿 )

、1 ". 而 )� は やや 小 整形 の IqJj 丸 長 方 H� )診 を 呈 す る 。 長 辺 約 5 0 c m 、 短 0. �('.l 3 5 c m で j氏 而 は フ ラ ッ ト で あ る 。 l山|ハ; 

」 土. 辿 物 が な い た め 作 ら れた H

S Kく0 7 2  ( 茸釦}7 J I似米刈 lり) 

平 町 形 は 不 務 j膨 を 呈 す る 。 長 辺 市、J 8 0 c m 、 �v. !!.l. 約 6 5 c m で底而 は フ ラ ッ ト で あ る 。 1 1 \ 1 辿 物 が な い た め 作

ら れた H寺 代 は 特 定 で き な い 。
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第 4 節 vl 区の遺構 と そ れに 伴 う 遺物

3 不 明 遺 構 ( SX)

SXO O l (第 7 0 図 )

調 査 区 の 北 か ら 南 に か け て 溝状 に 広 が り 、 調 査 区 の 中 央やや北寄 り で SX002 と 交 わ る 。 幅 は 広 い 箇 所 で

約 2 0cm、 狭 い 箇 所 で 約 1 0c m 、 深 さ 約 2 0cm を 測 る 。 底 に 砂粒 が認 め ら れな い 事 か ら 本 遺 構 を 不 明 遺 構 と

し た 。

SX0 0 2  ( 第 70 図 )

調 査 区 の 西 で 扇 状 に 広 が り 、 遺 構 の 中 央やや 北 よ り で 、 溝状 に 変 わ り 東 へ広 が っ て い る 。 調 査 区 の 中 央や

や 北 寄 り で SX00 1 と 交 わ り 、 更 に 調 査 区 の西へ広 が っ て L 、 く 。 幅 は 広 い 箇所 で 約 1 m 、 狭 い 箇所 で 約 2 0c m 、

深 さ 約 3 0cm を 測 る 。 本 遺 構 の 形 態 か ら 、 溝 状 遺 構 の 可能性 も あ る が、 SX00 1 同 様 に 溝 と し て の 役 目 を 果

た し て い た 痕 跡 が 確認 出 来 な か っ た 。

SX0 0 3  ( 第 7 0 図 )

SK042 と SX002 に 切 ら れて い る 。 平 面 形 は やや 隅 丸 長 方 形 を 呈 す 。 現 存 す る 範 囲 で 、 長 辺 が 約 6 0cm、

短 辺 が約 3 0c m 、 深 さ 約 3 0cm を 測 る 。 形 状 か ら 土 墳 の 可 能性 も 考 え ら れた が、 埋 土 状 況 か ら 、 土 城 の 可 能

性 は 低 い と 考 え た 。

SX0 0 4  (第 70 図 )

調 査 区 の 南 で 扇 状 に 広 が り 、 当 初 は 池跡、 と 考 え ら れて い た 。 確 認 で き た 範 囲 で 、 幅 約 3 . 5 m 、 深 さ 約 1 0c m

を 測 る 。 調 査 結 果 、 池跡 と 立 証 で き る 資 料 を 得 る こ と が 出 来無 か っ た 。 出 土遺 物 が無 く 、 廃 棄 土墳 と も 考 え

ら れな い た め 、 本 遺構 を 不 明 遺 構 と し た 。

VI 区 の 遺 物 に つ い て ( 第 72 図 ・ 第 7 3 図 )

7 7 は 青 磁 の 小 型 壷 で、 あ る 。 表 面 に 刻 み が施 さ れて い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 7 8 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も

な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 部 に へ ラ 切 り 後 、 な で 調整が認め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 7 9 は 杯 で あ る 。 内

外 面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

88 。
』

1 0cm 

第 7 3 図 I � VI 区一括 出 土遺物実測 図
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第 4 章 中 片小路遺跡で の 調 査 と そ の成果
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第 74 図 I - VI 区土錘実測 図

80 は 須 恵 器 の 無頚 壷 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 土 器 で あ る 。 8 1 は 須 恵 器 の 高 杯

で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 土 器 で、 あ る 。 8 2 は 杯 蓋 で あ る 。 摘 み が欠 落 し て い る 。 内

外 面 と も な で 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 土 器 で あ る 。 8 3 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が認 め ら れ る 。 古

代 の 遺物 で あ る 。 84 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で

に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 8 5 は 須 恵 器 の 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底 部 は へ ラ 切

り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 86 は 青 白 磁 の 鉢 で あ る 。 型 押 し で 蓮 華 文 を 表 現 し て

い る 。 内 外 面 と も 紬 が施 さ れて い る 。 中 世 の遺物 で あ る 。 87 は 染 付 け の 碗 で あ る 。 内 外 面 に 模 様 が描 カ 通 れ て

い る 。 近 世 の 遺 物 で あ る 。 88 は 磨 石 で あ る 。 楕 円 形 で 先 端 に 顕 著 な 敵 打 痕 が認 め ら れ る 。 弥 生 時 代 の 遺 物 と

考 え ら れ る 。

89 か ら 1 0 1 は 漁 具 の 士 錘 で あ る 。 89 は 長 さ 4 . 5cm、 幅 1 . 2cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 9 0 長 さ 4 . 5c m 、

幅 1 . 2 cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 9 1 は 長 さ 4 . 5cm、 l隔 1 . 2 cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 9 2 は 長 さ 4 . 5c m 、

幅 1 . 2 c m で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 9 3 は 長 さ 4 . 5cm 、 l隔 1 . 2 cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 94 は 長 さ 4 . 5cm 、

l隔 ト 2 cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 9 5 は 長 さ 4 . 5cm、 |隔 1 . 2 cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 9 6 は 長 さ 4 . 5c m 、

l隔 1 . 2 c m で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 9 7 は 長 さ 4 . 5cm、 |隔 1 . 2 cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 9 9 は 長 さ 4 . 5c m 、

幅 1 . 2 cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 1 0 0 は 長 さ 4 . 5cm 、 l隔 1 . 2cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。 1 0 1 は 長 さ 4 . 5c m 、

幅 1 . 2cm で 胴 部 がや や 張 り 出 す 。

- 1 0 1  -



第 5 節 w 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 造物

第5 節 vn区の遺構とそれに伴う遺物

vn区 に つ い て

南 北 に 走 る 大 き い 道 路 状 遺 構 l 条 、 溝状遺構 6 条 と 掘 立 柱 建 物 2 棟 、 土 墳 1 7 基 ( 内 焼 成 遺 構 l 基 を 含 む ) 、

井 戸 l 基 を こ の 調 査 区 で 検 出 し た 。 S D 0 2 5 と SD 0 2 6 は 南 北方向 に ほ ぼ平行 に 作 ら れて い る 。 S D 0 2 7 と

SD 0 2 8 は SD 0 2 5 と SD 0 2 6 を 分 断 し て 、 東西方向 に 作 ら れて お り 、 遺 構 の 切 り 合 い か ら SD 0 2 5 と SD 0 2 6

よ り 新 し く 作 ら れて い る 。 S D 0 2 9 も SD 0 2 7 ・ 0 2 8 同 様 に 東 西方向 に 作 ら れて お り 、 遺 構 の 切 り 合 い か ら

SD 0 2 5 ・ 02 6 よ り 新 し L 、 SD 0 3 0 も 北西か ら 南 東方向 に 作 ら れて お り 、 遺 構 の 切 り 合 い か ら SD 0 2 5 ・ 0 2 6

よ り 新 し い 。 SR00 1 は 地山 削 り 出 し で 作 ら れた 溝状遺構で あ る が、 調 査 結 果 に よ り 、 地山 が硬 化 し て お り

道 路 と し て 使 用 さ れた 可能 性 が考 え ら れ る 。

こ の 調 査 区 の 最 も 重要 な 遺 構 は こ れ ら の 溝状遺構 で あ る 。 SD 0 2 5 と SD0 2 6 は 現 地 表面 か ら1 m 2 0cm ほ .

ど の 深 さ を 測 り 、 出 土遺 物 か ら 古 墳 時 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。 遺 物 が摩滅 し て い る こ と か ら 、 溝 内 で は

流 水 が あ っ た 事 が考 え ら れ る 。 こ の 遺 構 の 目的 を 考 え る に あ た っ て 、 常 時 、 用 水路 と し て の 利 用 で は な く 、

遺 跡 内 に 雨 水が流入 す る の を 防 ぐ た め に 掘 ら れた と 考 え る 。

一方、 SD02 7 か ら SD 0 3 0 の 溝状 遺 構 は 現地表面か ら 3 0cm か ら 5 0cm 余 り の 深 さ を 測 り 、 出 土遺 物 か

ら 古 代 末 か ら 中 世 に か け て 作 ら れた と 考 え ら れ る 。 構 の 幅 と 深 さ 、 遺 物 の 摩 滅 が 余 り 見 ら れな い こ と か ら 、

遺 跡 内 で の 簡 易 な 排 水路 と し て 作 ら れた 可 能性があ る 。

掘 立 柱 建物 は 出 土 遺 物 が無 く 作 ら れた 時 期 は 不 明 で あ る 。 柱 穴 の 埋 土 と 本 調 査 区 の 遺構 と の 関 連 か ら 古 代

末 か ら 中 世 に か け て 作 ら れた 可能性 は 高 い 。

土 糠 は 1 7 基 を 検 出 し た 。 出 土 し た 遺物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。 SK02 1 と SK0 2 2 は 不 整 形 の

土 墳 で あ る が、 こ の 土 域 内 に 多 量 の 土 器 が遺 棄 さ れて い る こ と か ら 土 器 溜 と 考 え ら れ る 。 S K02 7 は 埋 土 中

多 量 の 焼 土 と 炭 を 含 んで い た 。 遺 物 を 一切 含 ま ず 、 底 に 焼成痕が認 め ら れ る こ と か ら 、 何 ら か の 物 を 燃や し

た 焼成 遺 構 と 考 え ら れ る 。

そ の 他 の 土壊 は い ず れ も 小 型 で かつ残存状況が極 め て 悪 い の で 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

井戸 は 素掘 り で あ る 。 皿 区 - v 区 で 検 出 さ れた 井戸 と 似通 っ て い る が、 こ の 調 査 区 の 井 戸 か ら 検 出 さ れ る 遺

物 は 、 古 代 の も の で あ り 、 や や 時 期 が下 る 。 木枠や石積み は 全 く 認 め ら れな か っ た 。

l 掘 立 柱建 物 (SB)

S 80 1 7  ( 第 7 6 図 )

長 軸 約 6 m 、 短 軸 約 4 . 7 m の 、 l 間 x 2 聞 の 5 本 柱 の 側柱構造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 5 0cm 、 浅 い も の で 約 3 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な し 、 。

S 8 0 1 8  ( 第 7 7 図 )

南 東 側 が撹乱 に よ り 一部 破嬢 さ れて い る 。 長軸約 7 . 8 m 、 短 軸 約 4 . 8 m の 、 2 間 X 3 聞 の 1 0 本 柱 (現存

は 6 本 ) の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約 70cm 、 浅 い も の で 約 30cm で

あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬化 し て い な い 。

2 溝状遺構 (SO)

S D 0 2 5 ( 第 78 図 )

幅 約 7 m 、 深 さ 約 40cm、 北 か ら 南方向 に 約 7 5 m 余 り 走 る 溝状遺 構 で あ る 。 出 土 遺物 か ら 古 境 時 代 に 作

ら れた と 考 え ら れ る 。
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5ì'i 5 Î!fi V\I 区の治構 と そ れに 伴 う 辿物
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S D 0 2 6  ( 第 7 8 1文1 )

l隔約 7 m 、 j奈 さ が� 4 0 c m 、 北 か ら 南 方 向 に 約 7 5 m 余 り 虐 る 病状 追 桝 で、 あ る 。 出 土 泊 物 か ら 肯 噴 |時 代 に 作

ら れた と 考 え ら れ る 。

S D 0 2 7 ( 第 7 8 凶 )

l陥約 1 . 4 m 、 深 さ 約 4 0 c m 、 ょf[ か ら か西 南 方 向 に 約 1 7 m 余 り 走 る hW 状 追 梢 で あ る 。 : 1 \ 土地物 が1!!\ い た め 、

作 ら れた H寺 代 は 不 |リ1 で あ る 。

S D 0 2 8  ( 第 7 8 1災1 )

幅約 1 m か ら 2 m 、 深 さ 約 60 c m か ら l OO c m 、 点 か ら 阿 方 向 に 約 1 7 m 余 り J主 る hW 状 辿 �Yi で、 あ る 。 出 卜.辿

物 カ l1!!\ � 、 た め 、 作 ら れた H寺 代 は 不 明 で あ る 。
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第 5 ûTi VlI 区の逃椛 と そ れ に 伴 う 治物

50027 

E L=4 60m 一一一 一一一 E '
① Hue l 0YR5/3 にぶい斑褐色粘鈍土 (灰色粘土�'盛)
② Hue l 0YR4/2 灰賀褐色粘質土 (① ②眉より粘性強い)
③ HueI OYR5/2 灰貿褐色粘貨土 (やや砂貿)

50028 

F L=460m - 50027 一一一 F・

O 2Om 0 2m 

平面図スケ ル 断面図スケール
第 7 8 匡I S D 0 2 5 ・ 02 6 ・ 02 7 ・ 028 ・ 02 9 - 03 0 、 SROO l 実測 凶
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第 5 節 VII 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物

S D0 2 9  ( 第 7 8 図 )

幅 約 6 m で 、 東 か ら 西 方 向 に 約 1 8 m 余 り 走 る 溝状遺構 で あ る 。 Il:.\ 土 遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ

る 。

S D 0 3 0  ( 第 7 8 図 )

幅 約 1 m か ら 2 m 、 深 さ 約 40cm、 北 西 か ら 南 東 方 向 に 約 2 7 m 余 り 走 る 溝状 遺 構 で あ る 。 出 土 遺 物 か ら

古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S D 0 2 5 � S D 0 3 0 出 土 の 遺 物 に つ い て (第 80 図 )

1 0 2 は 裂 の 脚 部 で あ る 。 弥 生 時 代後 期 の 遺物 で あ る が、 S00 2 7 が作 ら れた 時 代 に 混 入 し た も の と 考 え ら

れ る 。 1 0 3 は 高 杯 の 脚 部 で あ る 。 古 墳 時代 の 遺 物 で あ る 。 1 04 は 艶 の 口 縁 で あ る 。 内 面 に へ ラ 削 り が認 め ら

れ る 。 古 墳 時 代 の 遺 物 で あ る 。 1 0 5 は 聾 の 完 形 で あ る 。 内 外 商 と も ハ ケ 目 に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 墳 時

代 の 遺 物 で あ る 。 1 06 は 小型 丸 底 壷 の 完形 で あ る 。 内 外 商 と も ハ ケ 目 に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 墳 時 代 の

遺 物 で あ る 。

1 0 7 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 0 8 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 0 9 は 杯で あ

る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 1 0 は 杯で あ る 。 占 代 の 遺 物 で あ る 。 1 1 1 は 杯 で あ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 1 2 は

杯 で あ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 0 9 か ら 1 1 2 は 全 て S0030 か ら 出 土 し て い る 。 1 1 3 は 須 恵 器 の 杯 で あ る 。

貼 り 付 け 高 台 で 、 内 外 面 と も な で 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 1 4 は 杯で あ る 。 外 面 に へ ラ 削 り

を 残す 。 高 台 は 貼 り 付 け で あ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 1 5 は 小 型 の 杯 で、 あ る 。 高 台 は 削 り 出 し で 作 ら れて い

る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 1 6 は やや 深 め の 杯 で あ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 1 7 は 高 台 付 き の 杯 で あ る 。 古 代

の 遺 物 で あ る 。 1 1 8 は 高 台 付 き の 杯 で あ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

3 道 路 状 遺 構 ( S R)

SROO l ( 第 7 8 図 )

調 査 区 外 に 広 が り を 持 つ た め 、 全 容 は 不 明 で あ る 。 現存 幅約 7 m 、 深 さ 約 3 0cm、 南 北方 向 に 約 40 m 余

り 走 る 。 検 出 面 が 硬 化 し て い る こ と か ら 、 道路状遺 構 と 考 え ら れ る 。 出 土遺 物 か ら 古 代 に 造 ら れた と 考 え ら

れ る 。

4 土墳 (SK)

S K0 1 9  ( 第 8 1 図 )

平 面 形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 2 . 2 m 、 深 さ 約 7 0cm で 底 面 がやや フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 遺 構 の 性 格

は 不 明 で あ る 。 出 土遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K0 2 0  ( 第 82 図 )

調 査 区 外 に 広 が っ て い る が、 平 面 形 か ら やや楕 円 形 を 呈す る と 考 え ら れ る 。 残 存 長 辺 約 1 m 、 深 さ 約 2 0cm

で 底 面 がやや フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。 出 土 遺物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K0 2 1 ( 第 82 図 )

調 査 区 外 に 広 が っ て い る が、 平 面 形 か ら やや長紺I � 、 楕 円 形 を 呈 す る と 考 え ら れ る 。 SK0 2 0 に 切 ら れて い

る 。 残 存 長 辺 約 2 m 、 深 さ 約 6 0cm で 底 面 がやや フ ラ ッ ト な 形状 を も っ 。 埋 土 中 に 土 器 を 多 量 に 含 む こ と か

ら 、 土 器 溜 と 考 え ら れ る 。 出 土遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。
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第 4 章 中 片小路遺跡、で の 調査 と そ の成果

S K0 2 2  ( 第 8 1 図 )

平 面形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 3 m 、 短辺約 2 . 4 m 、 深 さ 約 8 0cm で 底 面 がやや フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。
埋 土 中 に 土 器 を 多 量 に 含 む こ と か ら 、 土 器 溜 と 考 え ら れ る 。 出 土 遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。
S K0 2 3  ( 第 88 図 )

平 面 形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 0 . 9 m 、 短辺約 0 . 8 m 、 深 さ 約 1 5cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形状 を も

っ 。 出 土 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れた 時 代 及 び遺構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

SK024 ( 第 88 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈 す る 。 長 辺 約 0 . 7 m 、 短辺約 0 . 6 m 、 深 さ 約 1 5cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も

っ。 出 土 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れた 時 代 及 び遺 構 の 性 椅 は 不 明 で あ る 。

S K0 2 5  ( 第 88 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈 す る 。 一辺 約 0 . 6 m 、 深 さ 約 1 5cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出 土 遺 物 が

無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れた 時 代 及 び遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S K0 2 6  ( 第 8 8 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈 す る 。 S K0 0 5 に 切 ら れて い る 。 現 存 す る 一 辺 約 0 . 3 m 、 深 さ 約 1 5c m で 底 面 がや や

歪 な 形状 を も っ 。 出 土 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れ た 時 代 及 び遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S K0 2 7  ( 第 8 9 図 )

平面形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 S K02 5 に 切 ら れて 全 体 の形 は 不 明 で あ る 。 現 存 す る 一 辺 約 0 . 3 m 、 深 さ 約 2 0cm

で 底 面 が フ ラ ッ ト で あ る 。 焼 士 を 埋 土 中 に 含 む が、 遺 構 の 壁 面 に 焼 成 痕 が 認 め ら れ な い た め 、 こ の 少土 は 、

遺 構 が埋 ま る 際 に 混 入 し た も の と 考 え る 。 出 土遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れ た 時 代 及 び遺 構 の 性 格 は 不 明

で あ る 。

S K0 2 8  ( 第 8 8 図 )

平 面形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 1 . 3 m 、 短辺 約 0 . 9 m 、 深 さ 約 2 0cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も

っ 。 出 土 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れた 時代及び遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S K0 2 9  ( 第 8 8 図 )

平 面形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 0 . 6 m 、 短辺 約 0 . 5 m 、 深 さ 約 2 0cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形状 を も

っ。 出 土遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れた 時代及び遺構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S K0 3 0  ( 第 8 2 図 )

調 査 区 外 に よ り 、 全 体 形 は 不 明 確 で あ る 。 数度 に わ た り 掘 り 返 さ れた 痕 跡 が 認 め ら れ る 。 確 認 で き た 長 辺

約 2 m 、 短 辺 約 1 . 8 m 、 深 さ 約 2 0cm で 底 面 がやや フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出 土 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作

ら れた 時 代 及 び遺 構 の 性格 は 不 明 で あ る 。

S K0 3 1 ( 第 8 8 図 )

平 面形 は 不 整形 を 呈す る o 長 辺 約 1 m 、 短辺約 0 . 4 m 、 深 さ 約 2 0cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形状 を も っ 。

出 土 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れた 時 代 及 び遺構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S K0 3 2  ( 第 8 8 図 )

平面形 は 不 整形 を 呈 す る 。 長 辺 約 0 . 8 m 、 短辺約 0 . 6 m 、 深 さ がU 2 0cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も

っ 。 出 土 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れ た 時 代及び遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

S K0 3 3  ( 第 89 図 )

平 函形 は 楕 円 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 1 . 3 m 、 短辺約 0 . 9 m 、 深 さ 約 2 0cm で 底 面 がや や 丸 み を 帯 び た 形状 を

も っ 。 出 土 遺 物 が 無 い た め 、 遺 構 の 作 ら れた 時 代及 び遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。
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S K0 3 4  ( 第 82 1室I l

平 Tffi M は 不 整形 を L，! す る 。 長 辺 約 0 . 8 m 、 短 辺 が� 0 . 6  m 、 i栄 さ がJ 2 0 c m で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も

っ。 1 1 \ 上ill 物 が1!l� し 、 た め 、 i立椛 の れ ら れた 11;] 代 以 びjiA 椛 の 性 的 は イ� IU I で あ る 。

S K 0 3 5  ( 第 8 9 1玄I l

51λ 而 M は 杵i 円 形 を 1 1 1 す る 。 長 辺 約 1 . 5 m 、 短i. J11 約 1 . 4 m 、 j米 さ �('.J 5cm で、 低 WH は フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ。 1 1 \

土iLi 物 が1!l� � 、 た め 、 ill 梢 の 作 ら れた 1I;'j 代 及 びJtttí\'i の 'It 絡 は 不 |り l で あ る 。

S Iく0 1 9 � S K0 2 2 出 土 の 造 物 に つ い て ( 第 83 ・ 84 ・ 85 ・ 86 ・ 8 7 図 )

1 1 9 は 設 の 口 縁 で あ る 。 外 而 に ハ ケ H に よ る 訓 釈 が認 め ら れ る 。 1 1 ， 代 の 泌 物 で、 あ る 。 1 2 0 は 誌 の ，-， 縁 で あ

る 。 外 而 に ハ ケ 自 に よ る 澗 砲 が 認 め ら れ る 。 1 1 1 代 の 辿 物 で あ る 。 1 2 ， は 設 で あ る 。 外 而 に ハ ケ H に よ る 調 整 、

内 問 に は 底 部 か ら ，-， 緑 に む け て 下 か ら 上 に |何 か つ て のへ ラ ì'ílJ り が認 め ら れ る 。 77 代 の 造 物 で あ る 。 1 2 2 は や

や 小 )\� の 裂 の 口 縁で あ る 。 I)� 外 而 と も な で に よ る ，UM 幣 が認 め ら れ る 。 内 flW の !l!H音11 付 近 に 指頭圧痕 が 認 め ら れ

る 。 I l í 代 の 出 物 で、 あ る 。 1 2 3 は 裂 の " 緑 で あ る 。 外 1m は な で に よ る 澗 務 、 |人l 而 は へ ラ 削 り が 認 め ら れ る 。 外

商 の 鋭部 付 近 に 指IT!iI{艇 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 逃物 で あ る 。 1 24 は 鈍 の 口 総 で あ る 。 外 商 は ハ ケ 1 1 に よ る 制

整 、 内 面 は へ ラ 削 り 後 に な で に よ る 訓 幣 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 造 物 で あ る 。

1 2 5 は 杯で あ る 。 1)、j 外 而 と も な で 市I�J �J2 が認め ら れ る 。 古 代 の 辿 物 で あ る 。 1 2 6 は 浅鉢 で あ る 。 内 外 面 と も

な で 制 撃 が認 め ら れ る 。 古 代 の 造 物 で あ る 。 1 2 7 は 法鉢で あ る 。 |人j 外 而 と も な で 刑 務 が認 め ら れ る 。 古 代 の

造 物 で あ る 。 7t
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1 2 8 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 2 9 は 杯蓋 で あ る 。 内 外 爾 と も

な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 3 0 は 杯 で あ る 。 内 外 商 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺

物 で あ る 。 1 3 1 は 須恵 器 の 杯 蓋 で あ る 。 外 商 は へ ラ 削 り と な で に よ る 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら

れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 3 2 は 須 恵 器 の 杯 蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り と な で に よ る 調 整 、 内 面 は な で に よ

る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 3 3 は 杯 で あ る 。 内 外面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物

で あ る 。 1 34 は 須 恵 器 の 鮎 り 付 け 高 台 を も っ 杯で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る

調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 3 5 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整

が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 3 6 は 裂 で あ る 。 外面 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底部 か ら 頚部 に む

け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認め ら れ る 。 内 面 の 口 縁 付近 は ハ ケ 目 に よ る 横 方 向 の 調 整 が認 め ら れ

る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 3 7 は 裂 の 口 縁 で あ る 。 外 面 は な で に よ る 調 整 、 内 面 は へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 内

閣 の 頚部 付 近 に 指 頭 圧 痕 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 3 8 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 内 外 面 と も ハ ケ 目 に よ

る 調 整 が 認 め ら れ る 。 外 面 の 頭部 付 近 に 指頭圧痕が認め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 3 9 は 費 の 口 縁 で あ る 。

外 面 は ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 は 頚 部 付 近 か ら 底 部 に 向 か つ て の 下 方 向 への へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 内 面 の

口 縁 付 近 は 横 方 向 の ハ ケ 目 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 40 は 須 恵 器 の 杯蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ

削 り と な で に よ る 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 1 4 1 は 須恵 器 の 杯葦 で あ る 。 外 商 は へ ラ 削 り

と な で に よ る 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 1 42 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 外 面 は ハ ケ 目 に よ る 調 整 、

内 面 は 底 部 か ら 頚部 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 内 面 の 頭 部 付 近 で は 横 方 向 の ハ ケ 目 に よ る 調 整 が

認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 43 は 杯 で あ る 。 内 外 商 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 外 面 の 底部 に へ ラ 描

き で 文 字 が刻 ま れて い る 。 『稲庭』 と 読 み 取 れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 44 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 外 面 は ハ ケ

目 に よ る 調 整 、 内 面 は 底部 か ら 頭 部 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 内 面 の 頭 部 付 近 で は 横 方 向 の ハ ケ

目 に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 45 は 須恵器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も

な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整が認め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 46 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高

台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ

る 。 1 4 7 は 須恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

1 48 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 商 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が認

め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 49 は 甑 で あ る 。 外面 は な で に よ る 調 整 、 内 面 は 底 部 か ら 頚部 付 近 に む か つ

て の へ ラ 削 り に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 ま た 把 手 に は 指 頭 圧 痕 が 認 め ら れ る 。 底部 に は 穴 が穿 た れて い る 。

古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 5 1 は 聾 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目 に よ る 調整 、 内 薗 に は 底部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に

向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ る 。 1 52 は 聾 で あ る 。 外 面 、 内 面 と も に へ ラ 状工 具 に よ

る 調 整 後 、 な で に よ り 仕上 げ ら れて い る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 5 3 は 裂 で あ る 。 外 商 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、

内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 54 は 裂

で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て のへ ラ 削 り が認 め ら

れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 5 5 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 外 商 は ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 は へ ラ 削 り 後 に な で に よ

る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ る 。 1 5 6 は 聾 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底部 か ら 口

縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 5 7 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 外 面

は ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 は へ ラ 削 り 後 に な で に よ る 調 整が認め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 5 8 は 裂 の 口

縁 で あ る 。 外 面 は な で に よ る 調 整 と 頭部付近 に 指頭圧痕が認め ら れ る 。 内 面 は 頭 部 付近 に 横 方 向 か ら の ハ ケ

目 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 59 は 震 で あ る 。 外 商 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口

縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 6 0 は 裂 で あ る 。 内 外 商 と も

な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 の 頭部付近 に 指頭圧痕が認め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

- 1 1 8 -
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第 5 節 vn 区 の 遺 構 と そ れに 伴 う 遺物

1 6 1 は 浅鉢 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 62 は 杯蓋 で あ る 。 内 外 面 と

も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 6 3 は 杯 蓋 で あ る 。 内 外 商 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代

の 遺 物 で あ る 。 1 64 は 浅鉢 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調整が認め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 6 5 は 聾 の 底 部

で あ る 。 内 外 商 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

1 6 6 は 無頚 査 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 6 7 は 須恵 器 の 杯 蓋 で あ る 。

外 面 は へ ラ 削 り と な で に よ る 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 6 8 は 宝 珠 摘

み を 持つ 杯蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り 後 に な で 調整、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ

る 。 1 6 9 は 杯蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り 後 に な で 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で

あ る 。 1 7 0 は 宝 珠摘 み を 持つ 杯 葦 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り 後 に な で 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ

る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 7 1 は 杯 蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り 後 に な で 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら

れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 7 2 は 杯蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り 後 に な で 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め

ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 7 3 は 杯蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り 後 に な で 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が認

め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 74 は や や 深 め の 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物

で あ る 。 1 7 5 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底部 は 回 転 へ ラ 切 り 後 に な で に よ る 調

整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 7 6 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 底部 は 回

転へ ラ 切 り 後 に な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ る 。 1 7 7 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で

あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

1 7 8 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が

認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 7 9 は 須 恵 器 の 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に

よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 80 は 須恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で

調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 8 1 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を

も っ杯 で あ る 。 内 外面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

1 82 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が認

め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 8 3 は や や 浅 め の 須恵 器 の 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り

後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 84 は や や 浅 め の 須 恵 器 の 杯で あ る 。 内 外 面 と も な で

調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 8 5 は や や 深 め の 須 恵 器 の 杯 で

あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 8 6 は 須

恵 器 の 杯蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り と な で に よ る 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で

あ る 。 1 8 7 は や や 深 め の 須恵 器 の 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め

ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 1 8 8 は 須恵 器 の 杯蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り と な で に よ る 調整 、 内 面 は な で に

よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

5 井戸 (SE)

S E 0 0 3  ( 第 9 0 図 )

素 掘 り の 井 戸 で あ る 。 平 面 形 の 上 部 は や や 歪 な が ら 、 一辺 約 2 m を 測 り 隅 丸 方 形 を 呈す る 。 2 段彫 掘 り に

な っ て お り 、 地 表 面 か ら 1 . 5 m ほ ど の 深 さ か ら 更 に 約 0 . 9 m の 径 の 大 き さ で 円 形 に 掘 り こ ま れて い る 。

S D 0 2 5 .....， S D 0 3 0 出 土 の 遺 物 に つ い て

- 1 2 2 -
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U'i9 3 図 V11 区 一括 出 土造物実測岡

S E 0 0 3  ' S RO O  1 . S K 0 2 1 ・ S K 0 2 2 及 びVll 区 一括 出 土 の 迫 物 に つ い て ml 9 1 ・ 92 ・ 93 )

1 89 は 内 黒 土 鳩 と H乎 ばれ る 高 台 付 き の 杯で あ る 。 外 而 は な で に よ る 制 強 、 内 面 は 丁 寧 な 賂 き が認 め ら れ る 。

ì';S 台 は lLli り 付 け で 作 ら れて い る 。 古 代 末 頃 の 辿 物 で あ る 。 1 9 0 は 詑で あ る 。 外 面 は へ ラ 当 て 痕 が認 め ら れ る 。

顕-J51\ か ら 下 は ハ ケ 目 に よ る 調整 が認 め ら れ る 。 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 辿 物 で あ る 。 1 9 1

は 盟 で あ る 。 外 而 は ハ ケ 目 に よ る 刑 務 後 に な で に よ る 制 整が認め ら れ る 。 内 面 は へ ラ 削 り に よ る 調 整 が 認 め

ら れ る 。 古 代 の 逃 物 で あ る 。 1 92 は 杯 で あ る 。 内 外 商 と も な で に よ る 調 盤 が 認 め ら れ る 。 底部 は 回 転へ ラ 切

り が認 め ら れ る 。 古 代 の 泊物 で あ る 。 1 9 3 は 杯 で あ る 。 内 外 而 と も な で に よ る 訓躍 が 認 め ら れ る 。 底部 は |旦|

転 へ ラ 切 り が認 め ら れ る 。 内 代 の 出 物 で あ る 。 1 94 は 杯で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。

底 部 は 回 転 へ ラ 切 り が認 め ら れ る 。 r'î 代 の 辿物 で あ る 。
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第 4 章 11:1片小路遺跡 で の 調査 と そ の成果

1 9 5 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 底部 は 回 転へ ラ 切 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺

物 で あ る 。 1 9 6 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で

あ る 。 1 9 7 か ら 2 0 6 に か け て は 、 土 錘 で あ る 。 漁労 具 で あ り 、 本 遺 跡 の な か で 、 S K02 1 ・ 0 2 2 か ら 出 土 し

て い る こ と は 注 目 さ れ る 。 2 0 7 は 費 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け て 下 か

ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 08 は 聾 で あ る 。 外 面 は な で に よ る 調 整 、 外

面 は へ ラ 削 り 後 な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 0 9 は 須 恵 器 の 聾 の 底 部 で あ る 。 2 1 0 は 費 で あ

る 。 外 面 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。

古 代 の 遺 物 で あ る 。 外 面 は ハ ケ 目 調 整 後 な で 調 整 、 内 蘭 は へ ラ 削 り に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物

で あ る 。 2 1 1 は 青 磁 の 小 碗 で あ る 。 外 面 に へ ラ に よ る 蓮 華 文 が認 め ら れ る 。 全 体 に 紬 が施 さ れて い る 。 鎌 倉

時 代 頃 の 遺 物 で あ る 。 2 1 2 は 須 恵 器 の 杯 で あ る 。 内 外 商 と も な で 調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が

認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 1 3 宝 珠 摘 み を 持つ 須忠 器 の 杯 蓋 で あ る 。 外 聞 は へ ラ 削 り 後 に な で 調 整 、

内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ る 。 2 1 4 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が認

め ら れ る 。 底部 は 回 転 へ ラ 切 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 1 5 は 須 恵 器 の 杯蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ

削 り 後 に な で 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 1 6 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台

を も っ杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

2 1 7 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認

め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 1 8 は 須恵 器 の 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ

る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。
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第 6 節 VllI 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物

第 6 節 咽区の遺構と そ れに伴う遺物

四区につ い て

こ の 調 査 区 で は 、 古 代 の 土 績 群 と 中 世 の 溝状遺構 と 掘 立 柱 建 物 群 に 分 け ら れ る 。 古 代 で は 土 墳群 5 基 と 不

明 遺 構 I 基 を 検 出 し た 。 中 世 で は 溝状 遺 構 3 条 と 掘 立 柱 建物 7 棟 、 土機 L 基 を 検 出 し た 。

本 調 査 区 で は 、 近 現 代 の 撹 乱 に よ り 、 遺 構 の 検 出 が 困 難 で あ っ た 。 当 初 設 定 さ れた 調 査 区 の 北 側 に お い て

も 、 調 査 開 始 時 に は 着 手 出 来ず 、 拡 張 し て 、 よ う や く 調査 を 実施す る に 至 っ た 。 こ の 拡 張 区 で は 、 掘 立 柱 建

物 を 2 棟 検 出 出 来 た が、 拡 張 区 南 側 に お い て は 、 撹乱 に よ り 、 遺 構 は 僅 か に 、 土 墳 3 基 を 確認 す る に 留 ま っ

た 。 ま た 、 調 査 区 全 体 が近 現代 に 掘 ら れた 溝 に よ っ て 削 平 さ れて お り 、 遺 物 が 遺 構 に 伴 わ な い 事 が 多 く 、 遺

構 の 時期 決 定 に お い て 、 困 難 で あ っ た 。

旧国ド問的
lH〉

。∞ド円円
lH〉

X= - 55085 

⑧ 
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8 
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X= ー 55 1 00
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X= ー 55095
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第 9 4 図 VIII 区 全 体遺 構配置 図 ( 古 代 の 商)
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第 6 節 vm区の遺構 と そ れに 伴 う 遺物

l 掘 立 柱 建 物 (SB)

共 伴 遺 物 が 少 な く 、 時 期 確定 は 困 難 で あ っ た 。 一部 の 遺 構 で は 、 古 代 の 土 器 が柱 穴 か ら 検 出 さ れた が、 柱

穴 が掘 ら れた 時 代 に 混 入 し た 可能 性 が 高 く 、 よ っ て 僅 か な 資 料 な が ら 、 中 世 の 陶 磁 器 が 柱 穴 に 残 さ れて い た

事 か ら 、 こ れ ら に 掘 立 柱 建 物 群 は 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S B 0 1 9  ( 第 9 6 図 )

長 軸 約 2 . 5 m 、 短 軸 約 2 . 3 m の 、 2 間 X 2 聞 の 7 本柱 の 側 柱 構造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 3 0 c m 、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 2 0  ( 第 9 6 図 )

遺 構 の 西 側 は 調 査 区 外 で あ っ た た め 、 柱 穴 の 続 き が確認 出 来 な か っ た 。 残 存 す る 長軸 約 3 . 8 m 、 短 軸 約 3 . 2

m の 、 2 間 X 2 聞 の 6 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立柱建 物遺構で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約 5 0 c m 、 浅 い

も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬化 し て い な い 。

S B 0 2 1 ( 第 9 7 図 )

長 軸 約 4 . 8 m 、 短 軸 約 4 m の 、 2 間 X 2 聞 の 9 本 柱 の総柱構造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 8 0cm、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 2 2  ( 第 9 8 図 )

長 軸 約 4 . 8 m 、 短 軸 約 3 . 8 m の 、 2 間 x 2 聞 の 9 本 柱 (現存 は 7 本 ) の 総 柱構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。

柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約 9 5cm 、 浅 い も の で約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 2 3  ( 第 9 9 図 )

長 軸 約 4 . 3 m 、 短軸 約 3 . 5 m の 、 2 間 x 2 聞 の 8 本 柱 の 総柱構造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 6 0c m 、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

こ の 遺 構 か ら は l 点 遺物 が 出 土 し て い る 。

2 1 9 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 外 面 に 蓮 華 文 が あ り 、 全 体 に 糊 が施 さ れて い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。

S B 0 2 4  ( 第 1 0 0 図 )

長 軸 約 4 m 、 短軸 約 3 m の 、 l 間 X 2 聞 の 7 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建物 遺 構 で あ る 。 内 部 に l 本 支 え 柱

穴跡が確認 さ れて い る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で約 60cm、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に

硬 化 し て い な い 。

こ の 遺 構 か ら は l 点 遺 物 が 出 土 し て い る 。

2 2 0 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外商 と も な で に よ る 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る

調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ る 。

S B 0 2 5 ( 第 1 0 1 図 )

か な り 歪 で あ る 。 長 軸 約 6 . 3 m 、 短 軸 約 2 . 5 m の 、 l 間 x 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ

る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深 い も の で 約 5 0cm、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

- 1 28 -



SB0 1 9  

SB020 

| 白 ---/六一

「J

「
H
品
∞O
ヨ

【|
r 

回

\ 
2 

気'i 4 i';i: I\ I }-';- 小路辿跡での副，� ti と そ の 成#1:

出08予E可
コ

。 。

コ θ 

〆，
lt1t

 

i
--

申
A' EC∞

寸
H」
。ロコ

A 

∞ 

L=4.80m A一一一 O 一一- A' 

「
H
AH
∞O
ヨ

∞

Il--

A 

回
∞ 

A L=4 80m -
〆， 

① Hue2.5Y7/3 浅黄色粘質土(やや砂関)
② Hue5B4/ 1 陪商灰色粘質土
③ Hue2.5Y7/2 灰黄色粘質土(やや砂質)
@ Hue2.5Y6/2 黄灰色粘質土(やや砂質、炭化物 土師片昔、皿)
⑤ Hue2.5Y7/2 黄反色粘質土(やや砂賞、炭化物 土師片少量)
⑥ Hue2.5Y6/3 にぷい黄色粘質土(@ ⑤よ り 砂質強い)
⑦ Hue2.5Y6/3 にぷい黄色粘質土(やや砂質)

① Hue2.5Y6/3 にぶい黄色粘質土(やや砂質‘炭化物事)
② Hue7.5Y4/2 灰褐色粘質土(やや砂問、炭化物 土師片少毘)
③ Hue2.5Y7/3 浅黄色粘貿土(やや砂銅)
@ Hue2.5Y6/2 灰黄色粘質土(やや砂賞 、 民化物 土師片也、盟)
⑤ Hue2.5Y7/1 灰白色粘質土(やや砂質)
⑥ Hue2.5Y7/2 灰黄色粘質土(やや砂閥、炭化物 土師片仏、盟)
⑦ Hue2.5Y6尼 崎灰黄色粘質土(やや砂質 炭化物す置)
⑧ Hue2.5Y5/l 黄灰色粘質土(やや砂質)
⑨ Hue2.5Y5/2 暗灰黄色粘質土(やや砂筒. 際化物世盟)

2 
A' 

一一一一 A・「マーーー
O 
』エ工ロ

第 9 6 @ SßO 1 9 ・ 020笑洲 図Qu
 
q〆】

2m 



!.ì'l 6 卸 V111 区 の 辿 桝 と そ れ に 1:1' う 泌物

SB0 2 1 

d一一一 ω0;:; <; =1
j 

。

ヨ ゴ-Æし ょ 、乃↓〈 1 1

。

B 

8 L=5 20m 

C L=5.20m -

E L=5 20m -

O 

5 γ 
/ 〆本、

I'T"'" " \ c' 

1 コ 1

4十
B

円1 〈工

ー- 8'

，--ー必-------ーーーー・ーーー--

一- C' 

一一一 E'

O 
bコエ2

第 9 7 1ヌ1 SB02 1 実社!I同|

一 1 30

E EコN 

〈

2m 



SB022 

気'i4 ï;'l: I \ r ) � 小路j辺倒:で= の 制 ff. と そ の 成以

〈

、、
6 

「
H
印
N
O
ヨ

O

Il--

o 

r明

メ定プ
B 

O m 

〈

B L=5 20m - 一一一一 B' 

C L三日Om 一一一一 c '
L=5 . 20m E一一一 一一一- E' 

V 

O 
bコエロ

第 9 8 1ヌ1 SB022実測 |ヌ|- J 3 J -

c' 

B ' 

〈工

Illl
〈

EON
旧
H」

2m 
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第 6 節 VlII {茎の逃桝 と そ れ に 伴 う 辿r!lJ
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2 溝 状 遺 構 ( S D )
S 0 0 3 1 ( 第 1 0 2 図 )

111日 約 0 . 5 m 、 深 さ が� 2 0 c m 、 �I じか ら íli 7'í lílJ に が'1 3 m 余 り 走 る 問状 j岩 村Ii で あ る 。 : 1 \ 土足i 物 が1!1.� し 、 た め 作 ら れ

た H寺 WJ は 不 明 で あ る 。

S 0 0 3 2  ( 第 1 02 1;ZJ ) 

11]何 約 0 . 5 m 、 深 さ 約 2 0 c m 、 北 か ら 南 方 líリ に がj 9 m 余 り 走 る flitj状j立 相i で あ る 。 : 1 \ 土 辿 物 か ら 1'1; ら れた II:�' )91 

は 1 1 1 1止 と 考 え ら れ る 。
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第 6 節 VIll 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物

SD 0 3 2 か ら は 3 点遺 物 が 出 土 し て い る 。 ( 第 1 0 3 図 )

2 2 1 は 須恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る

調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 こ の 遺構が作 ら れた 時代 に 混 入 し た も の と 考 え ら れ る 。 2 2 2 は 杯 で

あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調整 が 認 め ら れ る 。 底部 は 回 転 糸 き り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 2 3

は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底部 は 回 転 糸 き り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る o

S D 0 3 3  ( 第 1 0 2 図 )

幅約 0 . 7 m 、 深 さ 約 2 0 c m 、 北 か ら 南 方 向 に 約 7 m 余 り 走 る 溝状 遺 構 で あ る 。 出 土 遺 物 は 無 い が、 埋 土 の

状 況 か ら SD 0 3 2 と 作 ら れた 時期 は 変 わ ら な い と 考 え ら れ る 。

3 土墳 ( S K)

S K0 3 7  ( 第 1 04 図 )

平 薗 形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 一部 が撹乱 に よ り 壊 さ れて い る 。 残存長約 0 . 6 m 、 深 さ 約 40 cm で 段 掘 り が な

さ れて お り 、 柱 穴 の 可 能性 も あ る 。 埋 土 か ら 掘 立 柱建物が作 ら れた 中 世 に 掘 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K0 3 8  ( 第 1 04 図 )

平 面 形 は 隅 丸方 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 0 . 6 m 、 短辺約 0 . 4 m 、 深 さ 約 5cm で 底部 は フ ラ ッ ト で あ る 。 出 土

遺物 と 、 埋 土 か ら 掘 立 柱 建 物 が作 ら れた 中 世 に 掘 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K0 3 9  ( 第 1 04 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈 す る 。 一部 が撹乱 に よ り 壊 さ れて い る 。 長 辺 約 1 m 、 短 辺 約 0 . 6 m 、 深 さ 約 2 0cm で

段掘 り が な さ れて お り 、 柱 穴 の 可 能性 も あ る 。 出 土 遺物 と 、 埋 土 か ら 掘 立 柱 建 物 が作 ら れた 中 世 に 掘 ら れた

と 考 え ら れ る 。

S K040 ( 第 1 0 5 図 )

平 面 形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 2 . 5 m 、 短辺約 2 m 、 深 さ 約 30cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。

南 東 隅 に 落 ち 込 み が見 ら れ る 。 出 土遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

SK04 1 ( 第 1 04 図 )

平 面 形 は 隅 丸 方形 を 呈 す る 。 北 側 が撹乱 に よ り 壊 さ れて い る 。 現 存 長 辺 約 1 . 6 m 、 深 さ 約 1 0cm で 底 面 が

や や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 出 土 遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K042 ( 第 1 04 図 )

平 面 形 は 不 整 形 を 呈す る 。 長 辺 約 1 m 、 短 辺 約 0 . 7 m 、 深 さ 約 1 5cm で 底 商 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。

出 土 遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。
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第 4 章 '1' 片小路遺跡で の 調賓 と そ の 成果

SK043 ( 第 1 0 5 図 )

南 北 を 撹 乱 の た め 壊 さ れて い る 。 �I正 面 形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 現 存 長 約 2 m 、 深 さ 約 2 0cm で 底 面 がや や フ

ラ ッ ト な 形状 を も っ 。 出 土 遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

SK044 ( 第 1 0 5 図 )

S K043 と S K045 に 切 ら れて い る 。 時j 側 を 撹 乱 に よ っ て よ衷 さ れて い る 。 平 面 形 は 隅 丸 長 方 形 を 旦 す る 。 現

存 す る 一辺 約 0 . 9 m 、 深 さ 約 1 5cm で 底 面 がやや 歪 な 形状 を も っ 。 1+Ll". 遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ

る 。

SK045 ( 第 1 0 5 図 )

平 面 形 は 隅 丸 正方 形 を 呈 す る 。 S K044 を 切 っ て い る 。 長 辺 約 1 . 6 m 、 知 辺 約 1 . 4 m 、 i奈 さ 約 5cm で 底 面

が フ ラ ッ ト で あ る 。 出 土 遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K046 ( 第 1 0 5 図 )

、|正 面形 は 円 形 を 呈 す る 。 一 辺 約 l . l m 、 深 さ 約 3 0cm で 底 面 は や や 丸 み を 帯 び た 形 状 を も っ 。 111 土 遺 物 か

ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K04 7  ( 第 1 0 6 図 )

撹 乱 に よ り 遺 構 の ほ と ん ど が峻 さ れて い る 。 平 面 形 は 不 明 。 現 存 長 辺 約 0 . 6 m 、 深 さ 約 2 0cm で 底 面 が綾

さ れて い る た め 形 状 は 不 明 で あ る 。 11 1 1二 週 物 が無 い た め 、 遺 構 の 時 1m は 特 定 出 来 な い が、 埋 土 か ら 抑i 立 柱 建

物 が作 ら れた 中 世 に 掘 ら れた と 考 え ら れ る 。

SK048 ( 第 1 0 6 図 )

撹乱 に よ り 遺 構 の ほ と ん ど が岐 さ れて い る 。 平 面 形 は 不 明 。 現 存 長 辺 約 0 . 6 m 、 深 さ 約 1 5cm で 底 面 が壊

さ れて い る た め 形 状 は 不 明 で あ る o 1 1 1 1: 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 時 期j は 特 定 出 来 な い が、 埋 土 か ら 掘 立 柱 建

物 が作 ら れた 中 世 に 掘 ら れた と 巧ー え ら れ る 。

S K0 4 9  ( m  1 0 6 図 )

撹 乱 に よ り 遺 構 の 南 北 がi裂 さ れて い る 。 平 面 は 楕 円 形 を 呈 す る 。 現 存 長 辺 約 0 . 6 m 、 深 さ 約 1 5cm で 底 面

は や や 丸 み を 帯 び た 形 状 を も っ 。 1111-. 遺物 が無 い た め 、 遺 構 の 時 期 は 特 定 出 来 な い が、 埋 土 か ら 抑1 立 柱 建 物

が作 ら れた けI 世 に 掘 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K0 7 3  ( 第 1 0 6 図 )

撹乱 に よ り 北 西 側 が壊 さ れて い る 。 平 面 形 は 長 方 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 卜 5 m 、 短 辺 約 0 . 6 m 、 深 さ 約 1 0cm

で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 I I I L 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の H 制。l は 特 定 出 来 な い 。

SK074 ( 第 1 0 6 図 )

平 Hïi JB は 楕 円 形 を 呈す る 。 長 辺 約 0 . 8 m 、 短辺約 0 . 6 m 、 深 さ 約 3 0cm で 底 面 は フ ラ ッ ト で 凶 側 に 更 に 落

ち 込 ん で い る 。 遺 構 の 形 態 か ら 柱 穴 と 考 え ら れ る が、 並 び立 つ 制 立 住 建 物 は 検 出 出 来 な か っ た 。 11 1 二1 .. 遺 物 と

理 士 か ら 掘 立 柱 建 物 が{乍 ら れた " ， 世 に 掘 ら れた と 考 え ら れ る 。
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第 6 節 明日 区の逃檎 と そ れ に il う ii;i物
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4 不 明 遺構 ( SX)

SX0 0 7  ( 第 1 0 6 図 )

第 4 掌 中 片小路遺跡での調査 と そ の成果

幅約 40c m 、 長 さ 約 2 . 9 m 、 深 さ 約 1 0cm を 測 る 。 遺 構 の 性 格 を 表 す 様 な 痕 跡 確 認 出 来 な か っ た が、 出 土

遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

5 柵列 ( SA)

SAO O l ( 第 1 1 0 図 )

長 さ 約 1 3 m に 渡 っ て い る 。 間 隔 は 一 定 で な い が 、 全部で 7 基 の 穴跡 を 検 出 し た 。 SA0 0 2 と 一 番 北 側 の 穴

が 直 角 に 交 わ っ て お り 、 同 時 期 に 作 ら れて い た こ と は 間 違 い な い 。 穴 の 深 さ 約 40cm を 測 る 。 出 土 遺 物 が無

い が、 SA002 で 中 世 の 遺 物 を 検 出 し て お り 、 こ の 事 か ら 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

SA0 0 2  ( 第 1 1 0 図 )

長 さ 約 4 . 5 m に 渡 っ て い る 。 間 隔 は 一 定 で な い が、 全 部 で 3 基 の 穴 跡 を 検 出 し た 。 SA0 0 1 と 直 交 し て お

り 、 同 時 期 に 作 ら れて い た と 考 え ら れ る 。 穴 の 深 さ 約 30cm を 測 る 。 出 土 遺 物 か ら 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら

れ る 。

S K 及 び Pit、 調 査 区 一括 出 土 の 遺 物 に つ い て ( 第 1 0 7 ・ 1 08 ・ 1 09 ・ 1 1 1 図 )

2 2 4 は 費 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削

り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 2 5 は 聾 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底部 か ら 口 縁 に

む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 2 6 は 裂 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目 に

よ る 調 整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

2 2 7 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調整 が認 め ら れ る o 外 面 に 赤 色 顔 料 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ

る 。 2 2 8 は 獲 で あ る 。 外 商 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ

削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 2 9 は 手 担ね土器で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が認 め ら れ

る 。 ま た 、 指頭圧痕 も 土 器 の 表 面 に 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 3 0 は 聾 の 口 縁 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目

に よ る 調整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ

る 。 2 3 1 は 聾 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 日 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ

削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 3 2 は 聾 で あ る 。 内 外 面 と も に ハ ケ 目 に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古

代 の 遺 物 で あ る 。 2 3 3 は 摘 み を も っ 須 恵 器 の 杯 蓋で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り と な で に よ る 調 整 、 内 面 は な で に

よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 34 は 須 恵 器 の 杯 葦 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り と な で に よ る 調 整 、

内 面 は な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 3 5 は 須 恵 器 の 裂 の 口 縁 で あ る 。 内 外 面 と も 回 転

な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 内 面 に は 内 面体 部 に 同 心 円 当 具 痕 が 認 め ら れ る 。 内 外 国 体 部 に 自 然 粕 が付 着

し て い る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 3 6 は 須 恵 器 の 高 杯 の 脚 部 で あ る 。 内 外 商 と も 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら

れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 3 7 は 須 恵 器 の 鉢 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 部

に は 回 転 へ ラ 削 り に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 3 8 は 須 恵 器 の 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で

に よ る 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 3 9 は 杯 で あ る 。 内 外 面

と も な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ る 。 240 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が認

め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 4 1 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る

調 整 が認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 位 の 遺 物 で あ る 。
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第 6 節 vlll区 の 遺構 と そ れに 伴 う 造物

242 は 杯 で あ る o 内 面 下 部 は 横 な で に よ る 調 整が認め ら れ る 。 底面 は 板 目 圧痕 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら

れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 243 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り

が 認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 244 は 杯で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 面 は 回

転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 45 は 聾 の 胴 部 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り 後 な で に よ る 調 整 が認

め ら れ る 。 外 面下 部 に 黒斑 が あ る 。 内 面上部 は 横 方 向 の へ ラ 削 り に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 内 面 中 部 は へ ラ

削 に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 内 面 下部 は 下 か ら 上 方 向 の へ ラ 削 り に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 2 4 6 は 須 恵 器 の

聾 の 口 縁 で あ る 。 外 面 に は 格 子 叩 き 目 に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 に は 内 面 体 部 に 同 心 円 当 具痕 が認 め ら

れ る 。 古 代 の 遺物 で あ る 。
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第 6 節 VllI 区の遺構 と そ れに 伴 う 遺物

2 4 7 は 須 恵 器 の 護 の 口 縁 で あ る 。 外 面 に は 平 行 叩 き 目 に よ る 調 整が認 め ら れ る 。 内 面 に は 内 面 体 部 に 同 心

円 当 具 痕 が 認 め ら れ る 。 内 外 面 体 部 に 自 然紬 が付着 し て い る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 48 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け

高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で

あ る 。 2 4 9 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調

整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 5 0 は や や浅 め の 須恵 器 の 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底 部 は へ

ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 5 1 は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。

内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 5 2 は や や 深 め

の 須 恵器 の 杯 で あ る o 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で

あ る 。 2 5 3 は 須 恵 器 の 杯 蓋 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り と な で に よ る 調 整 、 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。

古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 54 は 須恵 器 の 杯 で あ る o 内 外 面 と も な で 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 5 5

は 須 恵 器 の 貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら

れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 5 6 は 滑 石 製 の 石 鍋 で あ る o 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 5 7 は 青 磁 の 皿 で あ る 。 小 片 の

た め 、 時 期 は 特定 出 来 な い 。 2 5 8 は 弥 生 の 打 製 石 斧 で あ る 。 自 然 流路 か ら 検 出 さ れて お り 、 調 査 区 の 近 く に

弥生 時 代 の 遺 跡 が包蔵 さ れて い る 可能性が高 い 。 2 5 9 は 土 製 の 紡 錘 車 で あ る 。 土 師 器 を 加 工 し て 作 っ た も の

で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 6 0 は 滑 石 製 の 紡錘車 で あ る 。 丁 寧 に 研磨 さ れて い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 6 1

か ら 6 3 は 土 錘 で あ る 。 2 6 4 は 聾 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。

2 6 5 は 聾 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 6 6 は 費 で あ る 。 内 外 面

と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 6 7 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が

認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の遺物 で あ る 。 2 6 8 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ

る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 6 9 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に

な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 7 0 は 杯 で あ る 。 外 面

は 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 は 回転ヘ ラ 削 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 部 は へ ラ 切 り

後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 2 7 1 は 聾 で あ る 。 外面 に ハ ケ 目 に よ る 調 整 、 内 面 に は 底 部 か ら 口 縁 に む け

て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 72 は 懇 で あ る 。 外 面 に ハ ケ 目 に よ る

調 整 、 内 面 に は 底部 か ら 口 縁 に む け て 下 か ら 上 に 向 か つ て の へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 7 3

は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 底面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 貼 り
ふ

付 け 高 台 で あ る 。 底部 に へ ラ 書 き あ り 。 『p 』 と 描 かれで あ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 7 4 は 杯 で あ る 。 外 面 ・

口 縁 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 内 面 は な で に よ る 調整 が 認 め ら れ る 。 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調

整 が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 7 5 は 須恵器 の貼 り 付 け 高 台 を も っ 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で 調 整 、

底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。
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第 7節 医区の遺構

区区 に つ い て

第 4 章 中 片小路遺跡、で の 調査 と そ の成果

調 査 区 の 全 て が墓域で あ り 、 新 し く は 明 治 末 か ら 大正期 に か け て の 土葬 墓 で あ っ た 。 調 査 に 先 立 っ て 、 改

葬 の た め の 掘 削 作業 が行 わ れ た 。 そ の 結 果 、 地 表 面 か ら 3 m ほ ど の 深 さ ま で 、 墓 穴 が及 んで お り 、 人骨 等 が

聾 に 埋葬 さ れた ま ま 出 土 し 、 ま た 木 棺 も 腐 食 し た 状 態 で 多 数 検 出 さ れた 。

以 上 の こ と か ら 、 調 査 対 象 は 全 て 、 近 現 代 の 墓 造営 に 際 し 、 破嬢 さ れ て い る こ と が確認で き た た め 、 本 調

査 は 実施 し な か っ た 。
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第 8 節 X 区の逃梢 と そ れに 伴 う 景品物

第 8 節 X 区 の 遺 構 と そ れ に 伴 う 遺 物

X 区 に つ い て

滞 状 追 構 l 条 、 航i 立 柱 建 物 5 fW 、 土 版 6 基、 l!'i'JI説穴 l 基 、 井 戸 l 基 が こ の 調 査 区 で 検 出 さ れて い る 。

滅状追i 梢 は 、 仁IJ iJl の 造物 を 含 む こ と か ら 中 世 に 掘 ら れた 可能性が高 い 。 侃 立 柱 建 物 の 南 に あ り 、 か つ 地 形 的

に は 北 に 比 べて 低 く 、 辿 *1�f T口: に 7l< が入 り 込 む事 を 防 ぐ た め に 作 ら れた 可 能 性 が あ る 。

澗 ・ 以 区 の 掘 立 柱 建物 と 比íl佼 し で ほ ぼ歪 み が な い 。 l 間 x 2 聞 が 4 棟 、 1 1M] x 1 1'1011 が l 棟 あ る 。 柱 穴 も 明 l療

に 残 っ て い る 。 柱 穴 か ら の 出 土足i 物 が1!\� l 、 た め加i 立柱建物 の 作 ら れた 時期 の 特定 は 困 難 で あ る が、 本 調 査 区

に お い て 、 中 |立以前 の 辿 物 が少量 で あ る こ と 、 仁 | リ十小路地跡、 の 範 囲 に お い て 、 以 区 を 境 に 古 代 の 迫 椛 が減 じ

て い る こ と か ら 、 考 え 合 わ せ る と 、 中 iJ J に 作 ら れ た 可能'I� が 高 い 。

土 J肢 は い ず れ も 不 整形 で あ る 。 出 土出 物 か ら 、 I�Î 代 と I:I- I -U:t に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。 SK054 は 柱 穴 の 侃

り 方 の 可 能性 も あ る が、 特 定 は 出 来 な か っ た 。

そ の 他 の 土城 に つ い て も 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

井 戸 は 円 形 の 平面 を 持 ち 、 3 段 に 掘 り 下 げ ら れて い る 。 2 段 目 で 木 枠 を m い 、 木 枠 の J1'fl llH に は 、 縁 が損傷

す る 事 を 防 ぐ 為 に 、 置石 を 配 し て い る 。 I U 土 造 物 か ら 中 |日. に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。
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1 掘 立 柱建物 ( SB )

S B 0 2 8  ( 第 1 1 4 図 )

第 4 章 中 片小路遺跡で の 調 査 と そ の成果

長 軸 約 2 0 7 m 、 短軸 約 1 . 1 m の 、 l 間 x 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 3 0cm 、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 3 5  ( 第 1 1 4 図 )

長 軸 約 2 0 6 m 、 短 軸 約 1 . 6 m の 、 l 間 X 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 40c m 、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 3 6  ( 第 1 1 5 図 )

長 軸 約 2 0 2 m 、 短 軸 約 1 . 5 m の 、 l 間 x 2 閥 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 30cm 、 浅 い も の で 約 2 0 cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 3 7  ( 第 1 1 5 図 )

長 軸 約 2 . 4 m 、 短 軸 約 1 . 1 m の 、 l 問 x 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 3 0c m 、 浅 い も の で 約 1 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

S B 0 3 8  ( 第 1 1 6 図 )

長 輸 約 2 0 2 m 、 短 軸 約 1 . 9 m の 、 l 間 X 2 聞 の 5 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 3 0cm 、 浅 い も の で 約 2 0cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。

2 溝状遺構 ( S O )

S 0 0 3 5 ( 第 1 1 3 図 )

幅 約 1 m 、 北西 か ら 南 東 方 向 に 約 7 m の 溝状遺構 で あ る 。 こ の 潜 状 遺 構 の 北側 に 掘 立 柱 建 物 群 が 存 在 し 、

溝 状 遺 構 か ら 南 側 に 向 け て 地形 が緩 や か に 傾斜 し て L 、 く 。 こ の 事 か ら 、 こ の 溝 状 遺 構 が 、 こ れ ら の 掘 立 柱 建

物群 を 雨 水 等 か ら 防 ぐ 為 に 掘 ら れて い た と 考 え ら れ る 。 出 土 遺 物 か ら 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

3 土墳 ( S K)

S K0 5 2  ( 第 1 1 7 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈 す る 。 撹 乱 に よ り 北 側 の 形状 に つ い て は 不 明 で あ る 。 現 存 長 辺 約 2 . 4 m 、 短辺 約 1 m 、

深 さ 約 1 5cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形状 を も っ。 出 土 遺 物 か ら 古 代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K0 5 3  ( 第 1 1 7 図 )

撹乱 に よ り 全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る が、 現存 す る 平 面 形 は や や 楕 円 形 を 呈 す る 。 現 存 長 辺 約 2 0 3 m 、 短 辺

約 1 . 8 m 、 深 さ 約 1 0cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形状 を も っ 。 出 土 遺 物 か ら 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

SK054 ( 第 1 1 7 図 )

平 面 形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 1 0 2 m 、 短 辺 約 1 m 、 深 さ 約 30cm で 底 面 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も ち 、

一 部 が浅 く 掘 り 込 ま れて い る 。 柱 穴 の 可 能性 も あ り 、 掘 立 柱 建 物 の 可 能 性 も あ る が、 調 査 区 内 で 対 応 す る 遺

構 は 確認 で き な か っ た 。 出 土 遺 物 が無 い た め 、 遺 構 の 時 代 は 特 定 出 来 な か っ た 。

- 1 5 1 一
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S K0 5 5  ( 第 1 1 8 図 )

平 田 Jf� は 精 円 形 を 呈 す る 。 長 辺 約 2 m 、 短辺約 1 . 2 m 、 深 さ 約 5cm で 底 面 がやや フ ラ ッ ト な 形 状 を も ち 、

一 部 が浅 く 掘 り 込 ま れて い る 。 柱 穴 の 可 能性 も あ り 、 姉i 立 柱 建 物 の 可 能 性 も あ る が、 調 査 区 内 で 対 応 す る 迫

桝 は 確 認で き な か っ た 。 1: 1:\ 土 地 物 が1!\� い た め 、 五;i 械 の H寺 代 は 判 定 出 来 な か っ た 。

S K0 5 6  ( 第 1 1 8 図 )

平 而 }巴 は 不 整 形 を 呈す る 。 悦 古し に よ り 北側 が壊 さ れて い る 。 現 存 長 辺 約 1 m 、 短 辺約 O . 9 m 、 深 さ 約 40cm

で 底 而 がや や フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ 。 1 1: 1 土 j出 物 カ l1!'.( � 、 た め 、 j山 桝 の JI�f 代 は 特定 山 来 な か っ た 。

S K 0 5 7  ( 第 1 1 8 図 )

平 面 iT� は 不 整 形 を 呈 す る 。 J党百し に よ り 北側 が峻 さ れて い る 。 JJl 存 辺 約 0 . 6 m 、 深 さ 約 30cm で 底 面 がや や

フ ラ ッ ト な 形 状 を も っ。 出 土地 物 が1H( し 、 た め 、 五d �品 の JI�i 代 は 特定 出 来 な か っ た 。
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② Hue l 0YR3/2 黒褐色粘質土"主化物 土師片吉)
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① 

① Hue 1 OYR311 黒褐色粘質土(炭化物 土師片多盟)
② トluel 0YR3/2 照褐色粘質土(民化物 土師片世田、日月賞掲色土 ( 1 0YR6/8) ブ口 :; ?吉)SK053 
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① Huel 0YR3/3 随褐色粘質土{日月黄褐色土 ( 1 0YR6/8l ブロ y ヲ混入、 民化物 土師片す盟)
② Hue 1 OYR211 出色粘箆土(間賞褐色士( 1 0YR6/8l ブ口 y ヲ混入 浸化物多量)

SK054 ③ Huel 0YR2/2 出褐色粘質土 (閉賀福色土 ( 1 0YR6/8l ブロ y ヲ混入、 炭化物 土師片世盟)
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⑤ Huel 0YR6/8 闘賞 {黒褐色土 ( 1 OYR3/2l 7ロ ッ ヲ混入)
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3 貯蔵穴 ( ST)
S T O O  1 ( 第 1 1 8 凶 )

平 面 )fj は ほ ぼ正 方 形 を 足す る 。 抗百L に よ り 東 側 が;版 さ れて い る 。 現存長辺 約 0 . 8 m 、 泌 さ 約 3 0cm を ìWJ る 。

J氏 而 は フ ラ ッ ト で あ る 。 且1[ 七 の 状 況 か ら 、 lt-j' ji北穴 と 考 え ら れ る 。 U : -1:.辿物 カ;1!1H 、 た め 、 内 部 に 納 め ら れ た も

の の 特 定 及 び、逃 桝 の 年 代 は 判 定 1: 1 '， 米 な か っ た 。
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① Hue 1 0YR3/2 照尚色粘質土 (間前褐色土 ( J OYR6/8) ブ ロ ツ 7混入
民化物 土師片宮、土器 疎多血)

② Hue 1 0YR3/2 m褐色粘質土(悶黄侶色土 ( I OYR61自) ブ ロ ツ ヲ宮 、 捜
炭化物 士郎片す量)

.3 Hue 1 OYR3/2 鳳褐色粘質土 (�化物.1IJl蹟褐色土( 1 0YR6/8) ブ ロ ッ
?'.t、量)

④ Hue 1 0YR411 渇灰色粘質土 (悶黄褐色土 ( 1 0YR6/8) ブ ロ ッ ヲ混入、
炭化物 土師片�'I!)

⑤ Hue1 0YR3/2 胤渇色粘質土 (日月賞褐色土( 1 OYR6/8) "Jロ ッ ヲ混入、
際化物 土師片11.. 員積書)

9 Hue 1 OYR3/2 m渇色粘質土 (闘賞褐色土 ( I OYR61自) ブロ :; 7511入)
⑦ Hue 1 0YR8/8 貿信色粘質土(やや砂賞、 調褐色土( 1 0YR3/2) ブロ y

?:r;入)
@ Huel OYR81自 演担色粘質土 (黒褐色土 ( I OYR3/2)ブロ ッ ヲ吉)
⑨ Hue 1 0YR7I8 賞植色粘質土 {黒褐色土 ( 1 0YR3/2) ブ ロ ッ ヲ混入.民

化物 土師片t少量)
I骨 Hue2. 7Y7I自 賛色砂質粘貨土{オ リ ー ブ褐色(2.5Y4/4)の シ ミ 沈扇}
白 Hue 1 0YR3川 県渇色粘筒土{賃値色土 ( 1 0YR8/8) ブ ロ ッ 7混入}
⑫ Hue1 0YR311 照渇色粘貨土(木製品 貝般 有機物多量)
fl Hue584/ 1 鳳褐色粘質土[木片吉)
⑭ Hue1 0YR3/2 鳳褐色粘貿土(問責褐色土 ( 1 0YR6/8) "J ロ ッ フ 陵化

物 土師片吉)
⑮ Huel OYR81自 民色粘飼土(飢渇色土 ( 1 0YR3/2) ブロ Y?Ä)
⑮ Hue 1 OYR3/2 限姻色粘貿土 (闘賞褐色土 ( 1 OYR6/8) "Jロ ッ ヲ富)
�. Hue2. 5Y5/6 賞褐色砂質土 {やや粘性、鋲分沈着}
面 Hue2.5Y7/6 悶賞渇色粘踊土(民化物 土師片骨量‘黒褐色土

( 1 0YR3/2)ブロ ッ ヲ混入)
⑮ Hue2.5Y7/6 闘賞褐色粘質土(民化物 土師片世盟)
� Hue1 0YR3/2 胤褐色粕質土 (問責褐色土 ( J OYR61日) ブ口 Y ?童)
⑪ Hue5P4/1 晴紫灰色粘土 (木片 貝殻 泥民混入)
@ Hue584/ 1 且褐色粘質土
@ 砂時開 ( オ リ ー ブ栂色(2.5Y4/3)砂曜 員妓 木片混入)
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第 8 節 X 区の遺構 と そ れ に 伴 う 遺物

4 井 戸 (SE)

SE004 ( 第 1 1 9 図 )

素 掘 り の 井 戸 で あ る 。 平 面 形 は 円 形 を 呈す る 。 直径約 2 . 8 m 、 木 枠 ま で の 深 さ 約 1 . 8 m を 測 る 。 地 表 面 か

ら 3 段 に 分 け て 掘 り 下 げ ら れて い る 。 2 段 目 で 木 製 の 井 戸 枠 を 用 い 、 木 枠 の 周 囲 に は 、 縁 が損傷す る 事 を 防

ぐ 為 に 、 置 石 を 配 し て い る 。 出 土 遺 物 か ら 中 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

X 区の遺物に つ い て

2 7 6 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整が認め ら れ る 。 底面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺

物 で あ る 。 2 7 7 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整が認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。

中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 7 8 は 杯 で あ る 。 内 外 商 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め

ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 7 9 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底部 は 回 転へ ラ 切

り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 8 0 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 底 部 は 回

転へ ラ 切 り が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 8 1 は 杯で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。

底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 282 は 釜 用 具 で あ る 。 『 は ま 』 と 呼 ばれ、 釜 の 焼 成 に

際 し て 使用 さ れ る も の で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 283 は 須 恵 器 の 聾 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が

認 め ら れ る 。 一 部 に 指頭 圧 痕 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 284 は 瓦 器 の す り 鉢 で あ る 。 外 面 は な で に

よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 内 面 は な で に よ る 調整 の 後 、 6 本 単 位 の 櫛 状工 具 に よ る 摺 目 が施 さ れて い る 。 中 世

の 遺 物 で あ る 。 2 8 5 は 瓦 器 の す り 鉢 で あ る 。 外 面 は な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 は な で に よ る 調 整 の

後 、 8 本 単 位 の 櫛 状 工 具 に よ る 揺 目 が施 さ れて い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 8 6 は 羽 釜 の 頭部 で あ る 。 外 面 は

な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 外 面 の頭部下 に 強 い な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 は な で に よ る 調 整 と

頭部付近 に 指 頭 圧 痕 が 認 め ら れ る 。 外 商 に 煤 が 付 着 し て い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 8 7 は 青 磁 碗 の 底部 で あ

る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 8 8 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が

認 め ら れ る 。 中 世 の 遺物 で あ る 。 2 8 9 は 杯 で あ る 。 内 外面 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転

糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 9 0 は 砥 石 で あ る 。 石 材 の 種類 は 不 明 で あ る 。 粗 仕 上 げ用 の 砥 石

と 考 え ら れ る 。 中 央 が良 く 磨 り 減 っ て い る 。 2 9 1 は 砥 石 で あ る 。 石 材 の 種 類 は 不 明 で あ る が、 現 在 も 熊本 天

草 地 方 で 採 れ る f 天 草 砥 石 J に 石 質 は 良 く 似通 っ て い る 。 石 の 目 が細 か い の で 、 仕 上 げ用 の 砥 石 と 考 え ら れ

る 。 SE004 よ り 出 土 し て い る こ と か ら 、 中 世 の 遺 物 と 考 え ら れ る 。 2 9 2 は 土 錘 で あ る 。
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第 9 節 氾区の遺構とそれに 伴 う遺物

氾 区に つ い て

第 4 章 中片小路遺跡 で の 調 査 と そ の 成果

溝状遺構 8 条 と 掘 立 柱 建物 6 棟 、 土 繍 1 2 基 、 不 明 遺構 6 基 が こ の 調 査 区 で 検 出 さ れて い る 。 S 0044 は 何

層 に も 堆 積 が及 ん で い る 。 北西 か ら 南 東 に 走 る 潜 状遺構が 5 条 、 北 東 か ら 南 西 に 走 る 潜 状 遺 構 が l 条 検 出 さ

れて い る 。 出 土 遺 物 か ら の 中 世 末 か ら 近 世 に か け て の 時 期 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

銅 立 柱 建 物 は vm . rx 区 の 掘 立 柱建物 と 比 較 し で ほ ぼ歪 み が な い 。 2 間 X 4 聞 が 4 棟 、 2 間 X 2 聞 が l 棟 、 l

間 x 3 聞 が l 棟 あ る 。 柱 穴 も 明 瞭 に 残 っ て い る 。 柱 穴 か ら の 遺 物 が検 出 さ れず 、 作 ら れた 時 代 に つ い て は 、

こ の 掘 立 柱 建 物 を 囲 む よ う に 掘 ら れて い る 溝 状 遺 構 の 作 ら れた 時 期 と ほ ぼ 同 じ 時 期 と 考 え ら れ る 。

土 績 は S K 0 6 5 の み 古 代 の 遺 物 を 検 出 し た 。 他 の 土績 は 出 土 し た 遺 物 及 び理 土 の 状 況 か ら い ず れ も 中 世 に

作 ら れた と 考 え ら れ る 。 ま た 、 SK0 6 7 は 焼土 を 含 む が底部 に 焼 け た 痕跡 が 認 め ら れ な か っ た た め 、 焼 成 遺

構 と は 考 え ら れな い 。

6 基 の 不 明 遺構 は 、 い ず れの 遺 構 に も 当 て は ま ら ず 、 た だ 人為 的 な 手 が加 わ っ た と 検 証 さ れた も の を 記 録

し た 。 遺 構 の 性 格 は 特 定 で き な か っ た 。

1 掘 立 柱建 物 (SB)

S B 0 2 9  ( 第 1 2 2 図 )

長 軸 約 8 . 3 m 、 短 軸 約 4 m の 、 2 問 X 4 聞 の 1 0 本 柱 の 側 柱構造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 7 0 cm、 浅 い も の で 約 40 cm て守 あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 出 土 し た 遺 物 が な い た め 、

作 ら れた 時 期 の 特 定 は 困 難 で あ る が、 滞状遺構 と の 位 置 関 係 等 か ら 近 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S B 0 3 0  ( 第 1 2 3 図 )

長 軸 約 7 m 、 短 軸 約 4 . 5 m の 、 2 間 x 4 聞 の 1 0 本 柱 の 側 柱 構 造 の 銅 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 6 0 cm、 浅 い も の で 約 4 0 cmで あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な L 、 。 出 土 し た 遺 物 が な い た め 、

作 ら れた 時 期 の 特 定 は 困 難 で あ る が、 滞 状 遺 構 と の 位 置 関 係 等 か ら 近 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S B 0 3 1 ( 第 1 2 4 図 )

長 軸 約 4 m 、 短 軸 約 3 . 8 m の 、 2 間 X 2 聞 の 8 本 柱 の 側 柱 構 造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 80 cm、 浅 い も の で 約 4 0 cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な L 、 。 出 土 し た 遺 物 が な い た め 、

作 ら れた 時 期 の 特 定 は 困 難 で あ る が、 滞 状 遺 構 と の 位 置 関 係 等 か ら 近 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S B 0 3 2  ( 第 1 2 5 図 )

長 軸 約 7 . 2 m 、 短 軸 約 3 . 5 m の 、 l 間 x 3 聞 の 7 本 柱 の 側 柱 構造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 6 0 cm、 浅 い も の で 約 2 0 cm で あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 出 土 し た 遺 物 が な い た め 、

作 ら れた 時期 の 特 定 は 困 難 で あ る が 、 滞 状 遺 構 と の 位 置 関 係 等 か ら 近 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S B 0 3 3  ( 第 1 2 6 図 )

長 軸 約 9 m 、 短 軸 約 5 m の 、 2 間 X 5 聞 の 1 2 本 柱 の 側 柱 構造 の 掘 立 柱 建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、 深

い も の で 約 80 叩、 浅 い も の で 約 1 0 cmで あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 出 土 し た 遺 物 が な い た め 、

作 ら れた 時 期 の 特定 は 困 難 で あ る が、 溝状遺構 と の 位 置 関 係 等 か ら 近 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S B 0 3 4  ( 第 1 2 7 図 )

長 軸 約 4 m 、 短 軸 約 3 . 8 m の 、 l 間 x 1 聞 の 3 本 柱 の 側 柱 橋 造 の 掘 立 柱建 物 遺 構 で あ る 。 柱 穴 の 深 さ は 、

深 い も の で 約 40 cm、 浅 い も の で 約 1 5 cmで あ る 。 柱 の 内 側 は 特 に 硬 化 し て い な い 。 出 土 し た 遺 物 が な い た め 、

作 ら れた 時 期 の 特 定 は 困 難 で あ る が、 潜状遺構 と の 位 置 関 係 等 か ら 近 世 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。
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(い
「
H
AF
∞O
ヨ

QU
 
円/」nu

 
口UQU

 
「ヲ

口

口
〈工

3 

Illl
〈

ぽ
ED∞
寸H」

B 
L=4 80m 一一一一 一一一ー 8'

\ 

U 

O 2m 

第 1 2 2 ßI 38029実測図

- 1 62 -
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第 9 節 氾 区のi立構 と そ れに fl う 治物

SB03 1 

J一一 ω09'17=l 
:) 

o コ

∞

「川同ト
∞O
ヨ
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∞ 。
句

A L=4 80m - 一一- A' 

O 
K工工ロ

第 1 2 4 lきJ S803 1 実視IJ 図

A' 

EO∞
寸
H」
。

2m 

2 溝状遺構 ( S O )
S D 0 3 6  ( 第 1 2 9 図 )

幅 約 1 . 5 m 、 深 さ 約 50 cm、 北 西 か ら 南 東 方 向 に 約 1 1 . 5 m の 満状追構 で あ る 。 : 1 \ 土 逃 物 が1!f� い た め 作 ら れ

た l時 期 は 不 明 で あ る 。

S D 0 3 7  ( 知 1 2 9 図 )

S 0 0 3 6 に 切 ら れて い る 。 撹 乱 に よ り 迫 桝 の 大 部 分 がほi さ れて い る た め 、 全 体 の 形 状 は 不 1�1 で あ る 。 : U 土

逃 物 が1!I.� い た め 作 ら れ た II;Ï WJ は 不 |り | で あ る 。

S D 0 3 8  ( 第 1 2 9 図 )

帆 約 1 . 5 m 、 深 さ 約 80 cm、 二|七回か ら 南 東 方 向 に 約 7 m の 出 状 辿 桝 で、 あ る 。 S 0 0 3 7 に 切 ら れて い る 。 I f '， -1:. 
造 物 カ >1!恥 、 た め 作 ら れた 日制gJ は 不 |り | で あ る 。
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穿l 4 1;1 11" 片小路逃跡でト の FJ，� 査 と そ の 成果

S D 0 3 9  ( 第 1 2 8 図 )

|幅 約 1 . 2 m 、 深 さ 約 3 0 cm 、 北西か ら 南 東 方 向 に 約 9 . 5 m の 滅 状 追 ti'li で、 あ る 。 古 代 の 辿 物 が 1- 1 -\ 土 し て い る

が、 流 れ込 み の た め 、 こ の 辿 梢 の H寺 )91 を 特 定 す る も の で は な い 。

S D 040 ( 第 1 2 8 図 )

幅約 1 . 2 m 、 深 さ 約 3 0 cm、 北西 か ら 南 東 方 向 に 約 2 . 6 m の 滞 状 追 桝 で あ る 。 1:1 \ 土 遺 物 が 無 し 、 た め 作 ら れ

た H寺 )0'1 は 不 明 で あ る 。

SB032 

一一一- 8 8 一一一ー 凶08 17=l
〉 )> u u 

∞ O ，8一寸w4ヨ

/ 

2 

EO
田
寸
HJ
U

3 

仁J

〉 〉

O 
Kエエロ

2m 

知 1 2 5 [き[ SB032実社!I[ 図

- 1 6 5 -



第 9 釘l 氾 区の辿梢 と そ れに 伴 う 逃物
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ê.j1 4 .';1 1 / 川 小路ill l朗、で の 司，� j'f. と そ の 成よI!:
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S D04 1 ( 第 1 2 9 図 )

1)11，i 約 0 . 3 m 、 深 さ 約 l O cmで 北 I)LI か ら H，j * tj 向 に がJ 2 . 7  III の 前 状JtíH"i で あ る 。 : 1 : 土 辿 物 が 1!1.\ い た め 1' F ら れ

た HれgJ は 小 l切 で あ る 。

S D 042 ( 第 l 2 9 匡) )

|隔がJ O . 5 m で 北 西 か ら 附 取 /j 向 に 約 9 . 5 1ll の 別状辿桝 てー あ る 。 : 1 \ L j.品 物 カ i1!1.\ い た め 作 ら れた 11;'f- WJ は 不 lり l で

あ る 。

S D 0 4 3  ( 第 1 2 9 )玄) )

1)Ihi 約 0 . 3 m 、 i末 さ 約 1 0 cm 、 174 か ら * 7'J IÎ'1 に 蛇 行 し な が ら 約 7 m の hl'i �J\ )jd m で あ る 。 L I \ 土ill 物 が 1n\ � 、 た め

作 ら れた 11守 !9J は 不 明 で あ る 。
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第 9 f市 氾 区 の逃桝 と そ れ に f'l\ う 遺 物

S D044 ( 第 1 2 9 1�J )

M も 広 い 11腐 4 . 5 m 、 狭 い 1隔 2 . 3 m で 深 さ 1 . 2 m を 測 る 。 I�け ー 造物 か ら 1:1:1 世 末 か ら 近 位 に か け て 作 ら れた と

考 え ら れ る 。 ①居 か ら は 近 |立 の 染 め 付 け が ま と ま っ て 1:1.\ 土 し て い る 。 ②屑 か ら は l二1-' 1立 末 の 土 Wlî 背任 、 瓦 告書 、 火

車 等 が 多 量 に 出 土 し て い る 。 ④ ・ ⑤眉 ま で は 、 辿 物 が 1 1 .\ 土す る が、 そ れ以下 の 陪 で は 地 物 を 検 出 す る こ と が

な か っ た 。 こ の こ と か ら 、 S D044 は 作 ら れた 時 期 か ら 徐 々 に 埋 ま り 始 め 、 'l' 世 末 か ら 近 i止 に か け て 、 そ の

役 目 を 終 わ っ た と 考 え ら れ る 。

S D 044 出 土 の 辿 物 に つ い て

2 9 3 は ;停 で あ る 。 内 外 而 と も に な で に よ る 調整が認 め ら れ る 。 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら

れ る 。 古 代 の 造物 で あ る 。 2 94 は 滑 石 製 の 石 鍋 の底部で あ る 。 IJg 外 而 と も 、 工 具 に よ る 削 り だ し た 痕跡 が 認

め ら れ る 。 1:1] 位 の 辿 物 で あ る 。

B 
LZ4 80m 一一 一一 B '

O 

C L=4.80m -

A L=4 BOrn 一 一

1 0m O 

① 限色粘質土
② 灰色粘質土

七=コ

第 1 2 8 1豆I S D 0 3 9 . 040実ìJ!1I 1丞I ( 平 而 I�I S = 1 / 1 0 0 ， 断 而 図 S = I /3 0 )
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第 4 ])卓 I l l )�t小路辿跡で の 調査 と そ の成主f<!:

SD036 
① 淡褐色粘質土(褐灰色粘質土 マ ン ガ ン粒童)
② 読掲色粘質土(やや砂質)
③ 褐色粘質土 (カーボン 掲灰色粘質土吉)
@ 淡渇色粘質土(褐灰色粘質土吉)

L=4 .80m 
D 一一 0' 

⑤ 斑褐色粘質土(禍灰色粘質土富)
⑥ 褐色砂質土
⑦ 掲色粘質土

E L=4 80m 一一 E'
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SD037 
① 淡黄褐色粘質土(褐灰色粘質土混入}
② 黄褐色粘質土(福灰色粘質土混入)
③ 淡掲色粘質土 (カーボン 渇灰色粘箆土混入)
③ 淡褐色粘質土(カーボン 掲灰色粘質土混入.③よリ やや砂質)
⑤ 褐色粘質土 {褐灰色粘質士宮、砂徴11)
⑥ 褐色砂圃土 (カーボン 褐灰色粘質土微量)

SD038 
① 淡褐色粘質土 (マンガン粒 褐灰色粘質土富)
② 黄渇色粘質土(褐灰色粘質土 カーボン富)
③ 黄褐色粘質土(褐灰色粘貿土、②よ り やや砂質)
④ 淡褐色粘質土(褐灰色粘質土吉、 力 ボン世E、 やや砂質)
⑤ 福色砂質土 (褐灰色粘質土す量)

G L=4 .BOrn 一 一 ノ，/ / ノ ノ
/ \�主 ノ / 

，々 可/ /
h\ J 〆〆-�'J ノ// / / / / / ノ， / / / ノノ/ / ノ/ / 

/ H 
L=4 80m 一 一 チ\ 

5X0 1 2  ， J 〆'
50044 

J f ， \ ，/-

\ 
チ，

O 
ヒ=ロ

何一一面平 山川ゴレケス図面断
第 1 2 9 �1 SD036 ・ 03 7 ・ 038 ・ 04 1 ・ 042 ・ 043 ・ 044、 SX0 1 2 実測 図 (S = 1 /3 0 )  
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第 4 章 中 片小路遺跡で の調査 と そ の成果

2 9 5 は 火車 で あ る 。 外 面 は な で に よ る 調整 後 に へ ラ 状 工 具 に よ る 花 文 を 施 し て い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。

2 9 6 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調整 が認 め ら れ

る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 2 9 7 は 須 恵 器 の 壷 で あ る 。 外面頭部 は 工 具 よ る 強 い な で が 認 め ら れ る 。 胴 部 は ハ ケ

目 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 2 9 8 は 柄

付小型鍋 で あ る 。 鍋 の 底 に は 熱 を 受 け た 痕 跡 と 少量 の 煤 が 認 め ら れ る 。 柄 の 部 分 は 欠 落 し て い る 。 外 面 は 回

転へ ラ 削 り に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る 調整 が認 め ら れ る 。 中 世 末 頃 の 遺 物 で あ る 。 2 9 9

は 柄 付小型鍋 の 柄 で あ る 。 鍋 の 部 分 は 無 い 。 外面 は な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 中 世 末 頃 の 遺 物 で あ る 。

3 0 0 は 柄 付小型鍋 の 柄 で あ る 。 鍋 の 部 分 は 無 い 。 外 面 は な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 中 世 末 頃 の 遺 物 で あ

る 。 3 0 1 は 須恵 器 の 費 の 口 縁 で あ る 。 外 面 は 叩 き に よ る 調整 が 認 め ら れ る 。 内 面 は な で に よ る 調 整 が認 め ら

れ る 。 中 世 末 頃 の 遺 物 で あ る 。 3 0 2 は 須 恵 器 の 高 杯 の 脚部 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削 り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め

ら れ る 。 底 部 は へ ラ 削 り 調 整 が認 め ら れ る 。 古 境 時 代 の 遺 物 で あ る 。 3 0 3 は 片 口 の 鉢 で あ る 。 外 面 は へ ラ 削

り 後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 0 4 は 瓦

質 の 播鉢 で あ る 。 内 面 は な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 後 、 櫛 状 工 具 に よ る 6 本 単 位 の 嬬 目 。 外 商 は な で に よ

る 調 整 が 認 め ら れ る 。 3 0 5 は 瓦 質 の 嬬 鉢 で あ る 。 内 面 は な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 後 、 櫛 状 工 具 に よ る 5

本 単 位 の 揺 目 。 外 面 は な で に よ る 調 整 が認め ら れ る 。 306 は 陶 器 の 杯 で あ る 。 外 面 は 回 転 へ ラ 削 り 調 整 が認

め ら れ る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 見 込 み に 4 ヶ 所 胎 土 目 が認 め ら れ る 。 高 台 は 削 り だ し

で 作 ら れて い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 0 7 は 陶 器 の 杯 で あ る 。 外 商 は 回 転 へ ラ 削 り に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。

内 面 は 回 転 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 見 込 み に 4 ヶ 所 胎 土 目 が認 め ら れ る 。 高 台 は 削 り だ し で 作 ら れて

い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 0 8 は 陶 器 の 鉢 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 後 に 鉄 和l を 施 し て い る 。

底部 は 回 転へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。 見 込 み に 5 ヶ 所 胎 土 日 認 め ら れ る 。 l:tJ 世 の 遺 物 で あ る 。 3 0 9 は 染 付 け の

碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転ナな で に よ る 調 整 後 に 染付施 紬 を 施 し て い る 。 高 台 は 削 り だ し で 作 ら れて い る 。

近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 1 0 は 染 付 け の 碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 後 に 染 付 施軸 を 施 し て い る 。

高 台 は 削 り だ し で 作 ら れて い る 。 近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 1 1 は 染 付 け の 碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転ナな で に

よ る 調 整 後 に 染 付 施 紬 を 施 し て い る 。 高 台 は 削 り だ し で 作 ら れて い る 。 近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 1 2 は 染 付 け の

碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調整 後 に 染付施糊 を 施 し て い る 。 高 台 は 削 り だ し で 作 ら れて い る 。

近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 1 3 は 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調整後 に 染 付 施 執u を 施 し て い る 。 高 台 は 削 り だ し で

作 ら れて い る 。 近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 1 4 は 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 後 に 染 付施 紬 を 施 し て い る 。 高

台 は 削 り だ し で 作 ら れて い る 。 内 外 面 と も に 回 転 ナ デ の ち 染 付 施 紬 。 見 込 み は 蛇 の 目 状 に 紬 掻 き 取 り し て い

る 。 近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 1 5 は 瓦 質 の 火 車 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 突指 は

貼 り 付 け で あ る 。 3 1 6 は 瓦 質 の 火 事 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 突帯 は 貼 り 付

け で あ る 。 3 1 7 は 火 車 で あ る 。 内 面 は 丁 箪 に な で た 後 、 5 本 を ー 単 位 と す る 条 線 が 掻 カ 通 れて い る 。 条 線 は 強

い が粗 く 、 互 い に 斜 交 し て い る 。 外 商 は 丁 寧 な な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 3 1 8 は 『 ト チ ン』 と 呼 ばれ る

窯 道 具 で あ る 。 3 1 9 は 『 タ コ ハ マ 』 と 呼 ばれ る 窯 道 具 で あ る 。 3 2 0 は 陶 器 の 碗 で あ る 。 内 外 商 と も に 回 転 な

で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 外 面 上 部 に 3 本 の 沈線 が あ る 。 全 面 施 納 で あ る 。 高 台 は 削 り 出 し で 作 ら れて い

る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 2 1 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 内 外面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 全 面 施 紬

で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 2 2 は 青 磁 の 鉢 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 底部

は 削 り 出 し で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 2 3 は 青磁碗で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ

る 。 外 面 に 沈線 あ り 。 削 り だ し 高 台 で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 2 4 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 外 面 は 回 転へ ラ 削

り 後へ ラ に よ る 蓮 弁 文 が施 さ れて い る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 見 込 み に は 印 文 ( 草 花 )

あ り 。 高 台 は 削 り だ し で 作 ら れて い る 。 中 世 の 遺物 で あ る 。
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第 9 節 XI 区の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物

3 2 5 は 青 磁 の 碗で あ る 。 外 面 は 回 転へ ラ 削 り 後へ ラ に よ る 蓮弁 文 が刻 ま れて い る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る

調 整 後 に へ ラ に よ る 施文 。 見 込 み に は 印 文 ( 草 花 ) あ り 。 高 台 は 削 り だ し で あ る 。 中 世 の 遺物 で あ る 。 3 2 6

は 青磁 の 碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整が認め ら れ る 。 見込 み に 文 字 印 文 ( 河 演 遺 範 ) あ り 。

高 台 は 削 り だ し で あ る 。 南 宋 か ら の 貿 易 陶磁器 で あ る 。 中 世 の 遺物 で あ る 。 3 2 7 は 丸瓦 で あ る 。 外 面 は 斜 格

子 目 叩 き が施 さ れ、 内 面 は 布 目 痕 が残 る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 2 8 は 瓦 で あ る 。 外 面 は 斜 格 子 叩 き が施 さ れ、

内 面 は 布 目 痕 が残 る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。

3 土壌 (SK)

S K0 6 1 ( 第 1 3 5 図 )

平 面 形 は 隅 丸 長 方形 を 呈 す る 。 他 の 土績 に 切 ら れて い る 。 長辺約 1 . 8 m 、 短 辺 約 1 . 4 m 、 深 さ 約 3 0 叩で

あ る 。

S K0 6 2  ( 第 1 3 5 図 )

平 面 形 は 隅 丸長 方 形 を 呈す る 。 長 辺 約 1 . 8 m 、 短辺約 1 . 4 m 、 深 さ 約 3 0 cmで 底 は フ ラ ッ ト で あ る 。

S K0 6 3  ( 第 1 3 5 図 )

平 面 形 は 楕 円 形 を 呈す る 。 S K 0 6 1 に 切 ら れて い る 。 長辺 0 . 8 m 、 現 存 短 辺 約 O . 4 m 、 深 さ 約 1 0 cmで 底

は フ ラ ッ ト で あ る 。

S K0 6 4  ( 第 1 3 5 図 )

平 薗 形 は や や 歪 な 隅 丸 長 方 形 を 呈 す る 。 S K 0 6 1 に 切 ら れて い る 。 長 辺 約 1 m 、 短 辺 約 0 . 6 m 、 深 さ 約

3 0 叩 で 底 は フ ラ ッ ト で あ る 。

S K0 6 5  ( 第 1 3 5 図 )

平 面 形 は 隅 丸 長 方 形 を 呈 す る 。 S K 0 6 1 に 切 ら れて い る 。 長 辺 約 1 . 7 m 、 短 辺 約 1 . 4 m 、 深 さ 約 2 5 叩で

底 は フ ラ ッ ト で な い 。 古 代 の 遺 物 を 含 む 事 か ら 、 古代 に 作 ら れた と 考 え ら れ る 。

S K0 6 6  ( 第 1 3 5 図 )

平 面 形 は 不 整 形 を 呈 す る 。 S K 0 6 5 を 切 っ て い る 。 長辺約 1 . 2 m 、 短 辺 約 1 . 1 m 、 深 さ 約 2 5 cm で 底 は や

や フ ラ ッ ト で あ る 。

S K0 6 7  ( 第 1 3 6 図 )

平 面形 は 楕 円 形 を 呈す る 。 長辺 約 1 . 4 m 、 短辺約 1 . 2 m 、 深 さ 約 4 0 cmで 底 は 丸 み を 帯 び て い る 。 上層 に

焼 土 を 多 量 に 含 む が、 壁 面 に 焼成痕が無 い た め 、 焼成土墳で は な い 。

S K0 6 8  ( 第 1 3 6 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈す る 。 二 つ の 土 績 が切 り 合 っ て い る か の よ う で あ る が、 調 査 に よ り 単一 の 遺 構 と し て

報 告 さ れて い る 。 長 辺 約 1 . 8 m 、 短辺約 1 . 3 m 、 深 さ 約 45 佃で 、 2 段 に 掘 ら れて い る 。

S K0 7 1 ( 第 1 3 6 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈 す る 。 長 辺 約 1 . 5 m 、 短辺約 1 . 3 m 、 深 さ 約 40 叩で あ る 。 こ の 遺 構 か ら は 、 中 世 の

火鉢 が検 出 さ れて い る こ と か ら 、 中 世 に 掘 ら れた と 考 え ら れ る 。
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C 一一
B' 

E 
ζαココ

L=4.BOm 〈工B一一一 一一一 B'
SK061 
暗灰褐色粘質土

SK062 
褐色粘白土(灰掲色粘質土混入)

SK063 
灰褐色粘質土

SK064 L=4 .BOm 一一一 c' 灰褐色粘質土C一一一

A4+1
 A一一 一一-A'

ill-
白

EO∞
寸
H」lll

∞

 

L=4.BOm A一一一 SK065 
① 灰褐色粘質土(灰色土混入 炭化物微量)
② 暗褐色粘質土
③ 灰褐粘質土

SK066 
① 黒色粘質土(民化物 土師片混入)
② 灰掲粘質土

A' 

① 

o 1 m  

N'i 1 3 5 1玄1 SIく06 1 ・ 062 ・ 063 ・ 064 ・ 065 . 066実 ìJ!lJ 図
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第 9 釘j X]I 丞の主主桝 と そ れ に 伴 う 泌物

SK068 

白

A 一一-A'

E O ∞ 

∞ 一一- A' 

\ 

L=4.80m A 一一一 一一一 A'

堅塁盗習 焼土

A 巳主 80m

入。悩炭器師土土

土
土

質
土
質
賃

粘
質
粘
粘

色
粘
色
色

灰
色
灰
掲

県
福
隠
灰

①
②
③
④
 

SK0 7 1 

以人 ∞ 

一一-A'

E 
O ∞ 

∞ ∞ 

L=4.80m 一一- A' A 一一一

o 1 m  

第 1 3 6 区1 SK06 7 ・ 068 ・ 07 1 尖 ìlW I支|

S K 0 5 8 ・ 0 6 1 - 0 6 5 ・ 0 6 7 ・ 0 6 1 の 遺 物 つ い て ( 第 1 3 7 図 )

3 2 9 は 杯 で あ る 。 内 外 而 と も に な で に よ る 訓 鐙 が認め ら れ る 。 J氏而 は 回 転 糸 t)J り が認 め ら れ る 。 ' 1 ' 1 立 の 泌

物 で あ る 。 3 3 0 は 杯 で あ る 。 I)� 外 而 と も に な で に よ る 制 整 が認 め ら れ る 。 !氏 而 は 回 11[1; 糸 切 り が認 め ら れ る 。

r j l ' l止 の 地 物 で あ る 。 3 3 1 は 杯 で あ る 。 |人l 外 国 と も に な で に よ る 調 格 が認 め ら れ る 。 底 而 は líJl il伝 糸 切 り が認 め

ら れ る 。 r j 1 t止 の 造 物 で あ る 。 3 3 2 は 杯 で あ る 。 |人! 外商 と も に な で に よ る 調 砲 が 認 め ら れ る 。 J氏 而 は 回 転 糸

切 り が認 め ら れ る 。 ' 1 " 1 1 1: の iL2・ 物 で あ る 。 3 3 3 は 杯で あ る 。 内 外而 と も に な で に よ る 調 殺が認め ら れ る 。 !ま 而

は i"I 'l広 糸 切 り が認 め ら れ る 。 r j l l止 の 辿 物 で あ る 。
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第 4 章 rl:l 片小路遺跡で の 調査 と そ の 成果

3 3 4 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 殺 が 認 め ら れ る 。 底面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺

物 で あ る 。 3 3 5 は 茶 釜 で あ る 。 外 面 は 回 転 ナ デ に よ る 調 整 後 に 耳 を 貼 り 付 け て い る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る

調 整 が 認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 3 6 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 外 商 は 回 転へ ラ 削 り 後 に へ ラ 状 工 具 に よ る

蓮 弁 文 を 施 し て い る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る 調 殺 が認 め ら れ る 。 高 台 に 砂 目 あ り 。 全 面 に 施紬 で あ る 。 巾 世

の 遺 物 で あ る 3 3 7 は 丸瓦 で あ る 。 外 面 は 斜 格 子 叩 き を 施 し 、 内 蘭 は 布 目 痕 が 残 る 。 3 3 8 は 火 鉢 で あ る 。 内 外

面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 外 面 に 棒 状 工 具 に よ る 施 文 が施 さ れて い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。

\ トーグ
329 
(SK065) 

て 一一←ーグ
330 
(SK065) 3 3 1 

(SK065) 

六二〉ーグ T==c=:1 ミ三司-::;JJ

、 、I、 一、一
一一一一一一

\ '0 ， -‘ 、、 、 ，， \.� / 
' s 3 3 5  

(SK058) 

L 

3 3 2  
(SK065) 

336 
(SK067) 

338 
(SK07 1 )  

333 
(SK065) 

3 3 7  
(SK06 1 )  

O 

第 1 3 7 図 SK058 . 06 1 . 06 5 ・ 06 7 ・ 07 1 出 土遺物実測 凶
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第 9 í:ì↑l 氾 l茎の逃桝 と そ れ に 伴 う 巡物
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SK058 
随灰色粘質土

SX007 
陪灰色粘質土(カーボン 土師片混入)

D L=4 80m - ー- D・

E 
L=4 80m - 一一一 E '

B L=4 80m - 一一一 B '
O 1 m  

第 1 38 1三1 SK058 ・ 0 59 ・ 060、 SX00 7 ・ 0 1 0実ìl!lJ Iヌ|
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万'\ 9 卸l 氾 区 の i込 fIIf と そ れに !òl� う 辿物

SX00 9 、\

A L=4 70m -

S K0 5 8  ( 却 1 3 8 1玄! )

一一一 A'

節 1 40 1ヌ1 SX008 ・ 009災ì!!ll l災|

A一一

L=4.90m A一一一 一一- A' 

「ー\ n

O 1 m  

平 而 )膨 は 不 格 j路 を l l lす る 。 S X 0 0 7 に 切 ら れて い る 。 i長辺 約 1 . 4 m 、 �\Î.辺 が n . 2 m 、 i米 さ 品� 2 2  cmで、 低 は

や や フ ラ ッ ト で あ る 。 1 1 1 J l I の 辿 物 を 合 む こ と か ら 、 " 1 j I I: の 辿 桝 と ，Jf え ら れ る 。

S K 0 5 9  ( ?ri 1 3 8 凶 )

平Tm )f� は 1(111 丸 長 方 形 を 1 1 1 す る 。 8 X 0 1 0 を 切 っ て い る 。 長辺約 1 . 9 m 、 知 ill 約 1 . 3  111 、 i�� さ 約 1 0 CI11で.' Jh'(

は フ ラ ッ ト で あ る 。

S K0 6 0  ( 却 1 38 1玄1 )

平 副 J[:; は 不 幣 j巴 を I 1 1ー す る 。 l三ill �(，J 2 . 6 m 、 �\Î. 辺 約 2 . 5 m を ì!!ll る 。

4 不 明 遺 構 ( SX)
S X 0 0 6  ( 却 1 3 9 1き1 )

平 Ifli 形 は イ 守 的診 を 日 す る 。 8 0 0 3 9 に 切 ら れて い る 。 " 1 1 1 1: の 辿 物 を 含 む 。 法鉢やJji 色 1 -. 船 、

S X 0 0 7  (7;f""i 1 38 1文1 )

平 l面 )f� は イミ 核 ]f; を 1 1 1 す る 。 8 0 0 3 9 に 切 ら れて い る 。 切 っ て い る 。 : 1-\ ht化 物 が な い た め 、 j立 Hli の 性 絡 は イミ

l り l で あ る 。

SX0 0 8  ( 第 1 40 1玄1 )

平I打i Jr� は イ、 核 j彩 を I l l す る 。 8 K 058 を 切 っ て い る 。 : 1 \  1 � 造 物 が な い た め 、 j立 m の 刊: 桁 は イ� Iり l で あ る 。
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第 4 i'詳 1:1:1 F'!-小路遺跡で の 調査 と そ の成果

ミて二三=L--こJ

事
一三

号

ミ ヨー�
， I ， I 340 

339 

\γ一一」 ご亡
J

342 

、 「寸�マ/ 345 

344 

又よ霊窒ノ

O 1 0cm 

第 1 4 1 �1 SX006 出 土遺物実測 図

SX0 0 9  ( 第 1 40 図 )

平面形 は 不 整形 を 呈す る o 11\ 土 遺物 が な い た め 、 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

SXO 1 0 ( 第 1 3 8 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈す る 。 S K 0 5 9 に 切 ら れて い る 。 出 土 遺 物 が な い た め 、 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

- 1 83 



第 9 îií'i 氾 区 の;泣桝 と そ れ に 1'1' う 辿物

、、

、、

\ L:工二二ク'
357 

第 1 42 図 SX007 ・ 00 9 ・ 0 1 1 出 土遺物実測 図
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第 4 章 中 片小路遺跡 で の 調査 と そ の 成果

SXO l l ( 第 1 3 9 図 )

平 面 形 は 不 整形 を 呈 す る 。 出 土 遺 物 が な い た め 、 遺 構 の 性 格 は 不 明 で あ る 。

SX0 0 6 の 遺 物つ い て ( 第 1 4 1 図 )

3 3 9 は 中 世 の 浅 鉢 で あ る 。 外 面 は ハ ケ 目 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 は へ ラ 削 り 後 な で に よ る 調

整 が 認 め ら れ る 。 口 縁 は 横 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 340 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が 認

め ら れ る 、 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 古 代 の 遺 物 で あ る 。 3 4 1 は 杯 で あ る 。 内 外 面 と

も に な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 底 面 は 回 転 糸 切 り が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 342 は 瓦 質 土 器 で

あ る 。 外 面 は 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 は 回 転ナヂ 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 底 部 は 糸

切 り 後 な で に よ る 調整 が認 め ら れ る 。 343 は 黒 色土器 で あ る 。 外 面 は 回 転 へ ラ 削 り 後 に 棒 状 工 具 に よ る 磨 き

が施 さ れて い る 。 内 面 は 回 転 ナ デ 後 棒 状 工 具 に よ る 磨 き が施 さ れて い る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 344 は 黒 色 土

器 で あ る 。 内 外 面 と も に な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 貼 り 付 け 高 台 で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 4 5 は 黒

色 土 器 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調 整後棒状工具 に よ る 磨 き が施 さ れて い る 。 底部 は へ ラ 切 り 後

な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 346 は 黒 色 土 器 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で に よ る 調

整 が 認 め ら れ る 。 底部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調整が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 4 7 は 青 磁 の 碗 で あ

る 。 外 面 は 回 転 へ ラ 削 り 後 、 縦 に 櫛 目 文 が施 さ れて い る 。 内 面 は へ ラ に よ る 施文 と ジ グザ グ状 の 櫛 点 描文 が

施 さ れて い る 。 高 台 は 削 り 出 し で あ る 。 中 世 の 遺物 で あ る 。 348 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 外 面 は 回 転 へ ラ 削 り 後

施 紬 が あ る 。 内 面 は へ ラ 状 工 具 に よ る 片 彫蓮花文後施紬 あ り 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 349 は 青 磁 の 碗 で あ る 。

外 面 は 回 転 へ ラ 削 り 後 縦 の 櫛 目 文 が施 さ れて い る 。 内 面 は 回 転 ナ デ後へ ラ 状 工 具 に よ る 施 文 と 櫛 点 描 文 が 施

さ れて い る 。 紬 は 全 面 に 施紬 が認 め ら れ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 5 0 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 外 面 は 回 転 へ ラ 削

り 調 整 。 内 面 は へ ラ に よ る 施文 と 櫛 点 描 文 が施 さ れて い る 。 紬 は 全 面 に 施粕 あ り 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。

SX0 0 7 ・ 0 0 9 ・ 0 1 1 の 遺 物 つ い て ( 第 1 42 図 )

3 5 1 は 滑 石 製 石 釜 で あ る 。 外 面 は 削 り が施 さ れて い る 。 口 縁 に 3 ヵ 所 に 孔 が穿 た れて い る 。 中 世 の 遺 物 で

あ る 。 3 5 2 は 釜 で あ る 。 外 面 は ハ ケ 目 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 内 面 は 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら

れ る 。 中 世 の 遺物 で あ る 。 3 5 3 は 染 め 付 け の 碗 で あ る 。 内 外 国 と も に 回 転 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。 見

込 み は 蛇 の 目 状 に 紬 掻 き 取 り 跡 が 認 め ら れ る 。 354 は 青 磁 の 碗 で あ る 。 外 面 は 回 転へ ラ 削 り が認 め ら れ る 。

内 面 は 回 転ナ な で に よ る 調 整 後 に 紬 を 施 し て い る 。 見込 み に へ ラ 状 工 具 に よ る 印 文 ( 草 花 ) あ り 。 高 台 は 削 り

だ し で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。 3 5 5 は 染 め 付 け 小 皿 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で の 後 に 染 付 し て い る 。

高 台 は 削 り だ し で あ る 。 近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 5 6 は 染 め 付 け 小皿 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転 な で の 後 に 染 付

を 施 し て い る 。 高 台 は 削 り だ し で あ る 。 近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 5 7 は 杯 で あ る 。 外 面 は 回 転 な で に よ る 調 整 が

認 め ら れ る 。 内 面 は 回 転 ナ デ後 な で に よ る 調 整が認め ら れ る 。 底部 は 糸 切 り で あ る 。 中 世 の 遺 物 で あ る 。
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第 9 節 氾 区 の 遺構 と そ れに 伴 う 遺物

Pit . 撹乱一括 ・ 調 査 区 一 括 遺 物 に つ い て ( 第 1 43 ・ 1 44 図 )

3 5 8 か ら 3 6 0 は 漁労 具 の 土 錘 で あ る 。 3 6 1 は 土 製 の め ん こ で あ る 。 す り 鉢 を 転 用 し て い る 。 3 6 2 は 須恵、

器 の 杯 で あ る 。 内 外 商 と も な で に よ る 調 整が認め ら れ る 、 底 部 は へ ラ 切 り 後 な で に よ る 調 整 が認 め ら れ る 。

古 代 の 遺 物 で あ る 。 3 6 3 は 須 恵 器 の 杯葦 で あ る 。 内 外 面 と も な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 、 底 部 は へ ラ 切 り

後 な で に よ る 調 整 が 認 め ら れ る 。 古 代 の 遺物 で あ る 。 364 は 染 付 け の 碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転ナ な で に

よ る 調 整 後 に 染 付 施 紬 を 施 し て い る 。 高 台 は 削 り だ し で 作 ら れて い る 。 近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 6 5 は 染 付 け の

碗 で あ る 。 内 外 面 と も に 回 転ナな で に よ る 調 整 後 に 染付施紬 を 施 し て い る 。 高 台 は 削 り だ し で 作 ら れて い る 。

近 世 の 遺 物 で あ る 。 3 6 6 は 『 ト チ ン』 と 呼 ばれ る 窯 道 具 で あ る 。

中 片 小 路 遺 跡 で は 、 2 点 の 銅銭 が 出 土 し て い る 。 l 枚 は 宋 銭で も う l 枚 は 日 本銭 で あ る 。 3 6 7 は 宋銭 で あ

る 。 1 0 0 8 年 頃、 中 国 の 北 宋 で 用 い ら れて い て 、 日 本 に も 入 っ て き て い る 。 字 体 は 真 書 で 『祥符元賓』 と 読

み 取 れ る 。 3 6 8 は 日 本 で 江 戸 時 代 に 広 く 流通 し た 『寛永通費』 で あ る 。

1 86 一
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第 5 章 ま と め

九州 新幹線建設事業 に 伴 う 埋蔵文化財発掘調査 に よ り 西片稲村遺跡 と 中 片小路遺跡 の 存

在 が八代平野 で 新 た に 確認 さ れた 。

西片稲村遺跡 で は 、 古 墳 時代前期 の 住居跡 と 古 代 末 か ら 中 世 初 頭 に か け て の 掘 立柱建物

群 が確認 さ れた 。

中 片小路遺跡 の 。 I 区 "' V 区 で は 、 古代末か ら 中 世初頭 に か け て の 掘 立 柱建物群 と 土墳

群 が、 VI 区 か ら 咽 区 で は 、 中 世 の 掘 立柱建物群が、 医 区 ~ 氾 区 で は 、 近 世 の 掘 立 柱建 物 群

が確認 さ れた 。

今 回 の 調 査 は 、 九 州 新幹線 の 本線部 及 び付帯施設 に 限 ら れて い た の で 、 両遺 跡 の 広 が る

範 囲 や 周 辺 の 様相 ま で 明 ら か に す る こ と は 出 来 な か っ た 。

今後、 調 査 で 検 出 し た 遺構や遺物 が八代地方 の 文化 を 明 ら か に す る 資料 と し て 広 く 活用

さ れ る こ と を 望 む 。
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出土遺物 (土器) 観察表

図版一報番 溜 倫 取 l:Na 時期 器 極 部 {白
法 鼠 (cm) 残存率 焼成 胎 色 調 拙 調 』司口 筏 胸部径 底径 向台径 向 台 高 昔話向 残fi.尚 外 而 内 面

繋 備 考

1 2- 1  SI005 1 44 古代 土 師 招 日縁 3 . 2 - 一 部 良
角 !対 石 ・ 長 イi . ii 英 ・ 1.1 にぶい慢 にぷい慣

内 外商 と も に 十 デ，羽根。 外而胸部に は指頭圧痕 あ り 。裂 色粒 ・ jJí'褐色杭 7.5YR6/6 7 .5YR7/4 

1 2-2 SI005 一指 古 代 土 師 罷 口 縁 2 . 6 - 一部 良 角 閃 石 ・ 長引 {i英
恒 浅黄燈

内 外 面 と も に ナ デi調敗。
狸 7.5YR7/6 7 . 5Y8/4 

1 2-3 SI005 一括 古代 土 師 器 口 縁 3 . 6 - 一部 良
角 閃 石 長 ii 石 英 ・ 亦 にぷい檀 に .;;い 橿

外 面 は ハ ケ H 調験 。 内 而、 n 併 部 は 横 ナ デ調整。廻 褐色粒 7.5YR7/4 7 .5YR7/4 

1 2-4 SI005 42 古 代 上師掛 口 縁 6 . 0 - 一部 良
角 閃 石 長 fi ・ 石 英 . �� 淡iff;糧 灰黄褐 内 外面 と も に ナ デ調整、 外 商 に は 一部ハケ 目 がみ ら

盟 石 2 .5YR7/4 I OYR5/2 れ る 。

1 2-5 SI005 3 出1� 須止(探 口 線 3 . 2 - 一部 良 長石 ・ 角 閃 自
民 自 灰 白

内 外面 と も に ナ デ調額。牒滅が著 し い 。
Jif、 2 . 5Y7/ 1 2 . 5Y7/ 1 

1 2-6 SI005 一指 古代 土 師 器 口 総 1 . 7 - 一部 良 角 閃 石 石 英 ・ n 色料
担 にぷい黄置

内 外面 と も に ナ デ調黙。盛 7 5YR7/6 I OYR7/4 

1 2-7 SI005 27 古代 須恵器
蓋 部 ( 1 6 .5 )  3.0  1 /3 良 角 閃 石 ・ 黒 色 料

灰 白 灰 白 内 外 面 と も に 阿 転 ナ デ 調 繋 。 摩 滅が著 し い 。 つ ま み
益 N8/ 2 . 5Y7/ l あ り 。

1 2-8 SI005 1 23 古代 土 師 器
蓋部 3 .0- 1 /3 良 長石 . {î英 1'1 &粒

にぶい笹 にぶい檀
内 外 面 と も に 1" 1 転十デB淵帳。 機宝珠つ ま み。蓋 7 .5YR7/4 7 .5YR7/3 

1 2-9 SI005 8 ・ 1 2 古 代 土 師 滞
益 郎 3 . 0 - 1 /2 良

角 IlHi ・ 長 イ1 ・ イ: 英 . 1'1 に.;;い慣 に」広い慢
内 外 商 と も に ナ デ.関 験 。 縦・il珠つ ま み。

蓋 色粒 7.5YR6/4 7 5YR6/4 

1 2- 1 0  SI005 1 20 ltT代 須恵器
蓋 部 1 . 3 - 一部 良 角 閃 石 ・ 石 英 国 I"I 色村

iJi. 自 灰 白
内 外 商 と も に ナ デ調続。蓋 2 .5YR7! l 2 . 5YRí! l 

1 2・ 1 1 SI005 一括 i'if1; 土 師 様 日縁~底部 ( 1 5 . 6 1  (9 .3 )  1 . 9 1 /2 良 長壬1 ・ 石英 ・ 1. 1 色粒
に .;;ぃ質権 にぶい極

内 外 面 と も に 1"1 転ナデ調慨。
刻、 I OYR7/3 I OYR7/4 

1 2・ 1 2 SI005 1 34 ê.jl\ 須)!\M苦
底部 7 . 8  1 . 9 - 1 /4 良 角 肉 石 ・ 長 引 . 1"1 色料

!大 白 灰 白 内 外 面 と も に いl 転ナ デ ，捌 帳 。 成 部 は 回 転へラ 削 り 後
一括 長fく 5Y7/ l N7/ ナデ調務。 }事減が符 し い 。

1 2- 1 3  SI005 1 40 古代 須忠器
底部 2 . 2 - 一部 良

角 閃 石 ー 長 11 ・ 1'1 色 料 ・ l火 口 灰 白 内 外 面 と も に ドl 転 ナ デ E羽 11'! 。 底部 は 回 転へ フ 削 り 後
Jif、 黒色粒 5Y8/ l 7 . 5Y8/ l ナデ調!flo Jlt滅が詳 し い 。

1 2- 1 4  SI005 39 古代 士 郎 器 日縁~底部 1 1 2 . 5) ( 6 . 5 )  3 . 9  1 /2 良 角 閃 i i 石 英 ・ 1' 1 &粒
にぶい黄檀 に.;;い惜

内 外面 と も に |己1 4ViナデB閥慨。 摩滅が著 し い。
杯 I OYR7/4 7 . 5YR7/4 

1 2- 1 5  SI005 1 22 古 代 須盟、 様
皇賞部 5 . 2 - 一 部 良 白 色粒 ー 黒 色 ，，1.

灰 白 灰
外 商 は 叩 き 後 カ キ 11 。 内 而 は I司 心1'1 当 て 呉痕。廻 N7/ N6/ 

1 2- 1 6  SI005 1 4 1  古代 須恵穏 闘部~底部 ( 1 3 . ] )  7 . 9  4 . 4  4/5 良
角 閃 石 ・ 石 英 ・ 1' 1 色 村 ・ 灰 白 灰 白 内 外 商 と も に 1"1 転 ナ デ 調 略 。 Jí( 部 は 回 転 へ ラ 削 り 後

Jif 長石 5Y7/ l 5Y7/ l ナデ調ll'!oJlt滅が符 し い 。

1 2- 1 7  SI005 47 古代 須忠器
胴部 9 . 8 - 一部 良 白 色料 !昌色fiL

h記 灰
外 面 は 'l'1j タ タ キ u 文。 l勾 聞 は 同 心 円 当 具痕。裂 N5/ N5/ 

1 2- 1 8  SI005 86 I台11; 土 師 橋 担手 8 . 6 - 一部 良 角 閃 石 石 英
i�黄燈 侵 外 面 は ハ ケ 口 調 鴨 後 ナ デ。 街頭 任 痕 あ り 。 内 面 は ハ

甑 7 .5YR8/4 7 .5YR7/6 ケ 目 調 務 で あ る が照減が符 し く 不 明 。 把 手 あ り 。

1 2- 1 9  SI006 一括 中 世 内 liU. 鴻 闘部~底部 (6 .4 )  0 . 7  2 . 5 - 1 /3 良
角 閃 石 ・ 長 {i ・ イ1 英 ・ I"I にぶい褐 黒 内 外 面 と も に ナ デ調 撃 。 内 面 は 全 面 的 に ス ス 付 請 。
色粒 ・ 赤褐色料 金'1t1手 7 . 5YR7/3 5Y2/ 1 内黒。

1 4-20 SI005 
84 .92 .95  

古代 土 師 g詩 口縁 4 . 3 - 一 部 良
角 閃 ii 長引 j!11イ 1 . イi英 栂 檀

内 外 面 と も に ナ デ調態。 }事減が著 し い。
SI008 1 0C 裂 金雲母 5YR6/6 5YR6/6 

1 4-2 1 SI008 1 1 4 古代 芽l忠日号 口緑 2 . 4 - 一部 良 輝 石 ・ 白 色料 ・ !日色料
l大 1:1 灰 白

内 外 面 と も に 1"1 転 十 デ 調 験 。者 N7/ N 7/ 

1 4-22 SI008 2 1 4  古代 t師 :lII 日緑~底部 1 1 6 .4 1  2 . 3 - 1 /5 良 長 石 ・ 石 英 1' 1 &粒
i�黄檀 笹

内 外面 と も に ナ デ調験。
蓋 7 .5YR8/6 7 .5YR7/6 

1 4-23 SI008 1 2 5 古代 /:師 諒 日縁~岐部 1 1 4 . 01 ( 1 0 .6 1  1 . 7 1 /4 不良 長 石 ・ 金援 iせ
償 燈

内 外 商 と も に 1"1 転ナデ淵帳。 !駅減が著 し い 。Jif 5YR7/8 5YR7/8 

1 4-24 SI008 1 30 古代 土 師 器 日緑~版部 1 4 . 5  1 2 . 1  2 . 2  ほ ほ!
良

角 閃 ú 長 イi . {ï 英 ・ 品、 にぷい栂 極 内 外 面 と も に 1"1 転 ナ デ澗職、 内 外 而 と も に 赤色顔料
亦色顔料情有J

1 0C Jif 完形 色粒 7.5YR7/4 7 5YR7/6 を 塗布。

1 4-25 SI008 8 1  t.代 土 師 栂 日縁~底部 ( 1 2 . 2 1  (7 . 5 1 3 . 6  1 /5 良 白 色 事7 ・ 赤 尚 色f，l:
権 議黄置 内 外 面 と も に 1"1 転 ナ デ 凋 額 。 摩 滅 が 著 し い 。 外 商 に

亦色顔料負担術珂: 5YR7/6 7.5YR8/6 は 赤 色顔料が喰イh 。一ーー」ーー
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品川い
倍
ぎ
開国
噌鳩
山州

l司版ー報需 迫 梢 取上No. 時期 器I �n 郎 位
J丘 Ji! Icm)  残存率 焼成 l治 土

色調 柚 調 調 � 備 考
口 径 回部径 底径 尚台径 向台尚 器尚 残存高 外 商 内 面

1 4-26  SI008 一括 古代
j・ 師 Ifd

底 部 1 7 . m  2 . 1 - 一部 良 長 引 ・ 石英 ・ 白 色粒
橿 檀

内 外 而 と も に ナ デ調務。 摩滅が著 し L > 。Ji' 2 . 5YR6/6 2 . 5YR6/8 

1 4- 2 7  Sl008 一括 古代
t 削機

腹部 2 . 0 - 一部 良 角 l虫I 石 ・ lHi . 赤褐色粒
浅黄樫 極 内 外 而 と も に '") 転ナデ調繋。 3 5 と 同 ーか つ珂: 7 . 5YR8/4 5YR7/6 

1 4-28 SI008 34 古代
):師協

底部 1 5 . 2 )  2 . 8 - 一部 Q ii lfi. ' I:1 色粒 語、 褐 色 粒
浅黄燈 極 内 外 耐 と も に |りl 転ナ デB調整。照減が1f l， � l ob子 7 . 5YR8/4 7 . 5YR7/6 

1 4-29 SI008 98 古代
須止lll'�

胸部~底部 1 8 . m  2 . 3 - 一部 民
l企 千1 ・ fi lfi. 白 色 粒 i�: !疋 13< 臼 1)，1 外 lfIî と も に ナ デ 調 略 。 底 部 に は 似 I l rJ:iU あ り 。 外底部板 U! UIi長f 吋 ? 7 . 5Y7/ 1 N71 

1 4-30 SI008 一括 古代
1:師総

版部 1 . 5 - 一部 u 角 I�I 石 ・ Ji;褐色料 にぷい黄栂 にぷ\ ，質権 内 外 íflî と も に |白| 転ナデ調襲。 3 2 と I';J ーか ?杯 I OYR7/4 I OYR7/4 

1 4-3 1 SI008 一括 古代
土Ol)i総

底部 1 6 . 8 )  1 . 7 - 一部 以 (fl l�1 行 ・ 長 行 石 英 赤 燈 栂 内 外 Ifti と も に ナ デ淵張。 摩滅が請 し い 。
Ji、 褐色粒 7 .5YR7/6 7 . 5YR7/6 

1 4-32 SI008 一括 古代
1:0刑罰4

胴部 1 . 9 - 一部 民 1� {i ・ 石 英 ・ 亦褐 色舵 にぷい燈 にぷい燈 内 外 而 と も に ナ デ調格。長f' 7 . 5YR7/4 7. 5YR7/4 

1 4-33 SI008 2 0 7  古 代
1:脚 総

嗣部~底部 1 8 . 1 )  1 . 0 2 . 9 - 一部 n 角 )�I 石 ・ 長 石 ー 石 英 ・ 1:1 にぷい黄慢 にぶい策担 内 外 耐 と も に ナ デ調理。 荷 台 は 貼 り 付 け 。þf 色事7 I OYR7/4 I OYR7/4 

1 4-34 
SI005 7 3 . 2 1 2  

古代
llï!邸機 胸 部 9 . 8 - 一部 民 石 英 ・ !紅 色 f>1

褐灰 灰 外 商 1: 部 は 平 行 叩 き 日 文 、 下 部 は 栴 子 目 IIn き 日 文。
SI008 一括 懇 I OYR6/ 1 N 61 内 而 は 同 心 円 当 て 呉痕ロ

1 4-35 SI008 
6 4  

古 代
Ic.帥 総

底 部 1 9 . 8 )  0 . 8  2 . 9 - 1 /3 民 1Hi  にぷい員権 にぶい貨慣 内 外 而 と も に ナ デ 調 撃 。 摩滅が者 L \ ' ， /.'，\ 台 は !砧 り 3 7 と l司 古 る つ一括 Ji、 I OYR7/4 I OYR7/4 付 け 。

1 4・36 SI008 3 5  古代
i 附路 犯手 4 . 5 - 一部 n イilfi. . lHi ' I�1 色 粒

l問赤禍 ナデ，捌竪。指llliIJ:泌が全面的 に 見 ら れ る 。 一部烈変 し て い る
阪 ・ 把手 2. 5YR5/6 

1 4-37  SI008 一括 古代
1:師罰百 服部 1 9 . 5 )  0 . 8  1 . 5 - 1 /4 ιl 1\.\1i にぶい黄栂 にぷい1宮崎 内 外 而 と も に ナ デ 淵 盤 。 摩滅が持 し い 。 尚 台 は Jlli り 3 5 と )iiJ -か つþf I OYR7/4 I OYR7/4 付 け 。

1 4-38 SI008 一括 古 代
1:01)i骨量

隊部 1 8 . 1 )  0 . 8  2 . 5 - 1 /3 ιl 戸'I )�) fi . 千: 英 . ;Jj、褐色粒
浅黄僚 Hl黄櫨 内 外 I而 と も に ナ デ 調 務 。 摩滅が持 し い 。 向 台 は 貼 り

"、 7 . 5YR8/4 7 . 5YR8/6 付 け 。

1 6-39 SI009 
2 5  

古代
lW邸 :111

益部 1 1 4.9) 2 . 8  1 /4 li J'i 色f>ì. ' !H 色粒
灰 白 灰 白 外 l町 l二 部 は '")転ヘラ 削 り 後 ナ デ 淵 千里 、 外而下部 は )")

一括 宣車 N 71 N 71 転ナデ調撃。 内 而 は 岡 転ナデz潟稿。 機宝珠つ ま み。

1 6-40 Sl009 1 06 古代
須邸機

底部 18.05) 0 . 5  2 . 3 - 一部 n (fl WH î ・ 1Hï . él 色粒
灰 白 灰 白 内 外 而 と も に 回 転十デ調盤 。 lil: 部 は ��J 転ヘラ 削 り 後

þf 5Y7/ 1 5Y7/ 1 ナデ調整。 向台 は 貼 り 付 け 。

1 6-4 1 SI009 一括 古代
主'u且 傑

底 部 1 8 . 5 )  0 . 4  1 . 1 - 一部 民 卸 イ 1 ・ i'l 0.粒
灰 白 灰 白 内 外 而 と も に 同 転ナデ調繋。 向 台 は i砧 り H け 。

州、 N7/ N 7/ 

1 6・42 SI009 2 7  
古代

茸t邸機
日緑~胸部 1 1 4.8) 1 6 . 0  1 2 . 1 - 1 /5 艮 l Hi ' J'I 0.粒 ・ 黒 色 粒

灰N41 灰 外 而 は 凹転ヘラ 削 り 、 下部 は 下 か ら i二へのへラ 削 り
一括 鉢 灰N 71 N 61 調撃。 内 面 は 回 転へ ラ 削 り 調盤 。 把 手 あ り 。

1 6-43 SI009 1 1  古代
上師 :111

!脳部~底部 5 . 4  2 . 1 - 1 /4 u Ft 英 ・ 1� イ l ' 茶 褐色粒
にぷい棺 慢 内 外 而 と も に 回 転ナデ調整。 底 部 に ヘラ 内 き あ り 。 底部へラ ，'} きþf 7 . 5YR7/4 7 . 5YR7/6 

1 6-44 SI009 2 2 ・ 23 古代
須.Il.\協

胸部 6 . 6 - 一部 n i'I 色料
灰 灰 外 聞 は 格子 日 叩 き 、 頒部は繊ナデ1羽続。 外 而 に 沈線2

鍵 N6/ N 61 条 あ り 。 内 聞 は 同 心 1'1 当 て H娘。

1 6-45 
SI009 一括 43 古 代

lfi忠掠
Kii.部 2 . 8 - 一部 良 ËI 色粒

灰 灰 内 外 而 と も に 同 転ナデ調略。SD007 道 N 51 N6/ 

1 6-46 Sl009 一括 古 代
lfO!\ 総

底 部 3 . 5 - 一部 H 向 閃 石 田 l� 干1 ・ I�I 色粒
明宵I'!i. �i灰 内 外 而 と も に 問転ナデ調整。 内 部ナデ調幣は強め。 一部鉄付{i匂i:l 5 8 7/ 1 586/ 1 

1 6-47 SI009 一括 古代
主VJ.( 総

胸 部 9 . 6 - 一部 iミ i占fi 背灰 肖灰 外 而 は 格 子 13 11n き FI 文 。 内 商 は liil 心 I'J "íJ! 娘。 外 I国 48 と 同 ー か つ現 5 8 5/ 1  586/ 1 はやや赤変。

1 6-48 SI009 1 9  古代
須忠掛

胸部 1 0. 1 - 一部 民 lHi 青灰 肯灰 外 商 は 格 子 目 叩 き 目 文 。 内 而 は I叶 心 ドi 当 n娘 。 外 而 4 7 と 同ー か つ裂 5 8 5/ 1  5 8 6/ 1 はやや赤変。

1 8-49 SI0 1 1 49 . 78 ・ 古itn I 附Î t帯
1]緑~胸部 0 2 .5) 125. 1 1  1 6 .5- 1 /3 民 l�干i ' i'I 色粉 にぶい 檀 褐 外 而 は ハ ケ 目 調 整 。 内 面 は 頭 部下 部 は 削 り 調整。 日

8 5 ・ 96 裂 7 .5YR6/4 7 . 5YR4/6 縁部 は ハ ケ 目 調盤後ナデ。

:1: 師鴻 l Hi ・ 金 'E HJ . m 色 杭 ・ に ぶ い 栂 格 外而は全体的 に ハケ 目 調盤、 底部付近 を 強 く な で る 。
1 8-50 SIO I I 6 9  古tn 日緑~岐部 0 3 . 1 l  1 4 . 3  2/3 i込 内 耐 も 全体 的 に ハ ケ 日 調 F臣 、 下部 に は i切 っ た よ う な阪 i'l 0.純 5YR6/4 5YR6/6 工 l l!ri あ り 。 版 に 尖T\あ り 。

ー
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l司版一事i前 遺 構 i担 j..No. II.�Jijj :ffi 純 部 i立 11< 註 Icm)
残存率 焼成 !治 色調 ・ 覇11調

口 保 胸部筏 且H't I �.:i台筏 1..)台同 部 品 YJ!(i尚 外 而 内 i而
制 整 f�n � 

1 8-5 1 SIO I I 39・43 ・ 75 ・ o'iJtl (， 自Ij � 日総~胸部 1 1 7 .6 )  9 . 2 - 1 /3 民 長 石 千 1 失 1'1 f!!粒
川尚 にぶい硝 外 面 は 全 体 的 に ハケ 1 1 捌強 。 1"1 商 はlili llil 部 F部 は 円1I

77 ・ 一括 箆 7 .5YR5/6 7.5YR5/4 り 調整。 仁l 縁 部 は ハケ 1 1 湖盟後ナデ。

1 8-52 SIO I I 30 ・ 32 ・ 37 . l iÌ!員 UIIi器J 比�ml 7 ， 0 - 1 /3 民
向 閃 干í . 1毛 布 ・ 行 災 ・ 1' 1 j暗 l呪亦褐 外 而 は ナ デ淵燃。 内 1m は f出 削 り が見 ら れ る が全 体

裂 色粒 5YR6/6 5YR5/6 的 に ナ デ捌験。

1 8-53 SIO I I 57 ，58 ， ' iJtl 
1.. 問Ij撚 Jll司剖l 1 6 ，0- 1 /3 N iを石 イ 1 英 l当 色粧 |りJ 亦 糊 IVJ亦褐 外 部 一 部 に 煤 付

型E 5YR5/6 5YR5/6 内 外函 と も に 際滅が詳 し い 為調整不明。 trr 

1 8-54 SIO I I 8 
弥'1:.1<- 免111式 l 器

胴部 6 . 0 - 一部 N 白 色粒
栂 褐 外 爾 は l阿部lili l"l 部上部 に は m弧文 を 、 下部 に は ハ ケ

j'iJn �':f 7，5YR6/6 7.5YR4/3 目 を 施す。 l川市 はハケ 1:1 制限 ロ

1 8-55 SIO I I i1i 代 上 自li l1':{ 口緑 5 . 0 - 一部 艮
角 肉 石 . 1毛 千j . 1'I 色 ，IL 栂 極

型E 品、街色粒 7，5YR7/6 7.5YR7/6 
内 外 商 と も に ナ デ制限。

28-56 S0005 -�li .Ií 代
主U!f，æi 口 総 3 ， 1 - 一部 良 長石 - JH色純

h足 1'1( 内 外 聞 と も に liiJ 転 ナ デ 調 繋 。 湾 rtlJ 部 に 筒状工 呉jf! あ

�::� N5/ N6/ り 。

28-57 S0005 -tli 山 代
須J且部 Il総 1 . 7 - -部 H!. 長 石

版 I�I 灰

tィ: N 7/ N6/ 
内 外面 と も に 1"，'lmナ デl捌能。

28-58 S0005 -llfj ，'i l-\:: 茸i忠部 r:I縁 2 ， 5 - 一 部 N. 長石
J民 灰

土千 N 5/ N 5/ 
内 外 面 と も に I�I 転ナデ制強。

28-59 S0006 -jli 山ii-\:: 芽l忠日4 目録~闘部 5 ， 3 - 一部 民 l'�石 間111，
以 氏 外 国 は 平 fi ll(1 き 1'1 文 で . やや亦変色。 l勾 簡 は I;jJ 心 I'J

訴Þ.え N6/ N 7/ � 具痕。 Il線開1 は繊ナデ。

28-60 S0007 b34 ，'i i\ 茸i忠 日↓ 仁l 総 3 ， 0 - 一部 良 開i 石 J民 l民 外 而 は lúl 4m ナ デ網整後へラ状工具 に よ る 施文。 r人'I ITH

翌E 5Y6/ 1 5Y5/ 1 は l司 転 ナ デ潟 幌 、 自 然相11 がかか る 。 口 縁 部 は横ナデ。

28-6 1 S0007 一的 i1 i 代 1 . 附 間 版部 2 ， 1 - 1 /3 f!. 長 石 ー 石 英 亦悩色粒 権 置
内 外面 と も に ナ デ調照。

封、 5YR7/8 ï .5YR7/6 

28-62 S0007 -fi1i ， 'i ll:: 
須忠H# Jít市; 1 . 4 - 一 部 li!. 長 石 . �11{j 

以 内 灰 白 内 外 面 と も に 1" 1 4mナデs制 限 。 民 部 はへ ラ 切 り 後ナ デ

fイt N7/ N 7/ 調整。
63 と 矧似

28-63 S0007 3 ，'i l\ !l'[)也部 lfG百: 2 .4 - 一部 H!. ドI 色粒 ・ �H色腕
1民 n 灰 白 内 外 面 と も に li:l llK!iナ デ，閥続。 腹 部 は へ ラ 切 り 後 ナ デ

珂: N6/ N6/ ;剖盤。 62 と Jili 似

28-64 S0007 一括 。'j 代 主lJι:1'. 底部 18 ， 9 ) 0.4  1 . 3 - 1 /3 iミ 1'1 色粒
b正 1正

珂: N6/ N6/ 
内 外 国 と も に li'l 転十デ淵椴" ?，\�台 は J!.lj り 付け。

28-65 S0007 一指 市 11:: 1:作項目; 岡部-iJk部 3 ， 1 - 一部 Dl 榔モi - lél 色料
l民 1'1 灰 1'1 1"1 外 面 と も に ナ デ制 照 。 l事i時 が著 し い 。 両 台 は 貼 り

長f 2 ， 5Y8/ 2 ， 5Y8/ 付 け 。

28-66 SOOOï b44 ， 'i ll: Jrï.W.ffij 底部 1 . 4 - 一部 11 向 閃 石 ・ J'1 f!!粒
1'1( 1'1 灰 内 外 面 と も に 1m 転ナデ捌幣。 服 部 は へ ラ 切 り 後 ナ デ

J;f N7/ N6/ ;U，� 幣 、 ，�i t1 (j: 1IIj り 付 け。

28・67 S0007 6 ， - M  ， 'i ll:  
ífi忠器 !附剖l 1 2 ，0- 一部 f!. 石英 金支 11) ， 1:1 f!!粒

h足 灰

護 N6/ N6/ 
内 外 商 と も に 聞 紙ナデ淵税。 外 而 に は 1"1線 あ り 。 42 と 1"1 間I�

28-68 S0007 -M ， ' ill: 
在L\ιm

Ij:j ;部 2 . 3 - 一 部 f!. 虫 色位
!大 n I疋

、r" N7/ N6/ 
内 外 而 と も に 問 転ナデ湖略。 外 商 に は 1"1線 あ り 。

28-69 S0007 -�fj ， 'i 1 1:  
悲しむ加 目録~間部 1 1 1 .2 1 1 22 ，2 1  1 9 .0- 1 /3 f!. 1'1 色粒 Jt\ 色粒

1:Ji. 灰 外 面 は 1lil 'IIil ナ デ 制 強 。 l"l illl は 削 り 調 幣 後 ナ デ調 撃 。
相l�l1磁 N6/ N6/ 日 縁 は 械十デ。

28-70 S0007 b44 ， 'i f\: 繍 . 3]31 1:1 4 . 0 - 一 郎 f!. 角 閃 石 . 1 Hi . 1'I 色 1'IL ・ 政 n 褐政
内 外商 と も に 十 デ調照。

持、褐 色 1'I H i 英 I OYR8/2 I OYR6/ 1 

3 1 -7 1  S8002 P6 ， ' i ll:  
�'u，ι日J 制部~底部 19 ，9 ) 1 1 0 . 2 1  0 ， 5  2 ， 5 - '�i) 民 向 抹j石 íi ! Ï H' 1 色料

阪 灰 内 外面 と も に |日| 転ナデE捌椴 。 岐 部 は 1;'1 転へ ラ 削 り 後

封、 N5/ N6/ 十デ調?問。 仙 台 は I!li り 1，1 け 。

3 1 -72 SB003 P6 山 (1:: 1 :師お 1] 紛 5 ， 7 - 一部 良 向 I�I石 ・ 長 イ 1 描11 イ[
阪 1' 1 )1< I�I 

品Il$� 2 ， 5Y8/ 1 2 ， 5Y8/ 1 
1"1 外面 と も に ナ デ剥続。 ) \ 口 あ り 。 !事i域 が著 し い 。

3 1 -73 SB004 P3 " 1 (11: 瓦fj ml\ 5 ， 6 - ー部 H 長 石 町 英
!民 1'1 灰 I�I 外 l而 は ナデl捌 f向 。 |内 聞 は r j�[ な ナ デJ川 被 後 櫛 状 工 n

拙i�� 2 ， 5Y7/ 2 ， 5Y7/ に よ る 5 * !jf. 似 の 品1m 。

3 1 -74 
SK002 11; I'i 代 1 :師部

日緑-iJk部 1 6 ， 0  4 ， 6 4 ， 6  1 /2 良 ['J WI石. 1企fi ' i:i兆 削l{i • にぶい抱 にぶい栂 内 外 函 と も に I�I 転 ナ デ捌慨。 内 而 に は 亦 色顔料が主主

S0007 1 . 4  町、 1'1 色粒 7 ，5YR7/4 7，5YR6/4 1fJ。

3 1 -75 SK002 1 0 i'i1\: ;IUc占 拠 (!:r.吊l 1 .85- 一部 f!. 制iイ'j . I:1 色 料
阪 灰 外 而 上 部 は 1"1 転へラ I'IIJ り 後ナデ調 被 . 外 而 下 部 は !日l

古在 N6/ N6/ 転ナデ調 験 。 l珂 而 は 問�Iilナデ，開準。
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図版ー報喬 遺 構 取上No. 時期 務 種 部 位
法 量 (cm) 残存率 焼成 胎 土

色調 ・ 紬 調
調 援 備 考 !

口 径 胴部径 底径 高台径 商台高 総高 残存関 外 商 内 面

3 1 -76 SK002 34 古代 須恵器
底部 ( 1 0 .8 )  1 . 0 1 . 8- 一部 良 長 石 ・ 石 英 ・ 白 色 粧 ・ 泉 灰 灰 白 内 外面 と も に 回 転ナデ調整。 貼 り 付 け 商台。壷 色粧 N61 5Y7/ 1 

3 1 -77 SK003 8-9C 須息路
蓋部 3 . 8 - 1 /4 良 角 閃 石 ・ 白 色粒 ・ 赤 褐 色 にぷい>Ji.掲 褐灰 外面上部 は へ ラ 即l り 後ナデ調壁、 以下 は 回 転 ナ デ 調

蓋 投 5YR5/3 I OYR6/1 盤。 内 面 は 回転ナデ調整 と 横ナデ。 擬宝珠つ ま み。

3 1 -78 SK002 一括 古代 須恵器
底部 (8.5)  0 .4  1 . 2 - 一部 良 鰯石 ・ 白 色粒

灰 白 灰 白 肉 外 商 と も に 回 転ナデ調躍。底部はヘラ 切 り 後ナ デ
呼 N7/ N71 調整。 貼 り 付 け 高台 。

3 1 -79 SK004 古代 須忠器
底部 (9 . ] )  0 . 5  1 . 5 - 一部 良 長石 ・ 白 色粒

灰 灰 内 外面 と も に 回 転ナデ鏑整。 貼 り 付 け 向台。亦 N5/ N61 

3 1 -80 SK004 一括 古代
土師器

口線 4.4- 一部 良 長石
に"い黄檀 にぷい黄極 内 外面 と も に ナ デ調盤。時 I OYR7/4 I OYR7/4 

3 1 -8 1  SK002 28 古代
土 師 穏

底 部 2 . 3 - 一部 良 長 石 ・ 石 英 ・ 白 色粒
に"い橿 黒褐 内 外面 と も に ナ デ調盤。 内泉。杯 7 .5YR6/4 2 . 5Y3/ 1 

3 1 ・82 SK004 2 古代 須恵器
胸部 8.4- 一部 良 黒色粒 ・ 長石

灰 灰 外 商 は 格子 目 タ タ キ 目 文。 内 面 は 阿 心 円 当 具痕。現 N51 N61 

3 1 ‘83 SK005 一括 古代 須忠器
胸部 5 . 1 - 一部 良 輝 石 ・ 白 色 粒 ・ 黒 色 粒 ・ 灰 灰 外 商 は 平 行 タ タ キ 臼 文。 内 面 は 同 心 円 当 具痕。? 角 閃 石 N5/ N61 

3 1 -84 1 7 ・ 2 3 ・
古代

土師器 目録~劇部 ( 2 1 .0 >  1 2 .0- 1 /3 良 角 閃 石 ・ 長 石 ・ 石 英 ・ 自 暗槌 暗禍 内 外面 と も に ナ デ調整。24 ・ 一括 聾 色粒 ・ 赤褐色粒 7 田町R3/3 I OYR3/3 

3 1 ・85 一緒 1 0 ・ 一緒 古代
土師器

脚部 4 . 8 - 1 /3 良 角 閃 石 ・ 金�母 ・ 白 色枝 母 燈 内 外面 と も に ナ デ調盤。盤 7 .5YR7/6 7 .5YR7/6 

3 1 -86 SK003 一括 中世 土師質 目録~周部 ( 1 8 .9)  1 4 .8- 1 /3 良
角 間l 石 ・ 長 石 ・ 石 英 ・ 金 灰黄尚 に"い貧燈

内 外面 と も に ナ デ調整。 内 面 に は指頭圧痕がみれる 。Pit l 茶 釜 雲母 ・ 赤褐色粒 I OYR6/2 I OYR7/3 

3 1 ・87 一括 6 古代
土師器 日縁 3 . 8 - 一 部 民 角 閃 石 ・ 石 英 ・ 雲 母 ・ 赤 橿 樫 内 外商 と も に ナ デ調盤。艶 縄色粒 7 .5YR7/6 5YR7/6 

33-88 SEOO I 一括 中世 土 師 質
胸部 5 . 3 - 一部 良 長 石・石 英 ・ 白 色粒 ・ 亦縄 灰黄栂 にぶい黄禍 内 外商 と も に ナ デ調整 と 指頭圧艇が多 〈 見 ら れ る 。

茶 釜 色粒 I OYR4/2 I OYR5/3 外 商 に は線劃IJ ? ス タ ン プ ? の花紋あ り 。

33-89 SEOO I 一掃 古代 須息器 目録~底部 2 . 2 - 一 部 良 白 色枝 . IM色粒
灰 白 灰 内 外商 と も に 回 転 ナデ調撃。停 7 . 5Y7/ 1 7 目 5Y6/ 1

33-90 SEOO I 一括 中世 土 師 質
脚 部 6 . 0 - 1 /4 良 角 閃 石 ・ 長 石 ・ 石英

にぶい燈 にぷい種 内 外 商 と も に ナデ調整。 外 面 に は l 条の突帯 を 施す。
火鉢 7 .5YR6/4 7 .5YR6/4 指頭圧痕あ り 。

33-9 1 SEOO I 一括 中世 土 師 質
口 緑 4 . 3 - 一 部 良 黒 色柱 ・ 白 色粧 ・ 赤 褐 色 に"い黄億 にぶい黄担 口 緑 は やや肥厚 し 、 横ナデ調整。突帯を施 し 、 ス タ ン

火鉢 粒 1 0印刷 I OYR6/3 プあ り 。

33-92 SEOO I 5 中世 瓦質
胸部 3 . 9 - 一 部 良 灰 白 灰 白 外 面 は 丁 箪 な ナ デ調聾。 内 面 は ナデ調盤後櫛状工具

掴鉢 N8/ 7. 5Y71 1 に よ る 6本単位の揺 目 。

33・93 SEOO I 6 中世 瓦質
4 . 4 - 一部 良 長 石 ・ 廊 石 ・ 白 色粒

灰 白 灰 白 外 面 は 丁 寧 な ナ デ調 盤 。 内 面 は ナ デ調盤後御状工具
捕鉢 N7/ N7/ に よ る 6本単位の摘 目 。

33-94 SEOO I 一指 中世 瓦質
底部 3 . 9 - 一 部 良 長石

にぷい貨檀 にぶい黄棺 全 面 に 摩滅著 し い。
火鉢 1 0印刷 I OYR7/2 

33-95 SEOO I 4 中世 瓦質
底部 1 . 7 - 一 部 良 長石 ・ 白 色粒

灰 白 灰 白 外 商 は 丁寧 な ナデ調壁。 内 面 は ナデ銅盤後櫛状工具
繍鉢 7 . 5Y6/ 1 7 . 5Y7/ 1 に よ る 5本単位の摺 目 。

33・96 SEOO I 一括 中世 瓦 質 周部~底部 4 . 8 - 一部 良
角 閃 石 ・ 長 石 ・ 白 色 粒 ・ 灰 白 灰 白 外 商 は ナ デ調 整 。 内 面 は ナ デ調盤後締状工具 に よ る

摘鉢 黒色粒 N71 N71 6本単位の 銅 目 。

33-97 SEOO I 8 . 一括 中世 瓦質 目録~底部 (33 .2 )  ( 1 4 .0 )  1 0 . 5  1 /3 良 長石 ・ 角 閃 石
灰 白 灰 白 外 面 は ナ デ調 盤 、 指頭圧 痕 あ り 。 内 面 は ナ デ 後 衛 状

繍 鉢 2 . 5Y8/ 1 2 . 5Y8/ 1 工 具 に よ る 6本単位の掛 目 。 口 唇部 は 横ナデ。

34- 1 08 一括 古代
土師器

底部 1 . 0 - 一部 艮 長 石 ・ 石 英 ・ 白 色粒
にぶい員檀 にぷい黄担 内 外 商 と も に ナ デ調竪。底部 に ヘ ラ 脅 き (主万 ? ) あ

底部ヘラ 書 き長F I OYR7/4 I OYR7/3 り 。

34- 1 09 一括 古代 須恵器
底部 1 . 0 - 一 部 艮 長 石 ・ 白 色続

灰 白 灰 白
内 外 商 と も に ナデ調襲。底部 に 墨 書 (茂口) あ り 。 底部盛書原 7 . 5Y7/ 1 7 . 5Y7/ 1 

34- 1 1 0  一括 中世 瓦質
周 部 5 目 8 - 1 /4 良 角 閃 石 ・ 長石 ・ 石英 灰 I� 灰 白 内 外面 と も に ナ デ調墜。 内 面 に 指頭圧痕あ り 。

茶釜 5Y7/ 1 N81 

ー
-
∞∞
l



鴨調

((j l見J {dH i ' �註'lM手

ー
戸市出吋
|

出土遺物 (土銭) 観察表

図版ー報冊 遺 構 取 l:No. 時 間l 器J 附 法 首t ( c m )  L P 判定 幾(f.主事 焼 成 Jlfl 土
色 調

全 長 賢 r，l I g )  制 イL1千 外
備 考

商 内 商

32-98 -j/j 古 代 u唾 3 . 3 - 3 . 5  0 . 70 0 . 4 0  0 . 1 6  4 . 7 1 車j ほ ぽ完形 良 1..i イ ， . イ i 英 ・ 金'.ll 母
に ぶ い 貨 栂
I OYR7/4 

32-99 51005 1 46 古 代 l 錘 3 . 9  3 . 7  1 . 00 0 . 4 0  0 . 1 6  3 . 9  刺 ほ ぼ光形 艮 i去 {j . イ i o1i . !.\\ 色 粒
に ぷ い 慢 に ぶ い 慢

7 . 5YR7/4 7 . 5YR7/4 

32- 1 00 一括 古 代 1 :録 3 . 7  4 . 4  1 . 1 5  0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 2 1 利 ほ r:完形 Jl!. 1 Hd i 英 ・ I'I 色粒
に ぶ い 員 権
I OYR7/4 

32- 1 0 1  一括 古 代 1'.鋒 3 . 6 - 4 . 4  1 . 2 5  0 . 4 0  0 . 1 6  2 . 88 刺 ほ 1:完形 民 f i 英 . �:ü 母 ・ I' I 色粒
に ぷ い 疏 権
I OYR6/4 

32- 1 02 拡仮部分 一括 占 代 1 :錘 4 . 3 - 3 . 6  1 . 1 0 0 . 4 5  0 . 2 0  3 . 9  刺 ほ I::i"m 良 ((j 似i イ i . 1 Hi . 干 i 英 . I' I 色税
般

5YR6/6 

32- 1 03 一括 古 代 1'.鈍 4 . 3 - 6 . 3  1 . 20 0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 58 刺 3/4 良 1-H i .  I'I 色純 ・ dr' 褐 色 敵
m 

7 . 5YR6/6 

32- 1 04 
58007 

古 代 | 鋒 2 . 9 - 3 . 9  1 . 30 0 . 40 0 . 1 6  2 . 2 3  刺 2/3 上4 ((j l�H i ' 託 行 ・ イ i 英
i主Ullll 浅黄権

付近Pil I OYR8/3 I OYR8/3 

32- 1 05 一話 s'i l� l 錐 2 . 6 - 4 . 9  1 . 75 0 . 55 0 . 30 1 . 48 袋 1 /3 良 1 H， ' 必 尚 色 料
に ぷ い 政 権
I OYR7/3 

32- 1 06 一括 古 代 l 錘 3 . 0 - 3 . 5  1 . 30 0 . 6 5  0 . 4 2  2 . 3  袋 2/3 良 {j 英
i�煎織

I OYR8/3 

32- 1 07 51005 一括 M\:. l 鈍 3 . 9 - 4 . 3  1 . 00 0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 9  刺 2/3 良 ((j l�H i ' !長 行 ・ イ i 英 金主母
に ぶ い 慢 に ぷ い 栂

7 . 5YR6/4 7 . 5YR6/4 

西片穏村遺跡第3表
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出土遺物 (土器 ) 観察表

閲版ー
調査区 遺構 層 位 取 I:Ih 時期 器種 部位

t去 五l {叩} 色 調

報 喬 口 径 胸部径 底筏 荷台径 高台高 器商 残存高
残存率 焼成 胎 土

外 面 内蘭
調 整 備 考

38- 1 I 区 SKOO I 弥生 製 口 緑~
6 . 1 - 一部

長 石 ・ 白 色粒 ・ 黒色 栂 燈 内 外商 と も に ナ デ調整。 磨滅が著 し
後 期

良
頭部 粧赤褐色粒 7 . 5YR6/6 7 . 5YR6/6 L 、 。

38-2 l 区 SKOO I 2 弥生
脚付狸 脚部 8.9 3 . 0  3 . 6 - 一部 良

長 石 ・ 石英 ・ 白 色位 栂 にぷい燈
後期

内 外 面 と も に ナ デ調整。
黒 色 粒 ・ 茶褐色粒 7 . 5YR6/6 7 . 5YR7/4 

39・5 l 区
償乱

古 代 →七 師 器 底滞 7 . 8  (8 . 1 1  (8 . 1 )  長石 ・ 角 閃 石 ・ 金雲 極 尚灰 内 面 はナデ調態。 内黒。底部 は 回 転へ
一括

0 . 8  1 . 9 - 一部 良
町、 母 白 色粒 ・ 烈色担 7 . 5YR7/6 I OYR4/ 1 ラ 切 り 後ナデ調'11!。 高 台 は 貼 り 付 け。

4 1 -8 日 区 SD004 3 6  中 世
土師胃 底部 ・ 2 . 9 - 一部 良 長 石 ・ 黒色粒

にぶい黄櫨 にぷい黄櫨
高台付盤 基部 I OYR7/4 I OYR7/3 内 外 面 と も に ナ デ調整。

4 1 - 1 3  H 区 一括 中 世
軍車器

口 縁 5 . 3 - 一部 不良 白 色粧 ・ 黒色枝
禍灰 にぶい檀 内 外 国 と も に 闘 転ナデ調整。 口総部

盟又li壷 5YR6/ l 5YR6/3 は機ナデ。

4 1 - 1 6  日 区 一指 占代 頭車器 劇部 ~
0 . 6  3 . 4 - 一部 良 白 色続 ・ 黒色粒

灰 灰 白 内 外 面 と も に 回 転 ナ デ調整。 内 而 を
I!xli壷 底部 N6/ l N7/ 1 ヘ ラ 状 工 具 に よ っ て 削 っ て い る 。

44- 1 8  r; . y 区 SIOO I 古 代 土 師 機 底 部 ( 9 . 2 1  1 . 0 1 . 8 - 一部 良
長 石 ・ 石英 ・ 白 色粒 にぷい黄燈 褐h正 内 外面 と も に ナ デ講望。 荷 台 は 貼 り

内 l且7 . 5YR6/4 I OYR5/ l 付 け 。

44- 1 9  r; . y 区 SIOO I 50 . 5 1  中 世 J!t色土器 底部 9 . 2  0 . 9  2 . 0 - iミ 長石 ・ 石英 ・ 白 色位 にぷい黄橿 県 内外面 と も に ナデ讃聾. �底部中央にヘラ技工
内自民I OYR6/4 I OYR2/ l l! に よ る 閉 り 棋が曲射拭に残る。 高台貼 9 /<1 11。

44-20 r; . y 区 SIOO I 3 6  中 世 !日色土器 底部 (9 .0l  1 . 0 2 . 4 - 一部 良
石 英 ・ 輝石 ・ 白 色粧 黄灰 黄灰 内 外 固 と も に ナ デ調盤。 高 台 貼 り 付
赤禍色粒 2 . 5Y4/1 2 . 5Y4/ l け 。

44-2 1 r; . y 区 SIOO I 44 �îf\: 
七 邸 機

底部 2 . 3 - 長 石 ・ 石 英 ・ 金雲母 にぷい黄樫 にぷい貨檀 内 外 面 と も に ナ デ 調 整 。 外 底 部 中 央 に
郎 白 色粒 ・ 赤褐色粒 I OYR7/3 I OYR7/3 ヘラ状工只に よ る 削 り 痕古敬射状に残る。

44-22 r; . y 区 SIOO I 6 古 代
土 師 鴇

底 部 1 5 . 2 1  1 . 9 - 1 /4 良 長 石 ・ 黒色粧
に ぶ い僅 にぶい黄櫨

杯
内 外 面 と も に ナ デ調盤。7 .5YR6/4 7. 5YR6/4 

44-2 3 W 目 V 区 SIOO I 8 ，'îlt 
土 師 椴

底部 2 . 2 - 一部 民 石 英 ・ 白 色粒 ・ 黒色 浅黄栂 !A\ 
Jf 内 外 商 と も に ナ デ調整。 内 県

粒 I OYR8/3 5Y2/ 1 

44-24 r; . y 区 SIOO I 34 古 代
t師椴 底部 1 . 3 - 一部 良 長 石 ・ 石 英 ・ 角 閃 石 にぷい黄橿 立1

珂t 内 外商 と も に ナ デ調整。 内 泉 ・ 煤付 泊
白 色純 ・ 赤縄色粒 I OYR7/2 7 .5Y2/ l 

56-26 r; . y 区 SDO l 6  7 古代末
土 師 協 口 縁 ~

1 1 5 . 3 1  1 7 . 7 1  3 . 5  2/3 良 長 行 ・ 角 閃 石 ・ 輝石
明赤褐 明亦褐 内 外 商 と も に ナ デ調整、 と も に 朱が

Jf 底部 2 . 5YR5/6 2 . 5YR5/6 全 面 に 常 布 。 磨 滅が著 し P.

56・27 r; . y 区 SDO l 6  5 つ 須恵様 胸部 ~
1 9 . 2 1  ( 6 . 2 1  5 . 4 - 一部

長石 ・ 白 色粒 ・ 紫色 首灰 背灰 外 商 は 凶 転ナ デ 後 粗 い ナデ調照。 内盟一・，
底郎

良
続煎褐色粒 I OBG6/ 1 I OBG6/ l 而 は 回 転 ナ デ調整。

56-28 r; . y 区 SDO l 6  7 つ 土 師 総 口 緑 ~
1 1 5 . 0 l  1 8 . 7 1  2 . 8  1 /3 石 英 ・ 角 関 石 ・ 白 色 灰 白 内 外 面 と も に ナ デ調整。 外 面 に は 朱

珂t 良 1勾 黒
底部 粒 I OYR8/2 I OYR2/ 1 が全面に 塑布。 磨滅が箸 し も 」

56-29 r; . y 区 SDO l 6  4 底部 (6 .8 )  0 .9  2 . 2 - 1 /4 良 石 英 黒色粒
燈 補灰 外 商 は ヘ ラ 状 工 具 に よ る 調整。 内 面

内 面黒色7 . 5YR7/6 I OYR5/ 1 は 岡転ナデ調躍。 貼 り 付 け 高台。

56-30 r; . y 区 SDO l 6  8 古 代
土師鋭 口 縁~

2 6 . 0  9 . 2 - 一部 良
長 石 石 英 ・ 角 閃 石 浅黄l!! 栂 件面1111方自のハケ目ll!i!，向面1Iヘラ目 。 量ナデ畠旦指彊 内 外 面一部以

盛 胸部 赤褐色粒 7 . 5Y8/4 7. 5Y7/6 IfÐlあ り . 日韓1I略面tt十T草壁、 内面tt慣方向町ハケHll呈 変
63・34 r; . y 区 SEOO I 古 代

土 師 掛 口 縁 ~
6 . 8 - 一部 不良 長 石 石英 ・ 角 閃 石 極 にぷい極 内 外 面 と も に 償 ま た は 斜 め 方 向 の

耳、 外面煤付蔚
胸部 金�母 7 . 5YR7/6 7 . 5YR7/4 ハ ケ 日 調張。 口 唇部 は肥厚す る 。

63・35 r; . y 区 SEOO I 古 代
須邸機

益部 1 1 6 . 5 1  2 . 0  1 /2 !<l fl 色粒 ・ 黒色粒
灰 白 灰 白 議 k 部 は 削 り の ち ナ デ調盤。 下 部 は 回

壷 N71 N71 転ナデ調強。 内爾は回転十デと ナデ調整。

63-36 r; . y 区 SEOO I 1 7  古 代
土 師 鵠

底 部 ( 1  1 . 0l  2 . 0 - 一部 不良 長 石 ・ 黒色粒 浅策橿 浅黄櫨
珂: 赤褐色粒 I OYR8/4 I OYR8/4 r"l 外 商 と も に ナ デ調整。

65-39 r; . y 区 SE002 1 1 2 古 代
土師器 口 緑~

( 1 6 . 3) ( 1 2 . 2 )  3 . 0  1 /4 良
金 � 母 ・ 茶筒色粒 浅黄橿 橿 内 外 面 と も に ナ デ調整。 磨滅が著 し

杯 底部 灰 1'1 色粒 7 .5YR8/6 7 .5YR7/6 L 、 。

6 5-40 r; . y 区 SE002 90 古 代
土 師 掠 口 縁 ~

( 1 3 . 9) 1 1 0 . 7 1  3 . 0  一部 良
白 色枝 ・ 黒色粧 浅黄燈 極 内 外面 と も に ナ デ調襲。 磨滅が著 し

長干 底部 赤褐色粗 7 .5YR8/6 7 .5YR7/6 L 、 。

65-4 1 r; . y 区 SE002 4 7  中 世
須且t器

底部 1 1 3 . 8 )  4 . 1 - 一部 良 石 英 ・ 白 色粒
灰 民 内 外面 と も に 回 転ナデ調整。 底 部 は

道 N61 N61 回 転糸 き り 。

65-42 r; . y 区 SE002 9 1 .92  ' 1' 世末 土師器 9 . 1 7 . 9  1 . 7 完形 良 白 色粒 茶 褐 色粒 根 栂 内 外 商 と も に ナ デ調整。 磨滅が著 し
長F 黄 褐 色 粧 7 . 5YR7/6 5YR7/8 も 、 。
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固!Ii・粗描 調 査 区 遺 構 層 位 取 I:No. 時期 総樋 部位
法 fil (叩)

残存率 焼，& !胎 色 調
口 径 胸部径 政径 尚台径 向台尚 器尚 残�f.商

土
外 商 内 面

調 墜 官自 考

65-44 w . y 区 SE002 99 i'îi'è 土師協 底部 8.0  0 .4  2 .3- 一部 良 I�I 色枝 ・ 烈 色粧
灰 白 灰 白 内 外而 と も に 回 転 ナ デ調整。 腹部は

坪 7 . 5Y7/ 1 7 . 5Y8/ 1 ヘ ラ 切 り 後ナデ調整。

65・45 w . y 区 SE002 59 rl'世 i毛顕逝 底部 0 . 5  3 . 6 - 一部 良
石 英 県 蝋 石 ・ 白 色 阪 灰 1:1 内 外 商 と も に 凹 転 ナ デ謁 護 。 肉 而下 部
粒 5Y6/ 1 N7/ に は 削 り 艇あ り 。 商台貼 り 付 tt.

67-57 w . y 区 一括 9 1  ..... i'è 土 闘機
底部 (9 .9) (8 .4) 1 .6 一部 E!. 金 � 母 . I�I 色 粧 茶 栂 世

JIR 制色粧 7 目 5YR7/6 7 .5YR7/6 内 外簡 と も に ナ デ翻襲。

67-58 w . y 区 一括
9 1 目92 目 ' 1' 1止 JX\色.-1: 日縁~

0 4.8) (9.6) 2 . 9  1 /2 不良 金:民1華 ・ 亦 絢 色粒
にぷい栂 にぷい極 内 外 商 と も に ナデ調襲。 磨滅が著 し い 。

95.99 部 底部 7 目 5YR7/4 7 .5YR7/4 底部はへラ 切 り 後粗いナデ. 内 商 且1 色

6 7-5 9 w . y 区 一指 i'jJtt 
土師総 回 線 ~

0 4.6)  (8 . 1 )  5 .8  1 /4 上4 金 � 母 ・ I�I 色粒 にぷい赤掛 品、梢 内 外而 と も に 組 い 印l り 調整。 口 唇部
耳、 底部 且1色粒 ・ 賀 補 色笹 5YR4/4 5YR4/6 は強い ナデ調躍。 実No.38 と 問一

67-60 田 区 一括 中 l吐
土問i�酔 1 2 .4 6 .8  0 . 8  5 .4 4/5 iミ 長 石 ・ 石英 ・ 白 色粒 にぷい黄檀 にぷい貨檀 内 外 国 と 色 に 丁暗fなナデ調墜。外底部中央

赤 禍 色鞍 I OYRï/4 I OYR7/3 にへラ状工具に よ る 削 り 痕晶敬射状に残る.

67-63  w . y 区 一括 中 世
口 線~

4.3- 一部 良
石 英 ・ 卸 石 ・ 赤 褐 色 灰 白 l品

胸部 粒 I OYR8/2 I OYR2/ 1 内 外商 と も に 丁寧 な ナ デ翻盤。 内製

72-78 Vl IK SX002 古 代 土師鱒 口 縁~
1 4 .0  7 . 1 3 .8  完Jfj 良 1111 石 ・ 赤 補 色 粒

浅黄t置 浅黄燈 向 島面 と ち に回転ナデ調整e底部liへ ラ 切 り 控ナデ
占f、 底部 I OYR8/3 I OYR8/4 調車.向略面と もに*が企画に盟布か9磨現品噂I.，� ': 

72-79 Vl I豆 SX002 古代 土問器 口 縁~
0 3.2 )  (6. 1 )  3 . 5  1 /4 良 長 石 ・ 白 色粧

燈 償
liF 底部 2 . 5YR6/6 2 .5YR6/6 

内 外 商 と も に ナデ、 磨滅が箸 し い。

72・80 Vl Jï{ SX002 古代 須且t器 口 縁~
5 . 5 - 一部 民 I� 色粒 ・ 県色桂

灰 白 灰 白 内 外 而 と も に ナ デ調盛。 外 商 に は沈
無類蝦 鋭部 7 . 5Y8/ 1 7 . 5Y8/ 1 線 あ り 。

72-8 1 明 l韮 SX002 2 つ 須息詰4
脚部 6 .5- 一部 l\l 白 色枝 ・ 11.\色粒

灰 白 版 白
尚S干、 5Y8/2 5Y8/ 1 内 外聞 と も に ナデ欝襲。

72-82 vl 区 SX002 出代 :1:師 協 議 1 . 2 - 一部 不良
長'!:Î ・ 石英 ・ 角 閃 石 極 櫨 内 外而 と も に ナ デ調整。 膳減が著 し

重量 1;1 色位 ・ 赤褐色粒 5YR7/6 5YR7/6 L 、 。

72・83 Vl I孟 Pi，027 古代 :1:附締 口 線~
1 5 . 1  1 . 9 完Jfj 'f�良 石 英 ・ 角 閃 石 . ËI 色 慢 檀 内 外 商 と も に ナ デ調犠。 磨滅が著 し

m 底部 粒1.\\色挫 ・ 茶 褐色位 7 . 5YR6/6 5YR6/8 も 、 。

72・84 羽 区 Pit009 I!I代 罫i邸機 底部 0 . 5  2 . 6 - 一部 良
イ1 英 ・ 白 色 枝 . �県 色 背灰 j!J灰 舛面li回転ナデ調聾。 内 面1;1:回転ナデと ナデ調

杯 脱 5B6/ 1 5B6/ 1 盟。底部1;1:ヘラ明 り 桂ナデ調車。 高台1;1:貼 り 付11.

72-85 Vl I豆 一括 j'íi'è li'i単語時 口 縁~
0 2 .61  (8 .0)  3 .5  1 /3 i込 干I 英 ・ 白 色 粒 ・ 黒 色 灰 白 灰 n

持: 底部 脱線機 5Y8/ 1 5Y8/ 1 IJ.I 外 聞 と も に 回 転ナデ

80- 1 02 W 区 S0027 弥生 上師鴇
底脚部 6.0- 一部 民 長 行 ・ 石 英 ・ 角 閃 石 権 に ぷい 栂 外 商 は 縦 方 向 の ハ ケ 回 調整。 内 面 と

鍵 白 色粒 5YR6/6 7 . 5YR7/4 底部は削 り 後 ナ デ調整。

80・ 1 03 v m: S0026 i'iJtt 
一1:師 器 脚 部 8.9- 一部 良

長 f:Î ' 石英 ・ 蹄 石 赤糊 赤禍
高珂t 1'1 色位 5YR4/日 5YR4/6 内 外 商 と も に ハ ケ 回 調獲。

80・ 1 04 vm S0026 2 世jJl'I
土 r，iJi総 口 縁 1 8 . 1  6 .0- 一 部 良

長f:Î ' 石英 ・ 輝石 に ぷ い 燈 に ぷい 栂 外 商 はナデ調撃。 内 而 は 削 り 後ナT
讃 1;1 色粧 7 .5YR7/3 5YR7/4 調権。

80- 1 05 VH r正 S0025 í�.i唄
土師総 口 線 ~

( 1 3 . 8) 20 .8  完j醇 民 長 石 ・ 石英 ' I� 色粒 禍 制 ��上Z陸軍方自由t寸目量ナT重量.下ilIJ1i自の岬乱闘部
艶 底部 M\ 色桂 7 .5YR4/4 7 . 5YR4/3 岬Il穂積T純仔a日韓耳目l献納富1I断自由ハケ目書E

外商煤付��t

80・ 1 06 W 区 S0026 j'jJtt5C 
土師I!I! 口 線~

1 2 . 5  1 2 .0  3 目 。 1 3 . 7  4/5 良 民主1 ・ 石英 ・ 1�1 色粒
栂 権 再面上部I!師時方向. 下部位置方向のハケ目覇軍@内面li

m 底部 5YR6/6 5YR6/6 4、定方向のハヤ目調包 口輯内面li横方向のハ廿目覇軍，

80- 1 07 VH IK S0029 ? 
1:師部 口 総 3 . 2 - 一部 l\l 石 英 ・ 金 2監 l手 ・ 白 色 尚 樹

援 ? 逝 ワ 粒 7 .5YR4/3 7 .5YR4/3 l!.j 外商 と も に ナ デ調撃。

80- 1 08 VlI IK S0029 ， ' ji"'è t師器 口 縁 3 . 7 - 一部 良 (:1 色 校 ・ 県色粒
にぷい黄椴 にぷい政権

盤 。 壷 ワ I OYR6/3 I OYR6/3 
内 外而 と も に ナ デ調盟。

80・ 1 09 VH IK 50030 j'.ji"'è 1:.目層部 口 縁~
( 1 6 .2 )  0 2 .0)  3 . 1 1 /3 良 石 英 ・ 黒 色 粒

に ぶい黄信 にぷい前植 内 外 而 と も に 1m転ナデ調整。磨滅が
liF 底部 I OYR7/4 I OYR7/4 詳 し い。

80- 1 1 0  VH I互 50030 古代 1-.r，iJi 様 口縁~
1 5 . 6  1 0 目。 3 .4  3/4 良 長fÎ ・ 蹄石

舵 栂 内 外商 と 色 に 閲 転ナデ調握 。 低 部 は
珂t 底部 7 . 5YR6/6 7 . 5YR7/6 回 転糸 き り 。 磨滅が著 し い。

80- 1 1 1  VH IK 50030 言I代 土 師 紹 口縁~
( 1 7 . 31 (7 .0 )  2 . 1 1 /3 艮 J且色位

i長貨燈 浅貨栂 内 外 商 と も に 回 転 ナ デ調整。熔減が
長F 底部 I OYR8/4 I OYR8/4 者 L- � . 。

l
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国!置ー輯置 調査区 遺構 層位 取J二Nn I時期 器 種 部位
法 墨 (叩)

残存率
色 調

口 径 胴部径 成径 向 台 径 高 台 高 器 I:'S 残 存 向
焼 成 胎

外商 内面
調 整 備 考

80- 1 1 2  vil 区 S0030 ，'ïll: 上師器 口 縁 ~
1 7 . 2  1 0 .3  3 . 2  4/5 良 長 石 ー 輝石

燈 栂 内 外面 と も に 阿 転ナデ調繋。底部は
均二 底部 7 . 5YR6/6 7 .5YR6/6 回 転 糸 き り 。 熔減が著 し P。

80- 1 1 3  W 区 S0029 市 代 須恵器
底部 ( 1 2 . 2 )  0 . 9  1 . 7- 一部

長 石 ・ 白 色 腕 ・ 黒 色 h足 灰 白 内 外 面 と も に |司転十デ調襲。 向 台 は
1 0C 杯 良

粒 N5/ N7/ 張 り 付 け 。

80- 1 1 4  四 区 S0029 ，'ïll: 土 師掛 口 縁 ~
( 1 4 . 2) 8 .4 2 . 0  6 . 1 1 /2 赤褐色粒 ・ 旦1 也事7

浅i立位 浅黄燈
平安 杯 底部 I OYR8/4 I OYR8/4 

80- 1 1 5  W 区 S0029 古代
k師*i 口 線~

2 . 6  1 /4 良 黒色粒
i主政権 浅漬権 内 外 而 と も に 問 転ナデ調戦。!暫減が

杯 底部 7 . 5YR8/4 I OYR8/4 著 し い。

80- 1 1 6  四 区 S0029 古 代
土 日市総

底部 6 .0  3 . 0 - � $ 良 黒色粒
浅b官僚 浅黄極 内 外 商 と も に |司 転ナデ調照。熔滅が

珂: I OYR8/4 1 0YR8/4 著 し い。

80- 1 1 7  四 区 S0030 8 代
土 師 綴

3 .0- 一 部 良
長石 ・ 石英 ・ I'I I'!lN にぷい黄燈 にぷい黄檀 内 外耐 と も に ナデ樹被。l底部はヘラ

士千 赤 褐 色粒 I OYR7/3 1 0YR7/3 切 り 後ナデ淵験。

80- 1 1 8  羽 区 S0029 
i'il\ 上師器 一 部 一部 長 石 ・ 黒色粒

浅黄燈 浅黄燈
平安 向 台付J;f

3 .0- 良 内外面 と も に回転ナデ調整。磨揖が著 し い。
I OYR8/4 I OYR8/4 

80- 1 1 9  Vil l豆 SKO l 9  5 i'il� 
土師器 口 縁

28 .8  一部 石 英 ・ 角 閃干1
にぶい樫 にぶい黄燈 内 外 面 と も に ナデ調態。磨滅が著 し

護 5 . 7 - 良頭部 7 . 5YR7/4 I OYR7/3 L 、。
80- 1 20 W 区 SK0 1 9  1 4  ，'ill: t師器 口 縁 ~

6 . 2 - 一部
長 石 ・ 輝 石 赤 褐 色 栂 燈 外 面 は 縦方 向 の ハ ケ 日 調整。 内 而 は

良壷 頚部 粒 7 . 5YR7/6 5YR7/6 ナデ調整。 日 縁 は横ナテ 調繋。

83- 1 2 1  W 区 SKO l 9  2 9  古 代
土 師 器 口 総 ~

(24 .2 )  1 0 .5- 日11 長 石 ・ 石 英 ・ 角 閃 " にぷい黄信 燈 外面は縦方向のハケ H 調照で一部指
E霊 胸部 良

白 色粒 ・ 赤側 色 料 I OYR7/6 7 . 5YR7/6 画期王痕あ り 。 内而は縦方liî]のI'IIJ り 調襲。

83- 1 22 W 区 SKO l 9  古 代
k 師 器 口 縁 ( ] 4. 1  ) 3 . 5  一部 不良

長石 石 英 . f'l WJ 干i にぷい貨制 にぶい赤褐 肉 外 商 と も に ナ デ綱引匹。 内 閣 に は指
小型饗 輝 子[ I OYR5/3 5YR5/4 頭圧痕あ り 。

83- 1 23 W 区 SK0 1 9  33 市11: 七 師器 口 縁 ~
(20.0) 5 . 1 - 一 郎 良 長 行 ・ 石 英 " iÎÎ.怒り

Ilflifj，褐 明亦褐 外 面 は ナ デ 淵 � 。 内 聞 は 削 り 後 ナ テ
裂 頭部 2 .5YR5/6 2 . 5YR5/6 調整。 口緑内而は 部削 り 後ナデ調樫。

83・ 1 24 W 区 SKO l 9  30.48 古代
土師古書 日 縁 ( 1 8 .0 )  長 石 石英 . r!J I�Hi

栂 浅黄檀
護 4.4- 良 外面はナデ謝般。 l勾面は削 り 後十テ調襲。

5YR7/6 7 . 5YR8/4 

83- 1 25 vil 区 SKO l 9  3 ，'if� 仁師器
( ] 5 .3 )  (6 .2 )  3 .5  1 /3 長布 石 英 ー 1'1 色料

にぷい極 権
奈良 良 内 外 而 と も に 問 転ナデ調幣。坪 7 . 5YR7/4 7 . 5YR7/6 

83- 1 26 W 区 SKO l 9  1 6  ，'ïl\ 上飾穏 口 縁 一部 石 英 ・ 角 閃 桁 ・ i'I 色 に ぷい貨纏 にぷい橿 内 外 而 と も に ナ デ調格。熔 減が著 し
浅鉢 5 . 7 - 不 良

粒 I OYR7/3 5YR7/4 L 、。
83- 1 27 W 区 SK020 ，'i f� 土師器 口 縁~

5 . 7 - 一部 良
長 石 ・ 金 雲 1;1 ・ 黒 色 にぷい亦褐 褐 灰 外 面 口 縁 は ナ デ謂 務 。 内 而 は へ ラ

浅 鉢 胴 部 粒 5YR4/4 5YR5/4 削 り 調整。

83- 1 28 VIl 区 SK0 1 9  
1 . 1 0 r_lj代 土師器 口 縁 1 5 .0  6 . 5  長 石 石英 ・ 金'1l;1.手 にぷい黄栂 にぶい黄樫 内 外 商 と も に 回 転ナデ調繋ロ磨滅が

1 1 . 26 奈良 坪 底部
4 .2  4/5 良

赤褐色粒 I OYR7/4 1 0YR7/4 著 し P，

83- 1 29 W 区 SKO l 9  2 7  古 代
1:師器 蓋 部 1 . 2 - 一部 良

長 石 ・ 白 色 料 ・ 虫 色 に」弘 、担 に ぷ い 黄樟
葦 粧 7 .5YR7/4 I OYR7/4 

内 外 聞 と も に 回 転ナデ調幣。

83- 1 30 W 区 SK020 市代 t 師 鍛 口 縁~
3 . 1 - 一部 不 良

角 閃 石 ・ 黒 色粒 亦 i長賞槍 浅黄燈
奈良 杯 底部 掲色粒 I OYR8/3 I OYR8/3 

内 外 而 と も に 回 転ナデ調整。

83- 1 3 1  W 区 SKO l 9  1 2  古 代
須恵器 蓋部 1 5 .6  1 .9 4/5 良 白 色 粒 ・ 黒 色粒

l�t灰 首灰 外面上部 は 閲 転ヘ ラ 削 り 、 1"1 転 ナ デ
葦 5B6/ 1 5B6/ 1 調整。 内 面 は 回転ナデ鋼戦。

83- 1 32 W 区 SKO l 9  j'il\ 
須j魯�*世 蓋部 ( ]  7 .8 )  1 . 0- 一部 良 白 色粒

灰 灰 外面上部 は 回 転へラ 削 り 、 同 転 ナ デ
藁 I OY5/ 1 N6/ 調整。 内 面 は 凶 転十デ調整。

83- 1 33 VIl 区 SK0 1 9  日 古 代 土師器 口 縁 ~
( ]  5 .01 15 .8 )  3 .8  1 /2 長 石 石英 ・ 向 閃 {i にぶい概 にぶい黄穏

奈良 良 内 外 商 と も に 悶 転 十デ調強。
杯 底部 赤褐色粒 7 . 5YR7/4 I OYR7/4 

83- 1 34 VIl 区 SK020 占代 須恵器 口 縁 ~
( ] 4.5 )  (8 .01  0 .6  4 . 6  1 /2 良 白 色粒 ー 黒色粒

灰 灰 内 外 商 と も に 回転ナデ調 務 。 底部 は
奈 良 底 部 N5/ N6/ ヘラ 切 り 後十デ調整。 l砧 り 付 け 高台。

83- 1 35 W 区 SKO l 9  1 3  jJï 代 須恵器 口 縁
( 1 4.01  (9 .01  0 .5  3 .9  1 /2 良 白 色粒 ・ 黒色校

緑灰 緑灰 内 外 面 と も に 回転ナデ調続。 貼 り 付
奈良 杯 底部 I OG5/ 1 I OG5/ 1 け 高 台 。

84- 1 36 W 区 SK02 1 7 古 代
J:師器 口 縁~

(26.9)  1 6 .8  1 /3 良
長 イ�I ・ 角 閃 干1 ・ 金 1t 浅貨栂 浅黄権 外 商 は ハ ケ 1 1 調襲 。 件J ilii は ヘ ラ IllJ り

裂 胴部 母 ー 亦褐色料 7 . 5YR8/4 7 .5YR8/4 後 口 総か ら �Ii百11 に か け て ナ デ調態。
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関臨・報番 調査区 遺構 層 位 取 }二No. 時l町 日韓傾 部位
法 r.t (四)

残存率 焼成 胎
色 調

口 径 !服部a王 底筏 Io'�台径 尚 台 高 器 商 残 存 前
1こ

外 而 内 而
調 整 備 考

84. 1 37 Vß IK SK02 1 古 代 ←1'.8ili 踏 口 縁~
( 1 3 .8) 4 .3 - 一部 良

石 英 ・ 角 |別 行 白 色 にぷい請、掲 にぷい梢 外 商 は ナ デ調書量。 内 蘭 は 削 り 後ナデ
小型誕 頭部 腕 5YR5/4 7 . 5YR5/4 調強、 指頭1吃III あ り 。

84. 1 38 W 区 SK02 1 i!îfl: 
1:附illll 日 縁 ~

( 1 3 .2)  4. 1 - 一部 民 長 石 ・ イ:1英 ・ 制 石 に ぷ い 健 樹 に ぶ い 前 倒 内 外而 と も に ハケ 目 調盤 。 口 縁部 は
小型l誕 資l部 白 色粧 I OYR6/3 I OYR6/3 横ナデ調墜。

84. 1 39 Vß 区 SK02 1 7 古代 1 :師搭 日 縁 ~ (2最4大Q) 
7 . 2 - 一部 良 長石 ・ 石英 ・ 角 |均 石

に ぶい極 にぷい1貫徹 外商11縦方向のハケ 目 i覇聾@内商11ヘラ 削 り
互理 胸部 (25.4)  7 .5YR7/4 I OYR7/4 控ナデ調盤。 口緑内部に 11横方向のハケ目i調聾包

84. 1 40 W 区 SK02 1 2 3 古代 須J邸探 盗部 ( ( 5 .5 )  1 . 7 - 1 /3 良
石 英 白 色 税 ・ 黒 色 灰 白 灰 白 外 而 上 部 は 回転ヘラ 削 り 。 外 而下部

議 粒 5Y8/ 1 5Y8/2 と 内 I町 は 回 転 ナ デ翻強。

84. 1 4 1  W 区 SK02 1 古 代 須邸機 雄部 ( (  5.4) 1 .4- 一 部 良 I�I 色粒 ・ 黒 色粒
灰 白 灰 白 外 商 t 部 は 回転ヘラ 印l り 。 外而下部

益 7. 5Y7/ 1 7 目 5Y7/ 1 と 内 面i は 回 転 ナ デ調整。

84- 1 42 Vß 区 SK02 1 2 4  i!i fl: 土側協 口 線 ~
(28.8) 7 . 1 - 一 部 良

角 l刻 干:1 0 金� 母 灰黄禍 に ぷ い 貨 尚 外聞は縦方向のハケ目謂聾。内 商11ヘラ 削 り
奈良 鎚 胸部 白 色粧 I OYR4/2 I OYR5/3 桂ナデ調整。 口縁内部に 11様方向。、ヶ目;調弘

84. 1 43 W 区 SK02 1 5 ltI代 lニ倒i傑 口 縁~
( ( 6 . 7 )  (7 .4 )  2 .3  1 /3 良

石 英 ・ 白 色 粧 . �草 色 浅漬燈 栂 内 外 而 と も に 回 転ナデ調整。腹部に
nn 底部 粒 7 .5YR8/4 7 . 5YR7/日 は ヘ ラ ì!! き {稲庭} あ り 。

成 古11へ ラ ;'! き

84. 1 44 刊 区 SK02 1 1 9  j!î fl: 
土 飾 部 口 縁 ~

6 .3- 一部 民 長 石 ・ 石 英 ・ 角 閃 石 にぷ い禍 権 外国11縦方向のハケ目詞聾。 I崎商11ヘラ 削 り
m 鋭部 金詰u華 ï.5YR6/3 7 . 5YR6/6 桂ナデ調睦e 口縁内部に11闘方向のハケ �;調車。

84. 1 45 W 区 SK02 1 1 7  E11 代 須泌総 日 縁~
( 1 4.0)  (9 .5)  0 .6 4 .4  1 /3 Jl!. 1'1 色 粒 ・ 黒色絞

灰白 灰白 内 外 薗 と も に 回 転 ナ デ 調 盤 e 底 部 11 ヘ ラ 切
奈 良 底 部 7 .5Y8/ 1 7 . 5Y8/ 1 り 後十デ調整。 尚台l主張 り 付けe 購読が著 し いs

84. 1 46 Vß fj{ SK02 1 
j'i fl: lW邸機 日 縁 ~

( 1 4.0) ( 1 0 .0) 0 .4 3 . 5  1 /4 iミ 角 1l!I f:i ' 白 色粧 灰 1'1 民 自
奈良 底部 思 色 枝 ï . 5Y7! I 7 . 5Y7! I 内 外 聞 と も に 回転ナデ調整。

84- 147  四 lま SK02 1 4 
古 代 須且1.1謂 口 緑~

( 1 3 .7) (9 .5 )  0 .65 4 .6  2 /3 良 1'1 色粒 ・ 黒色棺
灰 白 11( 自 内 外 聞 と も に 回 転ナデ捌 建 。 底 部 は

奈 良 腹 部 5Y8/ 1 5Y8/ 1 ヘラ 切 り 後ナデ調整a 荷台は張 り 付け。

84. 1 48 Vß IK SK02 1 
j'i fl: li'l且i掛

腹部 (8 .4 )  0 .5  1 .8- 一部 良 I�I 色 粒 ' ，\Q色校
民 阪 内 外 而 と も に 闘 転ナデ制緩。 底 部 は

4持 良 7.5Y6/ 1 7 . 5Y6/ 1 ヘラ 切 り 後ナデ淵盤。 尚台は猿 り 付け。

85. 1 49 Vß Iï!: SK022 liI代 川市総 日 縁 ~
(29 .8 )  24 .9- 良

長 ii ・ 石英 ・ fll 閃 石 権 権 外而はナデ調整、 内 而は縦方向の削 り 調襲。
蹴 胸部 赤 褐 色 粧 7 .5YR7/6 5YR7/6 日綾部11繍ナデ翻lI'!.把手に は指頭庄桜島 り 。

85- 1 50 Vß 区 SK022 山 代 1 '. 師 裕 日 縁~
3 .8- 一部 良 石 英 ・ 長石 ・ 角 閃 石

にぷい必褐 にぷい権 外 而 ・ 仁l 縁 は 械 ナ デ翻 盤 。 内 而 は へ
鍵 胸部 5YR5/4 7 . 5YR5/3 ラ 削 り i調整。

85・ 1 5 1 Vß I茎 SK022 3 1  j ' ifl: 
1 :附協

日縁 (20.2)  7 .2- 1 /5 E! 石 英 角 閃 千{ ・ 金 援 櫨 に ぶ い 貨位 外聞は縦方向 の ハ ケ 回 調盤.内面は縦 横
鍵 l尋 2 . 5YR7/6 I OYR7/3 方向の削 り 後ナデ調盤。 口縁は横ナデ調整。

85. 1 52 W 区 SK022 
上層 i'î íl: 1 :師搭 日 縁 ~

( 1 4 目8) 8 . 0 - 一部 良
民 主i ・ 角 閃 訂 ・ 白 色 にぷい惟 にぷい棺 内 外而 と も に 削 り 後ナデ調強。 口 縁

一括 塑 !胸部 枝 . l!，\ 色桂 7 . 5YR6/4 7 目 5YR6/4 部 は 横ナデ翻根。

85. 1 53 Vß 区 SK022 日i í\: 1: 師 椴 口 縁 ~
( 1 7 .6) 6 .8- 1 /3 良

長 石 ・ 石英 . :1.1色粒 赤禍 亦錨 外 而 は ナ デ調準。 肉 商 はへ ラ 削 り 調
艶 胸部 金'dU苦 2 . 5YR4/6 2 . 5YR4/6 鰹。 口 総 は 横 ナ デ調整。

85- 1 54 Vß 区 SK022 
上岡 1 6 

j:朗i 器
口 縁 6 .9- 一部 良 角 l 別 行 ・ 白 色絵

にぷい栂 にぶい般 外 而 は ナデ調態。 内 疏 は縦 方 向 の 削一括 艶 7 .5YR7/4 7 . 5YR7/4 り 後ナデ調類。

85. 1 55 Vß I茎 SK022 j'i fl: j: 師 嬬 口 総 ~
( 1 2 .4) 8 .6- 1 /4 良

長 行 ・ 翻i 石 ・ 石 英 ・ にぷい黄禍 にぷい栂
鈍 胸部 赤 褐 色 粒 1 0YR5/3 7 . 5YR5/4 内 外 而 と も に ナデ調襲。

85. 1 56 四 |豆 SK022 
1 . 1 0 了1-. 附 撚 口 緑 ~

(25 . 2) 8 .3  一部 i祖 石 英 ・ 向 閃 fi ' I'1 色位 にぷい!Il栂 に ぷ い前椴 �而は縦方líijのハケ m :調?在。 l判前11ハケ 日 調
29 ・47 m 胸部 且i色舵 I OYR7/2 I OYR7/2 盟盤、 斜め方向の削 り 調置。 口緑11横ナデ調盟。

85- 1 57 Vß 区 SK022 
上層

出 fl:
1.:附1協

日縁 ( 1 2 .9) 
fi 兆 ・ 角 閃 fi . 白 色 にぷい舵 に ぷい 般 外 商 は ナ デ調殺。 内 繭 は へ ラ 削 り 調

一掃 小型鉢 4 .8- 一部 良
*� . m色枝 7 .5YR6/4 7 . 5YR5/4 略。 口 線 は繊ナデ調盤。

85. 1 58 W 区 SK022 3 7  古 代 七 師 l1li 口 縁 3 . 2 - 一部 艮
長 石 ・ 白 色粒 にぷい燈 に ぷい栂 内 外 商 と 色 に ナデ調瞳e 外商に は一部、 街頭

盟E 赤禍色粒 7 .5YR7/4 7 .5YR7/4 任前あ り 、 内面に は横方向のハケ目 i詞繋あ り 。

85. 1 59 Vß 区 SK022 1 6  
1 :側帯i 口縁 6.8- 一 部 iミ イI 英 ・ 角 Il!J 千 i " ヨ 色 燈 にぷい慣 外 踊 は ハ ケ 日 調 強 。 内 面 は 縦 方 向 の 削

誕 粒 5YR7/6 5YR7/4 り 後ナデ調整。 頭部に 部、街頭圧痕あ り 。

85. 1 60 明I �孟 SK022 上腕
1 :削1器 口 縁 ( 1 5 . ] )  4 . 2 - 一部 良

向 1l!1 石 ・ 石 英 ・ 1'1 色 極 にぷい栂 内 外 聞 と も に ナ デ誠襲。 内 面 に 指頭
艶 位 7 .5YR6/6 ï . 5YR6/4 H:痕 あ り 。

86. 1 6 1  Vß lg SK022 
上層 72 k師器 口 縁~

(33.4) 7 . 5 - 1 /4 良
針i 英 ・ 角 閃 壬， . 自民 色 極 i高 値 1);1 外 而 と も に 削 り 後ナデ調襲。 口 縁一掃 i且鉢 胸部 粒 2 . 5YR6/6 5YR8/3 部 は 椴ナデ調殺。

I
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同臨ー報番 調査区 遺構 層 位 取上No. l侍i制 器種 部 位
Jよ 量 (叩)

残存率 焼成 胎 土
色 調

調 盤 備 考
口 径 胴部径 底径 高 台 径 高台高 器商 残存高 外面 内面

86- 1 62 W 区 SK022 1 5  土師器 蓋 部 1 . 9 一部 良 長石 ・ 白 色粧
にぶい極 にぶい控

内 外面 と も に 回転 十 デ誠技。蓋 7. 5YR7/4 7 . 5YR7/4 

86- 1 63 v11 区 SK022 上屑
古 代

i 師器 蓋部 1 . 1 - 一部 良
長 石 ・ 白 色 粒 - 11.\ 色 栂 燈 外 面 ・ 口 縁 は 回 転 ナ デ 調 職 。 内 商 は

一括 蓋 粒 7 .5YR7/6 7 . 5YR7/6 ナデ調整。

86- 1 64 W 区 SK022 1 2  土師器 口 縁 ~
(29 .21  6 .9- 一部 良 石 英 ・ 長 石 ・ 角 !刈 布

にぷい栂 被 外面は横方向のハケ 日 調整。内面は横方
鉢 胴部 5YR7/4 7 . 5YR7/6 向のへラ削 り 淵躍。 口 縁部は織ナデ割強。

86- 1 65 四 区 SK022 2 0  古 代
土師器

底部 4 . 7 - 一部 良 角 閃 石 白 色粒
にぷい褐 褐灰 内 外 商 と も に ナ デ網整。裂 7 . 5YR7/4 7 . 5YR4/ 1 

86- 1 66 v11 区 SK022 
上層 tß市器

口総 (25.81 6 .2- 一部 良
長 石 ・ 角 閃 石 白 色蚊 極 椴 内 外面 と も に ナデ捌輩。一括 P.I\頚壷 黒色粒 5YR7/6 5YR6/6 

86- 1 67 W 区 SK022 8 841 代
須恵器 蓋部 1 5.2 2 .2  完if� 良 白 色粒 ・ 黒色粒

灰白 灰白 内 外面 と も に 回 転ナデ翻務。外而上
議 2 . 5Y8/ 1 5Y8/ l 部 は 回 転ヘ ラ 削 り 調張。

86- 1 68 v11 区 SK022 土師器 蓋部 1 8 .2  3 .6 完形 良 長 石 ・ 石英 ー 角 閃 石
燈 にぷい燈 肉 舛面 と も に 回転ナデ調整。 界面上部11回転ヘラ

蓋 5YR7/6 5YR7/4 削 り 佳ナデ調整。内面上部11ナデ謂里。つまみあ り 。

86- 1 69 W 区 SK022 3 6 . 4 0  l: 師器 蓋部 1 5.8 5 .7  2 . 9  完 形 良
長 石 ・ 輝 石 ー 金;ra手 にぷい般 にぷい樟 内 外 商 と も に 回転ナデ調強。外面上

5 0  蓋 赤褐色粒 7 . 5YR7/4 7 . 5YR7/4 部 は 回 転へ ラ 削 り 後ナデ調整。

86- 1 70 四 区 SK022 1 8  上 師 器
蓋部 1 6 .4 3 .7  1 /2 良 長 石 ・ 白 色粒

樫 燈 内 外 面 と も に 回転ナデ調堕。外面上部
蓋 7 . 5YR7/6 7 . 5YR7/6 は回転へラ 削 り 後ナデ調整。 つ ま みあ り 。

86- 1 72 W 区 SK022 1:�市器
口 縁 ( 1 4 .71 1 .0- 一部 良 長 石 ・ 石 英

権 極 内 外商 と も に 回転ナデ翻務葦 5YR6/6 5YR6/6 

86- 1 73 W 区 SK022 古 代
1:師器

口 縁 ( 1 5.01 2 . 2 - 一部 良 長 石 赤褐色粧
指 樫 内 外商 と も に 回転 十 デ制賂蓋 7 .5YR7/6 7 . 5YR7/6 

86- 1 73 W 区 SK022 1-. 師器
葦部 ( 1 6 .31 2 .3  2/3  良

長 石 ー 白 色 粒 且1 色 にぷい償 にぷい黄樫 肉 外 商 と も に 回転 ナ デ 調 略 。 外 而 t
蓋 粒 7 . 5YR7/4 1 0YR7/3 部 は 回転ヘラ 削 り 後十デ綱襲。

86- 1 74 W 区 SK022 3 七師器 口 縁 ~
1 1 .6 7 .3  3 .9  7tJ日 良

石 英 ・ 金雲 l1J ・ 白 色 浅t竜権 にぷい橿 内 外 面 と も に 回 転 ナ デ 調 堕 。 底 部 は 回
耳、 底部 粒 7 . 5YR8/4 7 . 5YR7/4 転ヘラ 削切 り 後丁寧なナデ剥離。

86- 1 75 v11 区 SK022 1 2  上師質 口 縁 ~
1 4 .8 5.3 4.4 1 /2 不 良 白 色桂 ・ 黒色位

に ぶ い黄栂 にぶい黄積 内 外 面 と も に 丁寧 な 回転ナデ調整。占干 底部 1 0YR7/3 I OYR6/4 

86- 1 76 v11 区 SK022 1 5 . 2 7  1: 師器 口 縁 ~
1 9 .6  8 .0  5 .6  2/3  良 長 石 ・ 輝 石 ・ 白 色粒

燈 燈 内耳面 と も に 回転ナデ調里。外面下車11回転ヘラ
皇子 底部 7 . 5YR7/6 7 . 5YR7/6 問 。 桂ナデ調整。底部11回転ヘラ切 り 桂ナデ調整。

87- 1 77 W 区 SK022 須恵器 口 縁 ~
1 5 .5  9 . 1 0 .5  6 .2  7/8 良 白 色粒 ー 黒色粒

灰白 灰白 内外面 と も に 回 転ナデ調整、 見込みはナデ調整。
杯 底部 N7/ N7/ 底部11回転ヘラ 切 り 桂ナデ調整。 貼 り 付 け 両台e

87- 1 78 羽 区 SK022 上層 須恵器 口縁 ~
( 1 5 .5) 9 . 6  0 . 6  5 .6  1 /2 良

角 閃 石 ・ 白 色粒 灰 灰 白 内 外 面 と も に 回転ナデ調盤、見込みはナデ調整。
占干 底部 黒色粒 N6/ 7 .5Y7/ l 底部は回転ヘラ 切 り 桂ナデ謂霊平 貼 り 付け高台。

87守 1 79 v11 区 SK022 1 7  古 代
lJ'j窓器

底部 17 .51 0 .5  1 . 7 - 一部 良 白 色粒 ー 黒色粒
灰 白 灰 白 内 外 面 と も に 回 転 ナ デ制強。杯 N7/ N7/ 

87- 1 80 W 区 SK022 j，j恵器 口 縁 ~
( 1 2 .4) 7 .6  0 .6  4 .8  1 /3 良 ËI 色粒 ・ 黒色粒

灰 白 灰 白 内外面 と も に 回転ナデ調堕、 見込みはナデ調整。
坪 底部 7.5Y7/ 1 7 .5Y7/ 1 底部11回転ヘラ 切 り 龍十デ調整。 貼 り 付け高台。

87- 1 8 1  W 区 SK022 2 1  8j� 須息穏 口 縁 ~
( 1 2 .4) (7 .7) 0 .6 4 .6 4 .6 1 /2 良 (01 色粒 ・ 黒色粒

灰 灰 白 内 外 面 と も に 回 転ナデ翻殺。 低部 は 回
坪 底部 7 . 5Y6/ 7 .5Y7/ l 転へラ 切 り 後十デ調照。高台はi出 り 付け。

87- 1 82 羽 区 SK022 9 I古 代 須恵器 口縁 ~
1 1 2 .7 1  3 .8- 1 /2 不良 黒色粒 ・ 砂粒

灰 灰 内 外面 と も に 回転ナデ調盤。底部は回
奈良 珂t 底部 N5/ N6/ 転へラ 切 り 後ナデ調襲。 貼 り 付 け 向台。

87- 1 83 V1IIR SK022 8 古 代
須恵器 口 縁 ~

( 1 7 .4) 1 1 2 . 61 3 .0  1 /4 艮 白 色粒 ・ 黒色粒
灰白 灰白 内 外面 と も に 回転ナデ調準。底部は

亦 底部 7 . 5Y7/ 1 7 .5Y7/ l 回転へラ 削 切 り 後ナデ調整。

87・ 1 84 W 区 SK022 上層 須恵器 口 縁~
( 1 9 .4) ( 1 7 . 1 )  2 .0  一部 良

角 関 石 ・ 白 色粒 灰 白 灰 白
内 外 面 と も に 回転ナデ調怒。

実ぬ 1 62 と 同皿 底部 黒色粒 5Y7/ 1 5Y7/ 1 一国体

87- 1 85 W 区
SK0 1 9  上層 須j恵器 口 縁 ~

( 1 2 .8) (9 .8) 良 白 色粒
灰 白 灰 内 外商 と も に 回 転 ナ デ調盤 。 底 部 は 回

SK022 一括 杯 底 部 3.9  1 /2 N7/ N6/ 転へラ切 り 後ナデ調整。 商台は貼 り 付け。

87- 1 86 W 区 SK022 上層 須恵器
蓋部 1 8.2 2 . 2 - 1 /2 良

長石 ・ 角 閃 石 ' 1'1 色粒 灰 白 灰 白 内 外面 と も に 回 転ナデ制強。外而上
蓋 黒色粒 5Y7/ 1 5Y7/ 1 部 は 回転へラ 削 り 後十デ調態。

-
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図低報番 調査l耳 迎椛 肘{古 取 上目。 11寺 i明 搬や百 f出{!1 iii li( (叩)
残存率 焼I現 l治

色 f凋
II I子 胴 部i 筏 政径 仙台f予 IÇ，'ifî �;，'j 関川 残存尚 外 面 内 iM

l調 ?世 f�n ヰ

87・ 1 87 W 区 SK022 30 
茸Li!!、総 1 1 緑 ~ 1 2 .0  4 . 2  4 . 0  1 /3 iミ 1 '1 色村 ・ !日色粒

EJi 11i. 内 外 i百! と も に ナ デ調整。 底 部 は |司 転
州、 民間同 7 . 5Y6/ 1 7 . 5Y6/ 1 ヘラ 切 り 後ナデ調襲。

87- 1 88 Vll I豆 SK022 I::�可 主:i止〔掛 首都 1 . 6 - 一 部 H l'I í!!JH日色粒 灰 11i. 内 外 i而 と も に 例 転 ナ デ 調 態 。 外 聞 1-.
菰 N6/ N6/ 部 は 1" 1 転へ ラ 削 り 後 ナ デ 調 整 。

9 1 ・ 1 89 vll 区 SR00 1 
，Ií f� 内 j，l.\ 1 1 級 ~ ( 1 4 . 2 1  1 . 5 18 .3 1  5 .3  3/5 f! 民 主1 ・ 向 1�11:í ・ 千 i !4 lこぶし 、黄撹 m糊 外聞 は楠ナ デ調整。 内面 は儒 し 桂 不定方向 の

平安末 J:ll\IJ;f 底部 腕I fi . Ji、 補 色粒 1 0YR7/3 2 . 5YR3/ 1 磨 き 調整s底部は回転ヘラ 切 り = 貼 り 付けぬ台。
外 iM 一部!.I.\変

9 1 ・ 1 90 vll 区 SR00 1 
u可 iljf� ! 師部 日 車述 3 . 0 - 一 郎 H (11 閃 千1 ・ ィi 英 . �.u 色 にぷい栂 に ぷ い栂 外 l聞 に へ ラ 当 て 艇 あ り 。 内 面 白 縁 は 椴-11i 鈍 粒 ・ r'I 色判 7 . 5YR7/4 7 . 5YR7/4 ナデ調f員。 外面頭部は縦方向のハケ目 調寝c

9 1 - 1 9 1  vll 医 SR00 1 古 代 l 守師獄 日 総 4 . 7 - 一 部 H "1問li ・ h 英 串褐色f� i主黄櫨 浅lIi栂 外面は離方[îl] の ハ ケ 日 桂ナデ調整u 内面は横方

l!l! 7 . 5YR8/4 7 . 5YR8/4 向のハケ 11 桂ナデ調整内 内面頭部Iiヘラ削 り 調弘

9 1 - 1 92 W 区 SR00 1 
t古 代 L師総 n 緑 ~ ( 1 0 . 71 16 .6 1  3 . 2  3/4 f.l 金 主 I手 ・ m 色 粒 ・ 白 i主黄燈 浅』有権 内 外 商 と も に 回 転 ナ デ調整。 底部に

奈良 長f 応用i 色粒 品、 褐 色 粒 1 0YR8/4 1 0YR8/3 1 " 1 転へラ 切 り 。

9 1 - 1 93 四 tx: SR00 1 2 
上 川 田4 n 緑 ~ 1 1 . 6 8 .2  2 .5  2/3 H lHi-fí lff ・ 黒 色杭 ・ 燈 t正此糊 内 外 而 と も に 回 転 ナ デ 謝 堕 。 底 部 は

1111 l底部 1'1 色料 5YR6/6 1 0YR4/2 1 " 1転ヘ ラ 切 り 後 ナ デ 調 整 。

9 1 ・ 1 94 W 区 SROO l ï1i代 I-. Oljiafj �，問i 7 . 9  1 . 3- 2/3 H 1' 1 色杭 �，I，\ 色粒
浅黄椴 !火 1' 1 内 外 I而 と も に 回 転 ナ デ 調 慢 。 底 部 は

よイ、 1 0YR8/3 1 0YR8/ 1 1"1 転ヘラ 切 り 後 ナ デ調 整 。

9 1 - 1 95 刊 区 SE003 古代 j'.r.rli総 m珪 ~ 1 1 6 .8 1  1 1 0 71 3 . 3  2/3 H 長七 都11 イ 1 赤色粒 にぶい黄椅 にぷい民椅 内 外而 と も に 回 転 ナ デ 調 整 。 庶 部 は
州、 岐部 1 0YR7/4 1 0YR7/4 1"1 転 糸 き り 。

9 1 - 1 96 vll 区 SR00 1 
t桝 ，I; j\: �'i泌総

版部: 0 . 5  2 . 4 - 一 部 bl 1' 1 色料 ・ !.I.\色粒
11i. 11i. 内 外 i同 と も に 回 転 ナ デ 調 幣 。 底 部 は-fili 奈良 M、 N6/ N6/ ヘ ラ 切 り 。 貼 り 付 け 高台。

93-207 W 区 一指 古 代 1-.附掠 11 縁 ~
12 3 . 01 8 . 8 - 1 /3 H i之 行 ・ ('1 閃 石 主 'jj; 浅黄樫 浅黄栂 時�. 1Il11i十デ書塁 内 面1;ヘラ 制 。 桂十デ車整 表面の

箆 胸部 lせ 担当色杭 I OYR8/4 7 . 5YR8/4 定れが?と ( 外面にハケ調整の車葺がbfか::韮めりれる

93-208 Vll I頁 一羽 i';j-\: l 曲li 拠
1， 縁 5 ・ 5- 一部 f.!. lHイ ・ イ i lff ・ 角 i史Hi . に ，];l 、 赤 禍 時尚 外 1M は ナ デ調整。 1"1 面 は へ フ 削 り 後

l!l! 1'1 色料 2 . 5YR4/4 7 . 5YR3/3 ナデ調?君。

93-209 Vll I元 4品1 �;jç Jfi邸時; 時都 7 . 0 - 一 部 H !日 色村 ・ r'I 色校
灰 !火 1'1 外 耐 は 1"1 4!iナデ調怒。 内 而 は ナ デ凋

奈良 型E N61 2 . 5Y7/ 1 ?担 。 底 部 は ハ ケ 後 ナデ調繋c

93-2 1 0  �DI式 一括 ，I ; j� l 日p関 1 1 縁 ~ 5 . 5 - 一 郎 H ('1 閃 イ1 ・ イ 1 英 ・ 烈 色 に ぶ い 黄 椴 に ぶ い 民 慣 外国 閣時十デ調里 外面下I�a量方向日ハケ日調整p 日量日 量出

盟t lifit祁 ト ト 1'1 0，料 1 0YR7/3 1 0Ylm3 11冊目向田ハケ11調整= 口語a構十デ車巴内面 r�llヘう調。調巴

93-2 1 2  W 区 一括
�j代 1". ßrli掛 n 緑 ~ 1 4 . 8  7 . 2  3 . 9  3 / 4  H 長 1i ・ 向 WH i ・ 1' 1 色 樫 栂 |人l 外 ffIj と も に 回 転 ナ デ 調 照 。 磨滅が
、1ι安 J;f 底部l ト7 5YR71日 5YR7/6 持 し し も 。

93-2 1 3  Vll i文 Pit94 
古 代 須邸側

主主部 1 6 .0  3 . 2  完I� ィ、f.l 長 行 ・ 1'1 0，1�
に ぶ し 、褐 !先制 外 l町 は 1"1 転ナデ調墜。 件l 而 は 回 転 十 ガ!J，j( に よ る 変

奈良 ';f，i Î . 5YR5/3 7 . 5YR5/2 デ後械ナデ調幣。 宝珠つ ま み あ り 。 ifj が J干 し い 。

93-2 1 4  Vll IA 一指
占 f\: 1 :附加 1 1 総 ~ 1 1 4 . 2 1  1 7 . 91 3 . 7  1 /4 H !日色料 ・ 1' 1 色粒

椴 に ぶ い 栂 内 外 而 と も に 回 転 ナ デ 謝 幣 。 底 部 は
奈良 川、 l点目�í 7 . 5YR7/6 7 . 5YR7/4 ナデ淵幣。

93-2 1 5  W 医 一間
古 代 主uι 部 J主部 ( 1 4 .61 1 .6- 一 部 H. !，!.\ 色村 田 r'I 色粒

灰 11i. 
奈良 お N6/ N6/ 

1ÁJ 外 而! と も に 阿 転 ナ デ 調 幣 。

93-2 1 6  Vll Iズ 一柄 古 代 苦u世 掠
版部 1 1 2 . 21 0 . 8  2 . 4 - 1 /3 H 1 '1 色 料

E足 fJi 外四 111"1転十デ調皇、 ー高ヘラ 剖 り あ り 内 面1I自転ナ

奈良 bイ: N5/ N6/ テ調整 底部1l1"1転ヘラ 削 り 撞ナデ調整 貼 9 1>11J白台

93-2 1 7  Vll IA 一指
古 代 軍l!曲、 協

底 部 18 .0 1  1 . 1  2 . 5 - 1 13 ィ、 上4 f í 英 ・ r'I 色粒
灰 黄 fJi 1'1 外而は 川転ナデ調整 = 内 面 は ナデ調整ご底部

奈良 J;f 2 5Y7/2 2 . 5Y8/2 は 1"1転ヘラ 切 り 後ナデ調整。 貼 り 付け高台ザ

93-2 1 8  四 |メ 一指
古 代 �u.且総 �"(吊 19 .2 1  1 . 6- 1 /4 H 榔イi - I' I 色純

EJi fJi 1"1 外 耐 と も L 回 転 ナ デ 調 竪 。 底 部 は

奈 良 川、 N6/ N6/ ヘ ラ 切 り 。

1 00-220 四 l三
5B024 i'; jÇ �J'Uι>>:i 1 1 総 ~ 1 1 3 . 2 1  18 .41 0 . 6  4 . 4  1 /4 H :A\色料 1' 1 色粒

民 11i. 内 外而! と も に いl 'lli; 十 デ 調 幣 。 両 合 は
Pit98 奈良 成部 N6/ N6/ IIlí り 付 け 。

1 03-22 1 咽 lメ 50032 古代 茸uJ!，æ{
応部 ( 1 1 . 01 0 . 8  3 .8- 1 /4 H !，I，\ 色料 1' 1 0，粒

b足 11i. 内 外 ffrí と も に 回 転 ナ デ 調 幣 。 高 台 は
N6/ N6/ IIlí り f.J け 。

1 03-222 四 Iぇ 50032 '1 ' 世
l 師日程 r 1 緑 ~

18 .6 1  7 .2  2 . 0  2/3 iミ 1' 1 色料
栂 槻 内 外 而 と も に ナデ調整。 ぽ I面 は |口l 軒、

1111 応部 7 . 5YR7/6 7 . 5YR7/6 糸 切 り 。 令 体 的 に いびつ。

1 03-223 咽 lえ 50032 iJ q吐
l，rAi ll\l 1 1 緑 ~ 1 1 0 .2 1  18 31 1 .4 4/5 H イi ，y� ・ � . .u 母 ・ 持、 褐 権 陪 l人l 外 聞 と も に ナ デ 調 整。 底 而 は 聞 転

1111 民間日 色腕 5YR7/6 5YR7/6 糸 切 り 。 ? 体 的 に 熔滅 し て い る 。
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図胆ー掴番 調査区 遺構 周 位 取上No. 時期 橋種 部位
法 盤 {佃)

残存率 焼成 胎 土
色 調

整
口 径 胸部径 底径 向台径 高台高 機 商 残 存 尚 外面 内面

調 備 # 可，
1 07-224 田 区 SK072 古 代 土 師 穂 口 縁 ~

(22.4) 9.4- 一 部 良
角 閃 石 ・ 石 英 ・ 白 色 檀 極 再面日11暗暗ナデ調!I..時面下車1!1l方向由ハケ軍霊園 向画日

奈良 現 胸部 校 5YR7/6 5YR7/6 輯I!横方自由ハV覇軍陸ナデ覇軍，向面下車I!ヘラ闘 。 調且

1 07-225 四 区 SK072 5 古 代 土 師 器 口 縁 ~
( 1 6 . 0) 6 .3- 一部 艮 長石 ・ 角 閃 石 ・ 石英

にぷい檀 にぷい橿 外 簡 は ナ デ調整。 内 面 は へ 7 削 り 調
奈 良 裂 胴部 5YR6/4 5YR6/4 襲。 口 縁 は棋ナデ調整。

1 07-226 咽 区 SK04 1 3 7 . 3 8  古 代
土 師 鱒 日 縁 (26 .4) 6 .3- 1 /4 良

長 石 ・ 角 関 石 ・ 輝 石 浅黄燈 灰 白 外 商 ・ 口 縁 は 回 転 ナ デ調 程 。 内 面 は 外商煤付�現 - 金雲 母 ・ 赤褐色粒 I OYR8/3 I OYR8/2 ヘ ラ 削 り 調整。 口 縁部やや い びつ。

1 07-227 咽 区 SK043 1 5  古 代 土 師 器 口 縁 ~
3.8- 一部 良 角 閃 石 石 英 ・ 黒 色 明赤禍 I皇賞燈 内 外 面 と も に 回 転ナデ調整。 外 商 に

奈 良 S干 底部 粒 2 . 5YR5/8 7 . 5YR8/3 赤 色顔料 付着。
赤色顔料塗布

1 07-228 四 区 SK045 2 0 目 2 9 古 代 土師総 口 縁~
( 1 8 .4) 1 3 . 1 - 一 部 良

長 石 - Iî 英 ・ 金 袋 母 にぷい赤褐 明赤禍 外 面 ・ 口 縁 は 丁 寧 な ナ デ 調 整 。 内 面
奈良 裂 胸部 -赤褐色位 5YR5/4 5YR5/6 下部はへラ 削 り 調整。

1 07-229 田 区 SK045 2 1  古 代 土 師 器 口 縁 ~
(6 .0) (2 .0) 5 . 7  1 /3 良 長石 ・ 金雲母 ・ 砂粒

櫨 樫 内 外 面 と も に ナデ後指頭!王痕。
奈良 手銀ね 底部 5YR6/6 5YR6/8 

1 07-230 四 区 SK05 1 3 土師器 口 縁 (22 . 3) 2 .4- 一部 良
角 閃 石 石 英 ・ 黒 色 浅黄燈 浅黄<<1 内 外 商 と も ナ デ調整。 内 面 下部 に ー

道 粒 - 白 色粒 I OYR8/3 I OYR8/3 部へラ 削 り あ り 。

1 07-23 1  咽 区 SK040 古 代
土師器 口 縁 3. 1 - 一 部 iミ 角 閃 石 ・ 金 宣言 母 ・ 白 にぶい様 にぷい櫨 外�m$tta方向岬目線ナr�t外軒高UH方向ハケ目調息日目

裂 色 粒 ・ 茶褐色舵 I OYR7/3 I OYR7/3 制盟十T韓 両首位øa綿岬目韓 両IiC-i!'へ?問。1M，

1 07-232 咽 区 SK05 1 2 土師穂
口 縁 5.4- 一部 良

角 閃 石 ・ 石 英 ・ 黒 色 にぷい極 にぷい掲 内 外 面下部は縦方 向 の ハ ケ 目 調張。
資 粧 - 白 色粒 7 .5YR6/4 7 . 5YR6/3 口 緑 は 横方 向 の ハ ケ 目 調 張 。

1 07-233 四 区 SK04 1 古 代
須恵器

革部 ( 1 6 . 2) 2 .2  1 /3 iミ 黒色純
灰 白 灰 白 内 外 商 と も に 回 転ナデ調盤。蓋 5Y7/ 1 5Y7/ I 

1 08-234 四 区 SK044 7 古 代 須且t器 躍部 ( 1 6 . 0) 2 .8- 1 /4 良 石英 ・ 白 色粒
灰 白 灰

奈良 革 N7/ N5/ 内 外 商 と も に 回 転ナデ調張。

1 08-235 咽 区 SK045 2 6 . 2 8  古 代 須恵務 口 縁 ~
8.8- 一部 不 良 黒 色 枝 ・ 赤褐色粒 オ 1リ0野YーJ5ヲプノ2脱

持持 内 外面 と も に 回転ナデ調車。 内面体部 に 同心
奈良 現 胸部 1 0守主/2 円 当 且痕。 肉外面体部に 自然柚. 組物付着。

造物付着

1 08-236 四 区 SK04 1 古 代 須恵器 脚部 1 0 .0 1 0 . 7 - 1 /2 艮 黒 色粒 ・ 白 色粒
灰 白 灰 白 内 外 面 と も に 回 転ナデ調張。

奈良 高杯 N7/ N7/ 

1 08-237 咽 区 SK043 5 . 6 . 7  古 代 須忠器 口 縁 ~
(2 1 .4) ( 1 1 .0) 1 4 . 0  1 /4 艮 長 石 ・ 赤褐色粒

暗灰貨 暗灰賛 内 外 面 と も に 回転ナデ調整。 底 部 は
奈 良 鉢 底部 2 . 5Y5/2 2 . 5Y5/2 回 転へラ 削 り 調程。

1 08-238 四 区 SK046 4 . 8  古 代 須恵路 口 線~
( 1 6 . 3) ( 1 2 .0) 5 . 1 3/8 良 J且 色粒 ・ 白 色粒

灰 白 灰 白 内 外 商 と も に 回転ナデ調整。底部は 焼 成 に よ る 変
奈良 珂t 底部 N7/ N7/ 回転へラ 削 り 。 形著 し い

1 08-239 四 区 SK04 1 古代劇 1 0  古 代 土 師 鰐 胴部 ~
(7 . 5) 1 /3 浅黄樫 橿 内 外 商 と も に 回転ナデ調 襲 。 底 部 は

一括 奈良
3. 1 - 良 角 閃 石J;f 底部 7 . 5YR8/4 7 . 5YR7/6 回転へラ 切 り 後十デ調襲。

1 08-240 四 区 SK073 中世 土師栂 口 縁~
(8.0) (6 .6) 1 . 8 一 部 良 行英

にぶい燈 にぷい極 内 外 面 と も に ナ デ調整。 底 面 は 悶 転
皿 腹部 7. 5YR7/4 7 . 5YR7/4 糸 切 り 。

1 08-24 1 四 区 SK073 中 世 土師器 口 縁~
9.4  6 .9  1 .4 2/3 良 黒 色粒 ・ 白 色枝

浅黄栂 浅黄燈 内 外 面 と も に 回転ナデ調整。 高 台 は
皿 底部 7. 5YR8/4 7 . 5YR8/6 回転糸切 り 後十デ調整。

1 08-242 咽 区 SK073 中世
土師器 口 縁 ~

( 1 8 .6) ( 1 4 .2) 2 . 9  1 /4 良 黒色位 ・ 赤褐色粒
にぷい櫨 にぷい栂 内 外 面 と も に ナデ調盤。 内 商 下 部 は 横

J;f 底部 5YR7/4 5YR7/4 ナデ調整。底商 は 榎 目 圧痕後ナデ調整。

1 08-243 咽 区 SK073 中 世 土師告書 口 縁 ~
(9.0) (8.8) 1 . 3 1 /4 良 黒色粧

にぶい黄檀 にぷい質種 内 外 面 と も に ナ デ調整。 底 商 は 回 転
l皿 腹部 I OYR7/2 I OYR7/2 糸 切 り 。

1 08-244 四 区 SK073 中世
土 師 器 口 縁~

9.0  7 . 9  1 .3 3/4 良 赤褐色粒
にぷい燈 にぷい燈 内 外面 と も に ナ デ調整。 底 面 は 回 転 板 目 圧痕皿 底部 7. 5YR6/4 5YR6/4 糸切 り 。

1 08・245 咽 区 SK045 2 0 . 2 5  土 師 様 頭部~
1 7 .0- 一 部 良

長 石 ・ 金 雲 母 ・ 黒 色 にぷい赤禍 にぷい赤禍 細川柳盤好調M肝æCø 向Ui!11紡自由へう問。

艶 闘部 粒 2 .5YR5/4 2 . 5YR5/3 費削置中litt.ヘラ制覇割前創刊'W商品分別摂2 泉斑

1 09-246 咽 区 SK043 1 . 2 . 3  古 代
須恵器 頭部~

1 9. 5 - 一部 良
長 石 ・ 角 閃 石 ・ 黒 色 灰 灰 内鼻面上1部I!回転ナデ調盟。鼻面下部I!回転ナデ笹

裂 胸部 粒 - 白 色粒 I OY6/ 1 I OY6/ 1 惜子 日 夕 タ キ文。内面I!回転ナデ桂同心円当て見檀E

1 09-247 田 区 SK04 1 須恵鰐
胴部 1 5.6- 一部 良 白 色粒

灰 灰 内 外 商上部は横ナデ調整。 外面下部は平
裂 N6/ N6/ 行 タ タ キ 目 文。 内面下部は同心円 当 具説。

1 09-248 田 区 SK04 1 古 代
須 恵 椴 口 縁~

( 1 6 .0) (9 .2)  0 .4 5.8 1 /5 良 角 閃 石 ・ 白 色続
灰 白 灰オ リ ー プ 内 外 商 と も に 回 転 ナ デ 調 整 。 底 部 は 回

底部 5Y7/ 1 5Y6/ 1 転へラ 切 り 後ナデ調整。 貼 り 付け高台。
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同匝・報量 調 査 区 遺構 府 [血 取 I:No. l時l剖 操倒 部 位
法 !ít {叩} 娩ff.率 焼);1( J胎 c1: 色 調 ，淵 艶 lIü 

口 径 胴部径 底符. f荷台 後 尚 台 尚 機 尚 残存肉 外而 1^l ilii 

1 09-249 1四 区 SK042 5 . 8 . 1 0  i1îf\: 置i忠総 口 縁 ~
1 0 . 7  (6 . 5) 0 .4 4.0 2/3 良 白 色粒

灰 灰 内 外 而 と も に 回 転 ナ デ 調 聾 。 底 部 は 闘
奈 良 底 部 7 .5Y6/ l 7 . 5Y6/ l 転ヘラ 切 り 後ナデ調整。 貼 り 付け尚台。

1 09-250 澗 lま SK05 1 古 代
書i草l協 口縁~

2 . 2 - 一部 良 !畦 色 枝 ・ 1'1 色粒
灰 阪 内 外 商 と も に 悶 転 ナ デ調E置。底部 は

盤 底部 5Yï/ l I OY6/ l 闘転ヘラ 切 り 後 ナ デ調整。

1 09-25 1  四 区 SK043 古 代 須邸機 口 縁 ~
( 1 2 .0) (7 . 5) 0 .5  4 . 5  1 /6 良 且l色粒 - I� 色税

オ リ ー プ版 民 内 外 而 と も に 恒l 転ナデ翻抜。 底 部 は
奈良 腕 底部 2 . 5GY6/ 2 .5GY6/ i出 り HI対話あ り つ

1 09-252 四 1& SK043 l ヰ 111代 須。1.!.(器 胴 部~
(8目 5) 2 . 1 - 一部 良 長壬， - 行英

灰 白 灰 白 内 外而 と も に 回 転ナデ調整。底部は
奈良 郎 腹部 5Y8/ 5Y8/ \['1 転ヘラ 11111 り 調盤 。 貼 り 付 け ?荷 台 。

1 1 1 -2臼 咽 区 Pit227 20 古代
須恵lIII

益 部 ( 1 1 .8) 2 . 1 - 一 部 良 白 色粒
灰 阪

内 外 而 と も に 凹転 ナ デ宮崎盤。蓋 N6/ N5/ 

1 1 1 -254 咽区 Pit96 古代
茸i忠器

口 縁 4 . 1 - 一部 良 県 色粧 ・ 白 色鞍
灰 白 灰 白

内 外 而 と も に 回 転ナデ調襲。珂= 7 . 5Y7/ 1 N61 

1 1 1 -255 咽 区 Pit l 4 1  �íj� 須且u掛 回 線~
0 .5  3 .8- 1 /4 良 J品色位 ・ 白 色粒

灰 白 灰 1'1 内 外 商 と 色 に 回 転 ナ デ 調 襲 。 底 部 は 闘
底 部 I OY5/ l 7 目 5Y6/ l 転ヘラ 切 り 後ナデ銅盤e 貼 り 付け荷台。

1 1 2-2制 咽 区
検 出 面 検 出 面 M\; 

i二師 鰐 口 縁 ~
8.3- 一部 民 i毛 石 向 閃 石 - 1- 1 色 に ぶい恒 極 内 外而 と も に ナ デ調整。 全体的 に 裕一括 誕 胴部 校 - 赤 禍 色 粧 7 . 5YR6/4 7 . 5YR6/6 而が熔滅。

1 1 2-265 咽区 中世腸 中 t!t柑 古代
土師器

口 総 5. 1 - 一部 良 i毛 石 ・ 角 |均 干j - {:i 英
浅賀燈 i長煎抱 外面・ 目線11ナデ讃盟。外面Il:磨滅のためハケ一括 m I OYR8/3 I OYR8/3 1'1 喜l平明。内 面下部11ヘラ 削 り 桂十デ調盟。

1 1 2-266 咽 1& 古代府 古代踊 古 代
土師総

口 縁 5.7 - 一部 良 向 l珂 干， - 石 英 ・ 砂粒
i阿赤禍 にぷい慢 外 商 ・ 日 緑 は ナ デ調 整 。 1};1i買 は ヘ ラ一括 艶 2 . 5YR5/6 7 目 5YR6/4 1'111 り 後ナ デ調整。

1 1 2-267 四 区
SA002 " I \!t 土師 lIII 口 線 ~

(9 .2)  (7 . 8) 1 .4 1 /3 1i!. l:i 英 ・ l'l í!l 粧 ・ 禍 色 にぷい椅 栂
内 外 面 と も に ナ デ調態。片 口 あ り 。

Pit l 3  四l 底部 続 7 . 5YR7/4 7 . 5YR7/6 

1 1 2-268 珊 1&
SA002 tf ' (!t :1:.師lIII 口 縁~

(9 .0) (7 .6) 1 . 5 1 /3 良 む 英 ・ 1;1 色粧
権 指 I};I 外聞 と も に ナ デ調整。l曹減が者 し

Pit l 3  IUl 底部 7 . 5YR7/4 7 . 5YR7/4 L 、 。

1 1 2-269 咽 l正 表土 表←1.-. ，"，'1( \1: lニ師 総 口 縁~
1 0 .0 8.3 1 .5 4/5 艮 金裳);J

に ぷい檀 にぷい植 内叫面 と ち に 回 転ナデ調盟園 内面底部11撞ナテ調車. 桜 Icl Ef:jj� 一括 IUI 底部 7 .5YR7/4 7 . 5YR7/4 庇部11闘転品切 り 量l!imE蝿あ り 。 全体的にいびつa

1 1 2-270 四 区 ー括 中 1吐
t肺機

底 部 (6 .41  2 . 0 - 1 /5 � 
l毛 石 !品 色粒 ・ 赤 褐 浅黄鐙 i長貨燈 外面は闘転十 デ劃盤。 内 面 は岡転ヘラ 剤 り
色粒 ・ 茶 褐 色 続 7 . 5YR8/3 7 . 5YR8/4 後ナデ調懐。底部はヘラ 切 り 後ナデ調盤。

1 1 2-27 1 咽 区
表土 表 k 市j�

1:師器 口 縁 ~
5 . 2 - 一 部 1'-1. 角 閃 石 ・ 石 英 ・ 金 雲 にぷい黄栂 にぶい檀 日時1I盟十字書!i!， 界面下車1I躍方向のハケ自E 内面車部一括 箆 ? 遊 ? 頭部 母 - 亦 糊 色桂 I OYR7/4 7 . 5YR7/3 11慣方向由ハケ日 韓ナデ謂!!!，向面下部1Iヘラ聞O 覇軍=

1 1 2-272 咽 I又 古代府 古代周
1:師 総

口 縁 8.3- 一部 良
l� 石 千i W: - 赤 尚 色 にぷい慣 にぷい禍 瓶日韓日!ti'聴 賠下æll量臓のハケU.-i紛靖E一指 議 純 7 .5YR7/4 7 . 5YR6/3 向車日韓1I担方自由ハす目.向直下Z目下向上方向bヘラ制覇霊，

1 1 2-273 咽 区 撹乱 ，'î ft l!'i且t協 目 録 ~
1 2 .8  6 .7  0 .5 5 .6  2/3 良 �\\ 色 位 ・ 1'] 色粒

灰 阪 内 外面 と も に 悶転ナデ調整。 内底面はナデ
一般 奈良 !f 底部 N5/ N61 調襲。貼 り 付 け高台。 底部にヘラ 書 き あ り 。

1 1 2-274 咽 民 SA002 
tj1 t止

上附器 口 縁~
( 1 5 .0) (9 .2 )  2 .8 1 /3 良

イJ 英 J'I 色 粒 ・ 禍 色 にぷい賞栂 にぷい貨織 外 面 口 総 は ナデ調盤。 内 商 は 多方r.;1の
Pit l 3  !f 底部 位 I OYR7/4 I OYR7/4 ナデ識職。底部はヘラ 切 り 後 ナ デ翻盟。

1 1 2-275 V四 区
包含踊

包合屑
古 代 須息器 口 縁 ~

( 1 3 .8) (8.8) 0 .6  4 .3  1 /3 良 m 色 税 - 1'1 色粒
灰 灰 内 外 而 と ち に 回 転 ナ デ調 鰻 。 底 商 は l両l一括 奈良 珂: 底部 N4/ N51 抵へラ 切 り 後ナデ諦襲。 貼 り 付 け 商台。

1 20-276 X 区 SD035 一括 中 l世 上 附 掠 口 縁 ~
(7 .6) (6 .2 )  2 . 0  1 /4 良 金雲 母 ・ 亦補色鞍

にぷい賞栂 にぷい栂
内 外 聞 と も に ナ デ調整。

!f 底部 I OYR7/4 7 . 5YR7/4 

1 20・277 X 区 SD035 一指
' 1. 1 \止 :1ニ師椴 口 線 ~

(7 .8) (6 .4) 1 .4 1 /4 iミ 開 石 ・ 金�m
にぷい椴 にぷい般 内 外 聞 と も に 回 転ナデ翻犠。腹部は

1 2CI:j'{ 熔I!Ilßll 底部 7 .5YR7/3 7 . 5YR7/3 lo1l tJlii糸 切 り 。

1 20-278 X JX: SK053 一指 t f.， t世 t師器 口 縁 ~
(8.0) (7 目 。) 1 . 2 1 /4 良

ぜ1 英 且l 色 粒 ' 1- 1 色 にぷPll! に ぷい 栂 内 外 而 と も に 回 転ナデ翻?躍 。 底 部 は
燈明皿 底 部 税 7 .5YR7/4 7 . 5YR7/4 1011 転へラ 切 り 後ナデ調襲。

1 20-279 X I正 SK052 9 i'ij� 
1 -.師協 口 緑 ~

( 1 4 .0) ( 1 0.0) 3 .0  1 /3 � 
千l 英 金 雲 母 ・ !.�\ 色 にぷい 抱 にぷい栂 内 外 商 と も に l雪l 紙 ナ デ 調 態 。 底 部 は

耳、 底部 続 - ';1 色粒 7 .5YR7/4 7 : 5YR7/4 1" I 'liiiへ ラ 切 り 後ナデ調襲。

1 20・281 X 区 Pit40 1 3 
I( ' !せ 1 :師鵠 口 縁~

(8.0) (7 . 0) 1 . 9  1 /5 良 且l 色校 - 1;1 色粒
にぷい 栂 にぷい慣 内 外商 と ち に 回 転 ナデ調躍。底部は

1 2C 燈l珂 ßU 底部 7. 5YR7/4 7 . 5YR7/4 1" 1 転へラ 切 り 後十デ讃襲。

1 20・282 X 区 SK056 一掃
笠間呉 全長 0 .9  1 /4 良

長 石 - l!.\ 色 粧 ・ f'I 色
内 外 蘭 と も に ナ デ調整。 一 部1t\斑lハマ ワ ) 3.3 位

-
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国I/i・報番 調査区 遺構 層 位 取上No. 時期 路舗 部位
法 鼠 (cm) 

残存率 焼成 胎 土
色 調

調 盤 <<0 
口 径 胸部径 底径 高台径 高台116 器商 残存商 外 面 内 面

尋際司，
1 20-283 X 区 SE004 2 . 6 . 9  古 代 須邸機

口 縁 1 0.6- 一部 不良 長石
晴灰 灰 白 附 外国 と も に ナ デ調整。 外 商 に 一部

裂 N31 5Y7/ 1 街頭圧痕 あ り 。

1 20-284 X 区 SE004 一括・ 中 世 瓦機 底部 3.0- 一部 良 長石 ・ 石英
灰 白 灰 白 外 商 は ナ デ調態。 内 商 は ナ デ後6本

捕鉢 5Y7/ 1 5Y7/ 1 単位 の御状工呉 に よ る 揃 目 。

1 20-285 X 区 SE004 8 中 世 瓦 器
底部 3.0- 一部 良 長石 ・ 石英

灰 灰 外而はナデ調整. 内面はナデ後8本単位の儲
揃鉢 N41 N41 状工具に よ る 櫛 目 .底面 に 板 目 fE痕あ り .

1 20-286 X 区 SE004 5 中世 土師機
頭部 7.0- 一部 良

長 石 ・ 角 I*J 石 ・ 白 色 灰黄 にぶい貨極 外 部 It ナ デ劃墜. 外商頭部下に強 いナデ調 外而煤付着羽議 粒 ・ 赤禍色粒 2 .5Y6/2 I OYR5/3 盤. 内面Itナデ桂頭部付近に指頭庄痕あ り 。

1 20-28日 X 区 Pit356 一括 中 1止 土師器 口 縁 ~
(9 . 1 )  (7 .4) 1 .6 1 /4 良 長 石 ・ 金鍵母

にぶい櫨 にぷい燈 内 外商 と も に 回転ナデ翻護。 内面底
JßI 底部 7 . 5YR7/4 7 .5YR7/3 部 は ナ デ調整. 底部は回転糸切 り 。

1 20・289 X Iï!: Pit3 9 1  一括 古代 土闘機 口 縁 ~
(8.8) (7.9) 1 .05 1 /4 良

樫 にぷい燈 内 外商 と も に 回転ナデ調盤。 肉 外 商
皿 底部 5YR7/6 5YR7/4 底 部 は ナ デ調整。

1 3 1 -293 沼 区 S0039 一括 古代 土師傑 底部 8.85 2 . 1 - 11 1f完形 良
浅黄櫨 浅賀僚 内 外 商 と も に ナ デ調整。底部はヘラ

杯 I OYR8/3 I OYR8/4 切 り 後ナデ調襲。

1 3 1 -296 刻 区 S0044 2 層 一括 古代 土師器 口 縁 ~
( 1 3 .4) ( 1 0 .8) 3 .4  1 /2 良

にぷい黄櫨 にぷい旋盤 内 外 面 と も に ナデ調整。底部はへラ
板状圧艇

杯 底部 I OYR7/4 I OYR7/4 切 り 後ナデ調整。

1 3 1 -297 氾 区 S0004 2 厨 一指 中世 須�(機 回 線 ( 1 8.2) 3 . 1 - 1 /2 良
灰 附灰 外面頭部 は工具 よ る 強いナデ、 体部はハ 瓦質土器

壷 N6/0 N6/0 ケ 目 後ナデ調整. 内 面 は 回転ナデ調整. 黒色土器

1 3 1 -298 泊 区 S0044 I 1冒 一括 中世 柄付
受 皿 ( 1 5 .8) ( 1 5 .8) 2 .8- 1 /2 良

後 暗灰員 外 簡 は 回 転へフ 削 り 調整。 肉 蘭 は 回
小型鍋 I OYR7/4 2 .5Y4/2 転ナテ 調態。

煤付椅

1 3 1 -299 氾 区 S0044 l 厨 一括 中1!!: 柄付 把手 1 /2 良
浪費極 浅黄償 内 外 商 と も に ナデ翻盤。 煤付{1

小型鍋 I OYR8/3 I OYR8/3 

1 3 ト3∞ 泊 区 S0044 l 周 一掃 '1' 世 柄付 抱手 1 /2 良
浅黄樫 浅黄櫨 内 外 商 と も に ナデ調整。 煤付泊

小型鍋 7. 5YR8/4 7 . 5YR8/4 

1 3 1 -301 沼 区 S0044 2 府 一括 須邸機 口 縁 4.6- 一部 良
角 閃 石 ・ 白 色 粧 ・ 黒 灰 灰 白 内 爾 と 口 縁部 に 粗 いナデ調盤。外禰

強 色粧 N51 N71 に IIP き f員あ り 。

1 3 1 -302 畑 区 S0044 I 層 一括 古峨 高野 脚部 6.4  9 目6- 1 /2 良 長 石 ・ 石英 ・ 雲母
赤褐 外商はへラ 削 り 後ナデ調盤。底部 は 磨滅著 し い5YR41自 ヘ ラ 削 り 調整。

1 3 1 -303 氾 区 S0044 11冒 一括 中世 片 口 鉢 口 線 ~
20.2 1 5 . 5  1 0.2  1 /2 良

灰赤 にぷい亦禍 外商はへラ 削 り 後ナデ調盤。 内 而 は
底 部 I OYR5/2 2 .5YR5/3 回 転ナデ翻盤。

1 3 1 -304 氾 区 S0044 2 厨 一括 瓦質土器 口 縁~
(3 1 目。} 1 0 .5- 1 /2 良

石英 ・ �母 ・ 角 1*1 石 灰 灰 内 前 はナデ調盤後、 櫛状工具 に よ る
鏑鉢 胸部 N51 N41 6本単位の揃 目 。 外商 は ナデ調盤。

1 3 1 -305 沼 IK S0044 2 厨 一括 瓦貿土器 口 線~
(32 .6) ( 1 6 .0) 1 3 .4 1 /2 良

石 英 ・ 長 石 ・ 角 閃 石 浅黄橿 灰 白 内 面 はナデ調襲後、 樋状工具 に よ る
揺鉢 底部 - 輝石 I OYR8/2 I OYR8/ 1 5本単位の繍 目 。 外面 は ナデ調整。

1 33-3 15  沼 区 S0044 11冒 一括 中世 瓦質
口 線 (36.0) 1 3 .5- 1 /2 良 長石 ・ 石 英 ・ 雲母 褐灰 尚灰 内 外 商 と も に 回 転 ナ デ後ナデ翻躍。

火鉢 I OYR4/ 1 7 .5YR4/ 1 '失格 は i砧 り 付 け。

1 33・3 1 6 氾区 S0044 2 厨 一緒 中 世 瓦 質 口 線~
(34.8) 1 3 .8- 1 /2 良 長 石 ・ 石英 ・ 角 閃 石

浅黄 灰黄 外聞は ナデ調整、 突櫛貼 り 付11 、 外商上部に
火鉢 胸部 2 . 5Y7β 2.5Y7/2 ス タ ンプあ り 。 内面はヘラ 削 り 後ナデ讃盤。

1 37・329 氾 区 SK065 B 古 代 土 師 機 口 縁~
9.0 7 .4  1 . 6  111f完形 良

種 極 外 商 は 回 転ナデ。 内 面 は 回 転ナデ後
奈良 町、 底部 7 . 5YR7/6 7 . 5YR7/6 ナデ翻盤。底部 は 糸 切 り 。

1 37・330 氾 区 SK065 古代 土師掛 口 縁 ~
8.0 6 .4  1 .5 ほIf完形 良

浅策担 浅貨燈 外商は 回転ナデ調整。 内 摘 は 回転ナ
奈良 杯 底部 7 . 5YR8/4 7 . 5YR8/4 デ後ナデ網襲。 底部 は 糸 切 り 。

1 3下33 1 沼 区 SK065 1 5  古代 土師器 口 縁 ~
7 . 75 6 .6  1 .4  11 1f完形 良

にぷい燈 浅黄燈 外 面 は 回 転ナデ調盤。 内 高 は 回 転 ナ デ
奈良 杯 底部 7. 5YR7/4 7 . 5YR8/4 後ナデ調盤。底部 は 糸 切 り 後ナデ調盗。

1 37-332 氾 区 SK065 1 4  古代 土師総 口 縁~
9 . 3  6 目9 2 . 1  111f完形 艮 浅黄櫨 浅賀栂 外 商 は 回転ナデ調整。 内 而 は 回転ナ

奈良 杯 底部 7 . 5YR8/6 7 .5YR8/6 デ後ナデ調整。底部 は 糸 切 り 。

1 37-333 氾 区 SK065 1 0 . 1 7  古代 土師総 回 線 ~
1 2.0  9 .25  3 .35 完形 良

燈 浅黄極 外 商 は 回 転 ナ デ。 内 面 は 回転ナデ後
奈良 杯 底部 7 . 5YR7/6 7 .5YR8/6 ナデ調躍。底部は糸切 り 。

1 37-334 氾 区 SK065 1 . 2 古代 土師様 口 縁 ~
1 2 .3 8 .3  3 . 1 5  111f完形 良

浅黄櫨 燈 外 商 は 回 転ナデ。 肉 面 は 回 転ナデ後
奈良 J;f 底部 7 . 5YR8/6 7 .5YR7/6 ナデ剖鑓。底部 は 糸 切 り 。

-
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開臨.報番 澗査|耳 辿�� 府 {i'l 取 I:No. l時j田 器稲 問\fÎI 11< !iì (cm) 残存率 :I>'!J&: 色 ，澗
仁1筏 胸部径 底 径 ò'ö台f予 ?I� fi合引 即�fl白司- 残存尚 IIfl j: 

外而 l判 而
1捌 艶 耐目 �. 

1 37.335 氾 区 SK058 一括 q，世 茶袋 !胸部 4.8- 1 /2 良 石 英
灰 灰 I�I 外 而 は !日PI�ナデ後耳貼 り 付 け 。 I^Jl師

I OY5/ 1 I OY7/ 1 は !日111活ナデW�綴。

1 37.338 氾 区 SK07 1 一指 1'1'世 火鉢 日 総 ( 1 5.4) 6.8- 1 /2 良
灰 白 浅賀般 内 外 而 と も に 回 転ナデ調 整 。 外 而 に

I OYR8/2 I OYR8/3 待状ヱ n に よ る 施文。

1 4 1 .339 氾 区 SX006 一括 中 世 設鉢 口 総 (33.2) 7 .2- 1 /2 良
fi 英 ・ l毛 布 ・ 輝 石 にぶい黄櫨 にぶい疏燈 外而はハケ 目 後ナ デ調整。 内面はヘラ
袋町 I OYR7/3 I OYR7/3 削 り 後ナデ調襲。 口 縁は横ナデ調整。

1 4 1 .340 氾 区 SX006 2 5  古 代 土 師 協 口 線 ~
8.4 6 . 1  1 . 7 1 /2 良 石英

極 にぷい般 外而は回転ナデ調整。 内 面 は 回転ナデ後
奈良 杯、 底部 版状fE痕7. 5YR7/6 7 .5YR7/4 ナデ剥載。版部はへラ 切 り 後ナデ調盤。

1 4 1 .341 氾 区 SX006 一括
古代 土師協 口 線~

( 1 5 .8) ( 1 1 .4) 3 .3 1 /2 良
浅黄鐙 桟黄栂 外 聞 は 剛 転ナデ。 内 而 は 回転ナデ後

奈良 lif 底部
j島減I OYR8/4 I OYR8/4 ナデ調路。底部 は 糸 切 り 。

1 4 1 .342 氾 区 SX006 一括 古 代 土 師 掠
底部 ( 1 2 .9) 2 . 1 - 1 /2 民 浅黄栂 浅黄般 外 聞 はji]1 転 ナ ァ 調 整 。 内 聞 は回 転 ナ デ

奈良 lif I OYR8/4 7 .5YR8/6 後ナデ調慢。底部は 糸 切 り 後ナデ調懸。

1 4 1 .343 氾 区 SX006 一掃
古代 瓦質 t器 口 線 ~

4.7- 1 /2 li! 灰 白 阪 外面It回転ヘラ 削 り 佳悼拭工具 に よ る ミ ガ キ

奈 良 碗 底部l N8/0 N6/0 。 内 而 IW転ナデ桂棒状工具 に よ る ミ ガキ。

1 4 ト344 氾 区 SX006 一指 "1'世 県色土日i
底部 6.8 0 .8  1 .7 - 1 /2 li! i毛布 ・ 石 英 ・ 雲母

にぷい慣 褐炭 内 外 聞 と も に ナ デ調整。 貼 り 付 け 尚
碗 5YR6/4 I OYR4/ 1 A、 l内見l1:1 0 

1 4 1 .345 XI 区 SX006 2 4  q ' l!t 11.\色 I:W. 口 線 ~
(9.2) (4 . 5) 2 .4  1 /2 良

m 内 外I雨 と も に !日l転ナデ後棒状 J:呉 に よ る
lf 底部

瓦質N2/ N2/ ミ ガキ調?目。底部はへラ 切 り 後ナデ調摂。

1 4 1 .346 XI 区 SX006 一指 rl' l!t m色j 蹴 口 線~
(9.3) (4 .4) 2 .4  li lf完形 民 向 I�Hi 行 英 尚灰 l品梢 内 外 而 と も に 回 転 ナ デ 後 ミ ガ キ 淵

I干 腹部 I OYR4/1 I OYR3/ 1 焼。底部はへラ 切 り 後ナデ調整。
内m

1 42.352 氾 区 SX007 2 6  rl'世 釜
日韓、目Z量 26.0 20 1 3.2- 1 /2 良 長 行

浅黄栂 に ぷ い般 外 而 は ハ ケ 目 後ナデ調整。 内 面 は 1，，1
。出L� I OYR8/3 7 .5YR7/4 ��ナ デ制限。

煤付，Vl

1 42.357 氾 区 SXO I I 一括 ，'ii\ 土師Wd 底部 (8.4) 1 .3- 1 /2 艮 浅黄燈 浅黄栂 外 聞 は I�I 転ナ ァ 調 援。 内 面 は 回転ナ
奈良 lif 7 . 5YR8/6 7 . 5YR8/6 デ後十 デs捌 強。 底 部 は 糸 切 り 。

1 43.362 氾 区 Pit266 一掃
古代 須邸機 口 総 ~

( 1 4 . 4) (9 .4) 0 . 5  6 . 3  1 /2 民 石英
オ リ プ灰 阪 内 外 而 と も に 回転 ナ ァ 調 盟 。 底 部 は

平安 珂: 底部 I OY5/ 1 7 .5Y6/ 1 ヘ ラ 削 り 後11占 り 付 け 高 台 。

1 43.363 氾 区 Pit266 �fli 1古 代 主i虫、H4 lごl 総 ( 1 8.6) 1 .9 1 /2 良
灰 I�I 灰 1:1 内 外 聞 と も に 回 転 ナ ァ 調 整。 外商 1・

奈良 吉正 7 . 5Y7/ 1 I OY7/ 1 部 は ヘ ラ 円IJ り 後ナデ調整。
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出土遺物 (陶磁器) 観察表

同臨ー甜冊 淵 l'i lズ 遺構 同 (>'1. li)( I-.No. 時IUI 器開 部位
法 lit (叩) 残存率 班成 !的 士 ?世円 f予 �'H手 出合間 両古品 :!ll尚 睦存両 和l 薬 J調 新 a淵 宮高 i柑 考

39-3 I IX 般乱一括 中 Ilt 碗 底部 14.61 0.6 J . ï- 一部 民 級FF;
C- 1 4 1  内外薗と も に回転ヘラ問 。 調車 両台 11問 。 出 L 見込み

1 : 1  茶 には胎tll由;::関所理ιt面的に臨柚 田かい自人あ り =

39-4 1 1正 一括 中 Ilt 百磁碗 日縁 3.8- 一部 民 倣'，40;
C-2 1 8  外 而 は 1"1 転ヘラ 町1I り 訓 郡。 内 闘 は ー );'f府面年E皇室系古珪瞳 卜4a題ベ ジ ュ 又 工 n で 路 面 を 分;切。

39-6 l 区 撹乱一括 中 Ilt 肖 磁 碗 15 . 1 1  0 .7 2 .8- 一部 H !日色村 ・ 徹密
C- 1 35 内 外 而 と も に 配点へ ラ 削 り 。 版 部 は

1' 1 茶 削 り 111 し 。 制 は 体 部 F 部 ま でかか る c

4 1 -7 1 1 1><: S0004 中 111: 均磁碗 日 総 1 7 .5 2.7- 一部 li 般出f
(-2 1 5  外両はM転ヘラ 削 り 。 内 l面は二x CHで器面を分 口 緑 は & 弁 を h1!í す。 内 I而 に r..\:

);�府嗣'1'駐車霊長古匝瞳 1 -4b顕
大理!{i の 色 明 し 、 その'1' に 揖主 主 を施す。 rllili培掃は輯ι 線 を ち つ。

4 1 ・9 日 区 S0004 20 中 11ト 背磁碗 底部 5.0 2.0- 一部 n 縦性; C-2 1 6  外 岡 は 例 転ヘラ 削 り 。 I� í'聞 は 'J.l ll と ク シ に よ 外 面 は ヘ ラ 円1I り ，閥 幣 。 l勾 げIÎ に
大事前嗣年同主主系百匝皿 [ -2b顕tf;'II�樹白色 るHlI '由主。柚li全面に臨軸位、 庇却の軸を揖き取る。 J:.l 文 を 胞す。

4 1 - 1 0  日 区 S0004 25 '1' 111: 1' 1 磁
底部 16.91 1 .2 2 .6- 一部 良 Aモ尚色粒

C- I 35 外 而 は 川 転 ヘ ラ 削 り 。 内 田l は ク ン に よ る
商台{、I碗 I?I 茶 胞文。 刺は休部 ま でで向台 にはかか ら ない。

l珂 商 に 沈線あ り 。

4 1 - 1 1 1 1 1><: 一括 rl' llt 白 磁碗 日 縁 2 .4- 一部 良 l1i. i'I 色粒
C-2 1 4  外 而 は !日l 転へラ 即l り 。 内 面 は ク シ に

内 面 に 沈線 で 向 文 を 1< わ す 。 太宰府組年 自 i!!瞳Y-4b頭
書圭の置の匝色 よ る 脳文 。

4 1 - 1 2  1 1 1ズ 一括 中 Ilt ti 磁1111 口語~園部 5.6- 一部 H 鍛佑f C-2 1 6  外 而 は 1" 1 転へ ラ 削 り 調 常 。 内 面 は へ ラ 外 面 は ヘ ラ 削 り 後ナデ調lfi。 );'r�面年E車望星青盛!ì l ・2b盟t1か1Iの躍のE と ミ 又 r. n に よ る Jill車 文 を 描 く 。 内 面 は ね 文 を 臨す。

4 1 - 1 4  1 1 1耳 一括 中 1ft "'!j-磁
口輯~底部 2 .2  一部 民 級官

C-2 1 6  外 面 1m転ヘラ削 り 内面 IEj(t旦 と ク シ に よ 外 而 は へ ラ 削 り ，調難。 l珂 而 は
台 N 碗 t1川崎の色 る 施 主 = 軸 は全面に臨曲桂、底部の柚を 掻 き 取 る c ナ デ 調 lfi 。 削 り :B し 尚 台 。 焼 k事情面年同宣室長青臣日 1 -2bli! 

4 1 - 1 5  日 Iえ 一括 中 Ilt 白磁1lI1 底部 4 .4 1 /3 n 級i宮
C-2 1 8  外面1I阿転ヘラ 削 り = 内面11 ，;( [!! と ク ン に よ る

士事府面年[，�ま望書白星日 [ -2bli! ベ ジ ュ ftlい盟主。 軸 1I全面に瞳軸控 旺串の舶を掻き取る 乙
4 1 - 1 7 I I [K 一括 '1' [f十 肖 磁 碗 底 部 5.4 1 . 1 - 一部 上4 敏'M

C-240 [ÀI 而 は 1"[ 転ヘ ラ 削 り i淵 幌 、 焼台fUあ
冬 の 灰 色 り 。 応部 は 時1I り 11: し 。

56-3 1 w . y 区 SOO l 7  P I 8  rJ' [吐 �磁碗 nlj-闘部 1 [ 7 .01 4 .5- 一部 以 徹1軒
C-2 1 6  外聞IU'[転ヘラ削 り i皇、 躍 に ク シ 11 -を臨文。内 面Iiへ 外 商 は ク シ揃 き 文 を 施す 。 l勾

k事府同年同宜電系庁匝暗 I - Ib覇tf削fの闘の色 ラ 、 二見I!l、 ク シ に よる臨文。柏1I体部下部ま で施軸。 而 は 花X.-� 文 を 施す。

59-32 田 区 SK005 中 [It [�I 磁腕 日輯~底部 1 1 6.5 1  14 .9 1  1 .5  6.6 1 /3 li 敏i軒 透明利l 内外 聞 と も に 回転ヘラ 削 � 調帳。見込みに は l 最の世

蹄 あ り 。 )，;\台1I削 り だ し。軸は外両体部下部ま で臨軸。

59-33 111 1弐 SK005 中 Ilt 白 磁碗 1 1 7 .2 1  6 .2  1 .0 5 .6 1 /2 R 総FS， 透明輸
内 外 面 と も に 恒l 転 へ ラ 即l り o 柚 は 体部 外 面 は ヘ ラ 削 り 後 ナ デ 凋 盤 。

大宰府組 年 白 磁暁Y -4a題
下部 ま で施制 。 尚 f1 は 削 り tB L c 内 面 は ナ デ調幣。

63-37 W ' Y I� SEOO I '1'1吐 �(磁碗 口 縁 6. 1 - 一部 R 般活再
C-2 1 6  外 商 は 凶転へ ラ 削 り 。 IÀI 而 は へ フ に

k主府嗣年産量望星古臣商 [ -2盟すf刊の自白色 よ る 1\ 彫 り の起 稿 文 。

63-38 W ' Y [K SEOO I 中Ilt tÍ磁碗 口輔、寵部 1 1 6 .91 14 .81  0.9 7 .4 1 /3 H m色粧
C- 1 7 1  外面i1W転ヘラ冊 。 皆、自に ク ン 日 号車I 向車iIヘラ ク ン ι ょ

SE002 と 接 合ろ< L ょ う 色 ?�Z 目111!�nまでで品台にほかb白ら主い 前古iI 用 。 出 し

65-43 W . y 区 SE002 40 中 1ft 青磁碗 口 縁 1 [ 2 .3 1  4 .6- 一部 R 茶 制 色 粒
C-2 1 8  外 而 は ["i 転 へ ラ 削 り 後、 縦 に ク シ 目

大宰府園町局賓室長市唖臨 [ - [b覇
ベ ジ ュ を 施 文 。 [Â] 面 は ク シ に よ る 施文 。

65-46 !V ' Y 区 SE002 中 111: )!1磁 園部~底部 15 .81 0.8 5. 1 - 一部 li 敏持;
(-2 1 8  外面Il�[転ヘラ閉 り 桂、躍に ク シ [[ を臨L内面1Iヘラ、二1 外 面 は ク シ揃 き 状 に 潟懇。 内

高台付碗 ベ ジ ュ IIU1 � に よ る直文 曲IHiil:までで尚古にはかかりない 而 は !..l 文 を 脳す。
k事耐嗣1[[.1宜窯系百世瞳 [ - [ b盟

65-47 !V . y 区 SE002 [ 04 '1' 11ト 青磁 nll 底部 4.4 1 .0- 一部 H. 級W;
C-20 1 外 面 1m転ヘラ 削 り 。 内 面 は x工 具 と ク シ に よ

大空間届年昨ま穿系古曜日 ト2b顕ì\�灰緑 る施文。軸 は全面に 施軸i品、 庇吊の軸 を 踊 き 取 る 。

65・48 [V . y 区 SE002 rtl jft l�f磁
底部 1 .0 1 . 7- 一部 上4 ['[ 色N ・ 黒色粒

C-207 見込みに は放射線状にヘラ に よ る 施 文 。 柚 内 面 に 白 文 を 施す 。 [111 り tH し
岡子?付腕 龍阜市首暗色 は向台内 部 ま でかかる が錨 き と られてい る 。 高 台 。

65-49 w . y 区 SE002 98 中 jIト 1'[ 磁碗 日韓~底部 1 [ 6 .4 1  16 .6[  0 .9 6.5 一 部 n n 色粒 刑色粒ー世密 透明制
内 外 而 と も に 匝l 転 ヘ ラ 削 り 。 納 は 体 部上 内 面 は 十 デ制限。 岐部 は 削 り

k宰府樹年 白 磁碗[V- [a顛
部 ま で胞触。 口縁はやや丸みを帯びる 王縁。 出 し で 台 を 成IfJo

65-50 w . y [互 SE002 中 世 白 磁碗 日韓~国語 0.0 .... 一部 政 茶 尚 色 粒 透明細
内 外 而 と も に 1"1 転へラ 削 り 。 糊 は 体 外 面 は ヘ ラ 1111 り 調竪。 内 而 は

大宰府組 年 白 描暁Y -4a題
部下部 ま で 施 納 。 ク シ状工只で調務。

65-5 1 11" Y [� SE002 48 中世 1'1 磁碗 日韓~園革 1 [ 6 .2 1  4 .9- 一部 R rr 色N . 黒色粒
C- 1 62 内 外 商 と いこ いl 転 へ ラ 削 り 。 紬 は 体 外 面 は へ ラ 削 り 後ナ デ調整。

大宰府樹年 白値碗Y-4a頭
鉛 の 白 部下部 ま で飽納。 内 面 は ナ デ調 稿 。

65・52 [v ' Y jl  SE002 古代 白 磁 腕 底 部 16.21 1 .4 4 .4- 一部 良 級制官
C-282 内 外 iflÎ と も に いl 転 ヘ ラ 削 り 。 高 台 内 面 は 十 デ調 稿 。 口 縁 部 は ー

雪の灰 白 は 削 り 11\ し 。 唱11 は体部 ド 部 ま で施稿。 部紬がかか ら な Po

65-53 [V . y 区 SE002 1 1 1  '1' 11十 J'J 磁
底部 6.9 1 . [  2 .0- 一部 H 鰍栴 透明利l 内外面と h l: 回転ヘラ 削 り 調県 内面見込みの軸を抵の 外 商 は ヘ ラ 「ドl り B湖 幣 。 内 聞 は

日台付碗 円状に聞 き取る偽両台[j削 り 出 し軸1I体部下部まで匝軸 焼 台 瓜 あ り 。

中 片小路遺跡第5表
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回展開揖 調 査 区 遺構 肘位 取J:Na 11制01 出m 部位
法 民 Icm) 残存率 桂成 !的

仁1 1干 低径 尚古花 山台両 社時刈 唖1I出 前11 然 調 整 新 l調 世 耐H J5" 

65-54 rI ' Y 区 SE002 け' 1仕 1'1 磁碗 口総 1 1 6.01 4.6- 一部 m. 徹害;
C- 1 63 内 外而 と も に 回 転へ ラ 削 り 。 見込み
民 の 1' 1 に は l 条の沈線 を w う 。 rI 入 あ り 。

66-55 rI ' Y 区 SXOO I " "U. i!í磁碗 (:1鵠~間部 1 1 7 .2)  6 .4- 1 /2 民 級�， C- 1 35 外 而 は 回 転 へラ 削 り 。 I};) 簡はへラ に 外 ffli は ヘ ラ 削 り 後ナデ調整。
1'1 茶 よ る 迎 花 文 を 施文。 I);) rrrr は 花文 を 施す。 大事附嗣11 臨品京高1'1唖腕。-2間

66-56 田 区 SK005 I I  中 Jlt u磁皿l 底部 5.0 1 .4- 1 /3 良 級密
C-206 外面lì回転へラ削 り 。 内面lì二又工H と ク シ に よ

五，� ，'I磁色 る施文。抽11全面l二値抽桂、底部の軸をl曲き取る。
大宰府組1[.同昔話幕内陸皿巴-2b闇

67-6 1 日1 1豆 相 l ïC'l' I�i磁碗 口縁部 5.5- 一部 良 自白H目色世 間色H C- I 07 内 外 面 と も に 回転へ ラ 削 り 淵般。 l勾
1' 1 茶 前 に は ク シ に よ る 胞文あ り 。

67-62 H-Vß 悦百L-j;f; 近l吐 肖 1'1磁IUI 口 緑 3 .4- 一部 民 組密
C-204 

l勾 而 は陽刻。 口 縁 は 輸 花 。 1")9� '(li と ち に ナデ調整。 肉而が
品?る由揮の請。 防止�Jで鐙!�文 を胞す。 般花口縁。

67-64 rI ' Y 日 指 ' 1 ' 世 ì�f磁碗 日韓~劇部 1 1 6.61 3.0- 一部 m. 徹夜
C-206 外面目回転へ?割。 量へ?証1ftl: よる量方自の問 。 品運井を 外 商 は 縦 方 ("1 仁 へラ 状 工 具 に よ る

ii� l'i磁色 作る 向冨1:112量の在韓が11 1 '0 曲Il�面再�tæiで1'.，. WNJ.自あ り 。内面は様方向のナデ調整。
大宰府組If.車県宝引j盟小西田 111

67司65 rI ' Y 区 -tii '1' 1止 1'11" 磁碗 2.3- 一部 民 黒色粒 ー 紙i恥 C-20 1 時i!i11目転ヘラ自時ヘラ担1ftに よ る躍方向町制 覇霊的
i時以緑 作;，内面に112来由民韓.'111 >ι闘は件面体軍上部tでかかる:

大宰府副11 瞳車京高山田小関目白1

67-66 rI . Y 区 一掃 '1' 1世 "ì!J磁腕 日韓~岡部 4 . 1 - 一部 m. 敏昏;
C-206 件面lì悶転ヘラ問 り 桂ヘラ状工具に よ る 躍方向の

札.'1 i�i磁色 削 り 、 踊蓮井を作るe 軸lì外面体部上部ま でかかる。
大宰府国If.題息苦 系出回'1崎ID Il1

67-67 皿 区 tii 中 l吐 i!fi滋llll 日韓~既部 1 1 2 . 1 1  19.0) 2.6 一部 H 級事;
C- 1 4 3 外面lì回転ヘラ削 り 舎 内面はー又工H と ク シに よ
jH灰色 る施文。柚は全面に施軸桂、底部の軸を描 き 取 る 。

大宰府組11 阿古宮系向日皿e・2b踊

6 7-68 町 l� 一抗 中 i世 l!j磁碗 6.2 1 .0 2.0- 一部 H 綾密 C-230 外 而 は 回 転 へ ラ 削 り 。 内 而はヘ ラ に よ る
鉄の緑 胞文。 高台は削 り 出 し 、 焼台痕の付líあ り 。

67-69 ITl I豆 抑 "' 1吐 1'1 磁碗 底部 6. 1  0 .9  3 . 1 、 一 部 民
金主将 白 色院 透明柑l 内外面 と 也 に 回転へフ 削 り 。 内面 に は焼台前

黒色粒 iJi;尚色位 あ り G 尚古I主削 り 出 1.-， 柚Il:体部下部 ま で施制。

67-70 ITl IK 一掃 中 Ilt i'i磁腕 底部 4.8 0.7 I . i- 一部 民 紫 色粒 ・ 椴\1'.'
C-208 外 而 は 回転へ'7 ilU り 。 尚 台 は I'IIJ り 111

イ手緑 し。

67-7 1 皿 18: tJi 中 Ilt 1'1 磁碗 底部 16.31 0.9 3.0- 一部 良 鍛密
C- 1 43 内 叫 聞 と ち 仁 問 転ヘ ラ 削 り 調 盟 。 I�而見込
到l!1< 色 みの柚を環状に鐙 き 取 る 。 尚台は削 り :n し 。

大事前倒jl' n 磁碗咽'"

67-72 rI. Yli( 一指 "' 1り i'H盟碗 底部 5.7 0 .7 2 .9- 一部 R 綴密 C- I 07 内 外 I而 と も に 回 転へ ラ 向IJ り 品l円程 。 山 外 聞 は ヘ ラ 円IJ り で 整 え て い る e
1" 茶 台 は 削 り 山 し 。 焼台瓜あ り 。 内 ifií は ナ デ澗態。 削 り 11\ し 両 台。

72-77 VI 区 SD024 rJ' Jlt I�í磁 周 部 3.4- 一部 上4 綴密 C-2 1 5  
内 外 商 と も に 回転へラ 向IJ り a捌幣。

大型![石の色

72-86 W 区 一指 "' Itト i�f I可 磁鉢 口線 4.0- 一部 m. 敏密
C- 1 94 体部は!!l押 し で外面 に 押 し IH L o �II! L II\

淡いl泌総 し の境 に は 騒 花 を 作 る 。 開lはほ く かか る 。

72-87 VI 区 Pit040 近 代 染付碗 底部 14.81 14.9) 0 .5 2 .4- 一部 級害; 透IVJ�h 1);) 外 而 と も に 回 転ナデ後染付他事11 。
/，，\ 台 は 削 り だ し 。 H I 9 . 1 0 . 2 9  

93・2 1 1 W 区 f目
rl' l旺

i!j磁小碗 属部~底部 13.6) 0.7 3 .2- 1 /3 R 績評J C-2 1 6  外而は回転へラ 削 り 後ヘラ に よ る illi井文。

鎌合 す1.'11自由の色 内 面 は 回転ナデ調整。 動 は 全 而 に 施納。

99-2 1 9  咽 IR S8023 '1' 1t!: l'J磁碗 日韓~園部 5.7- 一部 H 綴密 C-2 1 6  外 語 は 回 転 へ 7 削 り 後へ ラ に よ る
すfD'日の目の色 五H弁文。 肉 函 は 回 転ナデ調破。

1 1 1 -257 VIll IR Pit44 
中 Ilt

日t磁IIll 日韓~底部 2.5- 一部 良 級密
C-282 内 外 而 と も に 回 転ナデ調躍。 1'.J i(jj は

鎌fr 寸fの 版 n ク シ に よ る 文様 が あ る 。

1 20-280 X IK SK053 -tii "， Ilt 
1' 1 磁1111 口輯~岐部 1 1 .0 6 . 1 3 .6 3/4 民 級'井，

C- 1 44 内外Wit t f:目転ナT書�JHi/ili目転ヘラ明 。 ，Ullg下Z

1 3C !ポ I�I 1I自転ヘラ問 。 。曲Il界面�部下車まで出札日韓1I世相な L，

1 20.287 X 区 Pit379 一括 ' 1 ' 1止
i�.í磁「拘 閣部~庇部 5.2 0.8 4 .2- 一部 H1. 1'1 色牧 品、尚色位

C-228 内外市と も に回転ナデ調整。， \'1面にヘラ掛 川!によ
1 3C !品 茶 色 る施丸底部lì閉 り tll し蛙台踊 あり 。輸はt耐に酷NI，

1 32-306 氾 I珪 S0044 21!'i 一掃 '" Itt 剛山�l司、 1:1掠~暗部 1 2 .8 3.8 0.6 3. 1 1 /2 H 徹i幸司
C- 1 07 外国lì問転ヘラ削 り 調車。内面1I回転ナデ調開。見込み

1' 1 ttt 1:4 ヶ 所酷j 目 あ り ，rm(jに船土目。高fìは問 り だ し e

1 32.307 氾 区 S0044 2府 一般 中 |吐 陶器�.tf 日韓~底部 1 3.4 5.0 0.5 3.0 1 /2 li!. 徹F百
C- 1 07 外国lì回転ヘラ剖 り 調整。内面lì回転ナデ調問。見込み

1:1 茶 1:4ケ l青酷j 目 あ り 司畳f11J仁監士目。高台11削 リ だ L ，

1 32.308 氾 区 S0044 5周 tli "' 1吐 陶関銃 日韓、底部 29.6 8.0 9 . 1  1 /2 H 1三 石 ' 1'i 英 C- I 04 内 外 蘭 と ち に 岡 転 ナ デ 後 鉄 納 。 底 部 1" 1
iiH守 色 転へラ 自 円 。 見込みに5ケ!日出 1-. 1 1 あ り 。

NO∞
ー



E
持
出陣
ぎ
融問
嫡
幽州

法 鑑 (cm) 残存率 盤底 !陥 土 制 薬 翻 盤 新 調 整 備 考国!監ー報置 調査区 遺構 層位 取上No. 時期 器種 部位
口径 底径 高台怪 高台高 器高 費存高

Illf完車 良 練習E 透明細
内 外商 と も に 回転ナデ後染付施制。132.309 氾 I耳 SD044 2周 一括 近世 染付小碗 日韓~底苗 1 0 . 0  4 .0  0 . 6  5 . 1 
高台は削 り だ し 。

1 32.3 1 0  氾 区 SD044 1 1国 一鋪 近世 染付小皿 日韓~底部 9 . 2  3 . 2  0 . 8  4 . 6  1 /2 良 線密 透明紺1 内 外 商 と も に 回転ナデ後染付施稿。

3/4 良 線鶴 透明制
内 外 商 と も に 回転ナデ後染付施晴11。1 32.3 1 1  氾 区 SD044 l 周 一括 近l仕 染付小碗 日韓~底部 1 2 . 0 4 . 8  0 . 8  7 . 2  
口線 の 内 面 に 意 間 的な厚い覇11。

4 . 3  0 . 7  5 . 2  Illf完市 良 i重 石 ・ 石 英 透明覇11
内外聞ち も に 回転ナデ調整能踊付施触。商台

J!!入1 32.3 12 氾 区 SD044 11両 -f百 近1!l 染付碗 日韓~底部 1 1 . 2 
は削 り 出 し。見込みは蛇の目状に軸描 き 取 り 。

1 /2 良 線機 透明朝11
内外国と も に 回転ナデのち染付施刷。1 32・3 13 氾 区 SD044 4層 一括 近世 染付碗 日韓~底部 1 1 .0  6 . 6  1 . 9 6 . 5  
高 台 は l判 り だ し。

111f完臨 艮 鍛普ょ 透明糊
内外聞と も に回転ナデのち染付施明11。1 32.3 14 氾 区 SD044 l 層 一括 近世 染付皿 日韓~底部 8.4 3 .7  0 . 4  2 . 6  
見込 みは蛇の 目 状 に 剥l掻 き 取 り 。

陶磁器 Illf完車 良 敏密
C- 1 44 内外商と も に 回転ナデ調盤。外面上部に1 34.320 氾 区 SD044 2厨 一括 中世 日韓~底部 8 . 6  4 . 6  0 . 7  4 . 7  

灰 白 3本の沈線あ り . 全聞施納。 高台は削 り 出 しロ小碗

青磁 1I由主臨 良 綴密
C- 1 43 内 外商 と も に 回転ナデ翻撃。全函館1 34.32 1 氾 区 SD044 2周 一括 中世

小碗
日韓~底部 1 0 .4  3 .5  0 . 8  6 . 0  

銀灰色 紬。

1 /2 良 線骨J
C-293 内 外 商 と も に 回転ナデ調盤。底部は134.322 氾 区 SD044 l 層 一括 中 世 青磁鉢 日韓~底部 1 5 . 6  7 . 2  1 . 3 1 1 . 5  

瓦の鼠茶 削 り 出 し。

3 . 3  良 般硲
C-2 0 1  内 外商 と も に 回転ナデ調整。 外面に134.323 氾 区 SD044 I 層 一指 中 I!ト 青 白 磁碗 底部 4.4 1 .2 

部い灰緑 沈綿あ り 。 削 り だ し 荷台。

1 /2 良 椴i世
C-228 外面11回転ヘラ 削 り 佳ヘラによる蓮井文.内面11回転134.324 氾 区 SD044 2厨 一括 青磁碗 日韓~底部 1 6 . 6  4 . 8  0 . 7  6 . 9  
焦 茶 色 ナデ調聾@ 見込みには印文141l;日 あり。高台11間り だし。

5 . 0  0 . 7  4 . 7  3/4 良 鰍�i C-2 1 7  外国1I自転ヘラ問り控へうによる車井丸内面11回転ナデ調整1 34.325 氾 区 SD044 2層 一括・ 中 l仕 宵磁碗 底部
嵩者向置の庇輯 極ヘラによる田丸見込みに1I町文l草加あり晶画台1I用りだし。

5 . 0  0 . 7  1 .7 3/4 良 徹密 C-2 1 7  内外聞と も に 回転十デ制強。 見込みに文 1.!t入134.326 氾 区 SD044 一括 陶51< 宵磁碗 底部
高老の置の匝揖 字印文 (河讃i車範) 1.> り 。向台は削 り だ し。

1 /4 良 員百 百英・単色世 C- 1 34 時面11回転ヘラ問 。 陸ヘラ担工且に よ る 車弁文。内面11回転 貫入137.336 氾 区 SK067 20 中世 背磁碗 日韓~底部 1 5 . 4  5 .4  0 .7  6 噂 l
焦茶色 好調且自白:側h9.曲目全面1:&札陥麟に側首=

中1止
3 . 8  1 /4 良 長石、 砂粒粗い C- 1 35 界面11回転へラ 問 。 量、躍に由自主あ り .向面11ヘラ1 4 1 .347 氾 区 SX006 一掃

鎌倉 背磁碗 底部 4.6 0 . 8  
白茶 によ る車文と ジグザ舛初出点描丸高台11田 り 出 L.

中世
6.0 1 /4 良 敏務

C2 1 7  外 商 は回転ヘラ 削 り 後施制。 内面Itヘラ状1 4 1 .348 氾 区 SX006 29 背磁碗 口 縁 1 5 . 0  9 .2  
事老の置の匝韓 工具に よ る 片彫謹花文桂胞触 。鎌倉

中世
5.0  1 /6 良 長石

C-2 1 6  外面11回転ヘラ問 。 桂曜の苗 目:立。向面11回転ナT14 1 ・349 苅 区 SX006 29 
錦倉 青磁碗 口 縁 1 5 . 8  

tfか1Iの目的色 桂ヘラ拭工具によ る瞳文と揖点描文。軸11全面に闘。

中i仕
4.0 1 /4 良 長石 ・ 石英

C-293 外 而 は 回 転ヘ ラ 削 り 調整。 内 面 は へ ラ1 4 1 .350 氾 区 SX006 一括
錦食 青磁碗 口 縁 1 5 . 6  

瓦の鼠茶 に よ る施文 と 櫛点揃文。粕は全面に施納。

4 . 0  0 . 9  5 . 0  1 /2 良 級P色、
C- 1 1 0  内外面 と 品 に 回転ナデ調盟。見込み11蛇の目�に142.353 氾 区 SX009 一指 近枇 小碗 日韓~底部 1 1 .8 コ ヒ 色 軸揖 き取 り 、 理�に砂目 � り 。畳付Itに砂目 あ り 固

1 /6 良 鰍普; C-293 外国11目転ヘラ周り縦曲a内面1I目転ナデ植草曲。見込hにヘラ1 42.354 氾 区 SX0 1 1 一括 中|仕 背磁碗 底部 6 . 0  
瓦の鼠茶 拡mによる申文(草間品。。自由11問。 I!L.mu自由まで臨札

3 . 2  Illf完躍 良 徹也・ 透明紬
内外商 と も に 回転ナデのち染付施刷。1 42・355 氾 区 SX009 一括 近世 染付小皿 口語~底部 1 0 . 0  3 . 8  0 . 5  
高 台 は 削 り だ し 。

3 . 7  3/4 良 長石 ・ 石英 透明利i
内 外面 と も に 回転ナデ後染付施制。142.お6 氾 区 SX009 一瓶 近世 染付皿 日韓~底部 1 2 . 7  7 .4  0 .5  
高 台 は 削 り だ し 。 荷 台 に 目 跡あ り 。

5 . 5  2/3 良 長 石 ・ 黒色舵 透明秘
内外商と も に回転ナデのち車付施軸。見込みlこ4ヶ143・364 氾 区 撹乱 一指 近世 染付碗 日韓~底部 1 1 . 6 4 . 3  0 . 9  
所曲が剥げて い る 。荷台It削 り 出 し、 目路島 り 。

4 . 2  0 . 9  5 . 9  2/3 良 績密 透明紬
内 外商 と も に 回転ナデの ち 染付施動。 見143.365 氾 区 撹乱 一括 近1!l 染付碗 口語~底部 1 0 . 8  
込みに環状の 目跡あ り 。荷台は削 り だ し。
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出土遺物 (土錘) 観察表

図版ー報番 調 .i'ï l豆 迎構 肘 {古 取 I::No. 時101 法 量 (白n) L P 判定 残fi.率 焼成 IItJ 
色 調

備 考
全 長 制 重品t (R) 孔径 外 面 内 面

72 -89 1 1正 SK00 1 7 3 . 4  1 . 1  3 . 1 3  0 . 4  0 . 1 6  3 . 0 9  蜘l 4/5 良 ! H i ・ 行 1Jf
樫

7 . 5YR6/6 

72-90 m lぇ SK004 3 . 3  1 . 0 2 . 7 3  0 . 3  0 . 09 3 . 3 0  刺 4/5 u. ! H i ・ 石 英
I珂黄褐

1 0YR6/6 

72-9 1 皿 区 一括 5 . 0  2 . 0  1 4 . 6 1 0 . 4  0 . 1 6  2 . 50 刺 艮 ! Hi ・ 石 英
に ぶ い 貧 栂
I OYR7/4 

72-92 m ll( 一括 4 . 3  0 . 9  3 . 2 9  0 . 4  0 . 1 6  4 . 7 8  刺 11 11'1.:形 b!. 1; 英
に ぶ い 貧 栂
I OYR6/3 

72-93 皿 l孟 一括 3 . 2  1 . 0 2 . 6 1 0 . 4  0 . 1 6  3 . 2 0  刺 2/3 b!. !�ィ i . 'l.i 英 ・ 金雲 母 ' 1黒色料
に ぷ い 黄 栂 に ぷ い 黄燈
I OYR6/4 I OYR6/4 

72-94 皿 I正 一倍 5 . 2  2 . 0  1 7 .09 0 . 55 0 .30  2 . 60 袋 2/3 b!. l長 イ i ・ 金::ß 母 ・ 赤 褐 色粒 . J匹樹 燈 旦i禍
色舵 7 . 5YR6/6 7 . 5YR3/ l 

72-95 田 1><: 一括 3 . 5  1 . 0 3 . 2 0  0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 50 刺 2/3 b!. !H i ・ 金援母 ・ 赤褐色絞 ・ 茶褐 明貨褐 明貧褐
色純 1 0YR7/6 1 0YR7/6 

72-96 皿 !正 -tli 4 . 3  1 . 1  4 . 7 2  0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 9 1 刺 11 1::l.:1醇 良 !Hi ・ イ1 英 ・ 角 閃 干， . 赤側 色 粒
明黄禍 明挺褐

1 0YR7/6 1 0YR7/6 

72-97 m l><: SE00 1 2 . 4  0 . 9  1 . 1 5 0 . 4 5  0 . 2 0  2 . 6 7  刺 11 11':'"&11> b!. イ i 英 ・ 角 I�Iィ， . 赤褐 色fòL に 』 札 、 黄 栂
1 0YR7/2 

72-98 皿 þ{ SE00 1 60 3 . 9  1 . 0 3 . 2 0  0 . 4 5  0 . 2 0  3 . 90 刺 ほ ぽ完形 b!. イ i 英 ・ 金:主11辛 ・ 赤 褐色柁
にぶい黄栂 にぶい貨燈
1 0YR6/3 1 0YR6/3 

72-99 皿 l正 ー括 3 . 3  1 . 0 3 . 2 0  0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 30 事l 4/5 !i 灰黄褐
I OYR5/2 

72- 1 00 m 区 ー話 3 . 9  1 . 0 4 . 7 1 0 . 3  0 . 09 3 . 9 0  刺 4/5 良 '2 1小 白 色松
J昆褐

7 . 5YR3/2 

74- 1 0 1  皿 |正 -tli 3 . 6  0 . 9  2 . 98 0 . 3  0 . 09 4 . 00 刺 4/5 iミ i' I 色粒
明亦褐

5YR5/6 

92- 1 97 VlI I><: SK02 1 一括 2 . 4  1 . 1  2 . 4  0 . 4  0 . 1 6  2 . 1 8  刺 ほ 11'光形 !i イ i 英 . J1.I色fòL . 白 色粒
浅黄樫

1 0YR8/3 

92- 1 98 VlI Iメ SK022 1::11"1 5 . 1 1 . 85 1 0 . 8  0 . 5  0 . 2 5  2 . 76 申l ほ 11':';己形 良 f i 英 ・ n ø. t宣
燈

7 . 5YR6/6 

92- 1 99 VlI Iメ SK022 一括 3 . 0  1 . 1  2 . 4  0 . 6  0 . 3 6  2 . 73 袋 11 11'j . .:1f� 良 !日色純 " 1 色粒 に ぷ い 貨 槍
1 0YR7/4 

92-200 VlI I><: 
検 出 面

検 /I \ ifli 3 . 6  1 . 2 3 . 8  0 . 4  0 . 1 6  3 . 0 0  期l 11 11'jOf� 五4 i' I 色舵
に ぷ L 、黄棺

一括 1 0YR7/3 

92-20 1 VlI Iメ
検 出 面 検 出 ifiî 2 . 95 0 . 9  2 . 2  0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 2 8  申l ほ 11':"，己形 良 ! H i ' 白 色粒

燈
一括 7 . 5YR7/6 

92-202 VlI Iメ 一括 4 . 6  1 . 2 1 1 . 5 0 . 4  0 . 1 6  3 . 83 刺 ほ 11'完形 良 i'I 色粒
にぷい償

7 . 5YR6/4 

92-203 VlI Il( 一括 4 . 6  1 . 6 1 0 .8  0 . 3 5  0 . 1 2  2 . 88 刺 11 11');己形 良 干 l 英 ・ 白 色純 に ぷ い 賞 権
1 0YR6/4 

92-204 VlI I><: 一指 4 . 1 1 . 1  3 . 9  0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 7 3  刺 ほ 11')'': /f� 良 干 1 英 ・ 白 色純
権

7 . 5YR6/6 

92-205 VlI iK 一括 3 . 4  0 . 9  2 . 3  0 . 3 5  0 . 1 2  3 . 7 8  刺 11 11'完形 良 イ{ 英 . fl 色純 に ぶ い 黄 栂
I OYR6/4 

92-206 VlI I><: 一指 3 . 1 1 . 1  2 . 7  0 . 4  0 . 1 6  2 . 82 申l 4/5 良 '1 i 英 . i'I 色粒
禍

7 . 5YR4/3 

1 1 1 -26 1 咽 1><:
古代層 5 . 7  1 . 8 1 4 . 6  0 . 5  0 . 2 5  2 . 1 7  事l ほ ぽ完11> 民 ! H i ・ 黒 色舵 ・ 赤 禍 色粒

IIIl貨掲一指 1 0YR7/4 

1 1 1 -262 咽 1><:
検 IB 面 5 . 4  1 . 1  4 . 3  0 . 3 5  0 . 1 2  4 . 9 1 期l ほ 11''i，己11> l込 イ I 英

灰 白一括 1 0Y8/ 1 L一一一一一一← 」ーーーーー

中 片 小路遺跡第6表
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融問
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叫州

図版ー報番 調査区 遺構 層位 取 I:No. 時期 法 量 (田} L P 判定 残存率 焼成 胎 土
色 調 備 考全長 幅 重量 (反) 孔径 外 国 内 商

1 1 1 -263 \m 区 SKO l 5  4 .85 1 .4 6 . 9  0 .45 0 .2  3 . 46 刺 ほ ぽ完形 良 長 fi ・ 石英
禍灰

I OYR5/ 

1 20-292 X I王 Pit300 一緒 4 . 2  1 . 1  5 . 1 0 . 3  0 . 09 3 .82  車l ほ ぽ完形 良 長 石 石 英
に ぷ い 貨

2 . 5YR6/3 

1 43-358 泊 区 SK058 一緒 4 . 4  1 . 3 0 . 3  5 . 4  0 . 09 3 . 3 8  刺 11 1l完1� 良 長石 石 英 ・ 角 閃 fï ・ 金;�m
灰 白

5Y8/2 

1 43・359 沼 l互 S0044 4 .4  1 . 5 0 . 4  7 . 6  0 . 1 6  2 . 93 刺9 ほ ぼま�1� 良 長 石 ・ 石 英 ・ 角 閃 石
灰 白

2 . 5Y8/2 

1 43-360 沼 区 Pit l 02 4 . 3  1 . 2 0 . 4  5 . 2  0 . 1 6  3 . 58 申l ほ ぽ完1� 良 長 石 ・ 石英
にぷい貨栂
I OYR7/4 
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出土遺物 (石製品) 観察表

凶版ー報番 調査区 遺構 尉{IJ. 取 1:目。 時期 器 領 部{，Z 法 !it (目.)
残 f7- 率 調 墜 備 考全長 全幅 器目立 煎f，t (g)

56-25 IV . V 区 S8005 中 世 滑石製石鍋 1 . 1  一部

67-73 IV . V 区 S026 中 世 iI'I石製fî鍋 4 . 8 - 2 . 8 - 2 . 2 - 一郎

67-74 IV . V 区 一括 中 jU: 滑石製石鍋 4 . 2 - 8 . 2 - 一部

73-88 I - Vl 区 一括 一指 弥生 国書記 1 8 . 7  1 1 . 0 6 . 7  27 1 0 . 0  

1 1 1 -256 咽区 Pit l 45 中 世 滑石製石鍋 2 . 4 - 一部

1 1 1 -258 四区 弥生 石 斧 1 1 . 7  5 . 8  2 . 1 1 28 . 1 

1 20-290 X 区 Pit407 一括 中 l吐 砥石 1 1 . 7  1 4 . 5  9 . 3  1 855 .0  

1 20-29 1 X 区 SE004 一級 中世 砥i:ï 6.4- 4.5 3 .0- 1 1 5 . 1 砂岩(天草砥石)

1 3 1 -294 氾 区 S0040 一錦 滑 石 製 石鍋 底部 3.4 1 /2 内 外 商 と も に へ ラ 削 り 調張 炭化物 ・ ス ス 付 泊

1 34-328 羽 区 S0044 2 柄 一括 石鍋 1 /2 内 外 面 と も に 削 り 調援。

1 44-35 1 氾 区 SX007 26 滑 石 製 石 釜 目 録 1 1 . 0 (46 . 0) 1 /2 外 而 は 削 り 。 口 緑 に 3 ヵ 所 に 穿孔あ り 。

中 片小路遺跡第7表



N 
új 

第8表

図版・報喬

68-75 

68-76 

1 1 1 -259 

1 1 1 -260 

第9表

第 1 0表

阿版ー報掃

1 20-282 

1 3 1 -295 

1 33-3 1 7  

1 33-3 1 8  

1 33-3 1 9  

1 34-327 

1 37-337 

1 43-36 1 

1 43-366 

中 片小路遺跡 出土遺物 ( 縞 ・ 紡錘車) 観察表

調査þ( 遺 構 層 /Îl 取 I:Nu 時 開l

IV IK SB004 P-8 つ

Vl l王 Pit04 1 古 代

咽 区 中世嗣 中惜別一括
咽 |メ Pit445 

中片小路遺跡 出土遺物 (銅銭) 観察表

l司 版ー報脅 調 1i. 1><: 

1 44-367 咽 1><:

1 44-368 氾 1><:

中片小路遺跡 出 土遺物 (特殊遺物) 観察表

調 J'l: 1><: 遺 構 層 {な 取 I-.Nu 時 期

X P<  SK056 -1Ii 

氾 |ぇ S0044 I 桝 一指 qljft 

氾 |豆 S0044 l 桝 一指 ' 1' 1f t  

氾 l正 S0044 2 桝 一的 近 1ft

氾 区 S0044 21M -m 近 1ft

氾 区 S0044 2 桝 -tli 

氾 þ( SK06 1 l 附 一指

氾 区 S0044 11岬 -1Ii 近 /lt

氾 I王 鋭乱 -1Ii 近 1ft

様 樋 法 抵 (Cm) 残存率
全 長 ・ 外 径 子LI壬 Pl-み 残{j.尚

鴇 羽 目 7 . 4  2 . 3  7 . 7 - 一 部

繍 羽 日 8 . 3 - 一部

t 師 質
6 . 0  0 . 8  1 . 1  一部

紡錘.I/!

滑石製 4.6  0 . 8  0 . 9 一部紡錘111

治 構 銭 町 名

一括 祥符jî:l"I

一括 't!í永通貨

法 Id (cm) 
器 級 部 位 全長 国民筏 成fま 器 尚 回 以み 残存尚
華11/ 日

0 .9 ( ハマ つ ) 3 . 3 -

火 合 胸 部

火 1守

ト チ ン 1 6 . 7 )  7 . 6  

タ コ ハマ 1 8. 0 4 . 0  

丸五L 8 . 2  

丸1i.

メ ン コ 3 . 5  

ト チ ン 7 . 1 7 . 3  ーーーーーー-'--

焼成 胎 色

外 面

� :I\ 附 ú ・ 1'1 @.料 ・ 茶 糊 色 粒
lこ ぶ p 黄 櫨
I OYR7/2 

良 民 主 j ' I' 1 色粒 見1色粒
櫨

7 . 5YR6/6 

良 ii 英 . lA\色続
浅黄樫

I OY R 8/3 

国 1'; 初 鋳 年

北米 1 008斗

日 本 1 62 6 年

残存率 焼 成 !的 色

外 面

1 /4 n I毛 イ 1 ・ !且色f>l. ' にに灰ぷぶ薗いい褐燈栂 l
7
7OY5

5YYR
R
R5/672//4 

4 1' 1 色粒

一部 1� i走 行 ・ 石 英 ・ に 』 抗 、 極
金 二足 時 . iffi 色純 7 . 5Y6/4 

一部 � !.Hj . 石 英 ・ 灰黄
:u 付 ・ 角 閃 {j 2 . 5Y7/2 

1 /2 iミ 小石 晴赤褐
5YR3/3 

ほ ぽ完形 良 l生 イ j ' {ï !/.i ' に ぶ い 黄 檀
�U 色粒 I OYR7/4 

1 /2 iミ イ i 英 . (1司 i珂 i i
浅vi償

I OYR8/3 

民 良

ほ ぽ完形 1i! に ぶ い 纏
5YR6/4 

1 /2 良 附亦渇
5YR3/3 

調

内 而
f�l 鈍褐

I OYR6/6 

に ぷ い 槍
7 目 5YR6/4

浅員檀
I OY R 8/3 

!'! ，'f 

調

I勾 閥

に ぷ い 栂
7 . 5Y5/3 

阪 1' 1
2 . 5Y7/ 1 

iJ!政権
7 . 5YR8/3 

に J; i ' 健
5YR6/4 

調 整 備 考

十 デ 調 暫 。

ナ デ 調 帳。

よ く 研醗 さ れて い る 。 土 器 g' l'州I/Jf/

よ く 研附 さ れて い る 。

体 備

調 千里

内 外 而 と も に ナ デ 調 書置 e
一 部!昌艇がみ ら れ る 。

外 而 は ナ デ 調 盤 後 へ ラ 状 工 H
に よ る 花文。 内面はいl転ナデ調続日

内面白ナテ韓 5�を“車a t H 量船唖かれて いる 車

韓日韓I '!唱 し 臨 時:相Eしている 時副!T事t十字高E

ナ デ 後 胞 納 。

一部 に 紺1 がかか る 。

外 面 は 斜 佑 子 日 1111 き 、 内 面 は
イfi E/ lf4。

外 而 は 斜 桁 子 叩 き 、 IÃI 面I は 拘i
11 娘。

ナ デ 謝 額 。 櫛 状 工 H に よ る 9 4>:
の条線。 � f立 に l 本 の 条線。

ナ デ 後 施 制 。

芦4 

備 考

煤付tf

11i 1 1 瓜

揃 鉢 を 転 1 1 /



写 真 図 版



P し 3 西片稲村j立跡全景

2 1 7 -



西片稲村逃跡

PL.4 S I00 1 完開状況 Pし5 SJ002 �4完楓状況

P L . 6  S I 0 0 2 �4完掘状況 P L . 7  SI 004完掘状況

PL . 8  SI006完制状況 PL.9 S IO09完銅状況

- 2 1 8 一
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四 片 稲 村追跡

P L . 1 6  SDOO l 完払li 状 況 P し 1 7 SDOO l 完掘状 況

P L . 1 8  S D 0 0 5完制状況 PL. ] 9 SD006 ・ 7完銅状況

P L . 2 0  S Iく002完j):I: 状 況 P L . 2 J S K003完侃 状 況

- 2 2 0 -



P L. 2 2  

SEOO l イ i材 検 1 1 \ 状出

P L . 2 3  

S EOO I {î�;Il先�ill�R ?J� 

P L . 2 4  

SEOO I J I: j i f'l" 検 1 1 \ 状況

- 2 2 1 -



西片稲村主d跡

、. 

P し 2 5 SEOO 1 1 1:戸枠

- 2 2 2 -



1 7  

5 

P し 26 S I 00 5 1 1 \  I -.Jn物- 223 -



IJ!.j ) 'í稲村追跡

34 

2 1  
36 

P し 2 7 S I 006 ・ 008 1 L J -I::.ill物

- 2 24 -



48 

47 

P L . 2 8  S I 009 1:L\ 1 -.辿物RU
 
nノム円/』



1山片稲村辺倒i

弘 、

44 

民J》只J》

P し 2 9 SI009 . 0 1 1 l L\ 土迫物

- 2 2 6 一



58 59 

70 

66 62 

Pし 30 SD005 ・ 006 ・ 00 7 1 1 \ -1てj品 物

- 2 2 7 一



四 Jt稲村治跡

95 

92 

90 

96 

9 1  

P し 3 1 SEOO l 出 土逃物

- 2 2 8 -



87 80 

82 

83 

P L . 3 2  Sß002 . 003、 S Iく002 ・ 003 ・ 004 ・ 0 0 5 出 土法物

QU
 

円/】円/』



1:1:1 片小路沿跡

1 05 

1 09 

99 1 07 1 04 

1 08 

1 1 2  

1 09 

P し 3 3 訓筑 区一折迫物

ハU円べUヲμ



P L . 3 4  1 区 滞状追梢完掘状況

PL.35 1 1  r天 完制 状 況

- 2 3 1 一



1 \ 1 片小路沿跡

P L . 36 111 . IY . V 区 完抗11状況

Pし.37 YI 区 完-tJI I!状況

円/】qu
 
円/』



P L . 3 8  V!I区 完1111:状況

PL. 39 VII1 区 完t1:l\状況

2 3 3  -



1 \ 1 ) \・ 小路逃跡

PL.40 X Iヌ 先jJni :IJ\ lJG 

P し 4 1 氾 |又 完jJni状 出

234 -



P L . 4 2  旧 区 SBOO l 完掘状況

P L . 44 田 区 SXOO l 造 物 出 土状況

PL.46 IY . V 区 SB004完眠状況

Pし 48 N . V 区 SBO 1 1 完版状況

P L . 4 3  田 区 SIOO 1 完掘 状 況

P L . 4 5  IV . V 区 SB002 ・ 003完掘状況

P L . 4 7  IY . V 区 SB005完掘状況

P L . 4 9  N .  V I孟 SBO l 3 完 掘 状 況

RU
 

『u円/』



1\ 1 片 小路逃跡

P L . 5 0  W .  Y 区 S B0 1 2 ・ 0 1 5完掘状況

PL . 5 1 IV ' Y 区 SD009 ・ 0 1 7完嗣状況

PL.52 W . Y 区 S D009 ・ 0 1 7完掘状況 Pし 5 3 w . y 区 S D 0 1 9 辿 物 川 上状況

P し 54 w . y 区 SB002 ・ 003完掘状況 Pし55 VI区 S Iく0 1 6 '1土裁状況

PL.56 VI 区 SK0 1 7完1M状況 Pし57 V1 区 S K0 1 8 、ド故状況

- 236 一



�ーで『ー『

Pし 58 V115<:  SX002 完iJnl 状 況 P L . 5 9  VlJ 区 SßO 1 8:;'dJIII 状 況

._1 P L. 6 1 \1l1区 SROO I 完jJ1I1状 況

Pし 6 0 VlJ I天 SD030完払li 状 況

-

PL .  62 VlJ 医 S ROO 1 . SD030ill t1Yi lfJi而�ki��

P L . 64 \111 区 SK022;U物 : 1 \ I 一 平 1&�}\ 汎

P L . 6 3  \111 15<: Pi t0 7 4 ・ S Iく0 1 9検 1 1 \ 状 出

P L . 6 5  \111 区 S Iく0 1 9 :;'，己払li 状 況ウi円Jn/】



l い J 'ï小路追跡

P L . 66 VII 区 S K0 2 5 ・ 026完制状況 Pし 6 7 VII 区 SK027完制状況

Pし 68 VJI 区 SK03 1 ' 0 32完似状況
Pし 6 9 VII区 S K035完制状況

Pし70 V1I1� S K0 3 5完-t}nl状 況 P し 7 1 V1J 区 SD02 5 ' 02 6完-t}ul状 況

P し 7 2 VII 区 SROO 1 7é�iI:状 況 Pし 7 3 Vß区 SD02 7 ・ 028完払li 状 況

- 238 -



Pし 74 川 区 S802 J :J"L;jJu: 状 ìJI.

P し 7 6 VIU IR S8024 ン'Glhll 状 u

P し . 7 8 VIll 区 Pit J 2 7 . SK039ン'6jl:，:状 削

P L . 8 0  VIll区 S Iく042:.ié�:，:状 出

P L . 7 5  川 区 S802 1 . 023完掘状況

、ー

P L . 7 7  VIII 区 Pit  J 2 7 ・ S K0 39完1M 状 況

Pし 7 9 VIll 区 Pit 1 2 5完掘状況

P L. 8 J VllI区 S K043完tl:J:状 副

QU

 

円ぺU円/』



I-�I 片 小路追跡

PL.82 V111 区 S K045完掘状況

P L . 83 V1ll 区 拡張 区完侃状況 ( ] )

P L . 84 川 区 拡 張 区完掘状況 (2)

PL .86 X 区 完侃状況

P L . 8 5  X 区 SE004井戸 枠 検 出 状 況

lコ し 8 7 氾 |ヌ S 8 0 3 0  Pit l 86柱穴完掘状況 PL.88 氾 区 S803 1 完侃状況

- 240 -



P し . 8 9 氾 区 Sß02 9完!J:tl状 況 Pし 9 0 氾 15( Sß030完fJni状 況

P し 9 2 泊 |メ Sß034完flni状 削

Pし . 9 J 氾 区 Sß033完fJni状 N

P し 9 3 氾 灰 S D 0 3 6 ・ 03 7 ・ 038先制状況 Iコ し 94 氾 |メ Sß03 J :.i己fJni :1火 l�1.

- 24 1 一



1 \:1 片 小路並立跡

P L . 9 5  氾 区 SD043完桐状況

P L . 9 7  氾 区 S D044完掘状 況 P L . 98 氾 区 S 0044水没状況

P L . 9 9  氾 区 SK06 1 ' 06 2 ・ 063 ・ 064完掘状況 PL. I OO 氾 区 S K06 5 ・ Pit 1 1 7完掘状況

PL. I O l  珂 区 SX009嬬鉢 1 1 '， -1二状 況 P L . 1 02 氾 区 SX009半裁状況

- 242 一



PL . 1 03 氾 区 Pit  1 1 1 半裁状況

PL. 1 05 氾 区 SX006辺物 1 1 \ 土状況

官
. イ 宅、ドttt

P L . I 09 Xl Iヌ SXO l l 完掘 状 況

P し 1 04 氾 |ぎ SX006造物 山 土状況

札 ;;.... 
P L . I 06 氾 1>( SX006 . SD039完制状況

P L . 1 08 XJ Iメ SX0 0 7 辿 物 11 仁|司令状況

qu
 
A斗円/』



中 J 'í小路逃跡、

戸'

PL . 1 1 0  X I豆 SE004:J 1・)i 枠 検 1 1 '， 状 況

Pし J J 1 X 区 SE004 J I二 戸 4dlL

- 244 -



I I �: I : I::ìi:l物

1 00 

1 3  

92 

96 

(SKOO l )  

2 
(SK00 1 )  

7 
(S0004) 

98 
(SE00 1 )  

95 

97 
(SEOO l )  

8 
(S0004) 

90 
(SK004) 

93 

巳JVAq
 
n/』PL. 1 1 2 ・ 1 1 . 1T I 1玄 川 イ サ山物

62 

1 IRIJ\ 1:迫物

1 0  
(S0004) 

89 
(SKOO l )  

9 1 

99 
1 0 1  



1 \ '  J 'c小路沿跡

2 1  
(5100 1 )  

44 

39 

1 9  
(5100 1 )  

36 
(5E00 1 )  

(5100 1 )  

26 

Pし 1 1 3 I II . !V .  V 区 山 一1-.辿物 ( 1 ) 

- 246 -

73 

34 
(5E00 1 )  

25 
(5B005) 



54 
(SE002) 

3 1  
(SD0 1 7) 

38 

ノ \

50 
(SE002) 

母圃

(SEOO l )  46 
(SE002) 

PL . l 1 4  1II . IV . V I>{ 1 1 \ 1 荷造物 (2 )

- 2 4 7 -

。。

t' 

7 
(SE002) 

55 
(SX00 1 )  

48 
(SE002) 

7 1  

53 
(SE002) 



中j十小路辺跡

(SX002) 

、、 ・1

92 
(SX002) 77 

(SD004) 

Pし 1 1 5 VI . r � N 区 山 土造物

- 24 8 -

84 
(Pit009) 

76 

87 
(Pit040) 

(Pit04 1 )  



1 48 

(SE003) 

vf1 Lく
SK02 1 

1 86 

SK022 

Pし j 1 6  Vl1 Iヌ : 1 \ 卜 j立物 ( 1 )

- 2 49 -

2 1 3  
(Pit094) 

2 1 0  

207 



中 j守小路巡回f

1 1 5 
SD029 

y 

1 02 
(SD027) 

SK0 1 9  

PL. 1 1 7  VIl 区 H:'， 土辿 物 ( 2 )ハU巳リワ」

さず

1 66 
(SK022) 

1 90 
(SKOO 1 )  

1 27 
(SK020) 



》・ tシ ‘
J ・ 9 、巳J

/ 

1 64 
(SK022) 

1 1 9 
(SK0 1 9) 

1 20 
(SK0 1 9) 

1 55 
(SK0 1 9) 

1 24 
(SK0 1 9) 

長 1 52
(SK022) 

1 58 
(SK022) 

1 53 
(SK022) 

1 55 
(SK022) 

PL . 1 1 8  VlI lメ : 1 \  卜宇治物 ( 3 )FI3
 
9』



中片小路辿跡

ι も守白ち 昼、断巴-ー
1 92 

1 56 
(SK022) 

2 1 7  

1 93 

Pし. 1 1 9  VlI 区 1 1 \ 十j立物 (4)- 2 5 2 -

1 96 

SR00 1 



1 97 
(SK02 1 )  

205 

1 54 
(SK022) 

1 44 
(SK02 1 )  

1 37 
(SK02 1 )  

1 50 
(SK022) 

1 59 
(SK022) 

E 
.. 司

せヨ町a

1 99 
(SK022) 

204 

lコし 1 2 0 vn 区 1 1 \ 土泣物 ( 5 )
2 53 -

206 

200 20 1 



[\J Ji 小路追跡

〆冷"'248
(SK04 1 )  

\ / 
239 
(SK04 1 )  

SA002 

SD032 

236 
(SK04 1 )  

234 
(SK044) 

Pし 1 2 1 VlII 区 1 1 '， 土辿物 ( 1 )4・にju円/】

22 1  

273 



247 (外)
(SK04 1 )  

\1 ・.
\弘 、

\イ

\ ヤ ‘ ， 、 、 4• J 

\ \ 九.' li' 226 
(SK04 1 )  

SK043 

1 43 
(SK02 1 )  

228 
(SK045) 

Pし 1 22 VIIJ 区 1 1 \  1 '. )品 物 ( 2 )「DRu
 
nノ』



1 \  I )- 'ï 小路沿跡

263 
(SK0 1 5) 

27 1 

262 

SK073 

261 

PL. 1 2 3 V111 区 1 1 \ 卜.辿物 (3)

- 2 5 6 -



285 
SE004 

�ム『一一一占一 四

292 

286 
(SE004) 

Pし 1 24 X 区 : 1 \ -1二j品物7ーにU円/』

29 1 (右側)



r \ 1 J '，- 小路追跡

S0044 

PL . 1 2 5 氾 区 山 卜j立物 ( 1 ) 口。民u円/】

3 1 9  
(S0044) 

302 
(S0044) 

(S0044) 



343 
(SK073) 

337 (外)
(SK06 1 )  

PL . 1 26 氾 区 L I-'r 士出物 ( 2 )- 2 59 



1\ 1 J '1- 小路i立跡

298 
(S0044) 

3 1 7  
(S0044) 

327(内)
(S0044) 

300 
(S0044) 

3 1 6  
(S0044) 

330 SK065 

Pし . J 2 7  刈 !文 1 1 \  -t造物 (3 )- 2 6 0 一

296 

. . 

(SK067) 

293 

295 
(S0044) 



司 • 

00口

SX006 

348 
(SX006) 

PL. 1 28 氾区 1: 1:\土辿物 (4)- 2 6 1 一

358 司- 360 
(SK058) (Pit 1 02) 

368 



あ と が き

平成 1 4 年度に熊本県教育委員会が九州新幹線建設工事に伴 う埋蔵文

化財調査を行 っ た西片稲村遺跡 ・ 中片小路遺跡の報告書が完成 しま した。

平成 1 5 年度から整理を開始 し、 平成 1 6 年度で報告書に取りまとめ

ることができたのは、 ひと え に発掘作 業と整理 作 業に携 わ っ た多 く の

方々 のお力添 え に よ るものです。

この報告書が地元の方々 並びに県民の皆様の文化財に対する認識と理

解を よ り深めることになる よ う 希望いた します。
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